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　青みがかった石造りの扉を、俺は無言で見上げた。

　浮遊城アインクラッド第三層のボス部屋から、次のフロアへと上るための螺ら旋せん階段の終点。この扉を開ければ、そこは前ぜん人じん未み踏とうの第四層だ。誰よりも早く新たな世界を目にし、まっさらな地面に足跡をしるすのは、最前線組フロントランナーの俺にとっては最大の喜びのひとつ──であるはずなのだが。

　最後の踊り場まであと三段という場所で、俺はただただ立ち尽くす。

　約十秒が経過した時、ひとつ上の段に立っていた栗色の髪の細剣使いフエンサーが、しびれを切らしたように言った。

「あのね、いつまでそうしてるつもり？　もう扉のレリーフは充分に見たでしょ。それとも、次が四層だからって怖がってるの？」

　右の耳から入ったその問いかけが、左の耳へとスルーされる寸前で脳に引っかかり、俺は顔の向きを変えた。

「……四層だから、ってどういう意味だ？」

　するとフェンサーは、苛いら立だち半分、からかい半分の視線で俺を見下ろしながら言う。

「ホテルとかで、四階や十三階を嫌いやがる人っているでしょ。あなたもそのクチなの？」

　ようやく彼女の言わんとするところを理解し、俺は急いでかぶりを振った。

「ち、違うって。その手の縁えん起ぎをかつぐ人間なら、こんな真っ黒いコートを好きこのんで着るわけないだろ」

「じゃあ、なんでそこに突っ立ってるわけ？」

「えーと、それは……」

　口ごもりながら、もういちど行く手の大扉を見上げる。

　高さ三メートルはあるであろう両開きの扉には、精せい緻ちな浮レきリ彫ーりフが施ほどこされている。デザインは各層で異なり、よく見ると次のフロアの風物や物語を暗示する図案になっている。たとえば、《牛のフロア》だった第二層に続く扉の中央には、牛の頭のレリーフ。《森とエルフのフロア》だった第三層に続く扉には、巨大な木の下で対たい峙じする二戦士のレリーフ。

　そしていま俺の眼前にそびえる第四層の扉の中央には、ゴンドラのような小船を漕こぐ旅人のレリーフが見て取れる。

「……その絵がどうしたのよ？　あなた、ベータテストの時にもう見てるんでしょ？」

　苛立ち成分を六割に上昇させながらそう問うてくるフェンサーに、俺はゆっくりとかぶりを振ってみせた。

「……いや、見てない。正確には、扉は見てるけど、このレリーフは見てない」

「え……？　どういうこと？」

「図案が違うんだ。ベータテストの時は、乾いた谷底を彷徨さまよう旅人の絵だった。でもいまは、見てのとおり、船に乗っている……」

　俺の言葉に、フェンサーは小さく首を傾かたむけた。長い髪が揺れ、薄うす暗ぐらい階段ホールに淡い光の粒を散らす。

「……ベータの時は、四層はどんなところだったの？」

「ええと……フロア全体に、下が砂地になってる峡谷が網の目みたいに走ってて、そこを通るしかなかったんだけど何せ砂だから歩くのが大変だったよ」

「ふうん……。《谷底を歩く旅人》の図案そのままね。で、その絵が変わってる……ってことは……」

　そう呟つぶやきながら螺ら旋せん階段を天てつ辺ぺんまで上ると、扉の中央に刻まれたゴンドラのレリーフに手をかけ、躊ちゆう躇ちよなく押す。

　ごごん、と重い音が響ひびき、巨大な石造りの扉がゆっくりと左右に分かたれていく。俺も慌てて階段を駆かけ上がり、フェンサーの隣となりに並んだ。

　少しずつ開いていく扉の向こうから、午後の眩まぶしい光が差し込んできて、視界を白く染め上げる。眼めを細めた俺は、視力を取り戻すよりも早く、その音に気付いた。

　うねりのある低音と、跳ね回るような高音の二重奏。

　水音。

　ようやく大量の光にアジャストした俺の両眼に映し出されたのは、かつては乾き切った峡谷だったはずのその場所を、勢いよく流れる真っ青な渓水だった。

　立ち尽くす俺の右肩にポンと手を置き、

「……こういうことでしょ」

　と、フェンサーはなぜか少し自慢げに言った。
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　二〇二二年十二月二十一日水曜日、午後一時三十二分。

　扉の手前で数分のタイムロスはあったものの、俺ことレベル16片ソ手ー剣ド使マいンキリトと、暫ざん定てい的パートナーであるレベル15細剣使いフエンサーアスナは、全プレイヤーに先さき駆がけて浮遊城アインクラッドの第四層に到達した。

　ベータテスト時の第四層にテーマを求めるならば、《涸かれ谷だに》ということになるだろうか。扉の手前でアスナに説明したとおり、からからに乾いた峡谷がフロア全体を蜘く蛛もの巣のように走り回っていて、どこへ行くにもその谷底を通らなくてはならず、歩きづらいわ迷いやすいわで往おう生じようしたものだ。

　しかし、いま俺の眼前に存在する光景は、ベータ時のそれとはまったく異なる。

　出てきたばかりの往おう還かん階段を懐ふところに抱く四阿あずまやは、小高い丘の天てつ辺ぺんにある。地形そのものは前と同じだが、かつては赤茶けた砂さ礫れきが剝むき出しだったはずの地面は、青緑色の地衣類にくまなく覆おおわれている。壁かべのない四阿の中からぐるりと見回してみても、裏手に大きな樹きが一本生えているだけで、モンスターやＮＰＣの姿はない。

　直径三十メートルの丘は、周囲を切り立った崖がけに取り囲まれているが、南東と南西の二箇所に細い谷間があり、別の峡谷に繫つながっている。南西の谷間からは青く澄すんだ水が勢いよく流れ込み、丘を一周して南東の谷間から流れ出ていく。つまり、かつては単なる丘だったこの場所が、いまや《島》になってしまっているわけだ。

　開発者たる茅かや場ば晶あき彦ひこによって脱出不可能のデスゲームと化したこのＳＡＯ正式サービスに、四ヶ月前のベータテストと比較して、少なからぬ数の変更点が存在することはすでに痛いほど思い知らされている。しかし、フィールドの見た目がこうも根底から変わってしまった例は、いままでなかった。これでは、とても《涸れ谷》のフロアとは呼べない。

　そもそも、ベータ時代は唯一の通路だった峡谷に、白波が立つほどの急流が渦巻いているということは──。

「ねえ、いつまでそこに突っ立ってるつもり？」

　アスナに肘ひじでつつかれ、ようやく精神的スタンから回復した俺は、とりあえずパートナーに謝しや罪ざいした。

「あ……悪い。ぼーっとしてた」

「別に謝あやまらなくてもいいけどさ、早く主街区に行って転移門をアクティベートしないと、下の人たちが待ちくたびれちゃうよ」

「そ、そうか。ええと……まずはアルゴにボス突破を知らせないと……」

　第三層のフロアボスである巨大な樹じゆ木もく型モンスター、《ネリウス・ジ・イビルトレント》は約二十分前に犠ぎ牲せい者しやゼロで撃げき破はされたが、ダンジョンからはインスタント・メッセージを送れないので、ボス攻略レイド・パーティーのメンバー以外はまだ誰もフロアが突破されたことを知らない。真っ先に四層のフィールドに到達した俺たちが、《鼠ねずみ》の異名を持つ情報屋アルゴに一報を入れ、彼女から下層階の全プレイヤーに向けて情報を発信してもらうという手はずになっているのだ。

　急いでメニューウインドウを開こうとした俺の右手を、アスナがぐいっと押し戻した。

「君がぼーっとしてるあいだに、わたしが連絡しちゃったわよ」

「そ、そうですか。お手数おかけしました……」

「さあ、早いとこ主街区に行きましょ。谷底に水が流れていようといまいと、道順そのものはベータの時と一緒なんでしょ？」

「あー、うん、一緒だと思う……んだけどさ……」

「じゃあ、道案内よろしく！」

　ばしんと背中を叩たたかれ、仕方なく俺は足を前に出す。

　石造りの四阿あずまやから出ると、湿ったコケを踏ふみながら南側の斜面を降りる。岸辺で立ち止まり、滔とう々とうと流れる水を覗のぞき込む。

　透明度が高いので、白砂に覆おおわれた川底が見えることは見えるが、水深はかなりのものだ。目測では二メートル以上あるのではないだろうか。当然、歩いて渡るというわけにはいかない。

　隣となりで立ち止まったアスナも、同じように川を覗くと、ようやく俺の途と惑まどいを理解したらしき口ぶりで言った。

「え……こんなに深いの？　これじゃ、向こう岸まで渡れないじゃない」

「そうなんだよ……。ていうか、向こう岸なんてないんだと思う」

「…………どういう意味？」

「そのままさ。ベータの時は街や村やダンジョンを繫つなぐ唯一の道だった涸かれ谷だにが、いまは深い川になってるんだ。たぶん、フロア全体で」

　すると細剣使いは、ほっそりした眉まゆを強くひそめる。

「つまり……道がなくなってる、ってこと？」

「そういうこと」

「…………」

　四層到達直後にその事実を認識した俺はたっぷり三分近くも放心してしまったのだが、アスナはわずか五秒で頭を再起動させると、周囲に視線を巡らせた。

「……あの崖がけの上はどうなってるの？」

　その言葉に、俺も円形の丘を取り巻く断だん崖がいを見やる。濡ぬれたように光る灰色の岩が、恐らく三十メートル以上も垂直にそびえ立ち、天てつ辺ぺんは白い霧きりに紛まぎれてよく見えない。

「解わからない。ベータの時は、誰も上まで登れなかった」

「それは、システム的な障しよう壁へきがあるってこと？」

「いや、そういうのはなかったけど、岩がもろすぎてみんな途中で落っこちたんだ。もちろん俺も。ちなみに、半分以上登ってから落ちると、落下ダメージでたいてい死んだよ」

「……じゃあ、いくら下が水面でも、試すのは危険すぎるわね……」

　アスナの呟つぶやきに、無言の頷うなずきで同意を示す。命を賭かけたトライアル・アンド・エラーが許されない現状では、無む謀ぼうな崖がけ登のぼりに挑戦するわけにはいかない。

　上に向けていた視線を下ろし、アスナは再び川かわ面もを覗のぞき込んだ。

「なら、あとはもう、この川を泳ぐしかないじゃないの」

　その言葉にも、しかし、即座に賛同はしかねる。

　ブレストプレートとレザースカートの上に暗赤色のフーデッドケープという細剣使いの装備を一いち瞥べつし、まずは質問する。

「えーと……アスナさんは、ＳＡＯここで水泳をした経験は……？」

「…………」

　なぜか左腕で体を隠すような仕草をしながら、アスナは小さくかぶりを振る。

「な、ないわよ」

「そうか。じゃあ簡単に説明するけど、ＳＡＯでの水泳は、現実世界のそれとは体の使い方がかなり違う。まともに泳げるようになるにはかなり練習が必要だし、練習しても溺おぼれる危険がなくなるわけじゃない」

「溺れる……と、どうなるの？」

　表情を引き締しめながらそう訊きいてくる暫ざん定ていパートナーに、俺は簡かん潔けつに答えた。

「溺れる、つまり頭まで水に沈むと、そのうちＨＰが減り始める。そのまま水面に出られなければ、もちろん死ぬ」

　その言葉を聞いても、アスナはほんの少し唇を嚙かんだだけだった。ちらりと青い川面を見てから、気丈に問いを重ねる。

「練習って、どれくらい必要？」

「うーん……人にもよるけど、俺は一時間以上かかったな。しかも、水深一メートルくらいの浅い湖でね。こんなに深くて流れの速い川で練習するのは危険すぎるよ」

「そう……。──なら、いったん前の層に戻って、適当な場所で練習してくるしかない……ってことね……」

　呟くようにそう言いながら眼めを伏せたアスナは、俺がどう答えたものか迷っているうちに、いちど頷いてから言葉を重ねた。

「じゃあ、こうしましょう。君はここから泳いで主街区を目指して。わたしはさっきの階段で三層まで戻るわ。確か、フロアの北側にちょうどよさそうな湖があったからそこで練習して、泳げるようになったら転移門で四層に行く。とりあえず、パーティーはここで解散てことね」

　いつもより少しばかり早口にそこまで言い終えると、アスナは右手を持ち上げ、メニューを出そうとした。

　数分前とは逆に、今度は俺がその手を摑つかんだ。

「…………」

　はしばみ色の瞳ひとみが、じっと俺の顔を見返してくる。川かわ面もに揺れる光が瞳に反射し、その奥の感情を覆おおい隠す。

　一緒に戻って練習に付き合うよ、という申し出を、アスナが拒否するであろうことくらいは対人コミュニケーションスキル皆無の俺にも推測できた。自分のせいで転移門の開通が遅れるような事態を、誇り高いフェンサーは受け入れるまい。俺たちがやらなくてもリンドかキバオウが有効化アクテイベートしてくれるだろうとか、三層ボスの討伐から二時間経たてば勝手に有効化されるからとか、そんな理詰めの主張も効果はないだろう。

　代わりに俺は、第四層の大だい変へん貌ぼうを目にした時から胸に引っかかり続けている違和感を、どうにか言葉にしようとした。

「ええと……俺、なんか納得いかないんだよな」

「…………何が？」

　小声で問い返してくるアスナから視線を外し、流れ続ける谷川を睨にらむ。

「さっきも言ったけど、ＳＡＯの水泳ってのはかなり危険なんだ。ましてやいまは一回死んだらそれで終わりなデスゲームなんだから、往おう還かん階段から出てきていきなりぶっつけ本番で泳がなきゃいけないようなマップはいくらなんでも無茶苦茶だ。たぶん、何か見落としてるんだ。他の道……はなさそうだから、保険っていうか、補助的な手段がこの島のどこかに……」

　半なかば自分に向けてそう呟つぶやきながら、今度は背後の小島を見上げる。

　差し渡し三十メートルしかない円形の島には、モンスターもＮＰＣもいないのは確認済みだ。目立つオブジェクトも、往還階段のある四阿あずまやと、そのすぐ北側に生えている広こう葉よう樹じゆだけ──。

「…………ん？」

　俺は、左に通過しつつあった視線を、二メートルほど後戻りさせた。眼めを細め、気になった箇所をじっと睨む。

「どうしたのよ？」

　怪け訝げんそうな顔になるアスナの右手を摑んだまま、一歩、二歩と坂を登る。自分の見たものに確信を得た瞬しゆん間かん、全力でダッシュする。

「わっちょぶなっ！」

　恐らく、わあちょっと危ないじゃない的なことを叫ぼうとしたらしいアスナを引っ張りながら、一気に頂上まで駆かけ上る。四阿を回り込み、大木の根元に立つと、ずっと上のほうの枝を凝ぎよう視しする。

「ほら、あそこ」

　アスナの右手を解放した手で指さすと、フェンサーはわざとらしくスカートの裾すそを払ってから、同じように視線を上向けた。むすっとしていた表情が、二割ほど明るくなる。

「あっ、実が生なってるじゃない。しかも、可愛かわいい形！」

　アスナの言葉どおり、広こう葉よう樹じゆの梢こずえ付近には、色とりどりの小さな果実が幾つもぶら下がっている。特徴的なのはその形で、真ん中に穴の開いた円形──つまりドーナツ型をしているのだ。あんな形状の果実を見るのは、ベータテストを通しても初めてのことだ。

　アスナの唇に浮かんだ淡い笑みは、しかしすぐに消えてしまった。

「……確かにちょっと美お味いしそうだけど、でも、おやつなんて食べてる場合じゃないでしょ。そろそろ、リンドさんたちのドロップアイテム分配も終わる頃だわ。主街区に行くのに水泳の練習が必要なら、みんながここまで上がってきちゃう前に、そのことを知らせないと……」

「まあ、まずは実を落としてみようぜ」

　そう答えると、俺は直径五十センチはありそうな幹に両手をかけた。腰を落とし、足を踏ふん張って、渾こん身しんの力で揺さぶる。しかし巨木はびくともせず、当然、果実も落ちてこない。

　大木の樹皮はつるつると滑なめらかで、《軽かる業わざ》スキルを持っていない俺には登れそうもない。小石を拾って投げることも考えたが、《投剣》スキルを持っていない俺では命中させられそうもない。

「あーもう、スキルスロットがあと三つ……いや五つくらいあればなあ！」

　ＳＡＯプレイヤー全員が感じているであろう不満を臆おく面めんもなく口にしながら、握った右拳こぶしで八つ当たり気味に幹を殴る。すると、無意識のうちに《体術》スキルの基本技《閃セン打ダ》が発動してしまい、赤いライトエフェクトを帯びた拳が幹に激げき突とつ。発生した衝しよう撃げき波はが、巨木をびりびりと震わせる。

「…………あ」

　アスナがそう声を上げた直後、二つのドーナツ──ではなく輪っか状の木の実が、音もなく落ちてきた。それらを右手と左手で同時にキャッチした俺は、偶発的な結果であることをごまかすために、とりあえずニヤッと笑っておく。

　すると、今度は呆あきれ顔がおになったアスナが、肩をすくめて言った。

「あのねえ、結果オーライだったからいいけど、もし木が折れちゃってたらどうするのよ。わたしたち、いちおうまだダークエルフ隊の一員なんだから、自然は大事にしなさいよね」

「は、はい、すみません……」

　謝あやまりつつ、この層のどこかにいるはずのダークエルフ騎き士しキズメルに思いを馳はせる。彼女も、涸かれ谷だにが川になってしまって往おう生じようしているのだろうか。それともエルフの魔ま法ほうで、水面を歩けたりするのだろうか──。

　同じくキズメルを思い出したのだろう、アスナもしばし口を閉じていたが、俺より早く我に返ると言った。

「で、そのドーナツの実、どうするの？　食べるなら、わたし黄色いほうがいいわ」

　俺の両手に握られている果実は、片方が鮮あざやかなコバルトブルー、もう片方が淡いレモン色。確かに青いほうはまったく食欲をそそられないが、幸いなことに、俺がこの実を落としたのは食べるためではない。

「いや、たぶんこれはドーナツの形じゃないよ」

「……じゃあ、何の形なのよ」

　その問いには答えずに、青いほうを口に近づける。やっぱり食べるんじゃない、という顔をするアスナに「まあ見てろって」と目め配くばせして、側面から一センチほど突き出した小さな突起──木の枝と繫つながっていた、いわゆる《へた》部分──を咥くわえる。

　そのまま鼻から大きく息を吸い、筒状になっているヘタに、思い切り空気を吹き込む。

　最初は強い抵抗を感じたが、まるで弁が開くような感覚とともに空気が木の実に入り込んだ、その直後。

　ぽーん！　という盛大な破裂音を響ひびかせて、青い木の実は瞬しゆん時じに巨大化した。最初は七、八センチだった直径が、いまは一メートルにも達している。これはもう、どう見てもドーナツではなく──。

「え…………もしかして、それ……浮き輪？」

　あっけに取られた顔でそう呟つぶやくアスナに、俺は再びニヤリと笑いかけながら、左手の黄色い木の実を渡した。

「アスナもやってみろよ」

「う……うん」

　頷うなずき、細剣使いはすぼめた口で突起を咥える。大きく胸を反そらして空気をチャージし、両眼めを閉じて吹き込む。

　二度目の破裂音が高らかに響き、アスナの手て許もとにも浮き輪が出現する。サイズに対して驚おどろくほど軽いそれを取り落としそうになり、「わっ、わっ」と口走りつつ何度もお手玉してから、両手で抱き締しめる。

「はー……まったく、どーなってるのよコレ……」

「ドーナツだけに」

　本能に衝つき動かされるままそう付け加えると、氷点下の冷気を帯びた視線で俺の眉み間けんを貫つらぬきながら、アスナは言った。

「ドーナツじゃないって言ったのはあなたでしょ。そんなにひとの発言でボケたいなら、転移門広場でお笑いライブでもやればいいじゃない」

「え……それは、アスナがツッコミをやってくれるってこと？」

「やらないわよ!!　キバオウさんあたりと組めば!?」

「…………」

　ほんの一いつ瞬しゆん想像してしまい、脳裏のキバオウに「なんでや！」と突っ込まれたところで我に返る。

「……い、いや、やめておくよ」

　ぷるぷる首を振りながら、素早くメニュー窓を出して時刻を確認。四層に到着してから、早くも十五分近くが経過している。三層のボスが倒されてからは三十五分。

　メニューを出したついでに白紙のスクロールを実体化させると、そこに手早くメッセージを書き込む。内容は、打だ撃げき属性ソードスキルで木の実を落とせることと、息を吹き込むと浮き輪になること。タップして丸めたそれを、すぐ近くの四阿あずまやの床に置く。

　このまま放置すれば耐久度が減り続けてそのうち消滅してしまうが、リンドやキバオウたちが上がってくるまでは保もつだろう。

「さて、と。浮き輪がゲットできたからには、今後の行動方針も変わると思うんだけどな」

　振り向いた俺がそう言うと、アスナは両手で抱えた巨大な輪っかを眺ながめてから、半信半疑な表情で答えた。

「……これがあれば、初心者でも安全に泳げるってこと？」

「もちろん最初に俺が試してみるけど、そういうことだと思うよ。ＳＡＯでの水泳は、ともかく頭が水面の上に出てればＨＰは減らないんだ。主街区は、この丘、じゃなくて島の南にある峡谷を東に進めばすぐ着くしな。ただ……」

「……ただ、何？」

「念のため、重い装備は外しておいたほうがいいと思う」

「……重いって、どのへんまで？」

　俺は、細剣使いのつま先から頭まで視線を何度か往復させ、脳裏で装備重量を計算しながら答えた。

「えーと……まず、そのフーデッドケープは外したほうがいいな。あと、レイピアとブレストプレートは当然として、ブーツとグローブもだな。できればベストも……。レザースカートも、実はけっこう重いんだよな……チュニックは、うーん、まあ……」

「…………そこまで外したら、装備なくなっちゃうじゃないのよ！」

　アスナが思い切りぶん投げてきた浮き輪が、俺の顔面を直撃し、ぼむんと愉快な音を立ててからすっぽり首に嵌はまった。

「そこまで言うなら、あなたもその黒いやつとか黒いやつとか黒いやつを、ぜーんぶ脱ぐんでしょうね！」

「……い、いやその、俺はただ、安全に泳げるかどうかだけを考えてだな……」

　実際、金属防具だけでなく、革や布装備も着たまま水に入ると水みず濡ぬれエフェクトを最大限に適用されて、重量が増加するし動作を阻害されもする。いかに浮き輪という秘密兵器があろうとも、いざという時に敏びん捷しように動けないというのは不安要素だ。プールや湖ならまだしも、勢いの強い川では、上陸ポイントに辿たどり着けずにその先まで流されてしまいかねない。

　という俺の真しん摯しな懸け念ねんが伝わったのかどうか、アスナは怒りの色を収めて、右手をこちらに伸ばした。黄色い浮き輪を投げ返してやると、伸ばした人差し指を穴に引っかけて受け取り、そのままくるくる回転させる。

「…………まあ、軽量化が必要なことは理解したわ。うーん……チュニックだけなら、大丈夫そう？」

「へ？　あ、ええと、うん、問題ないかと」

　こくこく頷うなずく俺に最後の一ひと睨にらみを浴びせると、

「じゃあ、早いとこ行きましょ」

　素っ気ない口調でそう言い、すたすた丘を降りていく。慌てて後を追いかけ、再び南の川岸まで移動する。

　立ち止まったアスナは、もういちど丘上の四阿あずまやを見上げてから──まだ誰も出てこないのを確認したのだろう──ウインドウを開いた。俺に背中を向け、手早く操そう作さする。まず左腰のレイピアが消え、次いでケープとアーマー類、ベストが消滅する。

　最後にレザースカートがアスイトテレムー欄ジに格納されると、白いチュニック一枚だけが残る。前身頃と後ろ身頃が長めに伸びているので下着は露ろ出しゆつしないが、むしろそれゆえにある種の破は壊かい力りよくが増幅されているようないないような──。

　などと考えながらぼんやり突っ立っていた俺は、アスナが振り向こうとした気配を察するや体の向きを九十度変え、ウインドウの装備解除ボタンを二度押しした。剣を含む全装備があっというまにストレージに収納され、トランクスタイプの下着一丁になる。

　たいへん美人で、恐らく同年代の暫ざん定ていパートナーの前でこのような姿になるのはもちろん気恥ずかしいが、暗い赤色のトランクスは丈の短めな海パンに見えなくもない。こんなの気の持ちようだ、所しよ詮せんはポリゴン製のアバターじゃないか、と自分に言い聞かせてウインドウを閉じた俺の耳に、

「ぷひゅっ」

　というような怪音が届いた。恐る恐る肩越しに振り向くと、アスナが左手で口くち許もとを覆おおいつつ、視線を泳がせている。

　いったい何のジェスチャーだろう、と首を捻ひねったのも束つかの間ま──。

「ぷっ……ぷくくっ……ぷはっ、あは、あははははは!!」

　いつもクールでシニカルでミステリアスな細剣使い様がいきなり爆ばく笑しようあそばされたので、俺は反射的に浮き輪でパンツを隠した。

「そ……そんなに笑わなくてもいいだろ！　さっき、全部脱ぐんでしょうねとか言ってたのはそっちじゃないか」

　少々傷つきながら異議を唱となえる。しかしアスナは上体を屈かがめ、お腹なかを押さえて、なおも笑い続ける。

「あははは……だ、だって……は、反則でしょ、それは、あはははは」

「は、反則？　……そりゃ、確かにちょっと派手な色だけど……」

「ち、違うわ、色じゃなくて……ぷくくく……あなた、気付いてないの？　後ろ……おしり、見てみなさいよ」

「へっ、後ろ……？」

　慌てて体を捩よじり、穿はいているトランクスの後ろを確認しようとするが、アバターの柔軟性の限界に達してもさすがに自分の尻しりは見えない。ふと気付き、近くの水面に尻を映して、両足のあいだからそれを覗のぞき込む。直後──。

「な……なんじゃこりゃああああ！」

　という叫び声が、俺の口から迸ほとばしった。

　なぜなら、クリムゾンレッドのトランクスのケツ部分には、眩まばゆいゴールドに輝く《牛印》がでかでかとプリントされていたのだ。

　情けない格好で硬直する俺に、ようやく笑いの発作が収まったらしいアスナが、からかうような口調で訊きいてきた。

「いったい、そんなパンツどこで買ったの？　ＮＰＣショップじゃ、そこまでカッコイイ柄がら物ものなんて売ってないでしょ？　それとも、まさか自分でカスタマイズしたとか？」

「…………買ってないし、カスタムもしてないよ……」

　どうにか衝しよう撃げきから立ち直った俺は、のろのろ体を起こしながら答えた。

「こいつは、第二層のフロアボス……じゃなくてその部下だった《バラン将軍》のラストアタック・ボーナスなんだ。てっきり無地だと思ったから穿いてたのに、まさかケツにこんな罠わなが……」

「へえ、ボーナスアイテムなら、何かいい特殊効果がついてるの？」

「まあな。ＳＴＲがそこそこ上がるのと、あと病気系とか呪のろい系の阻害効果デバフにちょこっと耐性が……」

「ふうーん。……君がいっつもＬＡボーナスもってくのは面おも白しろくないけど、そのパンツだけはドロップしなくてよかったわ。男物の、しかも牛印つきのパンツを穿くかやめるか悩むなんて馬ば鹿か馬鹿しいから」

「いやあ、もしアスナにドロップしてたら、ちゃんと女性用になったんじゃないかな。牛印はついてただろうけどさ……」
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　と答えつつ、不ふ可か避ひ的にフェンサー様のウシパン姿を想像しかけた俺に向かって、アスナが再び浮き輪を投げようとした。しかし俺が小刻みにかぶりを振ると、ふんと鼻を鳴らして投球モーションを中断する。

　やれやれと息を吐き出しながら、俺はひざまずいて谷川に右手を突っ込んだ。水はかなり冷たいが、我慢できないほどではない。

　同じように水の感触を確かめたアスナが、口調を変えて呟つぶやいた。

「前に君が言ってたけど、アインクラッドって、フロアによっては現実の季節を再現するところもあるのよね？」

「……と、雑誌に書いてあったってだけだけどな。もちろんデスゲーム化する前の記事だから、いまのアインクラッドがどうなってるかは解わからないけど……」

「少なくとも、この層も真冬って感じじゃないわね。季節感がないのはつまらないと思ってたけど、こうなるとありがたいわ。──じゃあ、そろそろ行きましょ」

　そう言って、アスナがレモンイエローの浮き輪を装着するので、俺も急いでコバルトブルーの浮き輪に頭を突っ込んだ。両手でしっかり保持し、

「まず、俺が試してみるからちょっと待っててくれ」

　と言葉をかけてから、右足を水面に突っ込む。岸の近くなら流れがそれほど強くないのを確認して、ゆっくりと体を沈めていく。

　期待したとおり、ドーナツの実改め《浮き輪の実》は強い浮力を発揮し、トランクス一丁の俺の体を軽々と水面に浮かせた。足をゆっくり動かすだけで、流れにも充分に対抗できる。

「大丈夫そうだ」

　顔を上げて手招きすると、アスナもさすがに緊きん張ちようした顔で頷うなずき、いっそう慎重な動作で水に入ってきた。その途と端たん、濡ぬれた生き成なりのチュニックに半透過エフェクトが発生し、俺は慌てて眼めを逸そらしたが、当人は気付いていないようだ。浮き輪に体を預け、無邪気な笑みを浮かべる。

「うわあ、なんだか懐なつかしい感じ」

「ど……どうせなら、海で泳ぎたかったよな」

「もしかしたら海もあるかもよ？　あ、そしたらわたし、水着作ろうっと」

「そっか、裁さい縫ほうスキル上げてるんだっけ。じゃあ俺にも、牛印じゃないやつを作ってくれよ。ていうか……主街区についたらすぐ作ってくれませんか」

　もしかしたら今後も浮き輪での移動を強しいられるかもしれないので、俺としてはかなり切実な要望だったのだが、アスナはにんまり笑うと言った。

「じゃあ、くま印とねこ印とかえる印から選ばせてあげるわ」

「…………か、考えとく。では……行きますか」

「うん」

　頷うなずき合い、俺たちは同時に体を反転させた。

　断だん崖がいに囲まれた円形空間からの出口となる谷は二つ。いっぽうからはかなりの勢いで水が流れ込んでいるので、必然的に流れ出ていくほうの谷を目指すことになる。秘密兵器の浮き輪をしっかりホールドしたまま、バタ足で移動を開始する。

　ほんの三メートルほど進んだところで、後ろから声が聞こえた。

「あ……、なんか、へんな感じ」

「水の肌触りとか抵抗感が、現実と違うだろ？　そのせいで、浮き輪とかを使わずに泳ごうとすると練習が必須なんだ。けど、これでも、ベータの時と比べればだいぶ改善してる気もするけどね」

「そっか……これは確かに、練習が必要そうね……」

「一時間も泳げば慣れるけどな……っと、そろそろ出口だ。ここから流れが急になるから、離はなれないように注意しろよ」

　そう言った途端、後ろから近づいたアスナが、俺の胴体と浮き輪のあいだにずぼっと右手を突っ込む。

「こうしとけば安心でしょ」

「……それ、俺もやるべき？」

　振り向いて一応そう訊きくと、細剣使いは二秒ほど静止してから、特段の計らいによって許可する、と言わんがばかりの顔で頷いた。

「じゃあ、失礼して……」

　俺も左手をアスナの浮き輪に差し込み、しっかりと引き寄せる。これで、よほどのことが起きなければ、離ればなれになってしまうことはないだろう。

　ドッキング状態のまま、幅三メートルほどの谷間に進入する。曲がりくねっているせいで先は見えないが、ベータ時代と地形が同じなら、少し先でより大きな峡谷──かつてはフロアの幹線道路だったわけだが──に合流しているはずだ。

　流れに乗って進んでいくと、予想どおり、前方に広い水面が見えてくる。西から東へと流れる大きな川だ。相変わらず両側は切り立った崖がけだが、川幅が十メートルを超えているので開放感がある。流れの速さも、恐れていたほどではない。

　川の中央に到達するとバタ足を止め、流れに身を任まかせつつ周囲を観察する。

「…………やっぱり、地形そのものはベータの時とまったく同じだな。あの岩とか、見覚えがある」

　俺が半なかば独り言のように呟つぶやくと、すぐ隣となりにいるアスナも左右を見回した。彼女が身動きするたびに、俺の左手になにやら好ましい感触が伝わってくるが、鉄てつ壁ぺきの自制心を発揮して意識から遮しや断だんする。

「ふうん……。どうして涸かれ谷だにに水が湧わいたのかしら」

「うーん、身も蓋ふたもないことを言うと、ベータ時代はまだ液体環かん境きよう関連のプログラムが未完成だったのかもな。三ヶ月でなんとか満足いくレベルまできたから、正式サービスでは涸れ谷を谷川に変えた……って感じかな……」

「……納得はできるけど、面おも白しろくない答えね」

「す、すいません」

　俺が謝あやまると、アスナはチュニックの白い布地が貼はり付いた肩を軽くすくめてみせる。この、《濡ぬれた布から肌が透ける感じ》も、そういえばベータ時代にはなかったものだ。ＳＡＯ開発ディレクターにして、一万人ものプレイヤーをデスゲームに閉じ込めた大犯罪者、茅かや場ば晶あき彦ひこのこだわりの結果──だとは思いたくないが。

　そんなことを考えていると、アスナがなおも周囲を見回しながら言った。

「けど……涸れ谷が全面的に川になったとすると、地形以外にもいろいろと変わる部分が出てくるんじゃないの？」

「と言うと？」

「細かいとこだとクエストＮＰＣの台詞せりふとか、収集できる素材とか……あ、それと、出てくるモンスターの種類も」

　そこで、細剣使いは唐突に言葉を途切れさせる。

　理由は、俺にも解わかった。装備をほぼ全解除しているこの状態で、万が一モンスターとエンカウントしたら……と危き惧ぐしたのだろう。俺は慌ててかぶりを振る。

「いや、大丈夫だよ。ベータの時は、往おう還かん階段から主街区までの道中にはモンスターほとんど出なかったし……」

「……ほとんど？」

「そ、それに、フロアボス撃げき破はからだいたい三十分は、モンスターのＰＯＰ率がかなり下がるし……」

「……かなり？」

　俺の台詞せりふの問題箇所を繰くり返したアスナが、更に懐かい疑ぎ的な表情になりながら続けた。

「だいたい、三十分なんてもうとっくに経たっちゃってるじゃないの」

「あ、そ、そうか。でもまあ、いまのところモンスターはおろか魚の一匹も見当たらないしさ。もしかしたら、何かデッカイ奴やつが食っちゃったせいかもしれないけど」

　そう付け加えてから笑い飛ばそうとした俺の耳に──ちゃぽっ、というようなイレギュラーな水音が届いた。アスナにも聞こえたらしく、二人同時に、ゆっくりと後ろを見る。

　十メートルほど離はなれた場所で、水の下から何かが出現しようとしていた。

　滑なめらかな曲線を描く、三角形のヒレ。水から出ている部分だけでも三十センチはあるだろう。ダメ押しとばかりに表示されたカラー・カーソルは、見事な赤色。脳裏に、どこかで聞いたおどろおどろしいＢＧＭが再生される。

「……ねえ、あれ、どう見ても……」

　アスナの掠かすれた囁ささやき声ごえを最後まで聞かず、速すみやかに体の向きを戻す。両足を伸ばしてフルパワーバタ足の準備をしつつ、小声で指示する。

「急ごう」

　今度ばかりは、アスナも素直だった。

「そうね」

「じゃあ、せーので行くぞ……」

　もう一度ちらりと背後を見て、不吉な背ビレとの距きよ離りが縮ちぢまっていないのを確認してから、大きく息を吸う。

「……せーの！」

　うおりゃあああああ、と内心で絶叫しながら、思い切り両足をバタつかせる。後方に巨大な水みず飛沫しぶきを噴ふき上げながら、一気に加速。浮き輪がほぼ垂直に立ち上がるほどの勢いで、川の下流を目指す。

　俺の記憶が確かなら、主街区に繫つながる脇わき道みち──ではなく支流まで、あとせいぜい百メートルくらいだったはずだ。谷が右に曲がり、もういちど左に曲がると、期待に違たがわず右側の岩肌に垂直の切れ込みが見えてくる。

「アスナ、あそこだ！」

「了解！」

　ラストスパートとばかりに渾こん身しんの力で水を蹴けりながら、再度後ろを見やる。やばげな背ビレも、さすがに引き離したはず…………

「ひっ、ひいいいい！」

　という悲ひ鳴めいが、俺の口から迸ほとばしった。川かわ面もを切り裂く灰青色の背ビレが、いつのまにかほんの五メートル後ろまで近づいている。もし水面下の追跡者があのヒレに見合う体たい軀くを持っているとすれば、恐らくはギザギザした歯が山ほど生えているであろう口は、俺の両足のすぐ近くに肉迫していることになる。

　つま先に何かが嚙かみ付いてきたら、その瞬しゆん間かんに《クイックチェンジ》Ｍｏｄで剣を装備して水中戦せん闘とうもやむなし。そう覚悟を決めつつも、バタ足の出力を百二十パーセントにまで上昇させる。

「ね、ねえ、後ろ、どうなってるの!?」

　振り向く余力もないらしいアスナが、切れぎれの声で叫んだ。

「き、気にするな！　いまは死ぬ気で泳げ！」

「わ、わかった！」

　互いの浮き輪をホールドしたまま、もういっぽうの手で水を搔かく。前方の入り口はみるみる近づくが、それを上回るスピードで後方の背びれも接近してくるのを感じる。

「み、右ターン用意！」

「わ、わかった！」

　歯を食い縛しばり、体を右に倒す。ターンでスピードが落ちた瞬間、足先に何かが触った気もしたが、ここまで来たらもうゴールまで突き進むしかない。幅五メートルほどの支流に突入するや、赤い牛印パンツのＳＴＲ上昇効果を信じて、最後の力を振り絞る。

　支流は、約二十五メートル先で小規模な砂浜に突き当たっている。ベータ時代もこの峡谷は坂になっていて、登り切ったところに主街区の門がそびえていたのだ。真っ白い砂浜まで逃げ込めれば、鬼ごっこはこちらの勝ちだ。

「うおおおおおお────ッ!!」

　この一ヶ月半で七番目くらいの雄お叫たけびを迸ほとばしらせながら、俺は残りの距きよ離りを駆かけ抜け──いや泳ぎ抜けた。バタ足のつま先が川底の砂に触れた途と端たんにぐいっと体を起こし、左手でアスナを引っ張ってダッシュする。足あし許もとが、湿った波なみ打うち際ぎわから真っ白く乾いた砂に変わっても、更に十メートル以上走り続けてからようやく振り向く。

　ちょうど、俺たちを追ってきた背ビレが、水面から高々と飛び上がったところだった。どうやら、サカナの分際で陸上戦を挑むつもりらしい。ならば受けて立とうじゃないか、と右手でメニューウインドウを開き、クイックチェンジのショートカット・アイコンを押そうとした、その瞬間。

「…………はえ？」

　俺の左手に抱えられた浮き輪にぶら下がるアスナが、間の抜けた声を出した。

　それも当然だ。なぜなら、長さが三十センチはあるだろう立派な三角ヒレの下にくっついていたのは、横幅わずか十センチ、長さほんの五十センチしかない、ギョロ眼めのオタマジャクシみたいな小生物だったのだ。

　そいつは、濡ぬれた波なみ打うち際ぎわに落下すると、ぴちぴちと身もだえた。どうやら、背中のヒレが重すぎて、小さな手足ではなかなか直立できないらしい。

　しかしすぐに、後方から大きな波が打ち寄せてオタマを吞のみ込み、水中へとさらっていった。やがて水面からにょきっと例の背ビレが現れ、すいーっと本流のほうへ泳ぎ去っていく。

「…………なんじゃそりゃ…………」

　脱力のあまり、俺は白い砂に両膝ひざを突いてしまった。そのはずみで左腕の浮き輪が滑すべり落ち、アスナが顔から砂に突っ込む。

　やがてゆっくり体を起こし、砂浜にぺたんと座り込むが、今回ばかりは俺の行いに怒る元気も残っていないようだ。濡れた肌に砂が貼はり付き、額ひたいや頰ほおには乱れた髪が貼り付き、ついでにびしょ濡れのチュニックも胴体にぴったり貼り付いているさまは実になんというか写真週刊誌のグラビア的な光景だが、本人はうつろな眼めで遠ざかっていく三角ヒレを見送っている。

「…………わたし、次にあのモンスター見つけたら、絶対に倒して肉にして料理してキリト君に食べてもらうっていま決めたわ」

　力のない声で発せられたそのマニフェストに、いちおう突っ込んでおく。

「…………自分で食べればいいじゃないですか」

「いやよ、不ま味ずそうだし」

「…………」

「毒ありそうだし」

「…………」

　──まあ、料理してくれるというならありがたく食べよう。ヒレだけならフカヒレの味がするかもしれないし。

　殊勝な決意を固めつつ立ち上がると、アスナに左手を伸ばす。

「とりあえず、装備を戻してから主街区に行こうぜ。ここじゃ風か邪ぜは引かないと思うけどさ」

　何の気なしにそう言った途と端たん、俺の手を握りかけていたアスナが、ぴくりと体を硬直させた。自分の格好を見下ろした細剣使いの顔が、急速に赤くなっていく。背後に背ビレを見つけた時と同じくらいの嫌いやな予感に襲おそわれ、俺はじわじわと後ずさる。

　だが、神速で閃ひらめいたアスナの右手が、俺の左手を捕ほ獲かく。ぐいっと引っ張りながら立ち上がり、いつもながら見事にダメージが発生するぎりぎり手前の強さで、俺の下腹にムエタイ式膝ひざ蹴げりを叩たたき込んだ。










　　　２




「ねえ、四層の主街区ってどんなところなの？」

　小さな波なみ打うち際ぎわから南に向かって延び上がる白砂の坂を、レザーブーツの底でさくさくと踏ふみ締しめながらアスナが言った。格好は、すでにいつものレザースカートとフーデッドケープに戻っている。

「えぇーと……」

　同じくいつもの黒コートを再装備した俺は、かつて見た街の姿を思い浮かべつつ答えようとした──のだが。

「あっ、やっぱりいい。どうせもうすぐ着くんだもの、先入観なしで見たいわ」

「そうだな、それがＭＭＯＲＰＧの醍だい醐ご味みってもんだしな」

　そう頷うなずきかけながらも、俺の脳裏ではすでに石造りの四層主街区が再生されている。

　しかし、どちらかと言えば印象の薄うすい街だ。テーブルマウンテンをくり抜いた二層主街区、お化けバオバブの樹きを連結した三層主街区と比べれば、構造も素材もごく普通。強しいて特徴を挙げるなら、全ての建物の玄関がなぜか二階についていて、道からそこまで石段を上らなくてはならなかったことくらいか……。

「あっ、門が見えた！」

　アスナの、日頃と比べてテンションが二割ほど高い声に顔を上げると、坂の頂上に苔こけむした石製アーチが出現していた。装備を変更した時から開きっぱなしだったウインドウの時刻表示をちらりと見やる。もうすぐ午後二時。

　四層に着いた途と端たんに数分、川岸に降りて数分、ドーナツの樹のところで数分、と少しずつ時間を消費したために、第三層ボスの撃げき破はからすでに五十分が過ぎ去ってしまった。いまごろ、各層の転移門広場では、数多くのプレイヤーたちが《街開き》の瞬しゆん間かんを今や遅しと待っていることだろう。アクティベートが遅れているのは申し訳ないが、彼らも道なきフィールドを目にすれば理解してくれるはずだ。

　そんなことを考えながら、俺は小走りに坂を登っていく細剣使いを追いかけた。

　一足早くアーチのところに到達したアスナが、テンション五割増しのはしゃぎ声を上げる。

「わあ…………！　綺き麗れいな街…………！」

　──綺麗？

　そうだったかな、全体的にネズミ色の地味な街だったけどな。

　と首を捻ひねりつつ、俺もざくざく足音を鳴らして坂を駆かけ上る。石積みのアーチをくぐった瞬間、視界に無数の光が弾はじける。眼下の四角い窪くぼ地ちに存在する、ベータ時代はこのうえなく地味だった街並み全体が、いまは宝石のように輝いているのだ。

　光の正体は、真っ青な水面できらきらと揺れる午後の日差し。

　かつては石畳の道だった場所が、例外なく深い水路になっている。建築物の石材もくすんだ灰色から明るい白に変わっているので、あたかも正方形の湖に浮かぶ白亜の都といった趣おもむきだ。街としての美しさならば、間違いなく二層や三層を上回っているだろう。アスナが歓かん声せいを上げるのも当然だ。

「…………そうか……最初から完成品はこうなるはずで、だから二階にドアが……」

　深く納得しつつ呟つぶやく俺を、相棒がじれったそうに手招いた。

「ほら、早く早く！」

「へーい！」

　そう返事をして、上りから下りに変わった石いし敷じきの道を降りていく。

　途中でふと思いつき、ひとり頷うなずく。

　この第四層のテーマは、《水路》ということにしよう。




　街の正門となる巨大なゲートをくぐると、視界に【ＩＮＮＥＲ　ＡＲＥＡ】の表示が現れる。

　その先で俺たちを待っていたのは、横幅三十メートルはあろうかという船着き場と、ＮＰＣの船頭を乗せた大小幾つもの小船だった。

「わあ、ゴンドラがこんなにいっぱい！　すてき、ヴェネツィアみたい！」

　というアスナの感想に、写真や映像で見たのかなーそれとも本当に行ったことがあるのかなーと考え込みそうになる思考を慌てて引き戻す。彼女のリアルについて考えることには、少しばかりの抵抗感がある。

　船着き場で街路は終わっているので、街のどこに行くにもゴンドラを使うしかないようだ。ストレージに格納した浮き輪を再び活用する手もなくはないだろうが、アスナの瞳ひとみがゴンドラマークになっているので提案した瞬しゆん間かんに却下されるだろう。俺だって、いくらまだプレイヤーがいないとは言え、街中で牛印パンツ一丁になるのは気が進まない。

　岸がん壁ぺきに停留中のゴンドラは、一人乗り（もちろん船頭ＮＰＣを除いて）の小型船から、十人以上も乗れそうな超大型船までサイズが豊富に揃そろっている。何箇所かに設置されている銅板の案内書きを見ると、二人乗りゴンドラは、一回の利用で五十コルというお値段だ。街のどこに行っても定額らしいのは安心だが、ちょっとした移動のたびに五十コルずつ取られるのは正直ばかにならない。

　しかしとりあえず、いまは乗る以外の選択肢はない。

「えーと、これでいいか？」

　手近に停とまっていたアイボリーホワイトの二人乗りを指さすと、アスナは真剣な表情で検分してから、「うん」と頷いた。船着き場の階段を下り、まずアスナ、次いで俺が船に飛び乗る。すると、麦むぎ藁わら帽子に横よこ縞じまシャツという格好の逞たくましい船頭が、陽気な挨あい拶さつを投げかけてくる。

「《ロービア》の街にようこそ、お二人さん！　どこまで行っても五十コルだよ！」

「じゃあ、転移門広場までお願いします」

　と答えてから、果たしてＮＰＣにその用語は通用するのかと心配になったが、幸い船頭は帽子の鍔つばをぴんと弾はじくと叫んだ。

「あいよっ、任まかせな！」

　紫色の支払いウインドウが表示され、消えると同時に、船頭が長い櫂かいを一ひと漕こぎする。白い船はするりと動き出し、舳へ先さきに立つアスナがフードを外しながら再度の歓かん声せいを上げる。

　水路北側の船着き場から離はなれたゴンドラは、四角い街の中央を十字に貫つらぬくメインストリート、ではなくメイン──

「なあアスナ、水路って英語で何ていうんだ？」

「チャネル！」

　──メインチャネルに滑すべり込んだ。

　横幅二十メートルはありそうな水面には色とりどりの船が行ゆき交かい、水路の両側には大小の商店が建ち並んでいる。陳列された武器だの防具だの道具類だのが俺を誘惑してくるが、この状況では寄り道も簡単ではない。恐らく目的地の変更は可能だろうが、いったん船を降りると、そこからもういちど運賃の五十コルを払わされる気がする。それ以前に、ゴンドラが店の前で待っていてくれるのかどうかも解わからない。

　まずは転移門のアクティベートを優先させるべし、と自分に言い聞かせながら、俺は別種の質問を船頭に投げかけた。

「あの、この船は、街の外にも行ってくれるんですか？」

　幸いこの質問は彼の応答パターンに組み込まれていたらしく、船頭は力強く櫂を動かしながら答えた。

「わりぃがそいつは無理だなぁ。俺っちの仕事場は、このロービアの街だからよ」

「じゃあ、他の船なら、街の外に行ってくれるんですか？」

「すまねぇ、そいつは答えられねぇな」

　という船頭の返事が、パターンに適合しなかったせいか、それとも何か答えられない事情があるのかは解らない。他にも知りたいことは山ほどあるが、ベータ時代の経験からして、街についての詳しい情報はそれっぽいＮＰＣ──たとえば白ひげの長老や胡う散さん臭くさい顔役や事情通の子供など──でなくては教えてくれない。

　プレイヤーとほとんど変わらないレベルの言語能力を備そなえていたダークエルフの女性騎き士しをまたしても思い出してしまうが、感傷にひたる前に、やるべきことがたくさんある。

　──転移門を開通したら、まずは一休みして、それから情報収集だな。

　そう脳内にメモっていると、行く手に大きな岸がん壁ぺきが現れる。主街区の中央に存在する転移門広場だ。

　船頭のおっちゃんは、見事な操そう船せんでゴンドラを広場南側の船着き場に横付けさせると、再び帽子に手をやって叫んだ。

「お待ちどうさん！　また乗ってくれよ！」

　アスナと一緒に礼を言い、船から降りる。すると危き惧ぐしたとおり、ゴンドラは岸がん壁ぺきから離はなれ、街の入り口へと戻っていく。

　しかし船着き場には他のゴンドラが停とまっているので、帰りはあれを使えばいいのだろう。なにはともあれ、急いで転移門を開通させなくては。

　そう考えつつ振り向いた俺の目の前で、アスナが相変わらず瞳ひとみにお星様をきらきらさせながら言った。

「すっごく、楽しかった！」

「そ……それはよかったな」
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「帰りも乗ろうね！」

「の……乗るしかないからな」

　これが本当にあのクールマックスな細剣使い様だろうか、としばし疑わずにいられない俺だった。




　第三層フロアボス撃げき破はから一時間を経て、ようやく転移門を有効化アクテイベートした俺とアスナは、青く揺れるワープゲートから数あま多たのプレイヤーたちが飛び出してくる様子を広場の片かた隅すみでしばし眺めた。

《街開き》というイベントに参加するためにやってきた大多数の観光客たちは、広場のあちこちで三々五々立ち止まっては美しい街並みに歓かん声せいを上げているが、明確な目的を持っているらしいプレイヤーもそれなりにいるようだ。少しでも強力な武器を買おうと商業エリアを目指すミドルゾーンの剣士たち、レアな商品の仕入れに来たらしい商人たち、中にはスカートの腰に鍛か冶じ用ハンマーをぶら下げて、街の案内図を真剣に睨にらんでいるショートヘアの女の子の姿まである。

　最前線組に追いつこうとする戦せん闘とう職しよくプレイヤー、それをサポートしようとする生産職プレイヤーが少しずつだが増えてきていることを心強く思いながら、俺とアスナは広場の外周部にある小さな宿屋へと移動した。

　三層主街区ズムフトでの過あやまちを繰くり返さぬよう、今度こそ並びで二部屋を確保したが、休息の前に今後の行動方針を話し合わなくてはならないので、まずは俺の部屋でミーティングをすることにして、ソファに座ってた。こういう状況ではパートナーの早期警けい戒かいレーダーが出力全開になってしまうのが常のことだが、まだゴンドラ乗船体験が効きいているらしく、表情に硬さはない。

　部屋に備そなえ付けのティーセットを使って淹いれたお茶を一口飲んでから、俺は正面に腰掛けるアスナに訊たずねた。

「……船、好きなのか？」

　すると、二、三度瞬まばたきしてから、少し照れくさそうに微ほほ笑えむ。

「船そのものは、そんなでもないけど……。──でも、ゴンドラに乗るのはずっと憧あこがれてたの。まさか、アインクラッドでその夢がかなうとは思ってなかった」

「そっか。じゃあ、四層が水みず浸びたしになったのも、悪いことばかりじゃなかったな」

　俺がそう言うと、アスナはいまようやく気付いたような顔で頷うなずいた。

「ああ……ベータテストの時は、この街にも水路はなかったのね？」

「イエス。埃ほこりっぽくて灰色っぽくて地味っぽいだけの街だったよ。正直、あんまり憶おぼえてないくらいだ」

「じゃあ、わたしはこっちのほうが好きだわ。ゴンドラは街の外には行ってくれないみたいだから、また泳がなきゃならないんでしょうけど……それも我慢するわ」

　どうやら、船遊びに夢中のようでいて、俺と船頭の会話はしっかり耳に入っていたらしい。相棒のハイスペックぶりに思わず苦笑しつつ頷く。

「そうなんだよ。今後の予定としては、一休みしてから街で補給やメンテや装備の更新をして、受けられるクエストも全部受けて、それをこなしながら第四層の情報を集めたいと思ってる。でも、必然的に街から離はなれてあちこちのポイントに行かなきゃならないから、そのたびに例の浮き輪を使うことになりそうなんだよな……」

　すると、アスナの表情からじわじわと夢見る乙女おとめ成分が減少し、いつものクールさが戻ってきた。

「泳ぐのは我慢するとして、問題はモンスターね。さっきのトカゲだかオタマジャクシだかも、ヒレと比べて本体がやたらとちっちゃいんで脱力しちゃったけど、カーソルはかなり赤かったでしょ？　レベルはそれなりに高かったはずだわ……」

「確かに。出現するモンスターがあいつ一種類のわけないしな……。水中戦せん闘とうにもしっかり対応できるようにしておいたほうがよさそうだ」

　水中での戦闘は、ベータ時代に少しだが経験している。息いき継つぎが必要になるのはもちろん、水の抵抗が強いので、大型武器使いは武器の取り回しに、小型武器使いは体そのものの動きに制限を受けてしまう。いちばん向いているのは、体をあまり動かさずに広こう範はん囲いを攻こう撃げき可能で、しかも突き技主体ゆえに水の抵抗が少ない槍やり系武器だが、俺と同じくアスナも槍スキルは取っていない──はずだ。

　いまから修行するのは非現実的なので、アスナは槍ほどではないが水中で使いやすい細剣で頑張ってもらって、俺も突き技をメインに戦うか……などと考えていると。

　お茶を飲んでいたアスナが、いきなり大きな声を出した。

「あっ、そうだ！　忘れてた、水着作らないと」

「ほ、本気だったんですか」

「もちろんよ。街のお店でも売ってるみたいだったけど、せっかく裁さい縫ほうスキルの修行したんだから、使わなきゃ損だわ。お金の節約にもなるし」

「ま、まあ、それは確かに……。じゃあ、すんませんけど俺の海パンもお願いしていいっすか。牛マークのついてない、地味なやつを」

「なら、さっきのヒレつきオタママークにする？」

　それも勘かん弁べん、と言おうとしたところで、今度は俺の口から素すっ頓とん狂きような声が飛び出した。

「えっ、あれ、待ってくれよ」

「な、何よ、まだ作り始めてもいないわよ」

「いや、そうじゃなくて……」

　眉まゆを寄せ、三層のダークエルフ野営地でアスナと交かわした裁縫スキルに関する会話を記憶から引っ張りだそうとする。

　二層で、アスナのストレージから出てきた大量の下着類。あれらは自分で使うためではなく、裁縫スキルの熟じゆく練れん度ど上げで作ったものだったらしい。そう言ったあと、アスナは確かこう付け加えていた。裁縫スキルは、もうスロットから外している、と。

「……だ、だめじゃん」

「何がよ？」

「だって、いまはもう、裁さい縫ほうスキルをスロットに入れてないんだろ？　知らずに外したんならショックかもしれないけど……スキルは、いったんスロットから削除すると、熟じゆく練れん度どがゼロになっちゃうんだよ」

　恐る恐るそう説明すると、細剣使いは眉まゆも動かさずに頷うなずいた。

「いくらわたしが初心者でも、それくらいは知ってるわよ。だいたい、スキルをスロットからリムーブする時に警けい告こくが出るじゃないの」

「そ、そうか、よかった……いやそうじゃなくて、じゃあ、まさかまたイチから裁縫スキルを修行するつもりなのか？」

　すると今度は、呆あきれ顔がおでかぶりを振る。

「いくらわたしが努力家でも、そこまでの根気はないわよ。ていうか……」

　訝いぶかしむような表情を浮かべ、アスナはウインドウを開いた。手早くストレージを操そう作さし、何やら小さなアイテムをオブジェクト化する。

　ことん、と目の前のローテーブルに置かれたそれは、木の実をかたどったクリスタルの小こ瓶びんだった。肉厚だが透明度の高い容器の底には、仄ほのかに発光する青い液体がほんの少しだけ溜たまっている。

「……なんだ、コレ？」

「ベータ時代に見たことないの？」

「いや……記憶にはないなあ……」

　そう答えながら小瓶に向けて伸ばしかけた俺の手を、アスナが素早く遮さえぎった。

「知らないならちょっと待って！　蓋ふたは絶対に開けないでよ」

「わ、解わかってるよ。説明文読むだけ」

「ほんとに、絶対だからね！」

　そこまで言われてしまうと、むしろ蓋を開けて中の液体を飲んでみたりするべき場面なのか、という気もしてくるがお笑い芸人志望ではないのでやめておく。小さなガラス栓には触れないよう注意しながら持ち上げると、全長七センチくらいしかないのにずっしりと重い。瓶の腹を左手の指先でタップし、出現したプロパティ窓を覗のぞき込む。

「アイテム名は……《カレス・オーの水晶瓶》？　やっぱり知らないな。ええと、なになに……《この瓶には、スキルスロットに設定中の各種スキルの熟練度を保存することができます》……ふうん…………」

　三秒ほどのタイムラグを置いてから。




「な……な、な、なにいいいいいイイイイイ!?」




　という俺の絶叫が衝しよう撃げき波はとなって部屋の壁かべをひび割れさせ、羽毛布団を引き裂き、全ての窓を粉砕した。

　本当はカップのお茶が軽く波立った程度だったが、それくらいの大だい破は壊かいが起きてしかるべき驚きよう愕がくに見み舞まわれ、口を開けたままフリーズしてしまう。そんな俺の手から小こ瓶びんを回収すると、アスナはプロパティ窓の設定欄らんを操そう作さし、無む造ぞう作さにガラス栓を抜いた。

　瓶の底に溜たまっていた液体が、青い光となって空中に漂ただよい出る。それを鼻からすうっと吸い込んだアスナは、代わりに黄色い光を口から瓶に吹き込む。元どおりに栓を締しめると、光はレモンオイルのような液体に変化する。

　瓶をテーブルに戻したアスナは、俺を見てにこっと笑った。

「これで、裁さい縫ほうスキルの熟じゆく練れん度どが元に戻って、入れ替わりに《疾走》スキルの熟練度が瓶に保存されたわけ」

「………………な、なるほど……。じゃなくて、その、ええと、まず、そのアイテム、どこで手に入れたの……？」

「バタバタしてて確認できなかったんだけど、たぶんあの時。ほら、三層に上がってすぐの頃、キズメルに味方してフォレストエルフの騎き士しと戦ったでしょ？　たぶん、あの騎士からドロップしたんだと思う」

「あ、ああ…………」

　いまだ衝しよう撃げきから醒さめやらぬまま、俺はこくりと頷うなずいた。言われてみれば、《カレス・オー》というのは、かつて地上に存在した森エルフたちの王国の名前だ、と黒エルフ騎士のキズメルに教わった記憶がある。

　確かに、あの恐ろしく強い──というか本来ならば、イベント戦せん闘とうゆえにプレイヤーは勝てないはずの森エルフ騎士からは、俺にも幾つかレアっぽいアイテムがドロップしていた。だが、直後にキズメルがＮＰＣらしからぬ口調で喋しやべり始めたのでびっくりして、ドロップ品のチェックは後回しにしてしまったのだ。

　恐らくアスナも、いつのまにか入手していた《水晶瓶》に気付いたのは早くてもその日の夜だったのだろう。お互い、スキル構成やらストレージの中身に関しては、とくに必要がない限り言わないし訊きかないようにしているので、よもやアスナがこんなとんでもないレアアイテムを入手していようなどとは考えもしないまま、一週間が経過してしまったわけだ。

「ねえ、いつまでぼけーっとしてるのよ？　話が終わりなら、スキルも入れ替えたし、自分の部屋で水着作ってきていい？」

　行デ動イ遅レ延イ状態の俺に痺しびれを切らしたように、アスナが言った。

「あ、あー、えーとえーと」

　懸けん命めいに考えを整理しようとしながら、俺は両手を掲げて押し留とどめる。

「ちょ、ちょっと待ってくれ。あと幾つか、確認したいことがあるから」

「……それは別に構わないけど、少し落ち着いたら？」

「う、うん」

　冷めかけたお茶をごくごく飲み干し、ふうっと長い息を吐く。

　カップを戻した卓上には、まだ《カレス・オーの水晶瓶びん》が無む造ぞう作さに置かれている。透き通った黄色に輝く、スキル熟じゆく練れん度どが溶けた液体を、俺はしばし無言で凝ぎよう視しする。

　液体の量は、瓶の容量の二十分の一程度だろうか。アスナの《疾走》スキルが熟練度50前後だったとすれば──そして液体の量が熟練度と比例しているとすれば、この瓶は遥はるかに遠い熟練度１０００、すなわち完全習得コンプリート状態のスキルさえも液化して保存できるということになる。

　もういちど深々と呼吸してから、俺は顔を上げた。

「……アスナ、この瓶のことを、俺以外のプレイヤーに話したか？」

　すると細剣使いは、肩をすくめながら頭を横に振る。

「本当か？　アルゴにも言ってない？」

「あのねえ、この瓶を手に入れてから今日までの一週間、行きずりの成り行きとはいえずっと一緒にいたじゃないの。あなたのいないところでアルゴさんに会う機会なんてなかったわよ」

「そ……そうか……」

　これでまずは一安心、とばかりに肩の力を抜く俺に、アスナはますます怪け訝げんそうな顔を向けてくる。

「……なんだか、さっきから反応がオーバーすぎない？　この瓶、スキルの熟練度を入れたり出したりできるだけで、結局修行は自力でやらなきゃいけないのよ。飲んだら熟練度が１００上がるとかならともかく、そんなに大おお騒さわぎするほどのアイテムなの？」

「………………」

　我が暫ざん定てい的パートナーの言いように愕がく然ぜんとすると同時に、ロールプレイングゲームをやり慣れてない人間にはそんなものなのかなと思ったりもしたので、なんとか俺の驚愕と危き惧ぐを共有してもらえるよう最善を尽くすことにする。

「えーとですね……さっきも言ったけど、このＳＡＯじゃ、スキルスロットからスキルを削除すると熟練度はリセットされちゃうんだ。つまり、たとえばいまレベル16の俺なら、同時に鍛きたえられるスキルは四つまでってことになる」

「それくらい知ってるわよ。確か、《片手直剣》と、《体術》と、《索敵》と……あと《隠いん蔽ぺい》だっけ？」

　────バレてるし。

　しかしそんな驚おどろきなど、この状況ではもはや枝し葉よう末まつ節せつだ。咳せき払ばらいして、解説を続ける。

「う、うん、まあ。で、俺はいま、索敵か隠蔽を外して《水泳》を取るべきかどうかを全力で悩んでるわけだ」

「水泳スキル……そんなのもあったわね。取るとどうなるの？」

「泳ぐのが早くなるし、水の抵抗が減るし、水中活動時間も延びる。このフロアじゃかなり役に立つと思うけど、でも結局は取らないだろうな。たぶん次の層はまたがらりと地形が変わるから、この四層を攻略するためだけに、いままで育てた索敵か隠いん蔽ぺいの熟じゆく練れん度どを捨てるのは厳きびしすぎる」

「ふうん……。──で、そこにこの瓶びんがあれば、ひとまずどっちかのスキルを保存しておいて、この層にいるあいだだけ水泳スキルをスロットにセットできるってわけね」

「そのとおり。たぶん、同じ悩みを、ここに来た全プレイヤーが感じるはずだ。そこに、熟練度を保存できる瓶を持ってるプレイヤーがいる、なんて話が出たら……ひっきりなしに買い取りをもちかけられたり、情報を根掘り葉掘り訊きかれたりで、大変なことになるよ」

　本当は、起こり得る深刻なトラブルをもう一つ想像していたのだが、口には出さなかった。テーブルに手を伸ばし、水晶瓶を取り上げたアスナは、ようやくアイテムの価値を認識したかのようにまじまじと見入る。

「そっか……考えてみたら、二層で会った《レジェンド・ブレイブス》のネズハさんも、この瓶があれば《体術》を取るために《片手武器作成》を捨てなくて済んだ……ってことなのよね。実質的にスキルスロットが一つ増えるようなものだとすれば、大おお騒さわぎするほどのアイテム……なのかもね……」

　いつものことながら初心者離ばなれした理解の早さを発揮してそう呟つぶやくと、顔を上げて少し早口になりながら続ける。

「いっそ、このアイテムに関する情報を全部公開したらどうなの？　アルゴさんに伝えれば、《攻略本》に書いてくれるでしょう？　そしたら、わたしに話を聞きに来る必要もなくなると思うけど」

「うん……。俺も、情報を秘ひ匿とくしようって言ってるわけじゃない……んだけど……」

　前まえ屈かがみになり、組んだ両手の上にあごを乗せると、俺は考え考え口を動かした。

「問題は、その瓶をドロップした森エルフの騎き士し……《フォレストエルブン・ハロウドナイト》とは、いまの段階じゃ、三層の《迷まよい霧ぎりの森》でのイベント戦せん闘とうでしか戦えないってことだ。しかも、自力で戦うチャンスは基本的に一度だけ。たぶん、攻略集団の主おも立だったプレイヤーは全員……キバオウの《アインクラッド解放隊》もリンドの《ドラゴンナイツ・ブリゲード》も、イベントを正常ルートでクリアしちゃってるはずだ……」

「そっか……。いまから情報を流しても、もう遅すぎるわけね」

「うん。そもそも、戦えたからって勝てるのかって気もするしな……」

「あら、わたしたちは勝てたじゃない」

　あっけらかんと言われてしまえば、「まあ、そうなんだけどさ」と頷うなずくしかない──のだが。

　右手で前髪を搔かき上げながら、俺は今更ながらの台詞せりふを口にする。

「……そもそも、俺たち、なんであの森エルフに勝てたんだろうな……」

　短い沈ちん黙もくの中で思い出すのは、ダークエルフ野営地の風ふ呂ろ天幕で、騎士キズメルと交かわした会話だ。

　彼女は、このごろ不思議な夢を見るのだ、と言っていた。

　その夢の中で、キズメルは強敵である森エルフの騎き士しと戦っている。そこに、俺が、アスナではない数人の仲間とともに加勢に入る。しかし俺たちは森エルフに歯が立たず、一人、また一人と倒れていき──最後にキズメルは、俺たちを助けるために《聖せい大たい樹じゆ》の加か護ごを解き放ち、命を落とす。

　ＮＰＣがどうして夢を見るのか、そもそもＮＰＣは真の意味で眠るのか、という疑問はさて措おくとしても。彼女が語った夢の内容は、俺が経験したＳＡＯベータテストでの《翡ひ翠すいの秘ひ鍵けん》クエスト導どう入にゆう部ぶと、あまりにも似に通かよっている。

　キズメルは、高度にＡＩ化された特別なＮＰＣだ。それは間違いない。

　そのせいで、彼女はベータ時代の記憶を保持しているのか？　それとも、記憶が残っていたから彼女は特別になったのか？　この正式サービスで、俺とアスナが、勝てるはずのない森エルフ騎士に勝てたのはキズメルがいたからなのか……？

「……みんなで、頑張ったからだと思うよ」

　不意にアスナがそう呟つぶやき、俺ははっと顔を上げた。

「キリト君も、キズメルも、いちおうわたしも、絶対勝つんだって信じて一いつ生しよう懸けん命めい戦ったもの。わたし、アインクラッドで経験した全部の戦せん闘とうの中でも、あの戦いがいちばん集中してたと思う。正直、フロアボス攻略戦よりもね」

「…………」

　どんなに頑張っても、それだけで《負けイベント》の結末をひっくり返せるはずがない──とゲーマーとしての俺は考えてしまうが、しかし口から出たのは否定の言葉ではなかった。

「……そう……だな。確かに、あの時のアスナは凄すごかったよ。そりゃ、あんだけ頑張れば、超絶レアアイテムの一個や二個くらいドロップしてもおかしくないよな」

「ちょっと、別にアイテム目当てで頑張ったわけじゃないからね！」

　左拳こぶしを振り上げる相棒に、笑いながらゴメンゴメンと謝あやまる。

　そう。ソードアート・オンラインは、俺がいままでプレイしてきた数あま多たのＲＰＧとは違う。ログアウト不能のデスゲームであると同時に、世界初の《ＶＲＭＭＯ─ＲＰＧ》なのだ。硬直した既成概念に囚とらわれていては、目の前にあるものすら見えなくなる。

　表情を改めると、俺はアスナに言った。

「その水晶瓶びんの情報をどうするかは、少しだけ保留させてくれないか。さっきも言ったけど、ことさら隠しておきたいわけじゃない。けど、トラブルの原因になりかねない以上、アスナの安全を第一に考えたいんだ」

　いつまでも初心者扱いしないで、自分の身ぐらい自分で守れるわ、というような反応が予想されたので、先回りで更なる説得の言葉を用意しようとした──のだが。

　アスナは、しばらく無言で俺の顔を眺め続けてから、ぷいっと顔を逸そらした。垂たれ下がった長い髪の向こうに、少しだけ見える口くち許もとが動く。

「……まあ、あなたがそうしたいって言うなら、それでいいわ」

「あ……そ、そう？」

　意外な答えに、暫ざん定てい的パートナーがどんな表情をしているのか気になり、俺はソファの上で体を右に倒してサイドヘアの奥を覗のぞき込もうとした。しかしアスナは更に顔を左に向け、俺が横移動しても回転を止めず、ついにはソファの上で正座しながら真後ろを向いてしまう。

　──なんだこれ。

　と思いながらも、ここらで止めておかないとフェンサー様が爆ばく発はつしてしまいそうな予感がしたので、おとなしく元の位置に戻ると俺は言った。

「え、えーと、それじゃ、ひとまず休きゆう憩けいにしようか。集合は……そうだな、十八時に、一階の喫茶室でどうだ？」

　無言で頷うなずいたアスナは、こちらに背中を向けたままソファから滑すべり降りた。すっくと立ち上がり、両手で持っていた《カレス・オーの水晶瓶びん》をストレージに格納すると、ついに顔を見せることなく部屋から出ていく。

　いったい、何のボタンを押してしまったのか。

　という疑問にとらわれながら、俺はずるずる座面に沈み込んだ。




　全武装を解除し、インスタント・メッセージをひとつ飛ばして、窓まど際ぎわのベッドに横たわって瞼まぶたを閉じた五秒後には眠ってしまったようだ。

　起床アラームの無愛想な音に叩たたき起こされた時には、部屋全体が夕焼けの色に染まっていた。のろのろ上体を起こし、左側のカーテンを引き開けて、二階の窓から主街区ロービアの転移門広場を見下ろす。

　たった三時間のあいだに、四角い広場は数え切れないほどのプレイヤーで溢あふれかえっていた。ＮＰＣ商店を覗き込む前線組あり、屋台で買った軽食を頰ほお張ばる観光者あり、水路に面したベンチに腰掛ける男女の二人連れあり。

　デスゲームが開始されてから今日で四十五日目、長くも短くも思える時間だが、カップルが成立するくらい状況が落ち着いてきたのなら大いに結構なことである。などと中二男子の負け惜おしみっぽいことを考えながら視線を動かしていくと、広場南側のゴンドラ乗り場から延びているひときわ長い行列に気付く。

「うあ……そうか、しまった…………」

　ベッドの上で膝ひざ立だちになったまま、呻うめき声ごえを漏もらす。

　こうなることを予想しておくべきだった。ゴンドラの数は限られているのだから、それを上回る人数のプレイヤーが詰めかけたら、必然的に行列ができてしまう理屈だ。今後しばらくは、ロービアの街中での移動には、少なからぬ待ち時間が発生すると覚悟しておかなくてはなるまい。

　まあ、あれだけの人数が待っているのに誰もトラブルを起こさず、行ぎよう儀ぎ良よく並んでいることを喜ぶべきか──と肩の力を抜きかけた、その時。

　五人の武装したプレイヤーが、行列の先頭にいた一団を押しのけるようにして、ちょうど船着き場に接岸した大型ゴンドラに乗り込もうとした。

　当然の成り行きとして、横入りされたグループから抗議の声が上がる。しかし、武装集団のリーダーらしき大柄な両手剣使いは、逆に大声で怒ど鳴なり返しているようだ。

　遠く離はなれた宿屋の二階までは声は届かないが、俺にはその内容が想像できた。

　──俺たちは、おまえら一般プレイヤーを解放するために戦っているんだ。優先されて当然だろう。

　というようなことを言ったに違いない。簡素な布装備だけの観光者たちは、しぶしぶ引き下がる。両手剣使いとその仲間たちは、鈍にぶく光る金属装備を見せつけるように身を翻ひるがえすと、大型ゴンドラに飛び乗る。

　岸がん壁ぺきを離れるゴンドラを見送りながら、俺は再び独りごちた。

「……そりゃマズイよ、ハフさん」

　横入りした五人は、揃そろいの青い胴衣ダブレツトを着ていた。間違いなく、三層で結成されたばかりの前線攻略ギルド、《ドラゴンナイツ・ブリゲード》のメンバーたちだ。そして、先頭にいた両手剣使いは、ハフナーという名のサブリーダー。

　恐らく、主街区で補給とメンテ、クエスト受領を済ませ、いよいよフロアの攻略を始めようというところなのだろう。下の層から転移門でやってきた観光目的のプレイヤーの後ろにのんびり並んでいられるか、という気持ちは解わからなくもない。

　しかし、前線組が特権意識を振りかざし、反感を買うような展開は絶対に避さけるべきだ。なぜなら、いまはまだ剣を持たないプレイヤーたちも、いずれは圏内から出てモンスターと戦い、最前線まで自分の足で登ってきてくれるかもしれないからだ。

　いや、そうならなければこのデスゲームはクリアできない。現状の、わずか五十人そこそこという前線組の人数では、いずれ必ずフロア攻略に行き詰まる。一人でも多く、攻略集団の数を増やしていかなくてはならないのだ。

　ため息を吞のみ込みながら時刻を確認。約束の午後六時まで、あと三分しかない。

　ベッドから降りた俺は、剣以外の装備を手早く身につけると、重い足取りで部屋を出た。

　宿屋一階の喫茶室で、約三時間ぶりに顔を合わせたアスナは、すっかりいつものクールさを取り戻していた。

「お待たせしました」

　そう声を掛けながら、向かいの椅い子すに腰掛ける。眺望の悪さが敬遠されたのか、喫茶室には俺たち以外のプレイヤーは見当たらない。

「わたしもいま来たとこ」

　素そっ気けなく答えた細剣使いは、見ていたメニューを俺の前に滑すべらせた。覗のぞき込むと、飲み物やお菓子類だけでなく、魚料理らしき名前が幾つか並んでいる。

「……ちょっと早いけど、ここでメシ食ってく？」

「わたし、屋台で何か買って、外で食べたい」

「そっか。じゃあ、飲み物だけに……いや、いっそ、もう出るか？」

「それでいい」

　──やっぱり、普段とちょっと違うような気がしなくもないが、それを判断できるほど長い時間一緒にいたわけでもないので、ひとまず保留しておいて席を立つ。現実世界なら喫茶店で待ち合わせだけして何もオーダーせずに店を出るなど許されざる行いだが、この世界のＮＰＣウェイターは嫌いやな顔ひとつせずに送り出してくれる。

　二階の部屋は借りっぱなしにして外に出ると、上層の底は茜あかね色から藍あい色に至るグラデーションに染められていた。あと三十分もすれば、すっかり暗くなってしまうだろう。

　しかし、転移門広場の反対側に見えるゴンドラ待ちの列は、むしろ長くなっているようだ。石造りの建物はランタンやかがり火でライトアップされ、その光が水面に反射して実に幻想的な眺めなので、船遊びは夜のほうが本番なのかもしれない。

「と、まあ、あんな有り様なわけだけど……並ぶか？　それとも、ゴンドラは諦あきらめて水路を泳ぐという手も……」

　途と端たん、フードの奥からじろりと睨にらまれてしまったので即座に撤てつ回かい。

「……ないな。じゃあ、まずは商業エリアに行くってことで、並びますか」

「その前に、屋台に行きたい」

「は、はい」

　頷うなずき、転移門の東側に五、六軒並んでいる、お洒落しやれな洋風屋台へと足を向ける。

　ざっと見たかぎりでは、晩飯になりそうなものを売っている屋台は三軒だけだ。魚のフライと温野菜のセット、イカだの貝だのを載のせたシーフードピザっぽいもの、焼いた魚と香草類を平たいパンで挟んだパニーニっぽいもの。

「……そうか、この層の食い物は魚介類メインなんだなあ……」

「嫌きらいなの？」

　短く訊きかれ、慌ててかぶりを振る。

「いや、そういうわけじゃないよ。ただ……せっかくなら、和風のメニューもあればなあって思っただけ。煮魚とか、お刺身とか」

「この街並みで、そんなものあるわけないじゃない」

「ですよね……。十層に期待しとくか……。──俺はパニーニっぽいやつにするけど、アスナは？」

「わたしもそれでいい」

「じゃあ、買ってくるから、そこのベンチで待ってて」

　そう言うと、アスナは再びフードの奥で上うわ目め遣づかいに俺を見たが、すぐに横を向いてしまう。

　……なんだかこの感じ、一層のトールバーナでクリームパンを食った頃を思い出すなあ。

　などと考えながら、俺は屋台に歩み寄った。ひとつ十二コルのパニーニを二つ買い、ベンチに引き返す。

　一つをアスナに渡すと、代金を支払うべくトレードウインドウを出そうとするので、右手で押し留とどめる。

「いいよ、オゴリで」

「……なんで？」

「いや、その、ええと……あれだ、海パン作ってもらう手間賃ってことで」

「………………」

　幸い、アスナはこくりと頷うなずき、提案を受け入れた。様子はおかしいが、どうやら怒っているわけではないらしい。

　なんなんだろうなあ……と思いながら、隣となりに座ろうとした、その寸前。

　ベンチの奥の暗がりから、にゅうっと誰かの手が伸びてきた。同時に、からかうような声。

「悪いナ、キー坊。ごちそーサマ」

　──相変わらず見事なハイディングだな。

　と格好をつけるか、

　──やだよ！　これは俺の晩メシだぞ！

　と素直に拒絶するか迷ったあげくに選んだのは、どっちつかずの台詞せりふだった。

「相変わらず見事なハイディングだけど俺の晩メシだからやらないぞ！」

「ふーン。アーちゃんにはオゴったのに、オイラには冷たいんだナ」

「なっ……き、聞いてたろ、アイテム作成のお礼をしただけで、冷たいとか冷たくないとか、そういうアレじゃないし！」

　必死に抗弁する俺の視界に、音もなく姿を現したのは、アスナのそれと形は似ているものの、いっそう地味な砂色のフードつきマントを被かぶった小柄な女性プレイヤーだ。巻き毛に隠されて眼めはよく見えないが、両頰ほおにくっきり描かれた三本ヒゲのフェイスペイントが、他の誰とも間違いようのない個性を主張している。

　情報屋、《鼠ねずみ》のアルゴは、にやにや笑いを浮かべたままひらりとベンチの背もたれを飛び越え、アスナの隣に腰掛けた。左を見て、フードの縁ふちを軽く持ち上げる。

「こんばんワ、アーちゃん。三層のボス戦と四層のアクティベート、お疲れサマ」

「こ、こんばんは、アルゴさん。あの……これ、召し上がります？」

　アスナが自分のパニーニを差し出そうとすると、アルゴは「ニャハハハ」と笑いながら手を振った。

「イヤイヤ、気持ちだけもらっとくヨ。気にせず食べてクレ」

「は、はあ……」

　この人、お腹なかが空すいてるのかしら空いてないのかしら、という顔をするアスナに、俺はため息混じりの声を掛けた。

「気にするなよ、アスナ。こいつは、からかいスキルの熟じゆく練れん度どがアインクラッド一なんだから」

「からかい……？」

　そこでようやくアスナは何事かを察したのだろう。まず俺を見上げ、次に両手のパニーニを見下ろし、最後に右隣どなりのアルゴに向き直って小声で叫ぶ。

「ち、違いますから、アルゴさん！　わたしたち、ぜんぜん、まったく、そーゆーのじゃないですから！」

「ニョフフフ、わかってるっテ、アーちゃん」

　気味の悪い笑い方をする情報屋の右側に、どすんと腰を下ろした俺は、同じく小声で釘くぎを刺した。

「ほんとだぞ、妙なデマカセ売るなよな！」

「心外だナー、オイラ、デマとゴシップは売らない主義だゾ」

「へいへい。……んで、顔を出したってことは、頼んだ情報は揃そろったのか？」

「もちロン。メール貰もらってたったの三時間で調べ上げたんだカラ、情報代のほかにゴハンくらいオゴってもらってもいいと思うけどナー」

　そう言われると、こちらも強くは出られない。ベッドで爆ばく睡すいする前に送ったメッセージに、ナルハヤで頼むと付け加えたのは確かなのだ。

「わ、わかったよ。何をオゴればいいんだ？」

「オイラ、チーズたっぷりのピザが食べたいナァー」

　というアルゴの台詞せりふが終わらないうちに、敏びん捷しよう力りよく全開ダッシュでシーフードピザっぽいものの屋台に突とつ撃げきし、トッピングのチーズを三倍にしてもらったやつを受け取るやベンチにとんぼ返りする。

「無理なお願いしてすんませんでした。これはお詫わびの品でございます」

　うやうやしく差し出すと、アルゴはにやりと笑って受け取った。

「うむ、くるしゅーナイ」

「ほんじゃ、食べながら話すか……。アスナも、冷める前に食べようぜ」

　アルゴの向こうできょとんとしている細剣使いに声を掛け、三人同時に「いただきます」を言うと、どこかイタリアンな雰囲気漂ただよう夕食に大口開けてかぶりつく。

　現実世界で本格的なパニーニなるものを食べた記憶はあまりないが、もっちりパリッとした薄うす焼やきパンといい、香ばしくグリルされた白身魚といい、ハーブの香りがするトマトソースといい、なかなかの再現度と言っていいのではないだろうか。これでメインの具材がボリュームのある肉、ソースがこってりしたテリマヨ味なら……と考えてしまうが、それは無い物ねだりというものだ。

　アスナもアルゴも空腹だったようで、三人無言でがつがつと半分まで食べてから、ふうっと息を吐く。

　俺がせっつく前に、アルゴは腰に幾つもぶら下がっているベルトポーチの一つから羊皮紙のスクロールを引っ張りだし、指先に挟んだ。

「今回は特急割り増し料金……と言いたいとこダガ、チーズマシマシに免じて通常料金にしといてやるヨ。五百コル」

　俺は、前もって用意してあった金貨をコートのポケットから摘つまみ出し、アルゴに差し出す。交換で受け取ったスクロールを指先でぽんとタップすると、自動的にくるくると開く。

「なんの情報をお願いしたの？」

　と、顔を寄せてくるアスナにも見えるように広げた羊皮紙に描えがかれているのは、四層主街区ロービアの詳細な全体マップだ。だがこれは、アルゴが自分の手で描いたというわけではない。街をくまなく歩き回り、メニューウインドウ内のマップデータが完成した時点でスクロールにコピーすれば、誰でも同じものが作れる。

　しかし、アルゴ謹きん製せいのマップには、街のあちこちに二十個近い【！】マークがプロットしてある。これこそが、五百コルの対価だ。

「……それ、クエストＮＰＣの位置？」

　さすがの洞察力を発揮して呟つぶやくアスナに、俺は無言で頷うなずき返した。すると、フードの奥から、呆あきれたような視線が照射される。

「せっかく調べてくれたアルゴさんには悪いけど……そんなの、自分で街を歩けば済むことじゃないの。どうせ、クエストを受けるにはその場所に行かなきゃならないんだし」

「オイラもそう思ったんだけどナー。だいたいキー坊、オマエ、ベータ時代にここのクエ全部経験済みなんダロ？」

「そこなんだよ」

　俺は、パニーニをもう一口囓かじると、やや不ふ明めい瞭りような声で説明した。

「時間をかけて街を歩き回ると、昔の記憶が薄れちゃいそうでさ……こうして、マップで街の全クエストを、いっぺんに俯ふ瞰かんしたかったんだ」

「……ふうーン？」

　アルゴの声が、面おも白しろがるような響ひびきを帯びる。それには答えず、俺は街の全体図をじっと凝ぎよう視しする。

　やはり、構造自体はベータ時代とまったく同じだ。脳裏に、かつてのカラカラに乾いていた街の姿を甦よみがえらせながら、マークを一つ一つタップしていく。触れるたび、アルゴ手書きのクエスト概要が表示される。

　最後のひとつまで確認し終えた俺は、街の北西の隅すみにあるひとつのマークを指さした。

「これだ」

「……それが、どうしたの？」

　怪け訝げんな表情のアスナに、ニヤリと笑いかける。

「ベータ時代には存在してなかったクエストさ。たぶんここに、この街……いやフロア攻略の鍵かぎがあるはずだ」




　そのクエストの情報が揃そろったら、高値で買うヨ。

　という言葉とチーズの匂においを残し、アルゴは暗がりに溶けるように姿を消した。

　パニーニを最後のひとかけらまで食べ終えた俺とアスナは、ベンチから立ち上がると南の船着き場を眺めた。行列は、先刻より少しは短くなっている気もするが、まだ三十分は並びそうな気配だ。

　お腹なかが膨ふくれたせいか、あるいはアルゴと話したせいか、すっかり普段の調子を取り戻したらしいアスナが、眉まゆを寄せて言った。

「並ぶのは別にいいけど……あの船着き場、システムが良くないわね」

「へ？　どのへんが？」

「二人乗りのちっちゃいのも、十人乗りのでっかいのも、同じところに着くじゃない。だから、でっかいのに一人で乗っちゃったり、団体さんが全員乗れなくて後ろの人を先に行かせたりして、余計に時間がかかってるわ。せめて行列を、人数別で三本くらいに分けないとダメね」

「た、確かに。……それ、あそこで提案してみる？」

「……わたし、そういうの、柄がらじゃないから」

「そうかなあ。クラス委員長っぽいし、アスナにぴったりの……」

　と言いかけた途と端たん、冷凍光線でも出そうな目つきで睨にらまれてしまうので、俺は慌ててそっぽを向く。

　すっかり夜のとばりに包まれたロービアの街は、色とりどりの街灯や窓まど灯あかりの輝きが暗い水面に照り映はえて、いよいよ幻想的な佇たたずまいを醸かもし出している。笑顔のプレイヤーたちを乗せたゴンドラも、小型船は舳へ先さきと艫ともに、大型船は屋根の縁ふちにもランタンをぶら下げていて、それらが幅広の水路を行ゆき交かうさまは実に美しい…………

「────あっ！」

　突然、とあるアイデアが閃ひらめき、俺は指を鳴らした。

「な、何よ？」

「あとで説明するから、こっちこっち」

　アスナの背中を押し、ゴンドラ乗り場とは反対側になる北の岸がん壁ぺきまで小走りに移動する。

　こちらには船着き場がないので、石積みの柵さくから水面まではかなりの落差がある。しかしそのぶん、ゴンドラも低いところに浮かんでいるわけで。

「あ……やな予感」

　そう呟つぶやき、後ずさろうとするアスナのケープの裾すそを、俺はがっしと摑つかんだ。

「いいからいいから」

「よくないわよ！　わたし、嫌いやだからね！」

「へいきへいき」

「やりたいならあなた一人でやりなさいよ！」

　などと言い合うあいだも、水路の左右に眼めを走らせる。

　数秒後、右側から、十二人乗りの超大型ゴンドラがしずしずと近づいてきた。すかさず左を見ると、運のいいことに、同じサイズのゴンドラが接近しつつある。右側通行らしい水路で両者がすれ違う地点を計算し、三メートルばかり左にずれ、五メートルばかり後ろに下がる。

「よし、五秒前からカウントするからな」

「や、やだって言ってるでしょ！」

「おや、俺よりＡＧＩが高いはずのアスナさんらしからぬ台詞せりふですね」

「くっ……ず、ずるいわよ、そんな言い方……」

「アスナさんなら楽勝ですよねえ、なんたって疾走スキルまで持ってるんですからねえ」

「それ、さっき入れ替えたじゃないの……って、ああ、もう、解わかったわよ！」

「はい五秒前、四、三、二、一……」

　ゼロ、で俺とアスナは助走を開始。低い柵に右足を乗せ、思い切りジャンプ。

　どうやらロービアの水路は右側通行が原則らしく、まず左から近づいてくる大型ゴンドラの屋根めがけて左足をいっぱいに伸ばす。辛くもつま先を引っかけて乗り移ると、船がぐらりと揺れて、船内の観光客たちが驚おどろきの声を上げる。「すんません！」と謝あやまりながら屋根を横切り、再び跳ちよう躍やくする。

　空中でちらりと背後を見ると、アスナもちゃんとついてきているようだ。俺よりジャンプ力があるのだから、俺が跳べる距きよ離りなら彼女にも跳べる理屈ではあるが、それでもこっそり安あん堵どしながら右から来る二艘そう目のゴンドラに着地する。

　こちらの船の乗客たちは、すでにニンジャごっこをするプレイヤーに気付いていたのだろう。ランタンに照らされながら華か麗れいに夜空を飛ひ翔しようするアスナを見上げて、盛大な歓かん声せいやら口笛やら拍手やらを響ひびかせる。怒られなくてよかったと思いつつ屋根を駆かけ抜け、三度目のジャンプ。──だが。

「うげっ……」

　対岸が、思ったよりも遠い。空中でじたばた両足を動かし、両腕を限界まで伸ばして、危うく岸がん壁ぺきのカドに指先を引っかける。

　びたん！　と全身を壁かべに貼はり付かせた俺の頭上で、軽やかな足音が聞こえた。

　見上げると、見事に着地を成功させたアスナが、両腰に手を当てて呆あきれ顔がおを作っていた。

「あのねえ、自信がないなら最初からやめときなさいよね」

　しかし俺には、何を答える余裕もなかった。なぜなら、ゴンドラの乗客たちが賑にぎやかな歓かん声せいを上げた理由が、解わかりすぎるほど解ってしまったからだ。

「あ、あの、アスナさん」

「……何よ？」

「その……か、角度的に、危ないっていうか」

「危ないって、何が……」

　そこで言葉を途切れさせた細剣使いは、自分の足あし許もと四十センチにぶら下がる俺の顔を怪け訝げんそうに眺めていたが、突然、薄うす暗くらがりでも解るほど顔を赤くした。

　しゅばっとレザースカートの裾すそを押さえると、その状態のままなぜかにっこり笑い、右足のブーツを少しだけ持ち上げる。

「早く上ってこないと、踏ふむわよ」

「はっ、はい、いますぐ！」

　と答え、俺は岸壁を速すみやかに這はい上った。




　正方形のロービア市街は、十字に交差する──正確には中央に転移門広場があるので交差点そのものは存在しないのだが──メイン水路チヤネルによって、大きく四つのエリアに分けられている。

　北を上にすると、右上が公園や広場、屋外劇げき場じようなどのある観光エリア。右下が、各種の商店がひしめく商業エリア。左下が、大小の宿屋が集まる宿泊エリア。そして左上──俺たちが訪れた北西地区は、ＮＰＣ住民の家が密集する下町エリア。

　当然、各エリアの内側も狭い水路で細分され、船がなくては移動できない。しかしどんな水路でも待っていれば流しのゴンドラがやってくるので、二人乗りの船を選んで呼び止める。

　ＮＰＣの船頭さんに、今回は地名ではなく座標で目的地を指定し、オートマチック割わり勘かんで料金を支払うと、前後に並ぶ座席にやれやれと座り込む。

　ミニスカ細剣使いさんのほうは、船首側の席を確保した途と端たんに機き嫌げんを直し、瞳ひとみを輝かせながら左右の街並みを眺めている。ロービアで恐らく最も地味なエリアだが、生活感溢あふれる住宅地にも、それなりの趣おもむきがあるのは確かだ。

　玄関ポーチの水みず際ぎわで子供たちがおもちゃの船を浮かべて遊び、カモとカモメの中間のような水鳥の親子がその横を泳いでいく。台所の窓からは夕ゆう餉げの音と香りが漂ただよい、暖かいオレンジ色の光が水面を照らし出す。

「あっ、あそこの家、売り物みたい！」

　アスナが指さすほうを見ると、確かに小さな二階建て物件のドアに、《ＦＯＲ　ＳＡＬＥ》と書かれた木札がぶら下がっている。

「おお、ほんとだ。こんなとこにプレイヤーハウスがあったんだなあ」

「幾らぐらいするのかしら……」

　と瞳ひとみをいっそうきらきらさせる相棒に、俺は苦笑混じりの声を掛ける。

「値段見ないほうがいいぞ。ガックリくるから」

「高いのは解わかってるわよ。でも、頑張ればいつか買えるかもって思うのは自由でしょ！」

「ま、まあ、そりゃそうだけど……でもこの街の物件はお勧すすめしないなあ。観光だけなら綺き麗れいだし楽しいけど、住んでたら移動が大変すぎるよ」

　という俺の提言に、アスナは意外な素直さで頷うなずいた。

「それはそうね。ここに住んでる人たちは、毎日の買い物とかどうしてるのかしら」

「案外、俺たちが見てないとこではグイグイ泳いでたりしてな」

「ちょっと、台無しなこと言わないでよね。……でも、買うなら、湖が見える普通の家にしておくわ」

　そう宣言して、再び前を向く。

　俺は正直、プレイヤーハウスに大金を注ぎ込むくらいなら安宿で済ませて、浮いたぶんを装備に回したい派だが、アスナの行動力ならもしかしたらいずれ本当に湖畔の家を買ってしまうかもしれない。その時は居候いそうろうさせてもらおう……いや、絶対断られるな。

　などと考えているあいだにも、ゴンドラは狭い水路を右に左にすいすい進み、十分足らずで目的地に到着した。

　小さな船着き場の先にあったのは、かなり大きくはあるが、相当に古びた建物だった。玄関の他に、水路に接する大きな二枚扉があること以外にはさして特徴のない、ただの民家だ。

　首を傾かしげながら建物に近づき、まずは汚れた窓から中を覗のぞいてみる。

　すると、これまた散らかった部屋の奥に、こちらに背を向けて座る老人らしき人ひと影かげがある。その頭上には、気のせいか少しくすんだ金色の《！》マーク。確かに、クエストＮＰＣだ。

「……アルゴさん、よくこんなクエスト見つけたわね」

　アスナのコメントに、俺も深々と頷く。

「鼻が利きくってレベルじゃないよな……ともかく、入ってみよう」

　玄関に戻り、ドアを二回ノック。たっぷり五秒以上も経たってから、

「鍵かぎはかかっとらん。用があるなら勝手に入れ」

　という無愛想な返事が聞こえてくる。

　──こいつは手間がかかるクエストの予感！

　と内心で呻うめきながら、俺は古びたドアを開けた。




　俺とアスナを出迎えたのは、いまにも分解しそうなロッキングチェアに腰掛け、右手に酒さか瓶びん、左手にパイプを持ったお爺じいさんだった。正確には、片目でじろりと俺たちを睨にらんだだけなので、出迎えてすらいない。

　額ひたいの禿はげ上がった蓬ほう髪はつと乱れたあごひげは真っ白だが、肌はよく日に焼け、腕や胸元の筋肉も逞たくましい。昔は力自慢だったが引退して酒に溺おぼれてしまった老船乗り、という印象だ。

　アスナと顔を見合わせ、瞳ひとみの中に「全面的にお任まかせします」という意思を見て取った俺は、恐る恐る定番のクエスト受じゆ諾だくワードを口にしてみた。

「あの……お爺さん、何かお困りですか」

　すると老人は、右手の酒瓶をぐいっと呷あおり、

「困っとらん」

　とすげなく答える。頭上の！マークにも、クエストログにも変化なし。

　定番ワードが通用しないということは、恐らくこのクエストは、街のあちこちで住民の話を聞くことでスタート地点に導みちびかれるタイプなのだろう。普通はその過程で正しい受諾ワードが解わかるのだが、今回はアルゴが超ちよう嗅きゆう覚かくを発揮していきなりクエストを発見してしまったため、何を言うべきなのか現段階では見当もつかないというわけだ。

　いちど撤てつ退たいして、情報収集からやり直すべきか。しかし、せっかく時間と五十コルを費ついやしてここまで来たのに、手ぶらで帰るのももったいない。

　せめて何かヒントを得ようと、俺は十畳ほどの部屋を見回した。

　片付いた部屋に何か妙なものがあったりすれば解りやすいが、この部屋はその逆だ。妙なものがありすぎて、どれをヒントにしていいのかさっぱり解らない。巨大な魚の剝はく製せいがあり、束たばねられた獣けものの革があり、錆さび付いた銛もりがあり、大小さまざまな木材があり、中身不明の壺つぼがあり、半なかばから折れた櫂かいがあり……どれだけ見ても、元船乗りということ以外には何も推測できない。

　やれやれ、おとなしく出直すか……と諦あきらめかけた、その時。

「お爺さん、こんなもの落としてたら危ないですよ」

　アスナがそう言いながら、ロッキングチェアの脚の傍そばから何かを拾い上げた。

　それは、長さ十センチほどの、半ば錆びた鉄てつ釘くぎだった。恐らく、古ぼけた椅い子すから抜け落ちたのだろう。

　老人は、アスナが持つ釘を一いち瞥べつするや、なぜか不愉快そうにフンと鼻を鳴らし、再び酒瓶を傾かたむけた。困ったようにこちらに眼めを向けるアスナに、俺は苦笑を浮かべながら言った。

「そのへんのテーブルに置いとけよ」

「うん……」

　頷うなずき、振り向こうとしたアスナの手から──。

　俺は、無意識のうちに釘をひったくっていた。

「きゃっ、何なの!?」

「待った……これ、ただの釘くぎじゃないぞ。投とう擲てき用ピック……でもない。断面が四角い釘……どっかで、見たことあるような……」

　ぶつぶつ呟つぶやきながらも、頭の中では、幾つかの情報が結びついていく。

　水路に面する大きな二枚扉。部屋の中の革や木材。現実世界の博物館で大昔に見た収蔵品。ベータ時代には存在しなかったクエスト。

　──この老人は、たぶん、元船乗りではない。

　俺は、老人の正面に回り込むと、大きく息を吸ってから言った。

「ご老人。俺たちに、船を造ってください」










　　　３




　こいつは手間がかかるクエストだ。

　という俺の予感は間違っていた。

　手間がかかるどころではない。驚きよう天てん動どう地ち、空前絶後、言語道断に面倒くさい代しろ物ものだったのだ。俺とアスナが、第四層で最初に取りかかったクエスト──《昔せき日じつの船せん匠しよう》は。




「なあ……どうせ他の層には持ち出せないんだろうし、ちょっとくらい妥協してもいいんじゃないか？」

　という俺の主張に、アスナは取り付く島もない声と表情で答えた。

「いやよ、せっかく造ってもらうんだから、最高の一隻せきにしたいもの」

「へいへい。……ちなみに、一隻二隻ってのは大型の船に使う単位で、ヨットとかゴンドラは一艘そう二艘だってなんかで読んだなあ」

「じゃあ、最高の一艘！」

　そんな会話を交かわしながら、俺たちは夜の森を歩き続ける。

　主街区ロービアの南東に広がる森林地帯は、立たち枯がれた木が連なるベータ時代の荒涼とした風景とは正反対の、生命力溢あふれる姿に変へん貌ぼうしていた。空を覆おおわんばかりに枝葉を広げる木々の様子は三層の森とよく似ているが、違うのは足あし許もとの地面だ。たっぷりと水分を含んだ苔こけにブーツが沈んで、歩きにくいことこの上ない。しかも、至るところに小さな泉が湧わき出していて、俺は探索を開始してからの三時間でもう四回も足を突っ込んでしまった。

　足許がおろそかになるのは、視線を上向けて探し物をしているからだ。しかしアスナも同様に上ばかり見ているのに、泉に落ちることも、木の根につまずくことさえない。転倒タンブル耐性値が高いのか、あるいはリアルラック値の違いか。

　後者だとすれば、そろそろ見つけてくれてもいいのになあ……と内心でぼやきつつ、あてどなき探索を続ける。

　俺たちが探しているのは、美お味いしい木の実でも、甘い蜜みつが詰まった蜂はちの巣でもない。木の幹に刻まれた四本の爪つめ痕あと──この森のヌシである灰色熊ぐまが、縄なわ張ばりを宣言するために行うというマーキングだ。

　ノーマルサイズの黒熊なら、森に入ってからすでに十匹以上も倒している。船大工の老人が俺たちに取ってこいと命じたのは単に《熊の脂》なので、それがノーマル熊から取れた物でも、クエストは進行するはずだ。そういう意味では、このクエストの面倒くささは挑むプレイヤー次第ということになる。

　しかしアスナはどうしても、老人が存在を仄ほのめかしていたヌシの脂が欲しいらしい。

　なぜなら、恐らくは集める素材の品質が、造ってもらう船の性能に影えい響きようするからだ。

「……でも、ちょっと意外だなあ。アスナは、あんまりこの手のコダワリはないほうかと思ってたけど」

　月明かりを頼りにヌシの爪痕を探しながらそう発言すると、右側から短い質問が返ってきた。

「この手の、って？」

「ああ……ＲＰＧには、こういうギミックがよくあるんだよ。やり込み要素とでもいうのか……最高の結果を目指さなくてもクリアはできるけど、目指すのはプレイヤーの自由ですよ、みたいな」

「そう言われると、まんまと乗せられてるみたいでシャクだけど……でも、ゲームの仕掛けがどうこうじゃなくて、単純に思ったのよ。あのお爺じいさん、口ぶりは不ふ承しよう不ぶ承しようって感じだったけど、本心じゃもういちど最高の船を造りたいんじゃないかな、って」

「……なるほど」

　その言葉を聞いてしまえば、もう「妥協しようぜ」とは言えない。

　三時間と少し前、俺の依頼によって頭上のクエストマークを【！】から【？】に変化させたＮＰＣの老人は、パイプの煙を長々と吐き出してから答えた。

　──ワシはもう、船大工はやめたんじゃ。

　──水運ギルドの連中に、船造りに必要な素材を何から何まで独占されちまったからな。それでも船を造ってほしいと言うなら……まずは南東の森に行って、防水処理に必要な熊くまの脂を取ってこい。ただし……ヌシ熊に出くわしたら逃げたほうが身のためじゃぞ。ヤツからなら、最高の脂が取れるじゃろうがな……。

　冒頭に何やら引っかかるところのある台詞せりふだったが、それ以上は何を喋しやべる気もないと老人が眼めを閉じてしまったので、やむなく家を辞去し、再び流しのゴンドラを拾って南のゲートから街を出て、いまに至る──というわけだ。

　ヌシ熊そのものはベータテストにも存在していて、目印の爪つめ痕あとを探し回ったものだが、俺は結局一度も遭そう遇ぐうできなかった。しかし当時聞いた話では、六人パーティーが何度も蹴け散ちらされたらしい。

　そんな強敵に、たった二人で挑むことには不安もあるが、ベータ時代に四層を探索していた頃よりも遥はるかにレベルが高いし、それに強いと言っても熊は熊だ。炎や毒を吐いたりはしないだろうし、何よりソードスキルを使わない。攻こう撃げきパターンはノーマル熊と大差ないはずだし、きっと何とかなるだろう……なるといいな……でもアスナが諦あきらめてくれるのがいちばんいいな……また腹も減ってきたしな……。

　などと思考を前向きと後ろ向きに行ったり来たりさせつつ、何百回目かに見上げた、古木の幹に──。

「…………」

　ざっくりと深く刻み込まれた四本の平行線を見つけた俺は、前を行くアスナの背中に視線を移し、一いつ瞬しゆんの迷いを振り切って呼びかけた。

「おーい、あったぞー」

「えっ、ほんと!?」

　瞬時に駆かけ戻ってきたアスナは、俺が指さすほうを見上げて顔を輝かせる。

「ほんとだ！　えっと、この木の近くで待ってれば、そのうちポップするのよね？」

「そのはずだ」

「じゃあ、少しここで休きゆう憩けいしましょう。ポーションとかも確認して……おか、ないと……」

　勢いの良かった言葉が急減速するので、何事ならんと細剣使いの顔を見る。細い眉まゆを寄せ、真新しいマーキングを凝ぎよう視ししていたアスナは、やがて声のボリュームを三目盛りほど落として囁ささやく。

「…………ねえ、キリト君。あのマーキング、わたしが予想してたより、ぜんぜん高いとこにあるんだけど……」

「へ？」

　再び爪痕に視線を戻した俺は、地面からの高さを目算する。二、四、六……約八メートル。

「…………あの高さを引っ搔かく熊って、どんな熊なの？」

「それはもちろん……立ち上がると、八メートルくらいある熊……かな……」

「…………それってもう、熊くまじゃないんじゃ……」

　どんどん小声になる俺たちの後ろで、ずずーんと重い地じ響ひびきが轟とどろいた。

　恐る恐る振り向くと、目と鼻の先の距きよ離りに、小山のような影かげがうずくまっていた。

　毛の一本一本が針のように太い、灰色の毛皮。真っ赤に輝く二つの目玉。口からはみ出した、凶悪な牙きば。ダガーなみに巨大な爪つめが生えた、丸太の如ごとく逞たくましい四し肢し。そして、額ひたいには、黒光りする鋭するどい──角つの。

「…………うん、熊じゃないな。ツノ生えてるし」

　呟つぶやくと同時に、熊っぽいが断じて熊ではない巨きよ大だい獣じゆうの頭上に、深紅のカラー・カーソルが出現した。表示された名前は、【Ｍａｇｎａｔｈｅｒｉｕｍ】──マグナテリウム、だろうか。

「ギュゴロロロ……」

　これまた熊らしさの欠片かけらもない唸うなり声ごえを漏もらした巨大獣は、伏せていた体をゆっくりと直立させた。

　どこまでも持ち上がっていく体たい軀くが月明かりを遮さえぎり、俺たちの周囲を暗くら闇やみに変える。漆しつ黒こくの影の上部で爛らん々らんと輝く両眼めの高さは、やはり八メートル近くに達しているだろう。

「……アスナ、落ち着け」

　上ずった声で、俺は囁ささやいた。

「あの図ずう体たいなら、敏びん捷しようには動けないはずだ。常に木をあいだに挟んで、突進させないようにするんだ」

　これまでに戦ったノーマルサイズの黒熊が、直線的な突進攻こう撃げきを好んでいたことを思い出しつつ指示すると、相棒は無言で頷うなずく。同時に左腰と背中の柄つかを握り、勢いよく抜剣。アスナの《シバルリック・レイピア＋５》と、俺の《アニール・ブレード＋８》が、かすかな燐りん光こうを集めてぎらりと輝く。

　その光に反応したかのように、マグナテリウムが再び低く唸り、巨大なあぎとを開いた。

　俺とアスナは素早く飛び退すさり、堂々とした古木の後ろに陣取る。突進してきたマグナテリウムが頭から木に激げき突とつすれば、多少なりともスタンするはずだ。その隙すきにソードスキルを一本叩たたき込んで、まずはゲージの減り具合を確かめる。

　という俺の目論もくろ見みは、しかし一秒後にあっさりと無効化された。

　マグナテリウムの喉のどの奥に、ちらちらと赤い光が瞬またたく。デスゲーム化されたアインクラッドでは初めて見る──しかしベータ時代にはずっと上層で何度か目にした、美しくも凶悪な輝き。

　火炎ブレスの、前プ駆レエフェクト。

　幹の後ろに隠れて凌しのぐ、という選択肢を俺は即座に捨てた。火炎攻撃は、二層フロアボスの《アステリオス・ザ・トーラスキング》が吐きまくった雷かみなりブレスと違って、障害物をある程度回り込んでくる性質がある。大木が火炎に耐たえたとしても、その後ろにいる俺たちは黒くろ焦こげになってしまう可能性が高い。

　ならば真横にダッシュするか。だが、マグナテリウムの赤い両眼めは、俺たちをしっかりと捉とらえている。横に逃げても発射方向を変化させてくるかもしれない。もっと確実な回かい避ひ方法が、きっとどこかにあるはず…………

「──こっちだ！」

　刹せつ那なの閃ひらめきに衝つき動かされ、俺はアスナの細い体を左腕でしっかり抱え込むやいなや、真後ろに跳んだ。一歩、二歩、三歩目で、目指す場所に辿たどり着く。探索中に俺を大いに悩ませてくれた、直径は小さいが水深のある、湧わき水の泉。

　躊ちゆう躇ちよなく泉に飛び込むと同時に、マグナテリウムの口からオレンジ色の火炎が迸ほとばしった。

　頭の先まで冷たい水に没した直後、水面が真っ赤に輝く。アスナを泉の底に押しやりながら、俺も懸けん命めいに体を縮ちぢめる。

　火炎はたっぷり五秒近くも荒れ狂い、凍えるほど冷たかった泉の水温を急上昇させた。このまま沸ふつ騰とうしてしまうのではと慌てたが、熱めの風ふ呂ろくらいになったところでからくもブレスは終了。水面が暗くなった瞬しゆん間かん、急いで飛び出す。

　俺に続いて地面に這はい上がったアスナは、長い髪やケープの裾すそから水滴をしたたらせながら呟つぶやいた。

「あんなの、ぜったい、熊くまじゃない」

「俺もそう思う」

　同意しつつ、周囲の様子を確かめる。

　マグナテリウムの位置は変わっていない。しかし、奴やつの前方の地面は真っ黒に焼け焦こげて、ぷすぷすと煙を上げている。俺が障しよう壁へきにしようと考えた大木も、倒れてこそいないが全体的に消けし炭ずみ状態だ。やはり、炎は幹の裏側まで回り込んだらしい。

「どうする？　逃げるか？」

　準備も情報も不足している状況で、あの強敵に挑いどむのは危険すぎると判断した俺の提案を、しかしアスナはすぐには肯がえんじなかった。

「……無理してまで戦うつもりはないけど、でもせめて、もう少し情報を収集できないかな。あの熊の攻こう撃げきパターンを把握して、次で倒せるように」

「…………」

　二十メートル離はなれた場所でゆっくりと動き始めたマグナテリウムを凝ぎよう視ししながら、俺は素早く考える。

　近くに泉さえあれば、火炎ブレス攻撃はどうにかノーダメージで回かい避ひできるようだ。さすがにこれ以上の特殊攻撃は持っていないだろう。ナイフのような爪そう牙がを見る限り、物理攻撃力も相当なものがあるはずだが、そちらは大木を盾たてにできる。

「……解わかった。じゃあ、街の方向に戻りながら、あいつのデータを取ろう」

「了解」

　俺たちが素早く頷うなずき合うのと、マグナテリウムが前進し始めるのは同時だった。

　最初は悠然とした四足歩行だったが、ある瞬しゆん間かん、いきなりスイッチが入ったかのように突進し始める。肩高でも四メートルに達しようかという、二層のフィールド・ボスだった超巨大牛《ブルバス・バウ》並みの巨体が、大地を揺るがしながら突っ込んでくる様には恐怖するしかない。

「っていうかコイツ、ネームドどころか中ボスなんじゃないのかよ……！」

「少なくとも、ぜったい熊くまじゃない！」

　毒づきつつ、俺とアスナも懸けん命めいに走る。マグナテリウムの右側へと回り込み、突進の軌道から逃れようとするが、やはり敵も首を曲げて追従してくる。

　しかしこちらも、闇やみ雲くもに走り回っていたわけではない。マグナテリウムと俺たちのあいだにがっしりとした巨木を挟み込むと、そのポジションを保つ。

「よーし……そのまま突っ込んでこい！」

　幹の直径二メートルはあろうという大木に頭から激げき突とつすれば、何秒かでも動きが止まるはず。そんな期待を込めた俺の言葉は──二秒後、驚きよう愕がくの叫び声に変わった。

「うっそぉっ！」

　マグナテリウムは、こちらの目論もくろ見みどおりまったくスピードを緩ゆるめず大木に衝しよう突とつしたのだが、額ひたいから生えた太く短いツノが、まるで巨人のハンマーででもあるかのように、太い幹を粉々に打ち砕いてしまったのだ。

　幸いそこで突進は止まったが、ゆっくりと傾かたむいていく巨木の向こうで、化け物熊は凄すさまじい咆ほう哮こうを轟とどろかせた。

「ギャズゴロアアアアッ!!」

　耳がキーンとなるほどの大音量に耐たえながら、俺は囁ささやいた。

「なあアスナ、熊の天敵ってなんだっけ」

「あれは熊じゃないけど……現実世界だと、大型の熊に天敵なんていないわ。たまーにトラやシャチに負けるみたいだけど」

「そ、そうですか。じゃあ、弱点は？」

「だから、なんでわたしに訊きくのよ。えーと……確か、鼻筋が弱いって、本で読んだような……」

「鼻筋、ね……」

　繰くり返しながら、動き始めたマグナテリウムを凝ぎよう視しする。

　額はツノで守られているが、黒い鼻先は無防備だ。しかし、四足歩行状態でも三メートル以上高いところにあるため、普通に剣を振っても届かない。跳ちよう躍やく系のソードスキルならヒットさせられるかもしれないが、こちらの攻こう撃げきに反応して立ち上がられでもしたら最悪だ。

「ぬうう、魔ま法ほうが欲しいぜ……氷プラス物理属性の、でっかいツララをどっかんどっかん撃うてるようなやつ……そしたら絶対クリティカルダメージ連発なのに……」

「世界観が崩ほう壊かいするような妄想してないで、どうするか決めてよ」

　俺の心底からの願いを一いつ蹴しゆうすると、アスナはいつのまにか開いていたウインドウのマップ表示をちらりと見やった。パーティーメンバー可視設定になっているそれを、俺も覗のぞく。

　現在位置は、ロービアの街の南東に広がる森の、ほぼ中央部。北と東は切り立った崖がけに囲まれていて、その向こうは例の谷川だ。マップではグレーアウトしているが、ベータ時代の記憶によれば、確か南も崖だったはず。森から川かわ面もまでの落差は五十メートル近いはずなので、いくら下が水と言っても、落下ダメージに耐たえられるかどうかは解わからない。

　つまり、川に飛び込んで逃げるという奥の手は使えない。どうにか西側から森を出て、ロービアの圏内まで逃げ込む必要がある……。

「ねえ」

　不意にコートの左袖そでを引っ張られ、俺はマップから外した視線をアスナの横顔に向けた。

「あの熊くま、ブレス吐いたあとだけじゃなくて、木を倒したあともすぐには動かないみたいね」

「…………」

　言われるままマグナテリウムの様子を確かめる。

　額ひたいのツノで大木を根元からへし折った巨大熊は、スタンこそしなかったものの、低くうずくまったままゴッフゴッフと喉のど声ごえを漏もらしている。もちろん近づけば攻こう撃げきしてくるだろうが、確かにアスナの言うとおり、ブレス攻撃後と大木粉砕後はしばらく移動しなくなるようだ。

　つまり、その習性を利用すれば、逃走するのは難むずかしくない。

「弱点その一……いや、弱点とは言えないか……」

　自分の台詞せりふを、即座に撤てつ回かい。逃げるだけなら使える習性だが、倒そうとするなら結局こちらから近づく必要があるのだから。それに、奴やつの突進を相そう殺さいできるほどの大木の数は限られている。一定のエリアで戦っていれば、たちまち全て打ち倒されてしまうだろう……。

　と、そこまで考えた俺は、とある異常に気付いた。

　自分にでも、アスナにでも、マグナテリウムにでもない。奴の足あし許もと──数十秒前に半なかばからへし折られた大木の、根っこと梢こずえは硝子ガラスのように砕けて消滅したのに、木の幹の一部が地面に転がったまま残っているのだ。

　地面に落ちても消えずに残るオブジェクト。それすなわち、採取可能アイテムである。

「……あの、アスナさん。ストレージの容量に、余裕あります？」

　と質問してから、そういえばこのお人は、ストレージの容量いっぱいに小型の布装備を詰め込んでいたんだったっけ、と思い出す。

　だがアスナは、そんな俺の思考を看破したかのような表情と声で答えた。

「余裕はそこそこあるわよ。裁さい縫ほうスキルの修行で作った服とかは、ほとんど布に戻しちゃったって言ったでしょ」

「は、はい、そうでした。……そんじゃ、悪いけど、俺が熊くまを誘ゆう導どうするから、あいつの足あし許もとに落ちてる丸太を拾って、アイテム名と、ストレージに入れられるかどうかを確認してくれ」

　瞳ひとみに淡い訝いぶかしさを滲にじませたものの、アスナはすぐに頷うなずいた。

「了解」

　ちょうどそのタイミングで、マグナテリウムが再び動き出す。大木激げき突とつ後の移動停止時間は五十秒といったところか。火炎ブレスを吐いた後も二十五秒ほど停とまっていたので、それらの猶ゆう予よ時間を有効に使えば、離り脱だつはそう難むずかしくないはずだ。

　俺は、頼んだぜ、という意思を込めてアスナの左腕を軽く叩たたくと、隠れ場所にしていた茂みの後ろから飛び出した。

「こっちだ、デカグマ！」

　叫び、熊の右側へと走り始める。巨体に似合わない素早さで方向転換したマグナテリウムは、ずしんずしんと地面を震わせながら俺を追ってくる。

　特殊攻こう撃げき扱いの猛突進は別として、単純な移動速度なら俺のほうが少しばかり上のようだ。だが、湿った苔こけに覆おおわれた地面は常に転倒の危険をはらんでいるし、木の根や細流に足を取られる可能性もある。足許に最大限の注意を払いながら、熊を北に誘導していく。

　アスナから三十メートル以上引き離はなしたところで、足を止めて振り向く。

　この難なん敵てきを初見で倒せるとは思っていないが、近接戦せん闘とうの感覚も少しは摑つかんでおきたい。右手のアニール・ブレードを構え、一直線に近づいてくる巨大熊を待ち受ける。

「ギョググルオッ！」

　哺ほ乳にゆう類るいとは思えない雄お叫たけびとともに突っ込んできたマグナテリウムは、人間の胴体よりも太い右前脚を高々と振りかぶった。

　青白い月光を受けた鉤かぎ爪づめが、ぎらりと餓うえた輝きを放つ。

　轟ごう然ぜんと振り下ろされる前脚を、俺はソードスキル《スラント》で迎え撃うった。水色のライトエフェクトに包まれた肉厚の刃やいばが、四本の鉤爪と激突。強烈すぎる衝しよう撃げきが、アバターの腕から肩、腰、足許まで突き抜ける。

　激はげしくノックバックした俺は、背中を立木にぶつけながらもどうにか転倒は免まぬがれた。

　マグナテリウムのほうは転倒などするはずもないが、弾はじき返された右の前脚を宙に泳がせている。通常攻撃であれば、なんとかソードスキルでガードすることは可能なようだ。もっとも、俺の《鋭するどさ＋４、丈夫さ＋４》に強化されているアニール・ブレード＋８でギリギリの手て応ごたえだったのだから、これ以下の剣では押し負けてしまうかもしれない。

　足場を確かめながら、ちらりと双方のＨＰゲージをチェックする。敵のほうは、当然ながら無傷。俺も、さっき立木に衝突した時にほんの少しだけ削られたものの、まだダメージらしいダメージは貰もらっていない。

「……じゃあ、今度はこっちから行くぜ」

　低く呟つぶやき、一歩前に出る。

　挑発的な台詞せりふに反応したわけでもなかろうが、マグナテリウムは両眼めを紅あかく輝かせ、「ギュルフ……」と唸うなった。両の前脚で地面を突き放し、巨体をゆっくりと持ち上げていく。

　また火炎ブレスが来ると直感した俺は、ちらりと後方を見やった。木こ立だちの奥で、小さな水面が青く光っている。あそこに飛び込めば先刻同様にブレスを回かい避ひできるはずだが、恐怖に耐たえて踏ふみ留とどまる。

　八メートルの巨きよ軀くを直立させた灰色の怪物は、ふいごのような音を立てて大量の空気を吸い込むと、かっとあぎとを開いた。

　瞬しゆん間かん、俺は後ろではなく前にダッシュした。側面への回避には確実に追つい随ずいしてくるだろうが、背中側はまだ試していない。熊くまとの距きよ離りを半分まで駆かけ抜けたところで、頭上に真紅の輝きが生まれる。耳をつんざく轟ごう音おんとともに、急角度で発射されたブレスをかいくぐるようにして、尚なおも走る。

　すぐ後方の地面を直ちよく撃げきした火炎が、熱く灼やけた突風を生み出し、俺の背中を叩たたいた。

「熱あっちちち！」

　喚わめきながらも、その風をも利用して、最後の数メートルを駆け抜ける。大木の如ごとき二本の脚のあいだ、つまり股また下したを突っ切ってマグナテリウムの後方へ。急ブレーキをかけ、振り向く。

　期待どおり熊は振り向こうとせず、自分の真ん前の地面に炎を吐き出しつづけている。

　──チャンス！

　愛剣を振りかぶりながら、狙ねらいを定める。体長比では熊らしく短いが、樽たるのようなサイズの尻尾しつぽめがけて、突進系ソードスキル《ソニックリープ》を発動させる。

　薄うす闇やみを黄緑色の軌跡で切り裂きながら、俺の体はシステム・アシストの後押しを受けて勢いよく跳ちよう躍やくし、地上から三メートルの高さにある熊の尻尾まで剣を届けた。
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　ズガッ！　という確かな手て応ごたえ。熊の巨体が大きく仰のけ反ぞり、中断された火炎ブレスの残ざん滓しが幾筋もの弧を描いて地面に落ちる。

　俺が宙返りして着地すると同時に、

「ズギャルオン!!」

　と甲かん高だかい叫び声を上げた熊は、両脚を地面に着けるとまっすぐ前へ走り始めた。かなりの距離にまで遠ざかってから、ようやく振り向く。

　両眼に怒りの炎が赤々と燃えている──ように見えるので、尻尾は鼻はな面づらほどではないにせよクリティカル・ポイントだったらしい。一緒に遠ざかってしまったカラー・カーソルに目を懲こらすと、決して多くはないが、しかし確かな減り幅でＨＰゲージが削れている。

「……よし！」

　初めてのダメージらしいダメージに、軽く左拳こぶしを握っていると。

「よしじゃないわよ」

　いつのまに追いついてきたのか、左後方で聞き慣れた声が響ひびいた。慌てて振り向いた先には、暫ざん定てい的パートナーの冷ややかな呆あきれ顔がお。

「逃げるとか言ってたくせに、しっかり戦ってるじゃないの」

「い……いや、これはあくまで情報収集でして……」

　と言い訳しかけてから、先刻彼女にお願いした件を思い出す。

「そ、そうだ、それより、丸太は？」

「ちゃんと拾えて、ストレージにも入ったわ。あと五本くらいなら拾えそう。アイテム名は《銘木の心材》だって」

「…………」

　伝えられた情報を、一秒で処理して結論を出す。

「たぶんそれも、《熊くまの脂》と同じく、ゴンドラの素材だな」

「えっ……」

「こういう筋読みは興きよう醒ざめかもだけど、このクエストは《同じとこに何度も行かされる系》だと思う。最初に依頼された熊の脂を爺じいちゃんのとこに持ってくと、次は材木を取ってこいって言われるんだろう。その他にも一つか二つ、この森で集めなきゃいけない素材があるはずだ」

「……ってことは、もしかして材木も、脂と同じに普通のと高級のがあるってわけ？」

　いつもながらの勘かんの鋭するどさを発揮するアスナに、俺は頷うなずきかけた。

「普通の木材なら、そこらの木を斧おので伐り倒せば採取できるんだろう。でも、高級なやつは、《伐採ランバー》スキルが必須な大きさの木からしかゲットできないんだと思う」

「……じゃあ、そのスキルを上げるしかないじゃないの」

　どうやら本気で、船に関しては一いつ切さい妥協しないつもりらしいアスナは、そう言い切ってから眉まゆをひそめた。

「あれ、でも、わたしがさっき拾った丸太、《銘木》ってついてたわ。それって、高級品って意味よね？」

「うん。伐採スキルなしで高級木材をゲットする裏技も、いちおう用意されてるのさ。あのデカグマを利用する……っていう」

　早口でそんな会話を交かわすうちに、デカグマも尻尾しつぽを痛つう撃げきされたダメージから立ち直ったらしい。四足歩行でこちらに移動し始めた、と思ったら角つのの生えた頭を低く下げる。突進攻撃のプレモーション。

「また来るぞ！　でかい木を探……」

「あそこ」

　俺が熊くまを見ているあいだに先回りで周囲を確認したアスナは、素早く南西方向を指さした。確かに、数分前に粉砕された巨木に勝まさるとも劣らないサイズの樹じゆ影えいが、夜空に黒々とそびえている。

「よ……よし、あの木に……」

「誘ゆう導どうして衝しよう突とつさせるのね。また丸太が落ちたらわたしが拾うから、君は次の大木を探して誘導よろしく」

「……り、了解」




　かつてない意欲を見せるアスナに指示を出したり出されたりしながら、巨大火吹き熊を大木に激げき突とつさせること、実に十二回。

《銘木の心材》のドロップ個数はゼロから三個までのランダムらしく、俺たちをやきもきさせたり大喜びさせたりしたが、熊のあしらい方にも慣れてきた頃には二人ともストレージ容量がほぼいっぱいになってしまった。こんなことなら《所持容量拡張》スキルを取っておけば……などと定番のフレーズを思い浮かべつつ、傍かたわらの相棒に囁ささやきかける。

「これで船造りに足りるかどうかは解わからないけど、持てないんじゃ仕方ないからな。あいつが座り込んでるうちに、離り脱だつして街まで戻ろう」

「まだ、《脂》が手に入ってないけど」

　即座に指摘され、思わず天を仰あおぐ。

「そ、そうか……そいつを渡さないと、クエストが進まないからな。えっと……ノーマル熊の脂で妥協するというのは……」

「嫌いや」

「ですよね」

　かくんと頷うなずき、少し離はなれたところで突進後のお座りモードになっているマグナテリウムのＨＰゲージを確認する。

　誘ゆう導どう中に何回か隙すきを見ては尻尾しつぽや脚を攻こう撃げきしたので、ゲージは残り九割弱にまで減っている──と思いたいところだが、ここはまだ九割近くも残っていると表現するべきだろう。本気で倒そうとするなら、いままでのように回かい避ひ主体の立ち回りではなく、危険を冒おかして近接戦せん闘とうを挑いどまなくてはならない。

　突進攻撃だけは距きよ離りが開かないと行わないようだが、ブレスのほうは目の前からでも吐いてくるのは確認済みだ。そうそう毎回《股またくぐり》が成功するとは思えないし、近くに都合良く泉が見つかるという保証もない。火炎に炙あぶられた泉が一いつ瞬しゆんでお湯になってしまったことを考えると、一つの泉を連続してシェルターに使うこともできないだろう。

　──という俺の懸け念ねんを見抜いたかのように、アスナが言った。

「あっちに、泉が近距離に四つ固まってる場所があった。順番に使えば、ブレスを回避し続けられるかも」

「そ、そうか」

　さすがの観察力と判断力、ではあるのだが。

　熊の様子を確かめながら、俺は細剣使いに向けて、ひとつの問いを口にした。

「アスナ。意地になってる……わけじゃないんだよな？」

「え…………？」

　ちらりと顔を見やってから、言葉を重ねる。

「あの老人に最高の船を造ってほしい。だから最高の素材を集めたい。君はさっきそう言った。でも、もしそれが、君の中にある、このゲームに負けたくないっていう気持ちが言わせた台詞せりふなら……俺は、あの熊くまと戦うことには賛成できない。だって、このゲーム、いやこの世界での俺たちの勝利っていうのは、クエストを完かん璧ぺきにクリアすることじゃなくて……」

「生き続けること」

　囁ささやくようにかすかな、しかし確かな声でアスナは答えた。

「大丈夫、結果だけにこだわってるわけじゃないわ。わたしとあなたなら、あの熊に勝てるって思ったから。それがいちばん大きな動機よ」

　そう言われてしまえば、俺としては苦笑しつつ頷くしかない。

「……じゃあ、一つだけ約束してくれ。次に俺が逃げろって言ったら、反論なしで即座に逃げるって」

「解わかった」

　即座の返事を聞いて、俺も腹を括くくった。マグナテリウムは強敵だが、二十分以上も観察した結果、行動パターンはさして複雑ではない。集中力を切らさなければ、勝機はある。

「接近戦になったら、まず俺があいつの攻こう撃げきをソードスキルで弾はじくから、スイッチして一撃入れてくれ。ソードスキルを使えそうだと思っても、深追いするなよ」

「了解」

「じゃあ……行きますか」

　頷うなずき合ったのと同時に、熊くまのお座りモードも終了した。四足歩行で前進してくる巨体を睨にらみながら、余計な思考を全て振り落とす。

　右手の愛剣を握り直し、湿った地面を蹴けって、まずはアスナが見つけた泉の密集ポイントを目指してダッシュする。
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　甘く見すぎていた。

　よもやこれほどとは、まったく思っていなかった。

　驚きよう異い的、と言うしかない精度と威力だ。アスナのソードスキルと、シバルリック・レイピア＋５の組み合わせは。

「ほら、勝てるって言ったでしょ」

　延々五十分以上も続いた──うち半分は、大木を折らせるために走り回っていただけだが──戦せん闘とうの直後に、にっこり笑いながらそう言ってのける細剣使いを、俺はただ見上げることしかできなかった。

　さすがに疲労の色は窺うかがえるものの、俺のように地べたにへたり込む様子もなく、いそいそとドロップアイテムをチェックし始める。新規入手欄らんを指先でフリックするや、控えめな歓かん声せいを上げる。

「わ、凄すごい！　《幻まぼろしの熊脂》が四つもドロップしてる。他にも、毛皮とか、爪つめとか……あとこれは……《火炎熊の掌てのひら》？」

「オブジェクト化しないほうがいいぜ。たぶん、グロいものが出てくるから」

　そう言いながら、よっこらしょうと立ち上がると、俺もウインドウを開いた。

　熊くまの脂は、こちらにも三つばかり落ちている。これで足りないということはあるまい。毛皮と爪つめもドロップしているが、残念ながらと言うべきか幸いと言うべきか掌てのひらはない。代わりに、《火炎熊の硬こう角かく》が一つ。恐らく、マグナテリウムの額ひたいに生えていた例のツノだろう。

　最後に時計を確認してからウインドウを消し、大きく伸びをする。時刻は午後十一時を回り、夕方に仮眠したとはいえ、ずっしりとした疲労を感じる。

「えーと……アスナさん？」

「なに？」

「街に戻ったら、すぐクエの報告行きます？」

「当然行くわよ」

「ですよね」

　船大工の爺じいちゃんが寝てないといいけど。と思いつつ、俺は小刻みに頷うなずいた。

　帰り道では、植物型モンスター《ゴーディー・ネペント》に一度エンカウントしただけで、さしたるトラブルもなく主街区ロービアの南門まで戻ることができた。二十四時間営業らしいゴンドラを拾い、街の北西エリアへ。

　老人の家に到着した時には午後十一時五十分になっていたが、窓の灯あかりは消えていないので、遠えん慮りよなくノックする。相変わらず揺り椅い子すに沈み込み、右手の酒さか瓶びんと左手のパイプをエンドレスにきこしめす老人の前に、二人並んで立つ。

「熊の脂、取ってきましたよ」

　そう言いながら、アスナがオブジェクト化した脂──さすがに剝むき出しではなく、小さな壺つぼに入っている──を差し出すと、老人が片方の眉まゆをぴくりと動かした。

「この匂におい……ヌシの脂を取ってきよったか」

　ウイスキーのボトルが、床に落ちて転がる。節くれ立った右手が脂の壺をひったくるように受け取ると、しゃらーん、という効果音とともにクエストログが進行する。

「フン、じゃが、これでは足りんな」

　老人は、ごとんと音を立てて脂の壺を傍かたわらのテーブルに置く。アスナと顔を見合わせてから、今度は俺が自分のストレージから壺を出して渡す。老人はそれでも首を縦たてに振らず、まさか熊狩りチャレンジ再びなのかと戦せん慄りつしたが、幸い四つ目の壺で二度目の効果音が鳴り響ひびいた。

「フン、よかろう。どうやら、本気でこの老いぼれに船を造らせたいようじゃな」

「もちろんです。お願いします、お爺さん！」

　というアスナの言葉に心動かされたわけでもあるまいが、老人は左手のパイプもテーブルに置くと、両手を持ち上げた。幾つもの古傷が刻まれた十本の指をわきわきと動かすが、しかし再びだらりとぶら下げてしまう。

「……言ったじゃろう、水運ギルドの連中に、全ての材料を取り上げられてしまったと。船を造るには、大量の木材が必要なんじゃ。しかも、南東の森にだけ育つ、バーチやオークのような丈夫な材がな」

　そこで少しタメを入れてから、もったいぶった調子で続ける。

「じゃが、最高の船材はなんと言ってもチークじゃ。年経たチークの大木から芯しんのいいところを切り出してくれば、頑丈な船を造れるじゃろうて。もっとも、木こりをしたこともない素人しろうとにゃ、とても歯がたたんわな……」

　クエストログが進行し、《昔せき日じつの船せん匠しよう》パート２が開始される。

　俺とアスナは、すかさずウインドウから《銘木の心材》をオブジェクト化した。

　赤みがかった丸太が床にどすんと突き立てられた途と端たん、老人が軽く目を剝むいたように見えたのは、恐らく気のせいであろう。




　船大工の老人が、俺たちのオーダーした二人乗りゴンドラを造るために重い腰を上げた時には、俺とアスナのストレージからは《幻まぼろしの熊くま脂あぶら》四つ、《銘木の心材》八つ、《火炎熊の爪つめ》──これは加工して釘くぎになるらしい──六つ、《火炎熊の毛皮》──同じく座席の張り地になるらしい──二つが消滅していた。

　どうにかアイテムの数が足りたことにほっとしながら、ついに揺り椅い子すから立ち上がった老人を見守る。散らかった部屋を横切り、南側の壁かべにある扉の前に立つと、懐ふところから出した鍵かぎで頑丈そうな錠じよう前まえを外す。

　重々しい音とともに開いた扉の向こうは、大工道具の保管庫のようだった。巨大な鋸のこや金かな鎚づち、ノミやカンナといった数あま多たの道具類が所狭しと並べられ、しかも全てが丁てい寧ねいに磨みがき込まれてぎらぎらと輝いている。

「また、こいつらを握る日が来るとはな……」

　しみじみと呟つぶやく老人の背中に、俺は心の中で語りかけた。

　──たぶん、明日からは、オーダーが殺到して大忙しになると思うよ。

　この《昔日の船匠》クエストを進行させているのは、現時点では俺とアスナだけのようだが、だからといって情報を秘ひ匿とくし続けるわけにもいかない。《ドラゴンナイツ》や《解放隊》に所属する前線組プレイヤーたちは、いまごろ街の外で各種クエストをクリアするために、水路を一いつ生しよう懸けん命めい泳いでいるのだろうから。

　誇り高きフロントランナーである彼らが、海パン＋浮き輪で隊列を組んでえっほえっほと泳いでいる光景を一度くらいは見てみたい気もするが、ここは速すみやかにアルゴを通して情報提供し、彼らの船造りにも協力してやるべきだろう。ビーターの俺はいまさらイメージダウンなど気にしないが、アスナまでがこれ以上排はい斥せきされてしまうような展開は極力避さけたい。

　ただでさえ、シバルリック・レイピアの恐るべき威力が三層ボス戦で注目を集めてしまっているのだ。このうえ、《カレス・オーの水晶瓶びん》のおかげでスキルスロットが実質的に一つ多いなどということが明らかになったら、前線組の二大勢力は、本腰を上げてアスナを自陣営に取り込もうとするか、あるいは…………。

　いつしか物思いに耽ふけっていた俺の耳に、老人が戻ってくる足音が届いた。

　顔を上げると、大判のスクロールがテーブルに広げられるところだった。真っ白い羊皮紙を右手でパンと叩たたき、老人は言った。

「では、造りたい船の仕様を決めてくれ」

　クエストログが進行し、目の前に紫色のウインドウが開く。テキスト入力欄らんやプルダウン・メニューがぎっしりと並んだ、ゴンドラの設計仕様書のようだ。いちばん上の所有者欄には、俺とアスナの名前が両方記されている。恐らく、クエストを進めているパーティーの共同所有物扱いとなるのだろう。

「何なの？」

　と横から首を伸ばしたアスナが、きらーんと両眼めを輝かせた──ような気がした。

「わあ、凄すごい。同じ二人乗りゴンドラでも、形とか、色とか、船の名前まで決められるのね」

　華やいだ声とともに右手の指を伸ばすので、俺は場所を空けようとしたが、そうするとウインドウもこちらに追つい随ずいしてしまう。

「ちょっと待って」

　急いでパーティー関連メニューを出し、リーダーをアスナに変更。クエストは基本的にパーティーメンバー全員が同時に進行させられるが、この手の操そう作さメニューはリーダー限定になっている場合が多い。

　俺から操作権を引き継ついだアスナは、瞳ひとみに星マークを浮かべながら振り向くと言った。

「ねえ、何色にしようか。ＲＧＢサークルで自由に設定できるみたい」

「俺は別に何色でも……アスナが決めていいよ」

「だめよ、システム上の所有者はわたしと君になってるんだから、ちゃんと相談して決めないと」

「は、ハイ……んじゃ俺は、ええと、く……」

「あ、でも黒はイヤ！　なんだかすぐ沈んじゃいそうだから」

「そ、そうですか……じゃあ、ええと……」

　さくさく仕様を決めて宿屋に戻りたいところだが、適当なことを言ってもバレて怒られる気しかしないので、理屈方面から考えてみる。

「……ええと、たぶん船はさすがにストレージには入らなくて、降りた場所に係留されることになると思うから、夜とかでも目立つ色がいいんじゃないかな……白系とか、オレンジ系とか……」

「そっか。じゃあ、白系が良さそうね。でも完全な純白も芸がないから、ちょっとアイボリーっぽい色はどうかなって思うの」

「い、いいんじゃないでしょうか」

「えっと……これくらいかな」

　アスナの細い指がＲＧＢサークル上を滑すべり、上品なアイボリーホワイトを指定する。やれやれと息を吐いたその途と端たん、船首や船尾の飾りパーツや船ふな縁べり、座席その他の差し色を決めるサブメニューが山ほど開く。

「そ、そのへんは、お任まかせします」

「しょうがないなあ……じゃあ、わたしが決めちゃうわよ」

　と不満そうな口調で、しかし瞳ひとみのキラキラは消さぬままウインドウに向き直るアスナからそっと離はなれると、俺はテーブルの近くにあった小さな丸まる椅い子すに腰掛けた。

　すると、すぐ近くで辛しん抱ぼう強づよく羊皮紙を広げている老大工が、低い声で唸うなった。

「昔から、若い女おな子ごの船造りは三倍時間がかかると相場が決まっておる」

「……な、なるほど、勉強になります」

　と頷うなずくしかない俺だった。

　最終的に、細部までのカラーリング、各種飾りパーツを含めた船体の形状、座席の形や配置その他の仕様が全て決定された時には午前一時を回っていた。しかしアスナは疲れた様子も見せず、勢いよく振り向くと言った。

「じゃあ、最後に、船の名前を決めましょう」

「う……な、名前か……」

　正直、ネーミングセンスにはまったく自信がない。なにせ、いま使っている《キリト》という名前も、本名を適当にもじっただけなのだ。

「え、ええっと……そこも、お任せしてよろしいでしょうか……」

　恐る恐るそう申し出ると、アスナはなぜか真ま面じ目めな顔になって頷いた。

「実は、さっき、自然に浮かんできた名前があるの」

「へえ……どんなの？」

「えっと……外国では、船に女の人の名前をつけることがけっこうあるって、本で読んだことがあるんだけど……それを思い出したら、キズメルさんの、妹さんの名前をつけたらどうかなって思って」

　予想外の言葉に、思わず両眼めを見開いてしまう。

　三層で出会ったダークエルフの騎き士しキズメルは、野営地の片かた隅すみにひっそりと立てられた小さな墓標の前で教えてくれた。薬くす師しをしていた妹がいたことと、彼女が森エルフとの戦いで命を落としてしまったことを。

　確か、名前は──。

「……ティルネルさん、だったな。ティルネル号……いいんじゃないか？」

　頷きながらそう言うと、アスナも穏おだやかな笑顔でこくりと顔を動かした。

　ウインドウの上部中央、船名入力欄らんに一文字ずつ入力すると、俺を手招く。

「綴つづり、これで合ってるわよね」

　椅い子すから立ち上がり、アスナの隣となりで【Ｔｉｌｎｅｌ】という文字列を確認。もう一度頷うなずく。

「じゃあ……決定ボタン、一緒に押そう」

「うぇ!?」

「何よ、イヤなの？」

「い、イヤじゃないです、もちろん」

　ふるふるとかぶりを振ってから、右下の決定ボタンに人差し指を伸ばす。アスナも同じようにすると、ちらりと俺を見て、唇の動きだけで「せーの」と言う。

　勢いよくボタンを押そうとした、その寸前。

「ま、待った！」

　叫び、俺はアスナの右手をがっしと摑つかんだ。

「な、何!?」

「いや、ここの欄が未入力だから……」

　指さした場所には、【オプション装備】なるプルダウン・メニューがある。それを見たアスナは、軽く肩をすくめた。

「ああ、そこ。だって、何の選択肢も出てこないんだもん」

　そう言いながらメニューをつつくが、浮き上がってきたサブウインドウは確かに空欄だ。これは恐らく、装備できるアイテムを持っていないということだろう。

「うーん……念のため、俺にもチェックさせてもらっていいか？」

「どうぞ」

　とお許しが出たので、再びリーダーを俺に戻す。

　改めてオプション装備欄をつつくと──。

「……おっ、何か出た！」

「えっ、なになに!?」

　二人で頭をくっつけ合うようにして覗のぞき込んだ小窓に浮かんでいる選択肢は、たった一つ。

「ええと……《炎えん獣じゆうの衝しよう角かく》？」

　その文字列を見た途と端たん、胸中に不吉な予感がいやおうなく湧わき上がる。

　同様に眉まゆをひそめたアスナも、小声で囁ささやいた。

「衝角……って、昔のガレー船に付いてたみたいなツノのことでしょ？　なんで、ゴンドラにそんなものが必要なの？」

「必要なのかどうかは、まだ解わからないけどな。素材アイテムを持ってないと出てこないオプションみたいだし……」

　しばし考え込んでから、解らないなら訊きけばよかろうと思いつき、テーブルの向こうに立つ老人を見やる。

「あの……」

　と声を掛けたもののどう呼べばいいのか迷い、改めてＮＰＣ色のカラー・カーソルを見ると、【Ｒｏｍｏｌｏ】と表記されている。

「あの、ロモロさん。オプションの衝しよう角かくは、必要なものなんですか？」

　なるべくシンプルな言葉で問いかけたつもりだったが、ロモロ老人はすぐには答えなかった。応答パターンに存在しない言葉を使ってしまったのかと思ったが、俺が言い直すより早く、老人はフンと勢いよく鼻を鳴らした。

「ロービアの街中で乗るだけなら、そんなもん必要ないわい。じゃが……街の外に漕こぎ出すつもりなら、いずれ使うこともあるかもしれんな」

「それは……船で、モンスターと戦うからですか？」

「……そうかもしれんし、違うかもしれん」

　珍しく煙に巻くようなことを言ったロモロ老人は、広げたままの羊皮紙をぽんと叩たたいた。

「ともあれ、これはあんたらの船じゃ。衝角を付けるも付けないも、自由にすりゃあええ」

「…………」

　再び、相棒と顔を見合わせる。

　先に口を開いたのはアスナのほうだった。

「……必要な素材を持ってるのはキリト君なんだから、そっちが決めればいいんじゃない」

「え、そ、そう？」

「他のとこはだいたいわたしが決めさせてもらったんだから、一つくらいは譲ゆずってあげる」

　と答える口調は素そっ気けないが、どうやら内心では複雑なものがあるらしい。その葛かつ藤とうを想像しながら、俺は言った。

「うーん……せっかくのゴンドラに、無ぶ粋すいな武器を装備するのはどうかと俺も思うよ。でも、付けてなかったせいで船をモンスターに沈められちゃってから後悔するのはもっとイヤだしな。かなりレアっぽいデカ熊ぐまのツノがドロップしたのも巡り合わせかもしれないし、ここは付けておこうか」

「解わかった」

　小さく頷うなずくアスナに、ひとこと言い添える。

「それに、衝角は喫水線の下に取り付けるんだろうから、普段は見えないと思うよ。じゃあ……衝角アリに設定して、と……」

　サブメニューを操そう作さした右手を、改めて決定ボタンの上に移動させる。同じようにしたアスナと、もういちど「せーの」と息を合わせ、今度こそボタンを押おう下か。

　なかなかに荘そう厳ごんな効果音を響ひびかせながらウインドウが消え、直後、老人が広げている羊皮紙にじわじわと船の三面図が浮き上がりはじめる。ほんの数秒で描画が完了した仕様書のいちばん上には、黒々としたインクで【Ｔｉｌｎｅｌ】と大書してある。

　物々しい動作で羊皮紙を持ち上げたロモロ老人は、ウムとひとつ頷うなずくと言った。

「それでは、ワシはこれから下の工房にこもるでな。完成したら知らせてやるから、おとなしく待っとれ」

　丸め直した羊皮紙を抱えると、老人は再び道具置き場へと消えた。扉が閉まるや、ごごん、と重い振動が床を震わせる。どうやら、道具室そのものがエレベータになっているらしい。

　工房、見てみたい！　と思ったが、怒られたあげくにクエストが失敗してしまっては元も子もないので、潜せん入にゆうは諦あきらめて大きく伸びをする。

「うぅ──ん……やれやれ、長い一日だったなあ」

「船って、どれくらいで完成するのかしら」

　なかなかのせっかち振りを発揮するアスナに、俺は苦笑いしながら答えた。

「現実世界なら何ヶ月とかかかるんだろうけど、こっちじゃ長くても一日……いや、もっと短いと思うよ。三時間とか、五時間とか。俺たちがクエストの情報を公開すれば、船を造りたいプレイヤーが殺到するだろうし」

「その場合って、どうなるのかしら。三層のダークエルフ野営地みたいに、インスタンス……だっけ？　プレイヤーの数だけ、この家の中が分割されるとか？」

「いやあ、街中だしなあ……。たぶん、誰かが中でクエストを進行させてるあいだは、ドアが開かないんじゃないかな……」

「え……じゃあ、仮に三時間だったとしても、そのあいだは次の人は玄関の前で待ってなきゃいけないわけ？」

「仕様を決める時間とかも入れれば三時間半かな。……ってことは、最大でも一日六、七組しか船を造ってもらえないわけか……いやまあ、三時間ってのはただのカンだから、もっと短いかもしれないけど……」

　俺が肩をすくめると、アスナは実に微妙な表情で言った。

「こういう時のあなたのカンって、無む闇やみと当たるのよね」

「す、すみません……」

「わたしに謝あやまらなくてもいいけど。あなたのおかげで一番乗りできたんだし。……じゃあ、三時間っていう予想を信じて、いちど宿屋に戻りましょうか」

「それなんだけどさ。俺もいまアスナと話してて気付いたんだけど、もしかしたらいったん家を出ちゃうと、船の受け取りは新規クエスト扱いになるかもなーって……」

「…………じゃあ、完成の知らせが来てから駆かけつけても、その時点で他のパーティーがクエスト進めてたら、終わるまで家の前で待ってなきゃいけないってこと？」

「その可能性は高いと思う。だって、もし船を受け取るまでドアが閉じっぱなしだとすると、誰かが受け取りに来なかったら、もう誰もクエストを開始できないことになっちゃうし」

「…………なるほどね」

　ゆっくり頷うなずいたアスナは、散らかった居間をぐるりと見回した。

「…………となると、完成するまで、ここで待つしかなさそうね」

「だな……」

　同じように視線を巡らせるが、いったいロモロ老人はどこで寝ているのか、ベッドもソファも敷しき布ぶ団とんも存在しない。ドアは玄関と道具置き場に続くものだけだし、隠し扉がありそうな気配もない。

　部屋を眺め回していた俺とアスナの視線が同時に捉とらえたのは、数十分前まで老人が座っていた大きな揺り椅い子すだった。この部屋で仮眠できそうな、唯一の場所。

　刹せつ那なの誘惑を振り払い、俺はたいへん紳士的な提案を口にした。

「俺はそのへんの床で寝るから、アスナが揺り椅子を使えよ」

「…………でも……」

　小声で呟つぶやく細剣使いの横顔には、ゴンドラに衝しよう角かくを付けるかどうか迷っていた時以上の逡しゆん巡じゆんが見て取れる。

　恐らく、俺に遠えん慮りよしつつも、埃ほこりっぽい床に寝転がる勇気も出せないのだろう。きれい好きのアスナらしい葛かつ藤とうだ。

「いいよいいよ、迷宮区の安地部屋で野営することを思えば、屋根があるだけで御おんの字じさ。それに、どこでも寝られるのが俺のシステム外スキルだし。遠慮なく揺り椅子を使っ……」

「詰めればなんとかなるでしょ」

　俺の紳士的提案パート２を、そんな言葉が遮さえぎった。

「へ？」

「……この揺り椅子、かなり大きいから、横向きで詰めれば二人座れるでしょ」

　──横向き!?

　いや、そこではなく。

　──二人で!?

　内心で驚きよう愕がくの叫び声を上げる。

　三層主街区ズムフトの宿屋で、成り行きによって同室になってしまった時、謎なぞのフルーツをオーバースローでぶつけられたのは記憶に新しいところだ。かくも強固なバリヤーを持つアスナさんが、よもや二人では明らかに狭い揺り椅子の同時使用を申し出てこようとは。

　感かん謝しやしつつも固辞すべき場面なのか、それともお言葉に甘えていいのか解わからず、俺は呆ぼう然ぜんと立ち尽くした。するとアスナはぷいっと顔をそむけ、腰のレイピアをストレージに戻してから革張りの揺り椅子に腰掛けると、体をアウトサイドに九十度回転させた。

「……わたし、先に休ませてもらうわ。空いてるところを使うも使わないも、ご自由にどうぞ」

　こちらに背中を向けたままそう宣言したのを最後に、ふっつりと沈ちん黙もくしてしまう。

　更に二分ほど棒立ち状態を続けてから、俺は足音を殺して揺り椅い子すに歩み寄った。アスナが本当に寝ているのかどうか、反対側に回り込んで顔を覗のぞき込んでみたかったが、それは反則行為のような気がして思い留とどまる。

　代わりに、背もたれの横木に手をかけ、そっと揺らしてみた。

　かこん、かこん、と小さな音を立てて椅子が前後に動く。しかしアスナはまるで反応せず、揺られるままになっている。

　ここからどうすればいいのか解わからなくなり、ただ無心で椅子をスイングさせていると──。

　不意に、

「ん…………」

　というかすかな声とともに、アスナが体をこちらに倒した。

　瞼まぶたはしっかりと閉じられている。耳を澄すませると、ほんの少し開かれた唇から、かすかな寝息が聞こえる。どうやら本当に眠ってしまったらしい。

　一層で出会った頃はあれほど神経質だった細剣使いさんも、なかなか剛胆になってきたものだ……と思ってから、すぐに打ち消す。

　恐らくアスナは、揺り椅子を使う使わないの話をしていた頃には、もう疲労が限界に達していたのだろう。すぐにも寝落ち──このネットゲーム用語は、アインクラッドでは正用法たり得ないが──してしまいそうだったのに、それを気け取どられまいとあんな提案をしてから揺り椅子に腰掛けたのだ。

　無理もない。今日、いやもう昨日の朝に三層の宿を出て、午前中はひたすら迷宮区タワーを上り、フロアボスを倒して四層に来てからも、水路を浮き輪で泳いだりサメっぽいヒレを持つオタマジャクシに追いかけられたり、主街区で少し休んだとはいえ夜からは船造りのクエストを開始して多くのモンスターと戦い、最後には中ボスクラスの戦せん闘とう力りよくを誇る巨大火吹き熊ぐまをフォワードとして倒し切ったのだ。ひと言も疲れたとは言わなかったが、主街区に戻ってきてからはいつ動けなくなってしまってもおかしくないほど消耗していたはずだ。

「…………お疲れ」

　俺はそう囁ささやくと、テーブルの傍そばから丸椅子を持ってきて揺り椅子の横に置き、腰掛けた。

　アスナが寝返りを打ったので、もう横に寝るスペースはないし、仮に空いていても起こしてしまう危険を冒おかしてまで割り込もうとは思わない。

　再び背もたれに手をかけ、ゆっくりと揺らす。すると、まるで小さな子供のようにあどけないアスナの寝顔に、うっすらとした笑みが浮かんだ。

　もしかしたら、完成したティルネル号で水路を走る夢を見ているのかもしれない。さっきは三時間と推測したが、ロモロ老人がもう少し時間をかけてくれればいいのに、と考えながら、俺は無言で椅子を揺らし続けた。




　軽やかな効果音とともにクエストログが更新されたのは、窓の外が仄ほのかに白んできた午前四時三十分だった。

　ログ窓には、【注文した船が完成したようだ。船せん匠しようの工房に向かえ】とある。ロモロ老人が階下の工房に消えたのが一時半だったから、造船にかかった時間は、俺の予測どおりぴったり三時間だったわけだ。

　ログ更新の効果音はアスナにも聞こえたはずだが、揺り椅い子すに横たわる細剣使いが目を醒さます気配はない。背もたれを揺らす手を止めずに、このままあと一、二時間寝かせておこうかと考える。

　しかし、そうしたらしたで、あとで「なんで起こしてくれなかったの」と言われてしまいそうな気もする。完成した船で宿屋に戻ってから、ベッドでもう一度しっかり寝てもらったほうがよさそうだと判断し、丸椅子から立ち上がるとアスナの顔を覗のぞき込む。

「あのー、船、できたみたいっすよー」

　呼びかけてみたが、眉まゆをぴくぴくさせつつ小声でむにゃむにゃ言うだけで覚かく醒せいには至らない。やむなく肩に手をかけ、そっと揺する。しかし考えてみれば、三時間ずっと揺り椅子に揺られていたわけで、今更ちょっとやそっとの振動で起きるとも思えない。

　仕方なく、揺さぶり具合を段階的に強めながら、「おはようございまーす、朝ですよー」などと呼びかけていると──。

　突然、

「ほりゅん!?」

　というような怪音を放ちながら、アスナが飛び起きた。あごに頭突きを喰くらいそうになり、慌てて飛び退のく。

　寝ぼけまなこでまず周囲を、次いで俺を眺めた細剣使いは、最後に自分の眼前の、何もない空中に視線を注いだ。

「…………さっきの変な音……このウインドウ……？　なんなの……これ……？」

　不ふ明めい瞭りような声でそんなことを言うので、俺はやれやれとかぶりを振りながら答える。

「クエストログが進んだんだよ…………って、あれ……」

　いや、それはおかしい。ログ更新の効果音は、俺と同時に聞こえたはずだ。その音で起きたにしては、時間差がありすぎる。だとすると、アスナの視界に開いた窓というのは──。

「あ、そう……。じゃあ、消していいのね、これ……」

　もごもご言いつつ、人差し指を伸ばそうとするアスナを、

「わ、わ────！　ままま待った！　ストプ！　ストォォ────プ!!」

　絶叫とともに制止する。その声でようやく七割ほど目が醒めたらしいアスナが、びくっと右手を引っ込める。

「な、何なの!?」

「だめ、それ押さないで!!」

「え、え……？　えーと……」

　必死の形相で叫ぶ俺を怪け訝げんな表情で見上げてから、アスナは改めて、彼女にだけ見えるウインドウを注視した。

「…………ハラスメント防止コードによる強制転移の発動…………って…………」

　揺り椅い子すの上で、さっと自分の体を抱き締しめるようにしながら、再び俺を見る。三割残っていた寝ぼけ気配が瞬しゆん時じに蒸発し、眉まゆがぎゅーんと吊つり上がる。

「あ、あ、あなた、わたしが寝てるあいだに何したの!?」

「何もしてないよ!!　起こそうとしただけだよ!!」

「それくらいで防止コードが発動するわけないじゃない!!」

「あ、アスナがぜんぜん起きないのが悪いんだろ!!」

　などという不毛な言い合いに突入しかけたところで、今度は俺が右手を突き出す。

「ま、待った。でも、おかしいな……防止コード発動の順序がなんか違うような……」

「…………どういうこと？」

　警けい戒かい心しん全開ながらも、そう問い返してくるアスナに、言葉を選びつつ説明する。

「え、えーっと……確かハラスメント防止コードって、《不適切な接触》をするとまず警告と同時に手が弾はじかれて、それでもしつこく続けてるとようやく強制転移が発動する……っていう流れだったはずなんだけど……」

「…………じゃあ、わたしに触ってる時に、そっちにも警告が出たはずよね？」

「で、出なかったんだよそれが。手も弾かれなかったし……。だからそのまま起こそうとして揺さぶり続けてたら、いきなりアスナが跳ね起きて……」

「…………ふうん……」

　ようやく警戒モードを一段階ほど下げたアスナが、再び視線を落とす。コード発動の確認窓を見ているのだろうが、正直気が気ではない。なぜならアスナがうっかりでもイエスボタンに触れようものなら、俺は遥はるか下方の第一層はじまりの街にある黒鉄宮牢ろう獄ごくエリアにテレポートさせられてしまうからだ。

　幸いアスナは、窓をじっくり検分してから、肩をすくめて言った。

「コードを発動させますか、以外には何も書いてないわね。とりあえず、ノーを押せばいいのね？」

「お、お願いします……」

「はい、押したわよ」

　ひとまず牢獄送りの危機が回かい避ひされたことに長々と安あん堵どの息を吐きながら、丸椅子にどさりと腰掛ける。そんな俺を見て、呆あきれたようにかぶりを振ると、アスナは揺り椅子から立ち上がった。

「何がなんだか解わからないけど……あとで、アルゴさんにでも訊きいてみましょ。それはそうと……あなた、寝なかったの？」

　ここで、君が寝てる揺り椅い子すを特に理由もなく三時間ゆらゆらさせてた、と告白したらアスナがどのような反応を見せるか確信が持てなかったので、あいまいな答えを口にする。

「いやまあ、ちょっとはうとうとしたような気も」

「……どこで？」

「そこの、丸椅子で」

「……ふうん」

　と呟つぶやくと、アスナはちらりと自分が寝ていた揺り椅子を見下ろしてから、それ以上特に何をコメントすることもなく話題を戻した。

「で……どうしてハラスメント防止コードが発動しちゃうくらい頑張ってわたしを起こそうとしたのよ？」

「ふ、船が完成したからだよ」

　途と端たん、アスナは凄すごい勢いで自分のクエストログ窓を凝ぎよう視しし、ぱっと顔を輝かせた。

「まったく、それを早く言いなさいよね！」

「……最初に言ったもん……」

　という俺の抗弁を完かん璧ぺきに無視して、細剣使いは勢いよく玄関ドアに向かいかけたが、三歩目で急ブレーキをかける。

「って、ログ窓には工房に行けって書いてあるけど、ここが工房じゃないの」

「そういやそうだな。じっちゃんが戻ってくる様子もないし……ってことは……」

　俺は玄関の反対側、ロモロ老人が姿を消した道具部屋の扉に歩み寄ると、鈍にぶく光るドアハンドルを握った。重厚な手て応ごたえとともにハンドルが回り、少しだけ扉が開く。

「アスナ、こっちっぽい……」

　言い終える前にどすんと背中を押され、つんのめりながら道具部屋に踏ふみ込む。

　体当たりせんばかりの勢いで小部屋に飛び込んだアスナは、扉を閉めるや、「それで!?」と俺に詰め寄ってきた。慌てて周囲を見回すと、壁かべに意味ありげなレバーを発見。ここがダンジョンならしばらく迷うところだが、まさか街中にトラップもないだろうと判断し、とりあえず引いてみる。

　すると、大きな震動に続いて、小部屋全体が降下し始める。やはり、この道具部屋は、地下の工房に繫つながるエレベータになっていたのだ。

　二十秒ほどで揺れが止まると、待ちかねたようにアスナが扉を引き開けた。

「わあ…………！」

　という相棒の弾はずんだ声に、俺も小さく口笛を重ねた。

　広い。上の居間も体感で十畳くらいはあったのだが、地下はちょっとした工場並みの規模だ。床と壁かべ、天井はがっしりした石張りで、巨大な作業台やら木製の巻き上げ機ホイスト、各種の大型船材を収めてもまだまだ余裕がある。

　しかし、最も目を引くのは、床の中央に設もうけられたプール──いや船渠ドツクだった。澄すんだ水が満たされた幅五メートルほどの水路が、床を貫つらぬいて正面の大扉まで延びている。恐らく、あの扉の向こうで、街の水路に繫つながっているのだろう。

　ロモロ老人は、ドックの水みず際ぎわで、両腰に手を当てて立っている。そして彼が見下ろす水面には、無数のランプの光を受けて真っ白に輝く、優美なフォルムの二人乗りゴンドラが浮かんでいた。

　たたっと駆かけ出すアスナを追って、俺も新造船のところに急いだ。老人の頭上には？マークが浮かんでいて、話しかけてクエストを進行させなくてはいけない場面なのだが、視線はどうしても真新しいゴンドラに吸い寄せられてしまう。

　全長は約七メートル、幅は一・三メートルといったところだろうか。船体は艶つややかな光こう沢たくのあるアイボリーホワイト、船ふな縁べりや船首飾りは深みのあるフォレストグリーンに塗られている。前後に二つ並んだ革張りの座席を含む船の内部は、落ち着いたブラウン系。予想したとおり、船首の真下に取り付けられているはずの衝しよう角かくは、水面の反射でほとんど見えない。

　最後に、流りゆう麗れいな書体で舷げん側そくに記された【Ｔｉｌｎｅｌ】の船名をしばらく見詰めてから、俺はようやくロモロ老人に向き直った。

「……いい船を造ってくれてありがとうございます、ロモロさん」

「フン。ワシも、久々に満足のいく船造りができたわい」

　左右に広がったあごひげをしごきながら、なかなか満足そうに呟つぶやいた老人だったが、不意に語気を強めながら付け加えた。

「じゃが！　この老いぼれの尻しりを叩たたいて働かせたんじゃ、簡単に沈めたら承知せんからな！」

「沈めませんよ！」

　とすかさず答えたのはアスナだ。振り向いたその顔はうっすらと上気し、瞳ひとみには星がきらきらしている。

「わたしたちも、この船の材料を集めるのに、すっごく苦労したんですから。大事に乗ります、ありがとう、お爺じいちゃん！」

　オジーチャン呼ばわりされた老船大工が怒るのではないかとハラハラしたが、ロモロ老人はまんざらでもなさそうにフンと鼻を鳴らすと、一歩後ろに下がった。

「それでは、いまからこの船はお前さんたちのもんじゃ。水門を開けてやるから、どこへなりとも漕こぎ出すがよかろう」

「はい！」

　と元気よく答え、アスナがゴンドラに飛び移る。

　続いて乗船するべく持ち上げた左足を、俺は空中で止めた。

「い……いや、ちょっと待った……待ってください。あの、ロモロさん、この船の船頭さんはどこにいるんです？」

　俺たちが二人乗り仕様でオーダーしたティルネル号には、ちゃんと座席が二つ設もうけられているが、船尾に装着された長い櫂かいを操あやつるためのスペースは空からっぽだ。広い工房を見回しても、他のＮＰＣの姿はない。

「キリト君、ゴンドラの船頭さんは《ゴンドリエーレ》っていうのよ」

　早くも前側の座席に腰掛けたアスナがそんな突っ込みを入れてくるが、この際呼び方はどうでもいい。

　俺の問いかけに、老人は片方の眉まゆ毛げを持ち上げると、節くれ立った両手を広げた。

「船頭？　そんなもの、おりゃせんわい」

「いない……!?　じゃあ、どうやって動かすんです!?」

「決まっておろうが。お前さんが、そこに立って、櫂を握るんじゃよ」

「は……はいぃ!?」

　愕がく然ぜんと立ち尽くす俺の耳に、再びアスナの声が届いた。

「あー、そういうシステムなのね。よろしくね、キリト君！」

　──何はともあれ、操そう船せん方法のマニュアルが存在したことを喜ぶべきか。それとも、この第四層を水没させた人間の大おお雑ざつ把ぱさに腹を立てるべきか。

　そんなことを考えながら、俺はへっぴり腰で長い櫂を握り締しめた。

　ゴンドラに付属していた取扱説明書を信じるなら、船を操作する方法はさほど複雑ではない。櫂を前に倒しながら漕こげば前進、まっすぐ立てればブレーキ、後ろに倒しながら漕げば後退。右に倒せば右ターン、左に倒せば左ターン。現実世界のヴェネツィアで働いている船頭、ではなくゴンドリエーレには遥はるかに高度なテクニックが要求されるのだろうが、仮想世界らしく簡略化してあるわけだ。

　とは言うものの、小学生の頃に、川かわ越ごえ水上公園で妹と手漕ぎボートに乗った程度の経験しかない俺としては、いきなりドックの壁かべにぶつかって大破轟ごう沈ちんとなる予感に怯おびえざるを得ない。何度も櫂を握り直しながら、水門の開閉レバーを握るロモロ老人を見守る。

「開けるぞ！」

　という声とともにレバーが引かれると、ドックの前方を閉ざしていた大扉が左右に分かれていく。いつのまにか夜が明けていて、薄うす黄き色の光とともに、真っ白な朝あさ靄もやが大量に流れ込んでくる。

「じゃあ、い、い、行くぞ！　しっかり摑つかまってろよ！」

　フロントシートに座るアスナに声を掛け、「はーい」という緊きん張ちよう感かんゼロな返事を聞いてから、最後の深呼吸。

「──ティルネル号、発進！」

　とりあえず、男の子としてそう叫んでおいてから、櫂かいを前に倒す。するとゴンドラは、拍子抜けするほどあっさりと前進し始める。

　おお、これならなんとかなりそう！　と思ったのも束つかの間ま──。

「キリト君、左、左に寄ってる！」

「えっ、ひ、左？」

　アスナの叫び声に、慌てて櫂を左に引っ張ると、船首はますます左に回っていく。

「逆、逆！　右に行って！」

「み、み、右？」

　えいやっと櫂を反対側に倒すが、反応が鈍にぶい。ぐぐっという抵抗感に続いて、ようやく進行方向が変わり始めたと思ったら、船体にガリガリと嫌いやな震動が伝わってくる。水面下で、船首から突き出した衝しよう角かくがドックの壁かべを軽く擦こすったらしい。

「ちょ、ちょっと、大丈夫なの!?」

「だ、だ、大丈夫……じゃないかな……」

　あまり大丈夫ではなさそうな声で答えながら、慎重に進路を調整。どうやら、手て許もとや舳へ先さきではなく、もっと先を見ないとだめなようだ。

　ようやくまっすぐ進み始めた、と思った時にはもう、船は水門を通過していた。

「お爺じいちゃん、また来ますねー！」

　と手を振るアスナにロモロ老人への挨あい拶さつを任まかせ、再び櫂を倒して右ターン。

　ついにロービアの水路へと出たティルネル号の舳先を東に向け、思い切って櫂を漕こぐ。

　スマートなゴンドラが朝あさ靄もやをかき分けながら力強く加速し始めると、アスナが両手を広げて叫んだ。

「わあ、気持ちいーい！　このまま街の外まで行こうよ！」

「い、いきなり外はどうかなあ……。まずは、街中でしばらく練習させてもらいたいかなーって……ほら、ロモロさんとも、事故らないって約束しちゃったし」

　懸けん命めいの操そう船せんを続けながら提案すると、細剣使いは不満顔で振り向いたものの、俺の覚おぼ束つかない手つきを見たからだろうか、こっくりと頷うなずく。

「……しょうがないわね。じゃあ、街の水路を適当に走ってよ」

「アイアイサー」
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　ほっと息を吐き、視線を前方に向ける。

　途と端たん、真っ白な朝靄の向こうから急速に近づいてくる船せん影えいに気付く。ええとどっちに避よけるんだっけ、この街の水路は確か左側……じゃなくて右側通行！　と危ういところで交通法規を思い出し、櫂を右に傾かたむける。

　スピードはあまり出ていなかったが、やはり自動車と比べると明らかに反応が遅い。俺の運転経験はＶＲレースゲームの中だけだが、このゴンドラもポリゴン製なので、比較対象としては間違っているまい。懸けん命めいに船体をターンさせた直後、左さ舷げん数センチのところをＮＰＣ船頭、ではなくゴンドリエーレの操あやつる大型船が猛スピードですり抜けていく。

「あぶねえぞ！　気をつけろ！」

　という罵ば声せいに首を縮ちぢめながら、船首の向きを戻す。このぶんでは、常に水路の右側をキープしていたほうがよさそうだ。

「船が大きいからって、あんなに怒ど鳴なることないじゃないの」

　憤ふん慨がいしたようにそう言うをアスナを、後ろからなだめる。

「まあまあ。きっと、船が接近しすぎるとああいう反応するように設定されてるんだよ」

「じゃあ、ぶつけてたらもっと言われてたわね」

「はは、間違いないな……」

　と、俺が苦笑しながら答えた、その直後。

　今度は後方から、ティルネル号と似たようなサイズの小型ゴンドラが、猛スピードで左側を追い抜いていった。

「邪じや魔まだ邪魔だ、のろのろ走ってんじゃねえ！」

　という捨すて台詞ぜりふを残し、あっという間に靄もやの奥へと消えていく。

「……な、なあにいまの！　キリト君、文句言うから追いかけて！」

「む、無理だよ、あんなスピード出したら絶対曲がれないよ」

　なかなかアグレッシブな船主様の命令に情けない泣きを入れながら、俺はふと眉まゆを寄せる。

　プレイヤーが自前の船を手に入れると、乗り合いゴンドラのＮＰＣ船頭が敵対的になる──というようなことは有り得るだろうか？　厳げん密みつに考えれば乗客から邪じや魔ま者ものになるのだから、邪険にされる理由があると言えばあるのだが、もしそうだとすればゲーム世界とは思えない世せ知ち辛がらさだ。

「…………いや、待てよ……」

　慎重に櫂かいを動かしながら、小さく呟つぶやく。

　ロモロ老人は、船造りをやめた理由を、水運ギルドに船材を独り占めされてしまったからだ、と言っていた。水運ギルドとやらは、なぜそんなにも強引に、ギルドに入っていないらしいロモロ老人を排はい斥せきしようとしたのか。それは、普通に考えれば、このロービアの街の造船と水運を独占しなければならない理由があるからだろう。

　そう、それに、主街区に来て最初に乗ったゴンドラの船頭が、少々引っかかることを言っていたはずだ。確か──他の船なら、街の外に行ってくれるのか、と訊きいた俺に、こう言い返したのだ。『すまねぇ、そいつは答えられねぇな』と。

　もしその回答が、応答パターンに存在しない質問をされた場合の定型レスポンスではなく、水運ギルドがらみの事情によるものだとしたら。

　街の外に行く船は存在するが、それについては教えられない──という意味になるのではないか……？

「…………！」

　そこまで思考を進めた俺は、数分前に、てっきり《昔せき日じつの船せん匠しよう》クエストはクリアだと思って閉じてしまったログ・ウインドウを再び開いた。すると、予想に違たがわず、最下行に新たな一文が追加されているではないか。曰いわく──。

【水運ギルド所属の船の態度がおかしい。船匠にもう一度話を聞け】

「悪いアスナ、もっかいじっちゃんのところに戻る！」

　そう叫ぶと、俺は船を急減速させた。つんのめって座席から転がり落ちかけたアスナは、柳りゆう眉びを逆立てながら振り向いたが、こちらの顔を見て口を閉じる。

　停止したゴンドラをその場で百八十度回頭させ、俺はＳＴＲパラメータ全開で櫂を漕こぎ始めた。




　三十分後。

　再びティルネル号で水路に漕ぎ出した俺とアスナは、どちらからともなく見合わせた顔を、同じ方向に傾かたむけた。

「……なんだか、はっきりしない話だったわね……」

「だなあ……。けど、クエストは続いてるんだよなー……」

　頭を垂直に戻したアスナが、ふわわと可愛かわいらしいあくびをする。

　時刻は五時四十分。そろそろ、夜型のプレイヤーが街に戻ってきたり、朝型のプレイヤーが起き出してくる時間帯だ。俺はもともと夜型だったが、ダークエルフ野営地で寝起きしているあいだにかなり朝型へと矯きよう正せいされてしまい、正直かなりの眠気を感じる。

　相棒につられて長々と大あくびをしていると、前方から冷たく指摘するような、それでいてどこか揶や揄ゆするような声が聞こえた。

「だから、揺り椅い子すを半分ずつ使おうって言ったのに」

「……そういうそっちも、まだ眠そうに見えるけど」

「船がいい感じに揺れるせいよ。……けど、あなたが宿屋に戻ってちゃんと寝たいなら、別に構わないわ」

「お気き遣づかいどうもッス……」

　さてどうしよう、と考え込む。

　ロモロ老人は、他の船頭たちが邪険になった理由や、水運ギルドとの確かく執しつを具体的には語ってくれなかった。代わりに、次のような謎なぞめいた言葉を与えたのだ。

　──どうしても知りたいのなら、客ではなく木箱を載のせている大型船を見つけて、気け取どられないよう後をつけてみりゃあええ。夕方に、街の南東から出航するはずじゃ。

　──じゃが、見つかればただでは済まんぞ。船には乱暴なごろつきどもが乗っておるでな。森のヌシ熊ぐまほど危険ではないだろうがな。

「……どうするアスナ、こうして船は手に入ったわけだけど、このクエスト、続けるか？」

　ここは、超絶レアアイテムを二つもゲットしたフェンサー様のリアルラックに任まかせよう、と考えた俺はそう問いかけた。するとアスナは、一いつ瞬しゆんきょとんと両眼めを瞬しばたたかせてから、当然とばかりに頷うなずいた。

「続けるわよ、このままじゃスッキリしないじゃない」

「そ、そうですか。……まあ、中ちゆう途と半はん端ぱな情報をアルゴに流すのも気が引けるしな……。じゃあ、とりあえず、宿屋に戻りますか……」

「ん」

　頷いたアスナがシートにきちんと座るまで待って、櫂かいを動かす。

　相変わらずゴンドリエーレたちに怒ど鳴なられながら南のメイン水路に出ると、街中央の転移門広場を目指す。広場の敷しき地ち内にある仮宿は今日にも引き払い、南西エリアのしっかりした宿屋に移動するつもりだったが、こうなるとどこにも移動しやすい街中央を拠点にしておいたほうが得策かもしれない。

　などと考えながら漕こぎ続けること数分、前方にどっしりと大きな岸がん壁ぺきが見えてくる。ＮＰＣ船頭が操あやつる乗り合いゴンドラが発着するのは南の船着き場だけで、東と西のそこには何艘そうかの小船が係留しているだけなので、正面に見えてきた西の船着き場にそのまま船を近づけると、大いに苦戦しながら桟さん橋ばしのひとつにバックで横付けする。

　お疲れサマ、と俺を労ねぎらいながら立ち上がったアスナが、いま気付いたように言った。

「……ねえ、ティルネル号はストレージに入れられないんでしょ？　降りる時は、どうしておくの？」

「えーと、取説によれば、アンカーを沈めるか、舫もやい綱づなを係ビ留ツ柱トに掛けておけば、船はそこから動かなくなるみたいだな。固定状態を解除できるのは所有者だけ……って書いてあるから、盗まれる心配はしなくていい……と思うけどなあ……」

「もう、そこは断言してよね」

　不満顔ながらも頷うなずいたアスナは、船首部分にきっちり巻かれていたロープを手に取った。

「舫い綱って、これ？」

「だと思う」

「で、ビットっていうのは、あれ？」

　指さした先にあるのは、桟橋の先に突き立つ太くて短い柱。

「だと思う」

「じゃあ、わたしがやるね」

　宣言するやひらりと桟橋に飛び移り、舫い綱の先の輪っかを柱に掛ける。するとそれだけで、俺の眼前に、ティルネル号が位置ロックされたむねの確認ダイアログが表示される。

　握っていた櫂かいを倒し、俺も桟橋に移動すると、大きく伸びをひとつ。

　本当に長い一日だった。三層のボス攻略戦から考えれば、途中で何度か休きゆう憩けいはしたものの、ほとんど二十四時間活動しっぱなしだったわけだ。

　しかし充分にその甲か斐いはあった、と思いながら振り向き、アイボリーホワイトとフォレストグリーンに塗り分けられた美しいゴンドラを眺める。よもやアインクラッドで、自由に操そう縦じゆうできる乗り物を手に入れられるとは思わなかった。

「……白と緑の組み合わせ、好きなのか？」

　何となくそう訊たずねると、アスナはちらりと自分の装備を見下ろしながら答えた。

「うーん……個人的な好みなら、白と赤のほうが好きかも」

　確かにそれは、白いチュニックとえんじ色のケープを見れば納得できる。しかしならばなぜ、と視線で問うと、珍しく穏おだやかな笑みを浮かべて、細剣使いは答えた。

「安全とか、衛えい生せいとかのシンボルマークって、白地に緑色の十字でしょ？　薬くす師しだったティルネルさんの名前を貰もらおうって思った時、自然にそのカラーリングが浮かんできたの。……まあ、緑十字のシンボルが通用するのは日本だけらしいけどね」

「……そうか……」

　出で逢あうことは叶かなわなかったが、キズメルが何度となく人となりを語ってくれた薬師ティルネルの姿を脳裏に思い浮かべる。

　その途と端たん、柄がらにもなく喉のど元もとに込み上げてきた感慨をごまかすように、俺は明るい調子で言った。

「しっかし、自分で漕こがなきゃなんないって解わかってたら、一人乗り仕様でよかったよな。それならもっと材料も少なくて済んだだろうし、操そう縦じゆうも少しは楽だったはずだし……」

「あら、二人乗りのゴンドラなのに実質三人乗れるんだから、得したって思っとけばいいじゃない」

「……得した……のかな……」

　腑ふに落ちないものを感じはしたが、思考力の低下した頭ではそれ以上の追及は敵かなわず、俺は微妙な角度で頷うなずいた。

「まあ……そうだな、うん。ほんじゃ、宿屋に戻ろうか……」

　外周部から差し込んでくる朝の光を浴びながら、またしても大あくびを炸さく裂れつさせていると、今度はそれがアスナに感染する。

「ふわ……。……集合は、何時にする？」

「うーっと……十、いや十一時でお願いします……」

「了解」

　頷き合った寝不足コンビは、人通りが増え始めた転移門広場の賑にぎわいに背を向けて、仮宿へとトボトボ歩き始めた。




　ベッドに倒れ込んだ途端に意識が飛んだ、と思ったらあっという間に起床アラームに叩たたき起こされる。

　少々寝足りない気もするが、とにもかくにも四十六日めの攻略開始だ。メニューウインドウに表示される十二月二十二日という日付を見て、もうすぐ何かの日だったような気がするようなしないような、と思いながら部屋を出る。

　宿屋の一階でアスナと合流した俺は、まずは腹ごしらえをするべく、転移門広場のイタリアン屋台へと向かった。

　チーズが焦こげる香ばしい匂においを嗅かいだ途端、食い気が眠気を上回り、さて何を食べようかと考える。昨日はパニーニっぽいものにしたから、今日はピザっぽいものか魚フライっぽいもの、あるいは朝飯を抜いたことだしその両方という手も、いやいやそれでは明日の楽しみがなくなるか……。

「……何かしら」

　という呟つぶやき声ごえが隣となりから聞こえ、俺は考え込みながら答えた。

「俺は魚フライ定食にしようかなーって……」

「違うわよ。あっち」

　伸びてきた手が、俺の後頭部をがっしと摑つかみ、右に八十度ほど回転させる。

　すると、少なからぬ数のプレイヤーが、広場を突っ切って西のほうに走っていくのが見えた。表情を見る限り緊きん急きゆう事態という感じではないが、何かが起きていることは間違いなさそうだ。耳を澄すませると、彼らの向かう先から、更に大人数のざわめきが伝わってくる──気がする。

「何が起きてるのか、いちおう見に行ってみましょう」

　アスナが真剣な表情でそう言うので、俺は未練がましく三軒の屋台を横目で眺めてから、断腸の思いで頷うなずいた。

　四層の転移門広場は、水路に囲まれた正方形の空間で、四よ隅すみには宿屋や屋台を含む建物が幾らか存在するものの、基本的には見晴らしのいい場所だ。

　ゆえに、転移門を迂う回かいして広場の西側に足を踏ふみ入れた途と端たん、突き当たりの岸がん壁ぺきに詰めかけた人だかりが見えた。五十人近くもいるであろうプレイヤーたちの向こうには、船着き場しかないはずだ。しかも、東西のそれには、乗り合いゴンドラはやってこない。

「……わたし、嫌いやな予感がするんだけど」

　硬い声で囁ささやくアスナに、こくこく同意を示す。どちらからともなく走るスピードを上げ、残る距きよ離りを瞬しゆん時じに駆かけ抜ける。

　人垣の右端に潜もぐり込んだ俺たちが見たのは、半分までは推測どおりだったものの、もう半分はまったくもって想定外な光景だった。

　騒そう動どうのそもそもの原因は、桟さん橋ばしのひとつに停泊中の真新しいゴンドラ──ティルネル号だと思われる。しかし、野次馬たちの視線を集めているのは船そのものではなく、桟橋の根元で対たい峙じする二つの集団だ。どちらも人数はワンパーティーの上限である六人。

　俺から見て左側のパーティーは、お揃そろいの青い胴衣ダブレツトを身につけている。見誤る余地もなく、攻略集団の最さい精せい鋭えい部隊たるギルド《ドラゴンナイツ・ブリゲード》の面々だ。

　いっぽう、右側のパーティーはモスグリーン一色。同じく最前線にその名を轟とどろかせる有力ギルド、《アインクラッド解放隊》に間違いない。

　言葉もなく船着き場を見下ろしていると、解放隊の先頭に陣取る、まるで棘つき鉄球モーニングスターのように頭のあちこちを逆立てた男が、どすの利きいた声で喚わめいた。

「相変わらず話のわからんニーチャンやな！　ええか、この船を先に見つけたんはワシら解放隊やぞ！　なら、こっちが先に調べるんは当たり前やろ！」

　ニーチャン呼ばわりされたのは、ドラゴンナイツたちの中央に立つ、ブルーの長髪を後ろで束たばねた細身の男だ。苛いら立だちを全身で表現しつつも、トゲトゲ頭に比べれば抑えられた声で反はん駁ばくする。

「先に見つけたと言うが、責任者のアンタがここに来たのは、オレより二分も遅かったじゃないか。こちらはもう調査を始めていたんだ、難なん癖くせをつけるのはやめてもらいたいな」

「難癖やと!?　そっちこそ屁へ理り屈くつ捏こねるのはやめぇや！　ワシらの見張りを無理矢理どかしておいて、よう偉そうなこと言えるもんやな！」

「ここは圏内だ、他人を無理矢理移動させるなどという真ま似ねが不可能なことくらい、最前線組なら知らないわけがないだろう。言いがかりも甚はなはだしいぞ！」

　言い合いを続ける二人のギルドリーダーは、どちらもまるで引き下がる気配もない。

　不意に、右耳の傍そばで、危機感と脱力感を絶妙にブレンドした声が響ひびいた。

「……わたし、なんて言っていいのか解わからないわ……」

　俺は少し考え、真しん摯しなアドバイスを返した。

「こういう時は、うへぇ、って言えばいいんじゃないかな」

「…………うへぇ」

　素直にそう呟つぶやくアスナをちらりと見やり、もう少しだけ建設的な言葉を口にする。

「うへぇ、としか言いようのない状況ではあるけど、そろそろどうするか決めないとな……。えーっと、提案その一。このまま広場に戻って、屋台で昼飯を食って、ほとぼりが冷めた頃にこっそり船を動かす。提案その二。あそこに割って入って、造船クエストに関する何もかもを説明して、ご理解頂く」

「……ほとぼり、冷めるのかしら」

　すぐさまそう問い返され、再び考え込む。

　現在、ティルネル号はシステム的に位置ロックされている。俺とアスナ以外のプレイヤーは、何なん人ぴとたりとも動かすことはできないはずだ。そうと解れば、どちらのギルドも諦あきらめてくれるのではないかと思うが、断言はできない。俺が彼らの立場なら、目の前に乗っていいぞと言わんがばかりの新造船があるのだから、どうにかしてゲットするまでひたすら粘りまくってしまう気もする。

　加えて、目の前にはライバルギルドの指揮官がいるのだ。もし自分たちが諦めたあとに船を動かす方法が発見されてしまったら、と思えばそう簡単に立ち去るわけにもいくまい。

「うーん、ほとぼり、冷めないかも……」

「わたしもそう思う」

「てことは、連中に一からクエストの説明をしなきゃいけないのか……」

　腹を括くくりつつそう呟いたが、アスナは今度も首を縦たてに振らなかった。

「……その後の展開が、なんとなく想像できるのよね……」

「え……？　どういう展開？」

「ジブンら、抜ぬけ駆がけは許さへんで！　ワシらの船ができるまで、クエストに協力せんかい！　……っていう展開」

　その口真似はなかなか真に迫っていて、俺はぶるりと背筋を震わせた。

「そりゃもう、うへぇのひと言じゃ片付けられないな……。こっちも、ロモロのじっちゃんに言われた大型船を探さなきゃいけないし……」

「それに、もうひとつ気になることがあるの」

　表情を引き締しめたアスナは、視線を渦中のティルネル号に送りながら小声で言った。

「あの船は、いまのところは、移動不能イモービルオブジェクトなのよね？」

「そのはずだよ」

「なら、同時に、破壊不能イモータルオブジェクトでもあるのかしら」

「そのは…………」

　ず、の音が口から出る寸前、俺は言葉を停止させた。

　一般的なＲＰＧならば、プレイヤーが入手できる乗り物が破は壊かいされることは、シナリオ上の展開以外ではないだろう。ＭＭＯＲＰＧでも、騎マ乗ウ生ン物トのたぐいは攻こう撃げき不可能な場合が多い。

　ティルネル号に注がれているアスナの情熱を思えば、ＳＡＯでもぜひそうであってほしいが──気になるのは、船首のオプション装備だ。

　衝ラ角ムというのは確か、他の船を体当たりで沈めるための武器だったはずだ。もしそんな使い方が想定されているのなら、全ての船には耐久値が設定されていて、それがゼロになれば破壊されてしまう、ということは充分に考えられる。

　こんなことなら、ティルネル号のプロパティ・ウインドウをちゃんと確認しておくんだった……と後悔しながら、中ちゆう途と半はん端ぱな返事を撤てつ回かいする。

「……いや、破壊不能じゃないかもしれない。圏内なら保ほ護ごされるような気もするけど、それももう一度マニュアルを見てみないと確信は持てないな……」

「なら、あの人たちが、調べてだめなら叩たたいてみようとか考えないうちに船を動かしたほうがいいわね」

　いくらあの連中でも、さすがにそこまでは……と考えかけてから、昨日の夕方に目もく撃げきした、南の船着き場での一幕を思い出す。

　ゴンドラ待ちの大行列に並ぶ観光プレイヤーたちを居い丈たけ高だかに怒ど鳴なりつけ、堂々と横入りしていったドラゴンナイツご一行様のことを考えれば、彼らが「叩いてみよう」どころか「乗れぬなら壊こわしてしまえ」などと言い出す可能性も絶対にないとは言い切れない。

「ってことは……提案その三、強行突破……？」

「悪目立ちするのはイヤだけど、あの人たちも時間を無む駄だ遣づかいしないで済むだろうし、それでいきましょ」

「了解。ほんじゃ……俺が先に飛び乗って出航の準備するから、アスナはロープを柱から外してくれ」

　無言で頷うなずく相棒と視線でタイミングを合わせ、俺たちは、岸がん壁ぺきから一メートル半ほど下にある船着き場へと飛び降りた。

　小走りに桟さん橋ばしへと駆け寄りながら、

「すんません、ソコ失礼しまーす！」

　と礼れい儀ぎ正しく声を掛ける。ぎょっとした様子で仰のけ反ぞる青パーティーと緑パーティーの隙すき間まをすり抜け、ティルネル号に飛び乗る。右舷げんにユニバーサル・ジョイントで装着されている櫂かいを立てているあいだに、アスナが舫もやい綱づなをさっと取り去る。

　何をしようとも外れなかったロープがあっけなく係留柱から解ほどかれた瞬しゆん間かん、「なんでや！」と叫んだのは緑パーティーことアインクラッド解放隊のリーダー、キバオウだ。しかしアスナは振り向きもせず船に飛び移る。右手に持っていたロープが自動的に船首へと収納されるので、俺はすかさず櫂を力いっぱい漕こぐ。

　ティルネル号が桟さん橋ばしから離はなれた瞬間、今度は青パーティーことドラゴンナイツのリーダー、リンドの声が聞こえた。

「お、おい、お前たち！　その船はどうやって……」

　ここでようやく振り向き、叫び返す。

「造船クエストの詳細は《攻略本》に載のせるから、もうちょっとだけ待っててくれ！」

「ま、待たんかい！　っちゅうか……まぁたオマエラかぁ──い！」

　両手を振り回して喚わめくキバオウに、最大限の謝しや意いを示すべく左手で手刀を切ってから、俺は一気にスピードを上げた。

　メイン水路を南回りでぐるりと半周し、南東エリアの小水路に入ったところで船をいったん停止させて、プロパティ・ウインドウと備そなえ付けのマニュアルを再確認。結果判明したのは、次のような事実だった。

　ティルネル号は原則的に破壊不能イモータルオブジェクトではなく、耐久値が設定されている。大型モンスターの攻こう撃げきや障害物との衝しよう突とつ、そして恐れたとおり他の船との戦せん闘とうによって減少し、ゼロになると大破轟ごう沈ちんしてしまうが、船せん匠しように頼むか、あるいは木工スキルがあれば減った耐久値の回復は可能。

　しかし幸い、船着き場に係留中、またはアンカーを下ろして停泊中で、なおかつ船が無人の場合に限って耐久値は保ほ護ごされるらしい。つまり、先ほどのケースを含めて、目を離しているあいだに破壊されてしまう危険はないわけだ。

「……うーん、安心できるようで、できない話ね……」

　というアスナの感想に、深々と頷うなずいて賛同する。

「他の船と衝角でどつき合うようなことはまずないだろうけど、障害物との衝突のほうは、何度かやらかしちゃいそうだからなあ……」

「安全運転でよろしく！」

「はいはい。……で、クエストの続きだけど……問題の大型船が南東エリアに現れるのは夕方って言ってたよな？」

　今度はアスナがこっくり頷く。

「じゃあ、まずはどこかで腹ごしらえしてから、アルゴに会って造船クエストの情報を渡すか。最後までクリアしてからって思ってたけど、これ以上引っ張ると後が怖いからな」

「そうね。でも、一度くらい、あの人たちが浮き輪で泳いでるところを見てみたかったわ」

「はは、そうだな。でも俺はもう一度アス……」

　ごくナチュラルにそこまで言いかけた瞬しゆん間かん、己おのれの失策に気付いて素早く口を閉じる。しかし細剣使いは、聴き耳スキルを完全習得しているのかと思いたくなるほどの聴力を発揮し、笑顔で振り向く。

「もう一度、なあに？」

「も、もう一度、アス……アスパラガスを食べたいなーと……」

　無理のありすぎるごまかしに、笑顔の温度を氷点下近くにまで低下させながら、アスナは言った。

「なら、お昼ご飯はそれっぽい草にしたら？」




　ロービアの街の南東区画は、各種の商店が水路に軒のきを連ねる商業エリアになっている。

　乗り合いゴンドラで移動していた時は、いちいち運賃を支払わねばならないのでとても店を見つけるたびに上陸などしていられなかったが、自前の船を手に入れたいまは道草し放題だ。停泊させた船から陳列台を覗のぞき込んだり、気になる店があったら桟さん橋ばしに停とめて足を踏ふみ入れたりしていると、あっというまに時間が過ぎ去っていく。

　こまごまとした道具やアクセサリー類を売っているショップにばかり興味を示すアスナに、俺はふと思いついて言った。

「そうだ、そろそろ防具を更新したらどうだ？　そのブレストプレートとか、二層から使ってるだろ？」

　すると、道具屋のショーケースから顔を上げたアスナは、思案顔で答える。

「それはそうなんだけど……あんまり装備重量を増やしたくないのよね。防御力が高いやつは、どれも重くて」

「まあ、そればっかりは仕方ないよ」

　苦笑とともに、改めて細剣使いの全身を上から下まで検分する。

　金属防具は薄うす手でのブレストプレートだけで、グローブとブーツ、スカートは全てレザー系だ。装備重量を抑えて、防ぐのではなく避よけるという防御スタイルも決して否定はしないが、スタンや麻ま痺ひ、転倒した時が怖い。

　それに、攻こう撃げきパターンを把握できる雑ざ魚こモンスターだけではなく、途中でパターンが変わるボスモンスターとも戦わねばならないのだし、ある意味ではボス以上に恐ろしい、《まったく先読みのできない敵》もアインクラッドには存在しているのだということを、俺は第三層で学んだ。

　左手で軽く胸に触れ、片手斧おの二連撃技《ダブル・クリーブ》をクリティカル・ヒットさせられた時の感触を思い出しながら、言葉を続ける。

「全身ほとんど革と布な俺が言うのもなんだけど、せっかく《軽金属装備》スキルを取ってるなら、もう少し金属部分を増やしてもいいんじゃないか？　グローブとブーツは、スタデッドかプレーテッドにするだけでもだいぶ違うし」

「スタデッド？　っていうのは……ああ、スタッズが打ってあるってこと？」

　と問い返され、今度は俺が首を傾かしげる。

「スタッズ？　っていうのは……オシャレなトゲトゲのこと……？」

　要領を得ないやりとりに、アスナは唇を尖とがらせる。

「なんだかよく解わからないわ。お店に行って、実物を見てから決めてもいい？」

「それはもちろん。えーと、四層のオススメ防具ショップは確か……」

　水みず浸びたしになってしまっても、基本的な街の構造は変わっていないはずなので、俺はベータ時代の記憶を頼りに東南東方向を指さした。

「……あっちのほうだったかな。近くに隠れ家ふうのレストランもあったから、買い物のあとにメシにしようぜ」




　いままで気にしたこともなかったが、スタデッド・レザーアーマーの《スタデッド》とはアスナの言ったとおり鋲スタツド──スタッズは複数形──が打ってあるという意味であり、そしてスタッドは何もトゲトゲしているとは限らないのだった。

「……ってことは、正しくはスタッデッド・レザーなわけか……言いにくいなあ……」

　などとぶつぶつ言っていると、向かいから平常時の一・二倍ほど早回しな声が飛んでくる。

「キリト君、何食べるか決めた？　わたし、この蟹かにのグラタンにしようかと思うんだけど、貝の蒸し煮も捨てがたいのよね。両方頼んでシェアしない？」

　やたらとテンションが高いのは、全身の装備を一新したせいだろうか。ブレストプレートは、もとの銅製から、重量増を最低限に抑えつつも防御力を増した鋼鉄製に。レザースカートも、左右に鋼はがねの板を縫ぬい付けたプレーテッド・タイプに。グローブとブーツはスタデッドにしたが、トゲトゲではなくスベスベな鋲なので、厳いかつい印象はない。

　鎧よろいの下に着ている白いチュニックと、上に羽は織おっている赤いフーデッドケープは以前のままだが、ここまで大がかりな装備更新は初めての経験だったらしく、ときおり体のあちこちを眺めてはムフッという顔になるのがなんとも微ほほ笑えましい…………

「ねえ、蒸し煮がイヤなら早く決めてよ。わたしもう、おなかぺこぺこ」

「す、すんません、それでいいです」

「じゃあ、注文するわね。飲み物は適当に頼むわよ」

　ＮＰＣウェイトレスを呼んだアスナは、食べ物と飲み物の注文を済ませると、再びブレストプレートに視線を落とした。控えめに施ほどこされた草木モチーフの浮き彫りをそっとなぞりながら、ようやく平常モードに戻った声で呟つぶやく。

「……わたし、ほんとは、いかにも防具、って感じの防具はなんとなく苦手だったの」

「へえ……？　どうして？」

「重いし、動きにくいし……それに、本格的な鎧よろいを着たら、身も心もこの世界の住人になっちゃうような気がして……」

「ええ？　でも、そんなこと言ったら、武器だって……」

　そこまで口にしてから、ふと思いつく。

「あ……もしかして、レイピアを選んだ理由って、フェンシングの経験があるから……とか？」

　するとアスナは、苦笑しながらかぶりを振った。

「ないわよ、まったく。でも、あっちで住んでた家のマントルピースの上に、似たような細い剣が飾ってあって……子供の頃、壁かべから外して振り回して、凄すごく怒られたの」

　それを聞いて真っ先に思ったのは、マントルピースって何だっけ、ということだったが口には出さず、目線で続きを促うながす。

「……そのせいかな、レイピアだけは、どこかでわたしの現実と繫つながってるように思えたんだ。ぎりぎり許せる、っていうか……いま思うと、馬ば鹿か馬鹿しくて笑っちゃうけど」

　そこで実際にくすっと微ほほ笑えむアスナに、俺は再び訊たずねた。

「じゃあ、ブレストプレートは、どうして？　それも家にあったのか？」

「まさか。これは、意地と弱気の、ぎりぎりの妥協点かな。大げさな鎧は着たくなかったけど、布の服だけで圏外に出るのも怖くて……でも、あなたと出で逢あう前に、一層の迷宮区でコボルドの攻こう撃げきを避よけきれなくてＨＰが危なくなったことは何度もあったから、着てて正解だったんでしょうね」

「…………ほんとだよ……」

　俺は細長く息を吐き出しながら頷うなずいた。

「ここでの弱気や臆おく病びようは、むしろ美徳だぞ。安全マージンは、幾らあっても無駄じゃないんだからな」

「あのねえ、わたしより軽装な人に言われたくないわよ」

　と呆あきれ顔がおで反はん駁ばくされてしまえば、ひとこともない。俺が装備している金属防具は、ブレストプレートとも言えない極ごく薄うすのプロテクターと、コート付属の肩当てだけだ。このプロテクターが、三層で戦った斧おの使づかいモルテの痛烈なソードスキルをわずかなりとも防いでくれたことは認めなくてはならない。

「ま、まあ、俺もコレは当分外さないようにするからさ……」

　自分の胸に親指を向けてから、くるりと手首を返してアスナの新しいブレストプレートを指さす。

「アスナも、あんまり鎧を毛け嫌ぎらいしないで、せめてソコくらいは守ってくれよな。……あ、そ、ソコってのは心臓って意味だからな」

　しゅばっと右手を膝ひざの上に戻しながら付け加えると、アスナは自分の胸を見下ろしてから、アスパラガスの時よりも更に三十度ほど低い冷気をまとった笑顔で言った。

「そうね。せっかくあなたが選んでくれたんだから、大事にするわ」

　幸いそこでグラタンと蒸し煮、ワインとパンが届き、アスナのまとった氷のオーラを溶かした。レイピアの抜剣もかくやという勢いでスプーンを手に取り、

「半分食べたら交換だからね！」

　と釘くぎを刺してから、蟹かに肉にく山盛りのグラタンを頰ほお張ばり、幸せそうに眼めを細める。

　俺の失言のせいで顔がコワくなってしまう時も少なからずあるにせよ、四層に来てからというもの、アスナの笑顔を見る機会が増えているように思える。

　水の都やゴンドラ、シーフードたっぷりの料理が気に入ったから、という理由もあるだろうが、あるいはアスナもようやく《仮想世界で生きる自分》を受け入れはじめているのかもしれない。

　ならば、せめてこの層にいるあいだくらいは、恐ろしいことや悲しいことを彼女の周囲から少しでも遠ざけておきたい。

　肉厚のハマグリっぽい貝を頰張りながら、自分にそれができるだけの力が備そなわっていることを俺は祈った。










　　　５




　日付変わって十二月二十三日金曜日、午前零時十五分。

　結局今日も圏外でテッペンをまたいでしまった──どころか、このままでは朝までに宿屋に戻れるかどうかも怪しい。

　なぜなら、俺たちの予想を遥はるかに超えて広大だったのだ。四層東部の山岳エリアに広がる、水没ダンジョンは。




「アスナ、右のハサミ攻こう撃げき、来るぞ！」

　俺の叫び声に、舳へ先さきに立つ相棒は素早く身を沈める。宙に流れたロングヘアを掠かすめるようにして、巨大なカニのハサミが振り下ろされる。

　乗員は見事に攻撃を回かい避ひしたが、乗り物のほうはそう敏びん捷しようには動けず、右の舷げん側そくをハサミの切っ先に引っかけられた。ガツッ！　という激はげしい震動とともに、船がぐらぐらと揺れる。

「くっ……！」

　船の耐久度に与えられたダメージを我がことのように感じながら、俺は歯を食い縛しばった。いますぐにでもアスナとスイッチし、アニール・ブレード＋８を大ガニの甲こう羅らの隙すき間まに突き立ててやりたいが、ティルネル号を操あやつるための櫂かいから手を離はなすわけにはいかない。

　そんな俺の焦あせりを感じたか、アスナが一いつ瞬しゆんだけ振り向いて叫んだ。

「大丈夫、次の攻こう撃げきをブレイクして隙すきをつくるから！　もう少し我慢して！」

「り……了解！」

　連戦の疲労をまるで感じさせない声を聞かされては、俺も気力を奮ふるい立たせるしかない。相棒を信じて、その瞬間を待つ。

　この水路ダンジョンではかなり上位のモンスターである《スカットル・クラブ》は、左右のハサミまで入れれば差し渡し四メートルもの巨体を仰のけ反ぞらせ、気色悪い小脚を備そなえたアゴをいっぱいに開いた。泡ブレスだ。まともに喰くらうと前がまったく見えなくなってしまううえに、水に飛び込んで洗い落とすまで行動も阻害される。

　カニの口から、大量のきめ細かい泡が発射されようとした、その寸前。

「い……やああッ！」

　体を低くしていたアスナが、船の揺れとタイミングを合わせて、斜め上への《ストリーク》を放った。

　水平突き《リニアー》、下段突き《オブリーク》と並ぶ細剣カテゴリの最初等技だが、強化されたシバルリック・レイピアの威力はやはり凄すさまじい。弱点の口を直撃されたスカットガニ（通称）のＨＰゲージが、一気に四割以上も消滅する。

「キリト君、いまよ！」

　アスナは、技後硬直状態のまま、鋭するどく叫んだ。

　その時にはもう、俺はあらん限りの力を振り絞り、櫂を前に倒していた。

　フルパワーで突進するティルネル号の、喫水線下に装備された《炎えん獣じゆうの衝しよう角かく》が、カニの柔らかい下腹に深々と突き刺さる。火炎熊ぐまマグナテリウムの角つのを素材としたこの衝角は、攻撃時に高熱を発するらしく、ばしゅうっ！　という派手な音とともに大量の水蒸気が噴ふき上がり、気味の悪い深緑色だったカニの甲こう羅らがたちまち赤くなっていく。

　同時にまだ半分残っていたＨＰゲージが急減少し、あっけなくゼロへ。

　赤い甲羅を青いポリゴンに変えながらモンスターが爆ばく散さんすると、少し前に硬直の解けていたアスナが、くるりと振り向いて今日何度目かのＶサインを出した。




　スカットガニからドロップするのは、《大おお蟹がにの甲殻》という素材アイテムと、なぜか宝石類が少々、そして《大蟹の脚肉》《大蟹の爪つめ肉にく》という食材アイテムだ。

　休きゆう憩けいがてら船ふな縁べりに座り、自分のアイテム欄らんをチェックしていたアスナが、何やら微妙そうな顔で言った。

「……まさかだけど、主街区のレストランで食べた蟹グラタン、この蟹肉を使ってた……なんてことはないわよね……」

　そう訊きかれればイエスと答えたくなるのが中二男子マインドというものだが、ここは相棒の不安を払ふつ拭しよくしてやることにする。

「ＮＰＣレストランは食材の仕入れが必要ないんだから、わざわざシェフがスカットガニの肉を集めに来たりはしてないと思うよ。今後、プレイヤーの露ろ天てんショップでカニまんじゅうとか売ってたら要注意だけどな」

「ぜったい買わない。あと、このカニ肉も、プレイヤーの商人さんには売らない」

「そ、そうですか。……なにげにＤ級食材だし、けっこうイケる気もするけどなあ……あの蟹かにグラタンもやたらと旨うまかったし……」

　何の気なしにそう口にした途と端たん、アスナが微妙に顔を逸そらす。どうやら、昼飯をはんぶんこした時のことをまだ気にしているようだ。

　約十時間前、ロービアの小さなレストランで、俺たちは蟹のグラタンと貝の蒸し煮を頼んで分け合って食べたのだが、少し前からテンション上がり気味だったアスナは、キッチリ半分だけ空からにしたグラタン皿を俺の前に移動させてから、ようやく己おのれの行動がなかなかにワイルドであることに気付いたようだった。

　顔を赤くし、ちょっと待って、と言った時にはもう俺は何の躊躇ためらいもなくグラタンをスプーンに山盛りすくい、口の中に突っ込んでいた。蟹グラタンは実に美お味いしく、ハイペースで皿を四分の三まで空にしてから、ようやく俺はアスナの異変に気付いたのだったが、時すでに遅し。

　確かに、もし現実世界の中学校で、付き合っているわけでもない女子生徒と男子生徒が給食のグラタンを取り皿も使わずに半分ずつ食べたりすれば、たちまち教室に阿あ鼻び叫きよう喚かんのインフェルノが出現してしまうことは想像に難かたくない。

　だが、しかし、待ってくれ。ここはそのような野や卑ひで幼稚で無ぶ粋すいで非効率的な価値観なんぞ完全に排除された仮想世界なのだ。店員さんに言ってもたぶん取り皿なんかくれなかっただろうし、あの場合、二人で料理をシェアするにはああするしかなかったのだ、たぶん。

　という意思を込めた言葉を、俺は細剣使いに投げかけた。

「えっと、あの……レストランでも言ったけどさ。このアインクラッドは何と言ってもＶＲワールドなんだから、その、食べかけだとか食器の使い回しだとか気にしても意味ないと思うよ……たとえ地面におまんじゅうを落としても、三秒経たって耐久値が減り始めるまでに拾えば、汚れエフェクトも発生しないし……」

「わたしがショックなのは、そこじゃない」

　小声でアスナがそう答えたので、俺はきょとんと瞬まばたきした。

「へ？　じゃあ、どこ？」

「……いまの君と同じようなことを、シェアする時に思ってたことがショックなの。ここは仮想世界なんだから問題ないわよね、って……でも、よく考えたら、問題ないわけないじゃない……」

「い、いや、ないだろう？　仮想世界なんだし」

「だーかーら！　あなたのそういうインセンシティブなところは真ま似ねしたくないって言ってるの！」

「い……インセンティブ？　って……なんか、ボーナスっぽいものだっけ……？」

「シ!!　インセン、シ、ティブ!!　意味は、ゲームをクリアしてから辞書を引いてください！」

　ふんっ、と猛然たる勢いでそっぽを向かれてしまったので、こうなると三十分はどうにもならないということを学習している俺は、やれやれと頭を振ってから櫂かいを握って立ち上がった。

「……そ、それじゃあグラタンの件は置いとくことにして、先に進みますか……」

　こくりと頷うなずいた細剣使いが前のシートに座るまで待って、ゆっくりとティルネル号を前進させる。幅広の水路は薄うす暗ぐらく、行く手は暗くら闇やみに沈んでいて、この先にダンジョンがまだどれくらい広がっているのかは見当もつかない。

　昨日の夕方、腹ごしらえと補給を終えた俺たちは、情報屋アルゴに何通かに分割したインスタント・メッセージを送りつつロービアの商業エリアをくまなく探索し、四時半頃にやっとそれらしい大型船を発見した。

　全長は、ティルネル号の倍以上──十五メートルほどもあっただろう。十人乗りの観光ゴンドラよりも更に大きいのに、乗っているのはＮＰＣが四人だけ。幅広のダガーで武装した大男が船首に二人、両舷げんに装着された大型の櫂を操あやつる船頭も二人、そして中央にはシートがかけられた十個ほどの大きな木箱。

　青みがかった黒に塗られたその船は、巨体のわりに俊しゆん敏びんな動きで狭い水路をするすると進み、距きよ離りを保っての追跡には大いなる苦労を強しいられた。尾行しているあいだに操そう船せんのプレイヤー・スキルが１００は上がった気がするほどだ。

　大型船は、メイン水路をまったく使わずに商業エリアを抜けると、夕闇に溶け込むように南の水門から街を出た。こちらとしては追いかけるしかないので、ティルネル号の圏外初航走を祝う暇ひまもなく遠くから尾行を続け、細い天然水路をくねくね走り、突き当たりの大きな滝を突っ切らされた先にあったのが、この水没ダンジョンだった。

　大型船の乗組員たちは、日常的にロービアの街とこのダンジョンを行き来しているらしく、勝手知ったる櫂さばきで暗い水路を進んでいった。腹を括くくって俺たちもダンジョンに侵入し、大型船の追跡を続けようとしたのだが、そこに最初のスカットル・クラブが出現して行く手を阻はばんだ。慣れない船上戦せん闘とうに苦労しつつどうにか仕留めたのだが、その時にはもう、大型船がどこに行ったのかさっぱり解わからなくなってしまった……というわけなのだ。

　ダンジョンに入ったのが確か午後六時ごろだったので、気付けばもう六時間以上も水みず浸びたしの迷路を彷徨さまよっていることになる。途中で何度か休きゆう憩けいは取っているにせよ、そろそろ集中力が続かなくなってくる頃合いだ。

　微速で前進しながら、ウインドウをマップに切り替えて現在位置を確かめる。ダンジョンの全体像はいまだ不明なれど、なんとなくもう少しで中ちゆう枢すう部ぶに辿たどり着けそうな雰囲気はある。

「……あ、右側に扉があるよ」

　アスナの声に顔を上げると、三十メートルほど前方に小さな船着き場と、壁へき面めんに設もうけられた鉄扉が見えた。

「どうせまた、行き止まりだと思うけど……」

　さすがにうんざりした調子で、アスナがそんなコメントを付け加える。いままでも、似たような扉は数え切れないほど発見して、そのたびにすわボス部屋か、と意気込みながら上陸したのだが、全てがクエストとは無関係な枝道だったのだ。

「ま、まあ、行き止まりにはたいてい宝箱があるじゃないか」

　たとえ枝道と解わかっていてもマップを埋めないと気持ち悪い派の俺としてはそう言うしかないが、アスナの意気は上がらない。

「どうせまた、サビサビの剣とか鎧よろいとかでしょ……」

「あ、サビ武器を甘く見ちゃイカンですよ。鍛か冶じ屋やで修復してもらったら、どレアい掘り出し物だった！　なんてこともあるんだぞ……百回に一回くらいは……」

「はいはい、解ってますわよ……──いえ、ちょっと待って、ストップ！」

　前方のアスナが素早く左手を突き出したので、俺は慌てて櫂かいを立てた。ぐぐっという抵抗感とともに、ゴンドラが停止する。

「ど、どうした!?」

　小声で訊たずねると、アスナは船首に身を乗り出すようにして前方を窺うかがってから、真剣な表情で振り向いた。

「水路の先に、広い空間があるみたい。で……そこから、大勢の話し声っぽいものが聞こえてくる」

「え……人の？　カニの？」

　途と端たん、アスナの瞳ひとみが殺気を帯びるので、小刻みにかぶりを振りながら続ける。

「人……ですよね。ええと、じゃあ、ゆっくり近づいてみる」

　無言で頷うなずいた相棒が再び船首に身を屈かがめるまで待ってから、慎重に櫂を倒す。

　モンスターが出てこないことを祈りながら、ひとまず扉の横を通り抜け、暗い水路の先へ。すると確かに、前方に広い水面が見えてくる。どうやら、何本かの水路が合流するホール状の空間が存在するらしい。

　水路トンネルの出口ぎりぎり手前で再びティルネル号を停船させると、俺も這はうようにして船首に移動し、アスナの肩越しに覗のぞき込んだ。

　予想以上に広い。半円形のホールの差し渡しは百メートルに達するだろう。手前側の弧を描く壁かべには、俺たちが潜ひそんでいるものを含めて五、六本のトンネルが口を開けている。奥側の壁は平らで、中央部には水面から伸び上がる幅広の階段があり、そしてその下の桟さん橋ばしに──。

「……！」

　俺の体の下で、アスナが鋭するどく息を吸い込んだ。

　桟さん橋ばしに横付けされているのは、間違いなくロービアから俺たちが追ってきた大型ゴンドラだ。太いロープで係留された船からは、いままさに積み荷の木箱が運び出されようとしている。

　荷揚げをしているのは、見覚えのある四人の水夫。箱を受け取り、階段の上まで運び上げているのは、腰に細身のシミターを装備した戦士ふうの男たちだ。瘦やせているが背は高く、ダークグレーの革かわ鎧よろいを着込み、顔全体を奇怪な覆ふく面めんで隠している。

　どこかで見たような……という既き視し感かんは、彼らの長い耳を見た瞬しゆん間かん、確信に変わった。

「…………!!」

　今度は俺が息を詰めてから、アスナの耳に口を近づけ、最少ボリュームで囁ささやく。

「あいつら……フォールンエルフだ」

　無言で頷うなずくアスナの横顔も、硬く張り詰めている。

　堕ちたフオールンエルフ。三層から開始された《エルフ戦争》キャンペーン・クエストのクライマックスで──あくまで三層の、だが──俺とアスナ、そして騎き士しキズメルが激げき闘とうを繰くり広げた第三のエルフ族だ。

　黒エルフの司令官曰いわく、フォールンたちは《いにしえの大地切断以前に聖せい大たい樹じゆの力によって刃やいばにも傷つかぬ体を得ようと企たくらみ、追放された者どもの末まつ裔えい》らしい。毒だの罠わなだの目め眩くらましだのを駆く使しする厭いやらしい戦い方を得意とし、ことにボスのフォールンエルブン・コマンダーは、エリート騎士のキズメルがいても決して楽には倒せなかった。

　キャンペーン・クエストの重要アイテム《翡ひ翠すいの秘ひ鍵けん》を狙ねらっているはずの彼らが、なぜこんなところにアジトを構え、そしてなぜロービアの街の男たちが荷物を運び込んでいるのか。

　俺と同じ疑問を感じたのだろう、アスナが少しだけ顔を傾かたむけ、囁いた。

「ベータテストの時は、どうだったの？」

　予期されたその問いに、俺はすぐさまかぶりを振る。

「いや、こんなところでフォールンに出くわした記憶はないよ。っていうか、ベータ時代は、このダンジョンそのものが存在しなかったんだ」

「ってことは……これはあくまで単発クエスト内の展開なの？　それとも、キャンペーン・クエストの一いつ環かん……？」

「……解わからない。でも、ベータの時もフォールンエルフとは何度も戦ったけど、こんなふうに人間のＮＰＣと協力して何かやってる場面なんて一度も見なかった」

「嫌いやな感じね……。あの水夫たちが、ロービアの水運ギルドの人たちだとしたら……ギルドそのものが、フォールンエルフと手を組んでるってことになるわよね」

　アスナの指摘に、俺はきつく眉まゆ根ねを寄せた。

　ビーターであるがゆえに錆さび付き気味だった想像力を、懸けん命めいに回転させる。

　ロモロ老人の言葉から推測すれば、かつてのロービアの街では老人のような船大工が自由にゴンドラを造っていたが、ある時から水運ギルドによって造船仕事が独占され、老人も廃業を余よ儀ぎなくされた。そして同時に、住民のゴンドラが街の外に出ることも禁じられた。

　そのいっぽうで、水運ギルドは、荷運び専用に建造したらしき大型ゴンドラを街の外に派は遣けんし、フォールンエルフのアジトに謎なぞの木箱を大量に運び込んでいる。

　普通に考えれば、水運ギルドの締しめ付けは、このいかがわしい《貿易》を隠すためだった、ということになる。だが、ここから先を推測するためには、少なくとも──。

「……あの木箱の中身を調べてみないと……」

　思考の最後だけを言葉にすると、アスナも「そうね」と頷うなずいた。

　そうこうしているあいだにも、水夫が最後の木箱を船着き場に下ろし、それをフォールンの戦士が持ち上げる。いますぐ木箱の中身を知るには、ティルネル号で突とつ撃げきしてあの場の全員を倒すしかないが、それはさすがに強引だし危険すぎる気がする。

　何より、赤カーソルのフォールンエルフはともかく、水夫たちのカーソルはＮＰＣカラーの黄色なのだ。見つかれば赤に変わるのかもしれないが、敢あえてこちらから戦せん闘とうを仕掛けるのはどうにも躊躇ためらわれる。

　行動を決めかねているうちに、最後の木箱を抱えたフォールンは階段を上り終え、大きな鉄扉の向こうへと姿を消してしまった。残っていた、リーダー格らしいひときわ恐ろしげな覆ふく面めんをつけたフォールンが、水夫の一人に小さな革袋を渡す。受け取った水夫は、中身を確かめてから満足そうに頷き、仲間に撤てつ収しゆうの合図を出す。

「……あの袋の中身だけは解わかるわ」

　囁ささやくアスナに、

「まあ、現ナマだろうなあ。仮に全部千コル金貨だとすると……二万コルってとこかなあ……」

　と答えると、即座に釘くぎを刺される。

「帰り道で襲おそって奪おうとか考えてないでしょうね」

「ま、まさか。あのオッサンたち、えらい強そうだし」

　などと俺たちが不毛な会話をしているあいだに、四人の水夫たちは舫もやい綱づなを解ほどいたゴンドラへと乗り込んだ。船尾の二人が櫂かいを動かすと、大型船は重々しく動き出す。

　まさかこっちに来ないよな、と思いながらも俺は急いで船尾に戻った。櫂を握り、いつでもバックできるよう備そなえていると──。

「こっち来る！」

　振り向いたアスナが、緊きん迫ぱくした無声音で叫んだ。

　ゲェ──ッ！　と脳内で呻うめきながら、どうすべきか考える。このまま大型船を待ち受けて、成り行き次第で戦闘もやむなし……いやだめだ。水夫たちが重そうな金袋を受け取るシーンを見せつけられたからには、それは《戦えばクエスト失敗》というサジェスチョンだと思わねばならない。

　となれば逃げる一手だが、いまいる水路の横幅は五メートル程度で、全長七メートルのティルネル号を方向転換させることはできない。かといって、スピードの出ないバックでは、最初の分岐に辿たどり着く前に大型船に追いつかれる。

　残る選択肢は一つだけ。

「ふぬっ……！」

　最少ボリュームの気合で櫂かいを後ろに倒し、船を全速後退させる。アスナがどうせ行き止まりだと言っていた扉のところまで戻ると、狭い船着き場に飛び移り、あっけに取られた顔のアスナに右手を差し出す。

「舫もやい綱づなを！」

　頷うなずいてからのアスナの行動は迅速だった。船首に収納されているロープの先せん端たんを拾い上げ、俺に向けて放り投げる。キャッチしたロープを係留柱にかけ、船が位置ロックされたことと、アスナが下船したことを確認するや、背後の扉を引き開けて飛び込む。

　中は、いままで探索してきた脇わき道みちとは異なり、倉庫のような広めの部屋になっていた。壁かべ際ぎわには種々雑多な品物が積み上げられているが、宝箱は見当たらない。いや、いまはそんなことよりも──。

「ねえ、これじゃ、わたしたちは隠れられても、外のティルネル号が見つかっちゃうんじゃないの!?」

　音を立てないよう、慎重に扉を閉めたアスナが、振り向きざまにそう囁ささやいた。

　頷き返しながら、俺も小声で答える。

「そうなんだけど、ほかに逃げ道はないよ。あいつらが気にせず通り過ぎてくれればそれでよし、万が一降りてきても、係留中で無人の船は破は壊かい不能のはずだし……」

「でも、ここまで入ってきたら!?」

「その時は、そこらに隠れるしか……」

　そう言いながら周囲を見回した俺は、少し離はなれた床に置かれていた、折り畳まれた布を手に取った。広げてみると、驚おどろくほど薄うすくて軽い。二人で隠れるには充分すぎるサイズだ。

「とりあえず、この下に」

　言いかけた俺の右手を、アスナがガシッと摑つかんだ。

「待って！　これ、ただのボロ布じゃなさそう」

　細い指が、銀色がかった灰色の布の表面を叩たたき、プロパティ・ウインドウをポップさせる。俺の眼めも、ガラクタにしては長めの説明文に吸い寄せられる。

【アルギロの薄布：水中で暮らす珍しい蜘く蛛もの糸で織おった布。周囲を水に囲まれた場所でだけ、この布で覆おおったものを見えなくすることができる】

　そこまで読んだ瞬しゆん間かん、俺は倉庫の扉に駆かけ寄り、ほんの少しだけ押し開けて水路の出口を見やった。大型船のシルエットはかなり大きくなっているが、まだトンネルには入ってきていないようだ。

　躊ちゆう躇ちよしている時間はない。アスナにここで待っているよう目め配くばせで伝えると、扉の隙すき間まから外に出る。中腰で船着き場までダッシュし、銀色の薄うす布ぬのをティルネル号に被かぶせる。

　ふわりと広がった布が船首から船尾までを覆おおった瞬しゆん間かん、布の表面が周囲の水面とまったく同じ色合いに変化し、眼めを凝こらしてもほとんど見えなくなってしまった。これなら、大型船の水夫たちも気付くまい。正面衝しよう突とつさえしなければ、だが。

　そこはもう運を天に任まかせるしかないので、急いで倉庫にとって返し、鉄扉を閉める。

　扉の上部についている小さな覗のぞき窓まどから、アスナと頭を押しつけあうようにして外を窺うかがう。暗い水面に停泊しているはずのティルネル号は、この距きよ離りからだともう完全に見えない。

「……先にこの部屋を捜索して、さっきの布を見つけていれば、慌てなくて済んだのよね」

　ほんの少し悔やむような口調でアスナがそう囁ささやくので、こんな状況ではあるが、思わずニヤリとしてしまう。

「な、脇わき道みち探索も捨てたもんじゃないだろ？　次のダンジョンは、マッピング率百パーセントを目指そうぜ」

「しっ、来るわよ！」

　肘ひじで脇腹を小こ突づかれ、慌てて口を閉じる。

　数秒後、狭い視界の右側から大型船の舳へ先さきが出現し、長い船体が続き、船尾が通り過ぎた。水夫たちが不可視のティルネル号に気付くことも、不可視ゆえに衝突してしまうこともなく、空荷の船はかなりのスピードで遠ざかっていく。

　大型船が充分に離はなれたと判断した瞬間、二人同時に長々と息を吐き出す。

「はあ……。──わたし、この手の、スニーキング……だっけ？　それ系のクエスト嫌きらい」

　今度のコメントには、俺もまったく異論はない。

「ＶＲＭＭＯだと、緊きん張ちよう感かん倍増だよな……。アスナがあの布の特殊能力に気付かなかったら、絶対見つかってたよ」

　何げなく付け加えた言葉だったが、細剣使いはぱちぱちと瞬まばたきを繰くり返すと、なにやら複雑な表情を作って言った。

「そ、そんなことより、これからどうするの？　また、あの船を追いかける？」

「いや……たぶん、ロービアに戻るだけじゃないかな……」

　言いながらウインドウを開き、クエストログを確認。しかし最新の指示は、【荷船の秘密を探れ】とあいまいな表現のまま更新されていない。

「やっぱり、あの木箱の中身を突き止める必要がありそうだなあ」

「……そうなるわよね。ってことは、フォールンエルフがうじゃうじゃいそうな、あの階段の先に忍び込むわけね」

「スニーキング・ミッション継続だな。……疲れてるなら、いったん街に戻ってからまた明日出直しても大丈夫だと思うけど、どうする？」

　念のためそう訊たずねたが、アスナは即座にかぶりを振った。

「ありがと、でも大丈夫。またここまで辿たどり着くのに、カニだのカメだのイモガイだのと何度も戦うのは遠えん慮りよしたいわ」

「それもそうか……。んじゃ、もう一頑張りしますか」




　船着き場に戻った俺は、ティルネル号に被かぶせたままの《アルギロの薄うす布ぬの》を手探りで摑つかむと引き剝はがした。水面限定とはいえ船でも何でも隠いん蔽ぺいできるというのは、まだまだ低層フロアの四層で入手できるアイテムにしては便利すぎる気がしてもう一度プロパティを確認すると、たった四、五分使っただけなのにもう耐久値が一割近くも減少している。

「やっぱなー……調子に乗って使いまくると、簡単に壊こわれちゃいそうだな」

　自動的に畳まれた布をとりあえず船尾のラゲッジスペースに置きながらそう言うと、舫もやい綱づなを解ほどいていたアスナが腑ふに落ちない顔で言った。

「でも、わたしたちの後にこのクエストをやる人たちはどうするのかしら。さっきの部屋には、ナントカの薄布、もうないわよね？」

「宝箱じゃなくて床に置いてあったし、クエスト進行中のパーティーが部屋に入るたびに湧わくんじゃないかな……。もしそうなら、大人数のギルドがうまいこと工夫すればたくさん拾える気もするけど、とりあえず俺たちはこれ一枚で頑張るしかないな」

「あの階段の前に船を停とめておく時も使う必要ありそうだしね。なんとかすぐに戻れるよう、頑張りましょ」

「了解。じゃ、出すぞ」

　頷うなずき、櫂かいを握る。

　微速で前進し、半円ホールの入り口で再び停船。横幅百メートル、天井の高さも十メートル以上あるだろう広大な空間には、いまのところ水すい棲せいモンスターの気配も、フォールンエルフの姿もない。

　ちらりと振り向いたアスナに頷き返し、船を進める。灯あかりは、十箇所ばかりの壁へき龕がんで燃える松たい明まつのみ。暗く広大な水面を、慎重に、しかし可能な限り急いで横切る。

　階段下の船着き場に辿り着くと、係留したティルネル号をアルギロの薄布で隠す。たった五分の使用で耐久値が一割減少するということは、あと四十五分使えば布は消滅してしまうわけだ。

「よし、急ごう」

　俺の囁ささやき声ごえに無言の頷きを返すと、アスナはいつの間にか開いていた装備フィギュアを操そう作さした。途と端たん、見慣れた暗赤色のフード付きケープが、複雑な織おり柄がらを浮かび上がらせる、いかにも高級そうなすみれ色のケープに替わる。

「あれ……そういや、そんなの三層のリワードで貰もらってたな。なんでいままで装備してなかったんだ？」

　階段を上るアスナを追いかけながら訊たずねると、シルクっぽい半はん光こう沢たくを持つケープの下の肩が軽くすくめられた。

「だってこれ、最大耐久値がやたら低いうえに、わたしの裁さい縫ほうスキルじゃまだ修理できないんだもの。だから、いざって時だけ使おうと思って」

「ＮＰＣテイラーじゃ修理できないのか？」

「三層最後の村で試したら、『すまないねえ、あたしの腕じゃあこれは直せないよ』って言われちゃった」

「ふーむ……四層のＮＰＣなら直せる可能性もあるけど、でもまあ、自分で修理できれば便利だよな。それ目的で生産系スキル取る戦せん闘とう職しよくも、ベータの頃はけっこういたし……」

　小声でそんな会話を交かわしつつ階段を上ると、やがて頑丈そうな鉄扉が行く手を閉ざす。

　ダンジョン探索中に鍵かぎのたぐいは拾わなかったので、施せ錠じようされていればお手上げだ。赤あか錆さびの浮いた取っ手を握り、慎重に引っ張ってみる。

　幸い、システム的にロックされている扉特有の、溶接してあるかの如ごとき不動の手て応ごたえは伝わってこなかったが、三センチほど開いたところで動きが渋くなる。強引に引っ張るとギギーと嫌いやな音がして中の敵に気付かれる系のトラップだろう。潤じゆん滑かつスプレーを持っていれば蝶ちよう番つがいに差すところだが、そんなものは存在しないので、少しずつ、少しずつ扉を動かしていく。

　ようやく十センチほどできた隙すき間まから、中を覗のぞく。

　薄うす暗ぐらい通路がまっすぐ二十メートルほども延び、突き当たりで左右に分かれている。そして通路の中ほどには、こちらに背を向けて奥へと歩いていく細身のシルエット。腰のシミターを見るまでもなく、フォールンエルフの番兵だ。薄い赤色のカラー・カーソルに表示される固有名は、【Ｆａｌｌｅｎ　Ｅｌｖｅｎ　Ｇｕａｒｄ】。

　三層でフォールンのアジトに潜せん入にゆうした時も、基本的には隠おん密みつ行動だったが、何せ仲間にキズメルがいたので、見つかることにさほどの緊きん張ちよう感かんはなかった。しかし、いまはエリート騎き士しの助力はない。俺もアスナも安全マージンはたっぷり取っているし、カーソルカラーを見てもさほどの強敵ではないだろうが、避さけられる戦闘は避けていきたい。

　戻ってくるな、戻ってくるな、という念を送りながら覗いていると、そのおかげかどうかは解わからないが、番兵は突き当たりを右に曲がって姿を消した。

　しかし、決まったルートを巡回しているのなら、また戻ってくるはずだ。ぐずぐずしている時間はない。動きが軽くなったドアをもう少しだけ開けて、アスナと一緒に中へ滑すべり込む。ドアを閉めるや、突き当たりの角まで足音を殺しながらダッシュ。

　右の通路を覗くと、かつ、かつと靴底の鋲びようを鳴らしながら通路を遠ざかっていく番兵の背中が見えた。先は行き止まりで、間違いなく戻ってくる。

　左の通路は、少し先で右に曲がっている。その向こうがどうなっているのかは解わからないが、行くしかない。アスナに指で合図し、左に走る。

　俺たちが角を曲がるのと、背後で番兵の足音が一時停止するのはほぼ同時だった。数秒後、再び響ひびき始めた足音のテンポに変化はない。最初のチェックポイントは、どうにか通過できたようだ。

　俺たちが飛び込んだ通路には、いまのところ番兵の姿は見当たらない。視線の届くかぎり一直線に延びていて、左右の壁かべには木製の扉が幾つも存在する。大型船から陸揚げされた木箱がどこに運び込まれたのか解らない以上、全ての扉を開けてみるしかない。

「……長丁場になりそうだけど、休み休み、じっくり行こう」

　囁ささやきかけると、相棒は無言で頷うなずいた。




　結果として、左右の扉は全てハズレだった。

　宝箱は幾つかあったし、休きゆう憩けい所じよらしき小部屋で一休みすることもできたが、ずっしりとした徒労感は否いなめない。完全マッピング主義者の俺ではあるが、それも時間帯による。

　百メートル以上も続いた通路を探索し終え、時刻を確認すると、もう午前二時近い。このぶんだと、昨日に引き続き、街に戻れるのは明け方になってしまいそうだ。

「うーん……まだまだ先は長いっぽいなあ……」

　通路の突き当たりで発見した下り階段を覗のぞき込みながら、ため息混じりに呟つぶやく。すると隣となりのアスナが、ちらりと視線を向けてきた。

「疲れたの？」

「い……いや、俺は大丈夫だけど……そっちは？」

「わたしも平気。昨日は、いつもよりしっかり寝られたから」

　──そうだったかな、と内心で首を傾かしげる。

　確かにアスナは、ロモロ老人の揺り椅い子すで俺より二、三時間ばかり長く寝ているはずだが、細切れの睡眠ではなかなか疲労全快とはいかない。あれで《しっかり》なら、普段はどれくらい寝ているのだろう。

　という疑問を察知したのか、細剣使いは小声で続けた。

「わたし、もともと、あんまり長く眠れないタチだから」

「……そっか」

　もともとという言葉が、現実世界にいた頃からという意味なのか、それともデスゲームに囚とらわれてからなのかが気になったが、それ以上語ることなくアスナは体を起こした。

「さ、行きましょ。カンだけど、この下で例の木箱が見つかる気がするわ」

　こちらの肩をぽんと叩たたき、歩き始める相棒を、俺は慌てて追いかけた。

　長い階段を下りた先は、上階とは打って変わって広大な倉庫になっていた。俺たちから見て正面の壁かべには大きな二枚扉があり、その両側を、フォールンエルフにしては重武装な衛えい兵へいが守っている。そして、左右の壁かべ際ぎわには、無む造ぞう作さに積み上げられたたくさんの木箱──。

「おお、ほんとにあった」

　階段室の壁際に身を潜ひそめながら囁ささやくと、アスナは一いつ瞬しゆんだけ自慢そうに笑ったものの、すぐに表情を引き締しめた。

「でも、このまま倉庫に入ると、奥の衛兵に気付かれそうね……。右か左の木箱の陰まで移動できればいいんだけど」

「うーん、戦えば倒せるだろうけど、あのデカい扉の奥が気になるな……。なんか、妙な音が聞こえる気もするし」

　そう答えてから、アスナと同時に耳を澄すませる。ごくかすかだが、やはり何かを叩たたいたり、擦こすったりするような音が断続的に届いてくる。

「どうにかして、衛兵の気を逸そらせないかしら」

「…………やってみるか……」

　呟つぶやき、足あし許もとから小石を一つ拾う。投剣スキルのＭｏｄ、《意識攪乱デイストラクシヨン》があれば成功率が上がるのだが、無い物ねだりしても仕方がない。右側の木箱のひとつを慎重に狙ねらい、小石を投げる。

　木箱の角ぎりぎりに当たった小石が、かたん、というささやかな音を発した瞬間、衛兵たちの厳いかつい覆ふく面めんがそちらに向けられた。瞬間、俺はアスナの背中を押しながら倉庫に走り込んだ。身を屈かがめ、左側の木箱の陰まで、忍び足で出せる最大速度で移動する。

　二人ともほとんど革と布装備だけなのが幸いし、どうにか作戦は成功したようだった。木箱に背中をつけたまま、細長く息を吐く。

「ふう…………さて、と。なーにが入ってるのかなー……」

　最小ボリュームでそんな台詞せりふを口ずさみながら、俺は振り向いた。見たところ、木箱の蓋ふたはどれも釘くぎ付づけされていないようだ。上に何も積まれていない箱のひとつに狙いをさだめ、ここで妙な音を出しては台無しなので、慎重に慎重を重ねつつ分厚い蓋を持ち上げていく。

「………………」

「………………」

　中身が目に入った瞬間、俺とアスナは顔を見合わせ、もう一度中を覗のぞいてから、またしても互いの顔を見た。

「……どういうこと？」

「……さあ……」

　と、首を捻ひねる他には何もできない。なぜなら、木箱の中身は、完全なる空からっぽだったからだ。

「……この箱は、もう中身を運ばれたあとなのかな……」

　呟き、隣となりの箱を開けてみる。しかし結果は同じ。更に隣の箱も、そのまた隣にも、空気以外の何も入っていない。

「何で……？　あんなに大事そうに運んでたのに……」

「あんなに大金払ってたのに……」

　二人同時に、疑念と落胆に満ちた声を漏もらした、その時。

　木箱の山の向こう側で、大扉が開く音がした。

　隣となりの部屋を確認するチャンス！　という興こう奮ふんは、しかしたちまち戦せん慄りつへと変わった。少なくとも七、八人ぶんの重々しい靴音が、倉庫の奥まで届いてきたからだ。

　木箱の陰でひたすらじっとしている、という選択肢をコンマ五秒ほど検討し、すぐに捨てる。俺の《イベント勘かん》に従えば、これは自みずから動かないとヤバいことになる場面だ。幸い、やかましい靴音と何やら話し合う声のおかげで、多少の物音ならごまかせる。

　これ以上迷ってはいられない。目の前にある木箱の蓋ふたを左手で押し開け、同時に右手でアスナの背中を押す。

「中に！」

　掠かすれ声ごえで囁ささやくと、俺の緊きん張ちよう感かんが伝わったのか、相棒は素直に頷うなずいた。側板をひらりとまたぐアスナに続いて、俺も箱に飛び込む。途と端たん──。

「ちょっ……」

　というような声とともに、何やら柔らかいものがアバターの右側面に強く押しつけられた。予想よりもかなり狭いが、いまさら隣の箱に移動もできない。空きスペースに無理矢理体を押し込み、左手で保持していた蓋を、五ミリほどの隙すき間まを残して閉める。

　ほっとひと息つく間もなく、右耳のすぐ傍そばで、狼ろう狽ばいしたような憤ふん慨がいしたような囁き声が響ひびく。

「……なんでこんなに狭いのよ……」

「そ、そっスね。外見からはもうちょっと広そうだったけどなあ……板がむやみと厚いのかなあ……」

「こんな頑丈な箱作って中に何も入れないんじゃ、まるで箱そのものを」

「シッ！」

　俺は小声でアスナの文句を遮さえぎった。細長い視界に、左側から幾つかの人ひと影かげがフレームインしたからだ。

　先頭に立っているのは、フォールンエルフにしてはやけに体格のいい、戦士というより職人ふうの格好をした大男だった。無地の覆ふく面めんは顔の下半分を隠しているだけで、逞たくましい両腕には革手袋を嵌はめ、大型のハンマーを携たずさえている。

　それが武器なのか工具なのか、咄とつ嗟さに判断できなかった。理由は、大男のカラー・カーソルに、【Ｅｄｄｈｕ：Ｆａｌｌｅｎ　Ｅｌｖｅｎ　Ｆｏｒｅｍａｎ】と表示されていたからだ。残念ながら、フォアマンという英単語を学校で習った記憶はない。

　名前のほうはエドゥーと読むのであろう大男は、俺たちが隠れる木箱からほんの五メートルほど離はなれた場所で立ち止まると、後ろに続いていた十人ほどに向けて言った。

「今日の荷揚げで、予定の量は全て揃そろいました」

　箱が空からっぽなのに何が揃ったんだよ！　と全力で突っ込みたい衝しよう動どうをどうにか押さえ込む。しかしアバターが少々震えてしまい、複雑な体勢で密着するアスナが、「じっとしてなさい」とばかりに小さくかぶりを振る。

　それに頷うなずき返しながら、懸けん命めいに耳を澄すませる。

「うむ。まずはご苦労だった」

　氷のように寒々とした美声でそう応じたのは、いかにもエルフらしい瘦そう身しん長ちよう軀くの男だった。フォールンにしては珍しく金属と革の複合鎧よろいを身につけ、背中には深紅のマントを流している。黒い覆ふく面めんは額ひたいから二本の角つのが伸び、その下の両眼めはちらちらと赤く瞬またたいているように見える。

「だが、組み上げのほうは少し遅れているようだな」

　そう続けたマント男に、エドゥーは低頭しながら答えた。

「申し訳ありません、閣下。遅れは三日後に解消する予定です」

「ふむ。では、計画どおり五日後には、全て完成すると思ってよいのだな？」

　何が完成するのかはっきり言えよ！　と再び脳内で突っ込みながら、マント男に視線をフォーカスし、カラー・カーソルを出現させる。途と端たん──。

　びくっ！　とまたしても俺の、そして恐らくアスナの体も激はげしく震えた。

　ほとんど黒に近いダーク・クリムゾン。モンスターのカーソルは、それを見る者とのレベル差によって赤みが薄うすくなったり濃こくなったりするのだが、《閣下》と呼ばれたマント男のカーソルは、俺がいままでこの世界で見たどんなカーソルよりも暗い色をしている。三層で戦ったフォールンエルブン・コマンダーなど比較対象にもならない。

　しかし、俺のレベルは現在、第四層の攻略適正値を遥はるかに上回る16に達しているのだ。それでもなおあの黒さということは、マント男のレベルはいったい幾つだというのか。

「………………」

　隣となりのアスナが右肩をぎゅっと摑つかんできたのにもほとんど気付けないまま、俺はカーソル下部の固有名に眼めを凝こらした。

【Ｎ，ｌｔｚａｈｈ：Ｆａｌｌｅｎ　Ｅｌｖｅｎ　Ｇｅｎｅｒａｌ】

　──将軍ジエネラル！

　──ていうか、名前読めない！

　という俺の戦せん慄りつと困惑は、幸いエドゥーが半分解消してくれた。

「はっ、我が命に代えても必ず、ノルツァー閣下」

「良かろう。頼んだぞ、エドゥーよ」

　ぽん、とエドゥーの逞たくましい腕を叩たたいてから、ノルツァーという名前らしい将軍閣下は、マントを翻ひるがえして歩き始めた。まっすぐ、俺たちの隠れている木箱目指して。

　ひやりと背中が冷たくなるのを感じながら、五ミリ持ち上げていた蓋ふたを閉める。ノルツァー将軍一人でも手こずること請うけ合あいなのに、お付きの戦士たち八人と、たとえ戦せん闘とう職しよくでなくても相当に強いであろうエドゥーまでもまとめて戦闘になれば、勝機は限りなく薄うすい。万が一発見されたら、即座に箱から飛び出して右の階段を駆かけ上り、アジトの外まで全力で逃げるしかない。

　コツ、コツ、とこちらを焦じらすかのようにゆっくり近づいてきた足音は、恐らく三メートルほど離はなれた場所で停止した。再び、ノルツァーのひんやりとした声が、木箱の分厚い蓋を貫つらぬいて聞こえてくる。

「……それにしても、実に滑こつ稽けい極きわまる話だな。遥はるかいにしえの時代に聖せい大たい樹じゆの恩おん寵ちようを断たれた我々が、いまなおこうしてエルフ族の禁きん忌きに縛しばられているとは」

　自じ嘲ちようするようなその言葉に応じたのは、エドゥーの太い声ではなく、甘さと鋭するどさの同居した女性の声だった。

「は……下らぬ禁忌さえなければ、これらの資材を集めるために、薄汚い人族どもと取り引きなどせずとも済んだのですが」

「言っても詮せん無ないことだ、カイサラ。いまは金貨など幾らでも払ってやればよい。我らが全ての秘ひ鍵けんを手に入れ、聖堂の扉を開いたその暁あかつきには、人族に残された最大の魔ま法ほうさえもが跡形もなく消え去るのだからな……」

「そのとおりです、閣下。大たい願がん成じよう就じゆの時は、刻一刻と近づいております」

「うむ。まずは、特務隊司令官が取り零こぼした第一の秘鍵を、急ぎ奪だつ還かんせねばならん。五日後、全ての準備が整い次第、作戦を開始する。諸君らの働きに、大いに期待しているぞ」

　はっ！　と多くの声が力強く響ひびき、木箱の蓋をかたかたと震わせた。

　無数の足音が遠ざかり、大扉が閉まる音が聞こえても、俺はしばらく動けなかった。

　いまの会話を可能な限り細部まで記憶に刻みつけ、ここから脱出し次第正確に書きとめなくてはならない。それほど多くの、しかも重要な情報を、フォールンエルフたちは与えてくれた。秘鍵、聖堂、どちらもベータテスト時代のキャンペーン・クエストに出てきたキーワードだが、ここまで具体的に語られたことはなかったはずだ。そもそも、ノルツァー将軍などという人物と、ベータの時に遭そう遇ぐうした憶おぼえはない。いったいあいつは…………。

「…………ねえ」

「……あいつが、フォールンの本当の親玉なのか……？」

「……ねえ、キリト君」

　ぐいっと右肩を押され、俺はようやく物思いから醒さめた。

「え？　な、何？」

「何、じゃなくて。君、いつまでこうしてるつもりなの？」

「あ、わ、悪い……」

　と口走りながら、何げなく体の右側を見た俺は。

　自分の右腕が、何やらとんでもない状況に陥おちいっていることに、遅まきながら気付いた。

「しゅみゃっ……！」

　すみません、と叫びそうになり慌てて口を噤つぐむ。アスナの真新しいブレストプレートとチュニックのあいだに潜もぐり込んでいる右腕を速すみやかに引っこ抜こうとするが、後方に退たい避ひスペースがないため、むにむにと何やら弾だん性せいに富んだ感触が持続的に発生するだけで、状況はいっこうに解消されない。

「ちょっと、乱暴に、動かさないでってば」

「い、いや、すぐに、あれ、おかしいな」

「っ……、あ、あのね、わざとやってたら、隣となりの部屋に、放り込むから」

　──とんでもありません、閣下！
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　と脳内で叫ぶと同時に右腕をアクロバティックな角度で折りたたみ、どうにか鎧よろいの横っちょから引っこ抜く。やれやれこれで一安心……というわけではまったくなさそうなので、右頰ほおに照射されるレーザーの如ごとき視線から逃れるべく、そっと木箱の蓋ふたを持ち上げる。

　視界内に、フォールンたちの姿はない。しかし、木箱の山の向こうにある大扉の両脇わきには、二人の衛えい兵へいが残っているはずだ。蓋をしっかりと保持したまま立ち上がり、まずはアスナを脱出させる。次いで俺も側板をまたいで外に出ると、慎重に蓋を閉める。

　やれやれ、とひと息つく暇ひまもなくアスナが顔を突き出してくる。先刻の狼ろう藉ぜきを糾きゆう弾だんされるのかと思ったが、発せられた囁ささやき声ごえは真剣なものだった。

「さっきの人たちが言ってた《資材》が何なのか、ここを出る前に突き止めないと。たぶん、まだ調べてない箱の中に……」

「うん……それはそうなんだけど……でも……もしかして……」

　煮え切らない言葉を返しながら、盗み聞きした会話の断片を脳内でプレイバックする。

　予定の量は揃そろった。計画どおり完成する。エルフ族の禁きん忌き。人族との取り引き。秘ひ鍵けん。奪だつ還かん。五日後に作戦を開始する……。

　インスピレーションが訪れそうで訪れないもどかしさを感じながら、俺は何げなく、頭の片かた隅すみに引っかかっていた疑問を口にした。

「なあ、アスナ。あのエドゥーっていうおっさんの職クラスの、《フォアマン》ってなんだか解わかる？」

　すると、彼女のほうは学校で習っていた──のかどうかは不明だが、平然と頷うなずいた。

「ええ。《親方》とか《工場長》とか《職人頭がしら》とか、そんな意味よ」

「…………職人頭……？」

　ということは、あのハンマーは武器ではなく道具だったわけだ。あんな巨大トンカチを使うからには、よほど大きなモノを……。

　そこまで考えた瞬しゆん間かん、俺の頭の中で、全ての断片がバチーンと音を立ててあるべき場所に収まった。

「………………！」

　危うく大声を上げそうになりながら、傍かたわらに積み上げられている木箱を凝ぎよう視しする。

　そうだ、箱の中に潜ひそんでいた時、アスナも言いかけていたではないか。この頑丈な木箱は、何かを運ぶためのものではない。フォールンエルフとの後ろ暗い取り引きを隠すために、箱の形に偽ぎ装そうされているに過ぎないのだ。

　いま俺が見ているものは全て、船の材料だ。

　恐らく、大扉の向こうは工房になっていて、そこで木箱をばらして船に造り替えているに違いない。かすかに聞こえてくる槌つち音おとがそれを証明している。

　なぜ船を造るのに、ロービア水運ギルドと取り引きする必要があったのか。それは恐らく、ノルツァー将軍の言葉にあった《エルフ族の禁忌》のせいだろう。この世界のエルフたちは、生木を切り倒して木材にすることができない。使えるのは、自然の成り行きで倒れた木だけ。それでは到底足りない数の船を建造するために、人族の手を借りたということか。

「……ねえ、何か解ったの？」

　アスナに腕を小こ突づかれ、俺はいったん思考を停止させた。

「あ、ああ。でも、説明が長くなりそうだから、まずはここを出よう。またあいつらが戻ってくるかもしれないしな」

「その時は、違う箱に隠れるから」

　ときっぱり宣言され、小刻みに頷うなずくしかない俺だった。




　もういちど小石を投げて衛えい兵へいの気を逸そらし、倉庫から脱出した俺たちは、階段を駆かけ上って一階（？）へと戻った。気が抜けていたのか精神的疲労のせいか、入り口近くの番兵に発見されてしまったがなんとか仲間を呼ばれる前に倒し、水路ダンジョンの船着き場まで辿たどり着く。

　予想外に時間が掛かってしまったため、ティルネル号から《アルギロの薄うす布ぬの》を取り払った時には、布の耐久値は残り一割を切ってしまっていた。俺たちを大いに助けてくれた布を丁てい寧ねいに畳むとストレージに格納し、急ぎ出航する。

　帰り道でもカニだのカメだのに何度かエンカウントしてしまったが、ティルネル号のバーニング・チャージ（仮称）で蹴け散ちらし、ついにダンジョンから脱出。

　夜明け前の黒々とした川かわ面もに漕こぎ出したそのタイミングで、クエストログ更新の効果音が鳴り響ひびいた。

　片手で櫂かいを操あやつりながら、素早くウインドウを開く。最新の指示は、【手に入れた情報を、しかるべき相手に伝えろ】となっている。

　船首で前方を警けい戒かいしながら同じログを見ていたアスナが、一いつ瞬しゆんだけ振り向いて言った。

「しかるべき相手って、ロモロさんのこと？」

「うーん、でも、いままでの指示だと、じっちゃんのことは《船せん匠しよう》って書いてあったような……」

「水運ギルドの偉い人とか？」

「うーん、それも、あんまり友好的な展開にはならない感じが……」

「じゃあ、誰なのよ？」

「そこも含めて、街に戻ってからにしようぜ」

　という提案を、少々不満顔ながらも受け入れたアスナは、いったん前に向き直りかけたが、思いついたように付け加えた。

「あ、そうだ。宿屋だけど、場所を変えない？　転移門広場のとこの宿も悪くなかったけど、また船着き場で変な騒さわぎになるのはイヤだわ」

「あー、そうッスね……。じゃあ、目立たなそうな場所で探すか。青組と緑組にも、早いとこ造船クエストの情報を渡してやらないとな……」

　と呟つぶやいてから、待てよと思う。

　ドラゴンナイツのリンドと解放隊のキバオウが、船を造ったところでクエストを終了すれば問題ないのだが、俺たちと同様に続けようとした場合はどうなるのだろうか？　ロモロ老人に話を聞いて怪しげな荷船を発見し、それを追いかけて水路ダンジョンからフォールンエルフの秘密基地に潜せん入にゆう……そこで万が一、ノルツァー将軍とその部下たちと戦せん闘とうになってしまったとして。リンドやキバオウの実力を疑うわけではないが、もしかしたらフロアボスと同等かそれ以上に強いかもしれない将軍に、一人の死者も出さずに勝つことができるのか……？

　木箱の中から垣かい間ま見みた、ノルツァーのどす黒いカーソルを思い出し、俺は小さく身震いした。

　いや、恐らくあのイベントは、戦せん闘とうになれば敗北不ふ可か避ひだ。三層の《翡ひ翠すいの秘ひ鍵けん》クエストの導どう入にゆうとなる、黒エルフ騎き士しもしくは森エルフ騎士との戦闘のように救済措そ置ちが用意されていればいいが、もしそうでなければ、たとえ六人パーティーでも全滅すら有り得る。

「……どこまで情報を出すかは、アルゴとも相談だな……」

　小声で呟つぶやきながらゆっくりと櫂かいを漕こいでいると、やがて行く手に、ロービアの街の水門が黒々とした姿を現した。




　南西エリアの片かた隅すみにある小こ体ていな宿屋を新たな拠点に選んだ俺たちは──決め手は、宿泊中にゴンドラを停とめておける小屋がついていたことだ──続きで借りた部屋の片方に辿たどり着くや、俺は揺り椅い子すに、アスナはベッドに倒れ込んだ。

　同時に長々と息を吐いてから、のろのろと指を動かし、武器と鎧よろいをストレージに戻す。時刻は午前三時半。昨日よりは早く宿に戻れたが、十時間を超える冒険の疲れが出たのか、強烈な眠気が脳のスイッチを切ろうとする。

　しかしここで寝てしまうわけにはいかない。記憶が鮮明なうちに情報を整理する必要があるし、俺が借りた部屋は隣となりだ。

「……ほんじゃ、まず、例の木箱の件だけど……」

　あくびを嚙かみ殺しながらそう切り出したが、アスナの反応がない。上体を起こし、ベッドを覗のぞき込むと、俯うつぶせになって枕まくらに顔を埋めた姿勢で完全に静止している。しかも、枕の前方にはメニューウインドウが表示されたままだ。

　……あんまり眠れない、とか言ってたわりにはずいぶん寝付きがよろしいことで。

　と脳内でぼやきながら揺り椅子から立ち上がり、ベッドの横まで移動。

「あのー、窓、出しっぱなしっすよー」

　声を掛けつつ右肩を控えめに揺さぶるが、まったく目を醒さます様子はない。ウインドウは、デフォルト設定がプライバシーモードなので俺からは無地の板に見えるだけだが、なんとなく不用心な気もする。

「アスナさーん、起きてくださーい」

　──反応なし。このまま揺さぶっていると、またハラスメント警けい告こくが出てしまいそうだ。

　そういえば、警告の段取りがおかしい件も調べなくては。しかしいまはまず、アスナのウインドウを消すことが先決だ。

　俺は少し考えてから、ベッドに投げ出されているアスナの右手を持ち上げた。メニューウインドウは上から長めにフリックすれば消えるはずなので、指先の位置を合わせて下に動かす。三回目の挑戦で見事ウインドウが消滅したので、素早く右手を元に戻し、ふうっとひと息。

「……ミーティングはまたあとでな。おやすみ」

　小声でそう告げると、俺は極力静かに部屋を出た。










　　　６




　翌日──十二月二十四日土曜日、午後三時。

　かなり自在に操あやつれるようになってきたティルネル号の櫂かいを小刻みに動かしながら、俺は素直な感かん嘆たんを込めた声で言った。

「いやあ……よくもまあ、あんなに造ったもんだなあ……」

　すると、すぐ右に停泊する中型船の船尾から、野太い笑い声が返る。

「ハッハッ、おかげで昨日の《熊くま森もり》は大おお騒さわぎだったぞ。オレたちは、斧おの持もちが二人いるから素材集めもあっという間だったがな。と言っても、ノーマル素材オンリーじゃ自慢にもならないが」

[image: ]

　声の主ぬしは、頭をつるつるにそり上げ、短いあごひげを蓄たくわえた巨漢だ。昨日は夜中まで操そう船せんの練習をしていたらしく、櫂さばきはなかなか堂に入っている。

「じゃあ、爺じいさんのとこには並ばないで済んだのか？」

「おう、攻略本が配布されてからは一番乗りだったぜ。ほんの五分差で二番手になったＤＫＢの連中には嫌いやな顔されたけどな。あのデータを集めてくれたのはお前たちなんだろう？　礼を言わないとな、お疲れさん」

「い、いや、まあ」

　クエスト関連データの半分を伏せたままでいることに気後れを感じながらモゴモゴ答えると、巨漢はあたかも全てお見通しのような顔でニヤリと笑った。

　彼の名前はエギル。大多数のプレイヤーが《ＤＫＢ》ことドラゴンナイツ・ブリゲードか、《ＡＬＳ》ことアインクラッド解放隊に所属している最前線組にあって、中立的ポジションを貫つらぬいている四人パーティーのリーダーだ。

　彼同様に体格のいい三人の両手武器使いを乗せた中型ゴンドラの色は、落ち着いたブラウン。建造を急いだせいか、衝しよう角かくを含めたオプション類は何一つ装備していないが、メンバーたちが携たずさえる両手武器はそれ自体が水上戦用兵器の如ごとしだ。船首両側には、【Ｐｅｑｕｏｄ】という船名が黒々と記されている。

　俺にはさっぱり由来の解わからない単語だったが、船名をちらりと見やった前席のアスナが、赤フードの奥でぽそっと言った。

「ピークォッド号って、あんまり縁えん起ぎのいい名前とは思えないけど」

　それを聞いたエギルがまたしても大笑いし、パーティーの一員である両手ハンマー使いが、「だから言ったんだよ」とボヤく。

　俺が頭から出したクエスチョンマークに気付いたのか、振り向いたアスナが親切にも解説してくれた。

「ピークォッド号っていうのは、『白はく鯨げい』でエイハブ船長が乗ってた船の名前よ。最後には、モビー・ディックに沈没させられちゃうの」

「な、なるほど……。なんでまた、そんな名前を？」

　隣となりを見てそう訊たずねると、巨漢はニヤリと笑った。

「逆に考えれば、デカい白クジラと戦うまでは沈まねぇってこったろ？　少なくとも、あそこで戦うのはクジラじゃなくてカメらしいしな」

　そう言って、太い左手で前方を指し示す。

　ティルネル号とピークォッド号が停泊しているのは、第四層の中央部やや北寄りに存在するカルデラ湖の入り口だ。直径三百メートルほどの真っ青な湖水は切り立った断だん崖がいに囲まれ、ここを突破しないとフロアの南側には出られない。すなわち、各フロアに最低一箇所は用意されているフィールドボスの巣──俺たちはその攻略戦に参加するために、ここで待機しているというわけだ。

　ベータテスト時代、ここは火山の火口で、地面の裂け目がマグマで真っ赤に輝いていたものだ。見た目は湖となったいまのほうが何倍も美しいが、船に乗ったままボスと戦うことには不安もある。何せ、船頭役のプレイヤーが水に落ちでもしたら、船を動かせなくなってしまうのだ。

　そんな思考を、突然じゃーんじゃーんと打ち鳴らされた銅ど鑼らの音が遮さえぎった。音源は、俺が先刻「よくもあんなに」と評したたくさんの船の中の一隻せき。

　ティルネル号の前方右側には、船体をブルー、縁ふちをホワイトに塗り分けた三隻のゴンドラがこちらに船尾を向けて停泊している。中央の一隻は、ロモロ老人に造ってもらえる中では最大の十人乗り級。他の二隻は、エギルたちの船と同じ四人乗り級だ。それぞれ、漕こぎ手ての枠が一つ足されるので、船上のプレイヤーは合わせて二十一人に達する。青いカラーリングのとおり、ドラゴンナイツ・ブリゲードの船隊である。

　そして左側には、船体をモスグリーン、舷げん側そくをダークグレーに塗り分けたゴンドラが三隻。こちらは全て同サイズの六人乗り級で、漕ぎ手を含めれば合計人数はやはり二十一人となる。グリーンをギルドカラーとするアインクラッド解放隊の船だ。

　三層にいた頃は、両ギルドのメンバーはどちらも十八人だったはずなので、四層に来てから三人ずつ増やしたのだろう。そろそろアルゴに名めい簿ぼを貰もらわないと、顔と名前が一致しなくなりそうだ。俺と真夜中の死し闘とうを繰くり広げた謎なぞの片手剣／片手斧おの使いモルテの姿を探して眼めを凝こらすが、トレードマークの鎖コ頭イ巾フは見つけられない。

　それにしても、いくら人手があるとはいえ、両ギルドともたった一日でゴンドラを三隻ずつ揃そろえてくるとは大したものだ。一隻造るのに三時間かかるので、最後の船が完成したのは集合時間のほとんど直前だったのではないか。徹てつ夜やでぶっとおし働かされたロモロ老人も、ＮＰＣとはいえさぞかし疲れたことだろう。

　銅ど鑼らをじゃんじゃか鳴らしまくったのは、この場で最大の船であるギルドＤＫＢの旗き艦かんだった。船首の銅鑼は、恐らく大型船専用のオプションだろう。同じ物を用意できなかったＡＬＳの面々たちが忌いま々いましそうに眺める先で、ＤＫＢのリーダーであるリンドは右手を掲げて銅鑼を止めさせると、大声を張り上げた。

「時間だ！　それではこれより、第四層フィールドボス《バイセプス・アーケロン》の攻略を開始する！　船を使っての大規模水上戦せん闘とうは全員が未体験だろうが、恐れる必要はないぞ！　雑ざ魚こ戦で経験したとおり、モンスターの攻こう撃げきによるダメージは、そのほとんどを船が吸収してくれるんだからな！」

　……そりゃ、あんたの船はいかにも耐久値高そうだけどさあ。

　と内心でぼやくが、声には出さない。リンドは右手を高く掲げると、ぐっと握にぎり拳こぶしを作ってみせた。

「事前の会議で説明したとおり、《アーケロン》の攻撃パターンは単純だ！　二つの頭の向きにさえ注意していれば、突進攻撃を喰くらうことはない！　回かい避ひのタイミングはこの船の銅鑼で指示するから、聞き逃さないでくれよ！」

　……その情報を調べてきたの、俺たちなんだけどなあ。

　というぼやきも、もちろん吞のみ込む。こちらにも抜ぬけ駆がけで船を手に入れた負い目があると言えばあるので、前線組の一員として、偵察役くらいは甘んじて引き受けるべきだろう。

　どうせなら本番での正面突破役も押しつけてくれればいいのだが、残念ながらそれはドラゴンナイツと解放隊のものらしい。このフィールドボス戦で、俺とアスナ、そしてエギルたちに与えられたのは、ボスが背負う硬い甲こう羅らのせいでまったくダメージの通らない側面からの攻撃役だった。

「それでは、移動を開始する！　ボスが出たら、打ち合わせどおりのフォーメーションで包囲！　──ドラゴンナイツ艦隊、前進!!」

　リンドが叫び、さっと右手を前に振り下ろすと、ＤＫＢの旗艦《リヴァイアサン号》と左右の二隻せきが動き始める。負けじと、左側の船隊を率ひきいるキバオウも雄お叫たけびを上げる。

「よっしゃあ、ワシらも行くでぇ！　解放隊、全艦発はつ進し～～ん!!」

　アイアイサー、とＡＬＳの旗艦《アンリーシュ号》の船頭ならぬ操そう舵だ手しゆが櫂かいを漕こぎ、僚船もそれに続く。

「はー……ほんじゃ、こっちも行きますか……」

　俺が意気の上がらない声を出すと、隣となりのエギルがにやりと笑いながら大きな拳を突き出してきた。

「オレたちも、連中に負けてねぇとこを見せつけてやろうぜ！」

　エギル組の三人が「おう！」と叫び、アスナも無言ながら深々と頷うなずく。こうなると俺ひとりローテンションを貫つらぬいてもいられないので、微妙な角度で左手を上げ、「おー」と声を出してみたりした。




　四層フィールドボス、《双頭の古代亀バイセプス・アーケロン》は、その名のとおりの姿をした大型水すい棲せいモンスターだ。攻こう撃げきパターンは、二つの頭での嚙かみ付きと、左右のヒレでの水面叩たたき、そして全長二十メートルもの巨体を活いかした突進攻撃。

　リンドも言っていたが、嚙み付きとヒレ叩きはさして攻撃力が高くないので、いざという時はダメージを船体で吸収してもらうことは可能だ。しかし厄やつ介かいなのは突進攻撃で、直撃されれば恐らく船が転てん覆ぷくしてしまうだろう。

　リンドたちの報告によれば、転覆した船は三十秒で自動的に復元するらしい。しかしそれまでは、乗員は船体に摑つかまっていることしかできないので、そこに嚙み付きやヒレ叩きが来たら面倒なことになる。

　幸い、突進攻撃を繰くり出す数秒前には、二つの頭が揃そろって同じ方向を見る。そのプレモーションを見逃さずに亀の視界から退たい避ひすれば、突進を躱かわすことはさほど難むずかしくない。

　ジャーンジャーン、とリヴァイアサン号の銅ど鑼らが打ち鳴らされ、同時にリンドの叫び声がした。

「回避──ッ！」

　見ると、アーケロンの正面に陣取っていた四隻せきのゴンドラが、急いで左右に分かれていく。亀の左側面に貼はり付く俺も、念のためにティルネル号を後退させる。

　直後、ドラゴンめいた二本の首を高々ともたげたアーケロンが、二十メートルの巨体を猛然とダッシュさせた。

　巻き上げられた水みず飛沫しぶきがシャワーのように降り注ぎ、押し寄せる引き波が船を激はげしく揺らす。立てた櫂かいで揺れを押さえ込みながら状況を確認するが、今回も転覆した船はいないようだ。ボスのＨＰゲージはすでに半分近くまで減少し、このまま進めばあと二十分足らずで討伐できるだろう。

　移動したアーケロンを追うべく船を動かすと、右手にレイピアを握るアスナが、振り向いて言った。

「ねえ、ベータの時は、ここにはどんなボスがいたの？」

「ああ……亀は亀だけど、ゾウガメみたいなやつだったよ。やたら硬いけど動きがのろくて、あんまり苦労した記憶はないな」

「ふうん……。じゃあやっぱり、正式サービスで四層が水みず浸びたしになったのは、予定どおりのアップデートってことなのかしらね」

「そりゃそうだろう、主街区の建物も、最初から玄関が二階の高さにあったし……っと、おっとと」

　すぐ傍そばをＡＬＳの六人乗りゴンドラが猛スピードで通過し、この場で最小クラスのティルネル号を大きく揺らした。しかも追い越しざまに、

「さすがのビーターさんも今日はＬＡ取れねーな！」

　という心温まるひと言を投げかけていく。

　船が遠ざかると、船首に立つアスナが憤ふん慨がいしたように言った。

「なによアレ、フォーメーション決めたのはそっちじゃないの」

「まあまあ、ずっとサイドにいれば船はノーダメージで済むんだからさ」

　相棒をなだめつつ、再びアーケロンの左側面に船を滑すべり込ませる。

　最も攻こう撃げきが激はげしいが、与えられるダメージも大きい頭側には、ＤＫＢとＡＬＳのゴンドラが二隻せきずつ。頭ほどではないがダメージの通る尻尾しつぽ側も両陣営から一隻ずつ、というのが事前に決められた配置だ。そして俺たちとエギルたちに与えられた持ち場の両サイドは、黒光りする分厚い甲こう羅らが並ぶばかりで、さしものシバルリック・レイピア＋５もほとんどボスのゲージを削れない。

　やけっぱちのように、二連突き《パラレル・スティング》を繰くり出すアスナの後ろ姿を見守りながら、俺は頭の半分を使って考える。

　結局、造船クエストの後半部分に関しては、昨日の昼過ぎに配布開始されたアルゴ印の攻略本には掲載しなかった。理由は、やはりノルツァー将軍の強さを計りかねたことと、そして二大ギルドのライバル関係だ。

　三層のフォレストエルフ前線キャンプにて、森エルフ側でキャンペーン・クエストを進めるＤＫＢと、黒エルフ側で進めるＡＬＳは一いつ触しよく即そく発はつの事態に陥おちいった。俺の説得もまるで通じず、あわやプレイヤー対プレイヤーの集団戦が勃ぼつ発ぱつするかという場面で騎き士しキズメルが登場して、彼女の迫力でもってどうにか双方剣を収めたのだ。

　その後、話し合った両ギルドはともにキャンペーン・クエストを放棄して、攻略集団崩ほう壊かいの危機は回かい避ひされた。だが、造船クエストの後半部分は、恐らくキャンペーンと連動している。うかつに情報を公開すると、彼らが転移門で三層に戻ってキャンペーンを再開してしまうかもしれない。その結果、再び二大ギルドがあちこちで角つの突き合わせるようなことになる展開は、絶対に避さけたい。

　ゆえに俺とアスナは、アルゴとも話し合って、フォールンエルフ関連の情報は伏せることにした。しかし、リンドもキバオウも、伊だ達てに大ギルドを率ひきいているわけではない。クエストの続きを独力で発見することも大いに考えられ、もしそうなったら、俺たちにできることはもう何もない。──もっとも彼らは大人数だし、船も大型だし、見ている限りでは操そう船せんも荒っぽいので、水運ギルドの船に尾行を気付かれてクエスト中断となってしまう可能性も高いが。

　二大ギルドがライバル心剝むき出しで競っているからこそ、デスゲームの攻略がハイペースで進んでいるのは事実だろう。だが、両陣営の反目が一線を超えそうになった時のリミッターが存在しないというのは正直恐ろしい。

　求められるのは、第三の勢力か。規模は小さくても、リンドとキバオウが一目置かざるを得ないほどの発言力とリーダーシップを持つ、攻略集団全体にとっての要かなめ石いしのような存在。

　現状で、そのポジションに最も近いのは、大亀の反対側で戦っている斧おの使づかいエギルだろうか。だが彼と三人の仲間たちは、あくまでも独立遊ゆう撃げき部隊としての立ち位置を貫つらぬくつもりらしい。集団に合流するのはフィールドボスとフロアボスの攻略だけで、それ以外の時はほとんど姿を現さない。

　彼以外で要石となれる可能性があるのは、あとはもうたった一人。俺の目の前で、白銀のレイピアを閃ひらめかせる細剣使いアスナ。

　第一層のフロアボス、《イルファング・ザ・コボルドロード》と戦った直後に、俺は彼女に言った。君は強くなれる。だから、もし誰か信頼できる人にギルドに誘われたら断るな。ソロプレイには絶対的な限界があるから──と。

　その印象は間違っていなかった。それどころか、俺は彼女の実力を過小評価していた。もう少しだけこの世界に慣れ、ゲームの知識を身につけさえすれば、アスナは立派に自分のギルドを率ひきいていけるだろう。そしてそのギルドは、ＡＬＳとＤＫＢに対するバランサーの役割を、十全に果たすだろう。

　だが、ビーターである俺と一緒にいる限り、彼女も攻略集団の異物と見なされ続ける。集団と足並みを合わせず、勝手気ままに先走ってはアイテムや情報を攫さらっていくはぐれ者、という以上の評価を与えられることは決してない。

　攻略集団全体の……そしてアスナ個人のためを考えるなら、いつまでもコンビを組むべきではないのかもしれない。しかし俺は、アスナが、突出したスペックを持つシバルリック・レイピアや、スロットを実質的に一つ増やしてしまうカレス・オーの水晶瓶びんを入手したと知った時に、得も言われぬ危き惧ぐを覚え、安全を最優先したいからと言って情報を伏せさせた。

　アスナの身を案じたことは噓うそではないが、本当は、もっと大きな……そしてエゴイスティックな動機があったのではないか。

　彼女にいま以上の注目が集まり、皆のリーダーたることを求められる展開を、心のどこかで恐れたのではないか……。

「──キリト君！　ゲージ、もうすぐ赤くなるよ！」

　そんな声が聞こえ、俺は我に返った。見上げれば、小山のようなバイセプス・アーケロンの甲こう羅ら上に浮かぶ二段ＨＰゲージが、いよいよ残り少なくなっている。レッドゾーン突入と同時に攻撃パターンが変わるボスは少なくないので、念のために船を下がらせる。

　だが、メイン・アタッカーを務つとめる四隻せきのゴンドラは亀の前面に貼はり付いたまま、いっそう激はげしい攻撃を加え始めた。横に向けられた船に並ぶプレイヤーたちが次々にソードスキルを発動させ、色とりどりのライトエフェクトがアーケロンの双頭を包み込む。ＨＰゲージはみるみる減少し、残り一割を下回る──。

「……おいっ、全員離はなれろ！」

　というエギルの叫び声が、亀の甲こう羅ら越しに聞こえたのはその時だった。

　充分に距きよ離りを取っていた俺には、ぎりぎり巨大亀の全体が見えた。二本の首と前ビレ、後ろビレ、そして尻尾しつぽを、甲羅の周囲にぴったり巻き付けるようにしている。こんなモーションは初めて見るが、次に起きることを直感し、俺も叫んだ。

「やばい、回転するぞ!!」

　亀が回転したからといってまさか空は飛ばないだろうが、発生するであろう大渦巻きに吞のみ込まれれば、大型船といえども転てん覆ぷく──あるいは互いに激げき突とつしての大破は免まぬがれない。だが、エギルと俺の声を聞いても、両ギルドとも退たい避ひしない。このままソードスキルで押し切るつもりらしいが、回転準備モーション中は防御力が上がるらしく、ＨＰゲージも消えそうで消えない。

「キリト君、このままじゃリンドさんたちが！」

　アスナの鋭するどい声に、俺は覚悟を決めて頷うなずいた。

　舳へ先さきに立つ相棒に、「屈かがめ!!」と指示するや否いなや、しゃにむに櫂かいを漕こぐ。白波を切り裂いて突進するティルネル号の前方で、アーケロンが巨体にぐぐぐっと力を溜ためる。

　──もし、このまま突っ込んで美お味いしいところを持っていったら、また俺たちの悪評が高まるだろうな。

　という刹せつ那なの逡しゆん巡じゆんを、

「……知ったことか！　俺だって、このポジションを譲ゆずる気はないからな！」
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　という叫び声で吹き飛ばし、最後の一漕ぎ。

　真っ赤に熱を帯びたティルネル号の衝しよう角かくが、回転し始める寸前のアーケロンの、背中に比べれば軟らかそうな横っ腹に激突し、深々と突き破った。

　一いつ瞬しゆんの静寂ののち、背中の甲羅のあちこちから、真っ白い水蒸気が幾筋も噴ふん出しゆつした。やがて巨体はぐうっと膨ふくらみ、全体が青い光に包まれて──爆ばく散さん。

　金と通常ドロップアイテム、そしてラストアタック・ボーナスの獲かく得とく表示を見上げながら、やれやれまたやってしまったか……などと思っていると。

　舳先で立ち上がったアスナが、レイピアを左腰の鞘さやに収めながら、奇妙な目つきでこちらを見た。

「……わ、悪い。いきなり突進しちゃったけど、亀がヤバい攻こう撃げきしそうだったから……」

「それはいいんだけど。……このポジション、って何のこと？」

　そ、そりゃもちろん船頭、じゃなくてゴンドリエーレのポジションだよ。

　というゴマカシが通じたのかどうかは不明だが、アスナがそれ以上追及してこなかったのをいいことに、俺はカルデラ湖の出口へと速すみやかに船を進めた。

　フィールドボスを倒したというのに、仏ぶつ頂ちよう面づらだったり膨れっ面つらだったりしかめっ面だったりするドラゴンナイツと解放隊の間を突っ切り、サムズアップしてくるエギルたちに手を振って湖から脱出する。このまま谷川をしばらく進めば、《次の村》であるウスコという小村に辿たどり着けるはずだ。

「……そ、それにしてもさ」

　何やら考えているらしいアスナの背中に声を掛けると、少ししてから反応があった。

「え……な、何？」

「いや、大したことじゃないんだけど……この層、街から街への移動も楽じゃないなーって。いままでの層は、道をダッシュで走り抜けることもできたけど、ここは泳ぐか、船を漕こぐかしないとだからな……」

「ん……そうね。川にもたまにモンスター出てくるし……観光目的の人はロービアだけで充分満足できるでしょうけど、アルゴさんとか、どうするのかしら」

「そう言えば。さすがのあいつも、今回は主街区から出てこないかもな……」

「オレッちをナメるなヨ、キー坊」

「いや、ナメちゃいないけどさ……って、うおわあ!?」

　突然、真横から聞き覚えのある、しかしここで聞こえるはずのない声が聞こえて、俺はあわや船から転がり落ちそうになった。はずみで櫂かいを誤ご操そう作さしてしまい、ゴンドラが大きく揺れる。前席に座っていたアスナもあわわとバランスを取ってから、驚おどろき顔がおで振り向く。

　船のすぐ左側を、ティルネル号とまったく同じスピードで移動しているのは、見み紛まがうことなき《鼠ねずみ》のアルゴだった。

　泳いでいるのではない。船に乗っているわけでもない。

　しゅぴーんしゅぴーんと、水面をアメンボのように滑かつ走そうしているのだ。

「な、なんだそりゃ!?　風ふう魔ま忍にん軍ぐんのゴザルたちに弟子入りでもしたのか!?」

「ニャハハ、まさか。主街区でイイモノ見つけたのサ」

　つい～～～～と左足だけで滑すべりながら、右足を高々と持ち上げて見せる。いつものブーツの代わりに素足で履はいているのは、いかにも軽そうな木製のフローターが装着されたサンダルだ。どうやら水面を走るためのアイテムらしい。

「な……そ、そんなもの売ってたのかよ！　なら、苦労して船を造る必要なんか……」

「ところがドッコイ、これ、装備要求ＡＧＩがむちゃくちゃ高いうえに、使う時は思いっきり装備重量を減らす必要があるんだよナー。おまけにちょっとでもバランス崩くずすとひっくり返るしナ。この状態で戦せん闘とうはぜったい無理だヨ」

「へ、へええ……そのわりには、装備減ってないように見えるけど……」

　横目で眺めるかぎり、アルゴが身につけているのは、これまたいつものフードつきマントだ。さして軽量化しているようには見えない、と思ったのだが。

《鼠》は両頰ほおの三本ヒゲを動かしながらニシシと笑った。

「そう見えるカ？　もしかしたらこの下、装備ナッシングかもだゾ？」

「…………ふ、ふーん」

　思わず横目で確認しかけたが、前席から貫通属性の視線が照射され、慌ててそっぽを向く。

　もう一度含み笑いを響ひびかせるアルゴに、咳せき払ばらいしたアスナが話しかけた。

「あの、アルゴさん。次の村まで乗っていったらどうですか？　座席、ひとつ空いてますし」

「お、悪いネ。じゃあ、お言葉に甘えテ」

　そう答えるや、《鼠》はひらりとゴンドラに乗り込み、アスナの後ろの本革シートに座った。すぐさま、女性プレイヤー同士で何やらヒソヒソ話し始める。

　……まったく、二人乗りなのに実質三人乗れるとか、最初に教えてくれよなジッチャン！

　と心の中でロモロ老人に呼びかけながら、俺はゴンドラの速度を上げた。




　主街区ロービアが《水の都》だとすれば、ウスコはさしずめ《浮かぶ村》だった。

　バルサ材っぽい丸太を浮体に使った十数軒の小屋や通路、広場が三日月湖の中央に浮かび、ぎし、ぎしと絶え間なくさざ波に揺られている。ベータ時代の、なんの変哲もないさびれた小村に比べればこちらのほうが遥はるかに趣おもむきがあるが、長時間留とどまっていたら軽く船酔いしてしまいそうだ。

　もっとも、乗り物酔いは三半規管への刺し激げきで発生するので、脳に直接《揺れる感覚》が送り込まれるぶんには酔ったりしないのかもしれないが。考えてみれば、俺やアスナだけでなく、他の前線組プレイヤーたちもゴンドラで船酔いした様子はなかった。

　村の端はしにある船着き場にティルネル号を停とめ、しっかりと舫もやい綱づなをかけた俺たちは、ひとまず村の真ん中にある唯一のレストランに向かった。まだ日は高いが、フィールドボス攻略成功を祝って軽く乾杯くらいはしても許されるだろう。

　前を歩くアルゴのマントの裾すそから覗のぞく、フローターサンダルを脱いだ素足から全力で眼めを逸そらしつつ、板張りの浮き通路をしばらく歩くと、行く手に何やらトロピカルな佇たたずまいのレストランが現れる。湖に面したオープンテラスには、当然ながら他のプレイヤーの姿はない。

　真ん中の特等席に陣取り、なかなかに露ろ出しゆつ度どの高い格好をしたＮＰＣウェイトレスに飲み物と軽食を注文すると、俺は籐とう椅い子すの背もたれに体を預け、大きく伸びをした。

「はー……これでやっとこ、四層も半分攻略か……」

「やっとこって言うけど、まだ四層に来てから三日しか経たってないのよ。二層や三層の時よりハイペースだわ」

　すかさずアスナにそう指摘され、思わず「えー？」と声を出してしまう。

「そうだっけ……？　確か、四層に上ってきたのが十二月二十一日だから、二十二、二十三、二十四……あ、ホントだ……」

「オイオイ、まだボケるような歳としじゃないダロ、キー坊」

　今度はアルゴが突っ込みを入れてくるので、ニヤリと笑いながら言い返す。

「いや、解わからないぞ？　もしかしたらリアルじゃ、定年後の趣味がＭＭＯＲＰＧなお爺じいちゃんかもだぜ」

「ならキー坊じゃなくてキー爺って呼ばないとナ」

「……すみません、勘かん弁べんしてください……」

　などと緊きん張ちよう感かんのないやり取りをしているあいだに、大ぶりなカクテルグラスに注がれた色鮮あざやかな飲み物が届く。グラスをかちんと打ち合わせ、ライチっぽい香りのする冷たいジュースをごくごく半分以上も飲んでから、もう一度長々と息を吐く。

　ここで軽く食事をしたら、もう今日はこのまま隣となりの宿屋で寝てしまいたい気もするが、そういうわけにもいかない。ぶるぶる頭を振り、気分を入れ替えてから口を開く。

「もうしばらくしたらＤＫＢやＡＬＳも追いついてくるだろうから、その前にこの村で受けられるクエスト全部受けて、簡単そうなやつは進めておかないとな……」

　主街区ロービアの、《昔せき日じつの船せん匠しよう》以外の単発クエストは、昨日ほかのギルドが船を造っているあいだにあらかた片付けた。おかげでかなり経験値を稼かせげたが、何せ適正値をかなり上回ってしまっているので、レベルアップにはもう少しだけ足りない。この村のクエストを二、三個クリアすれば届きそうなので、寝る前に上げてしまいたい──という、ゲーマーとして実に正しい欲求に基づいた発言だったのだが。

　アスナとアルゴは、ちらりと顔を見合わせると、順番に口を開いた。

「エギルさんたちは解わからないけど、大ギルドの人たちは、今日は主街区に戻るらしいわよ」

「だから、あんまり焦あせってこの村のクエストを進める必要はないゾ、キー坊」

「へ……？　彼ら、主街区に戻るの？　クエストやり残してるからか？」

　ぱちくりと瞬まばたきする俺に、二人は何やら微妙な視線を向けてくる。

「……キリト君、やっぱり誘われなかったのね」

「…………誘われるって、何に？」

「……イヤ、がっかりする必要はないゾ、キー坊。こうしてオイラたちが一緒にいてやってるんだからナ」

「…………がっかりするって、何で？」

「あのナ、オマエ、さっき今日は何日だって言っタ？」

「え……十二月、二十四日だろ？」

　何げなく答えてから、待てよと眉まゆを寄せる。そういえば数日前、この日が何かの日だったような気がしたようなしないような。十二月二十四日……というのはつまり、二十五日の前日であり、すなわち、そう、なんとかイブ…………。

「え…………ま、まさか、クリスマなんとかいうやつ……？　そのせいで、ＤＫＢとＡＬＳが主街区に戻ったってのか？　ていうか、もしかして、あいつらがやけにフィールドボス攻略を急いだのもそのせいなのか？」

　愕がく然ぜんとしながらそう問いかけると、二人の女性プレイヤーは、気の毒そうな表情のままこくりと頷うなずいた。

　続いてアスナが口にしたのは、まさしく驚きよう天てん動どう地ちなひと言だった。

「うん。あのね、今夜、二つのギルド合同で、クリスマス壮行会っていうのがあるんだって」

「…………な…………ご…………合同って…………あいつら…………な…………な…………」

　なんじゃそりゃあああああ、という俺の絶叫はソニック・ウェーブとなって湖を引き裂き、ウスコの村に震度７レベルの揺れをもたらした。




　のちに聞いた話では、くだんの《クリスマス壮行会》なるものは、二十四日の夕方五時から四層主街区ロービアの転移門広場で開催された、参加費無料で飲み放題食べ放題という太っ腹なイベントだったらしい。

　掲示板やチラシを使った大々的な告知等はなかったが（あったらさすがに俺も気付いていただろう）、口コミで知った前線組以外のプレイヤーたちが二百人近くも参加し、初のプレイヤー主しゆ導どう型がた大規模イベントであるということと、天候パラメータのイレギュラーな変動もあって、大いに盛り上がったのだそうだ。主催者が用意した料理の他にも商人プレイヤーたちが色々な食べ物の屋台を出し、中には武器修理の看板を出している新人鍛か冶じ屋やの女の子までいたというから驚おどろきだ。

　もともとの発案はＡＬＳ側で、クエストをこなすあいだに山ほど溜たまったカニ肉だのエビ肉だのクマ肉だのの活用法を話し合っているうちに出たアイデアだったようだ。クリスマス会という名目で一般プレイヤーに大おお盤ばん振ぶる舞まいし、ギルドの評判を高めると同時に新規加入希望者を募つのろうという目論もくろ見みだった──のだが、それを察知したＤＫＢ側も類似のイベントをぶつけようとして、転移門広場の場所取りで揉もめに揉めたあげく、二大ギルドの共同開催で手打ちになったという経けい緯いらしい。




「……まあ、連中が共同でイベントをやろうってんなら大いに喜ばしいけどさ……壮行会ってネーミングはどうなのかなぁ……それ、試合とか、新天地とかに行く人を激げき励れいして送り出す、みたいな意味だろ……迷宮区攻略に送り出される側が壮行会を主催するとか、ちょっと図ずう々ずうしいよなあ……」

　と、ライチジュースをちびちび啜すすりながら重箱の隅すみをちくちくつついていると、気の毒がるような面おも白しろがるような顔をしたアスナが、いつになく角かどの取れた声で言った。

「キリト君だって前線組の一員なんだから、クリスマス会に誘おうって言った人もいなかったわけじゃないみたいよ？　でも、ＡＬＳの一部から、なんでいつもＬＡボーナスを持っていく奴やつにタダで飲み食いさせてやらなきゃいけないんだっていう意見が出て、わざわざ誘う必要はないって結論になっちゃったんだって」

「……ちなみに、アスナさんはその話、誰から聞いたんスか？」

「フィールドボス攻略会議の時に、ＤＫＢのシヴァタさんから。あとでキリト君に謝あやまっておいてほしいとも言ってた」

「……ふうーん」

「わたしだけなら来てもいいとも言ってたけど」

「……ふううーん」

「他の人たちからも、インスタント・メッセージがたくさん来てたけど」

「……ふううう～～ん」

「ちなみに、エギルさんたちも、主街区には戻るけどクエストが溜まってるから壮行会は不参加だって。だから、そんなに拗すねなくてもいいのよ」

「す、拗ねてない！　ソロプレイヤーにはクリスマスなんか関係ないもんね」

「……ふううぅぅ～～～～ん。君って、ソロのつもりだったんだ」

　などという俺とアスナのやり取りを黙だまって聞いていたアルゴが、不意にニッヒヒヒと妙な笑い声を漏もらした。

「……な、何だよ」

「イヤイヤ、何でもないヨ。さて、オイラはそろそろ主街区に戻るかナ」

　そう言うやするりと椅い子すから立ち上がるので、驚おどろいて訊たずねる。

「え……もう？　こんなに早く戻るなら、なんでわざわざこの村まで来たんだよ？」

「そりゃモチロン、クエストとか店売りアイテムのデータを集めるためだヨ。壮行会のほうも、いちおう覗のぞいておきたいしナ。じゃあまたナ、アーちゃん、キー坊」

　短く手を振ってから、にまっと笑って付け加える。

「おっと、忘れてタ。メリークリスマス」

「メリークリスマス、アルゴさん。気をつけてね」

　というアスナの挨あい拶さつと、

「め……メリクマ」

　という俺の、少々間違っている気がしなくもない短縮形にもう一度手を振って答えると、情報屋はあっという間に姿を消してしまった。

　少しして、アスナがぽつりと言った。

「……ほんとは、アルゴさんこそ、真っ先にクリスマス会に招待されるべきなのにね」

「そうだな。しかも最上級ＶＩＰ待遇でな」

　頷うなずき、ジュースを飲み干す。

　いまごろアルゴは、次の攻略本に載のせるために、ウスコの村に数軒ある商店やクエストＮＰＣの情報を集めているのだろう。そんな圏内での地道な努力や、圏外での危険な活動さえ厭いとわないアルゴの情報屋魂だましいが、デスゲームの攻略を縁えんの下で支えているのだ。

　しかし、二大ギルドに所属するプレイヤーでも、《鼠ねずみ》のアルゴという名前に嫌けん悪お感かんを示す者は少なくない。誰もが大いに世話になっている攻略本の作製と販売も、元ベータテスターならそれくらいの貢献はして当たり前と思われている節がある。

　その原因が、売れる情報は何でも売るし安売りは一いつ切さいしない、というアルゴの露ろ悪あく的なポリシーにあることは否定できない。仮に何者かが、今日俺たちがアルゴと交かわした会話の内容を知りたがれば、彼女は売るはずだ。それゆえアルゴと話す時は、友人であるつもりの俺とても、発言にフィルターをかけねばならないのだ。

　なぜ、敢あえて悪評を招くようなポリシーを貫つらぬいているのか、俺は知らない。その理由すらも、売れと言えば売るだろう。とんでもない高値を吹っかけられるに違いないが、いつかきっと買ってやる、と心の奥底で誓ちかいながら、俺は空からになったカクテルグラスをテーブルに置いた。

「さて……これからどうす……」

　何げなくそう口にしてから、ひとつ確認しておくべきことがあると思い至る。

「あ、いや、その前に。……行きたいなら、俺は別に構わない、ですよ？」

　途と端たん、暫ざん定てい的パートナーがきょとんとした顔をするので、もう少し言葉を重ねる。

「つまり、その……主街区のクリスマス壮行会、アスナはちゃんと誘われたんだから、もし俺に気兼ねしてるなら、その必要はないですよ、という……」

「なんだ、そんなこと」

　のひと言で俺の申し出をばっさり切って捨てると、アスナはふんと鼻を鳴らして続けた。

「こっちこそ、お気き遣づかいなく。最初から行くつもりなんてなかったから。大げさなパーティーとかあんまり好きじゃないし」

「そ、そうですか。そんじゃ……ええと……」

　夜までにこの村のクエストを二、三個片付けて、レベルを上げよう。

　という行動案を具申する直前で、俺はいったん口を閉じた。

　こちらはクリスマス・イブなどという代しろ物ものにさしたる思い入れはないが、アスナもそうだとは限らない。今日が何の日かちゃんと知っていたようだし──凄すご腕うでの細剣使いである以前に、年若い女の子であるわけだし。恐らく。

「……ええと、ここで、やってみます？」

「何を？」

「だから、その……クリスマス会っぽいものを」

　すると細剣使いは、まじまじと俺の顔を眺めてから、複数の応答をシミュレートするような気配を眉み間けんのあたりに滲にじませた。

　やがて選択されたのは、ぷいっとそっぽを向くというパターンだった。

「い、いいわよ別に、そんなのしなくても。わたし、何も用意してないし……それに、こんな南の島っぽい村じゃ、クリスマス気分も盛り上がらないでしょ」

　という文句を、天候制御システムが聞きつけたわけでもあるまいが。

　不意に、フィールドに満ちる午後の陽光が薄うすれた。青く輝いていた上層の底が、薄い灰色に煙る。湖を渡ってきた冷たい風が、アスナの長い髪を揺らす。

「……えっ、噓うそ……」

　という囁ささやき声ごえに、俺は相棒の視線を辿たどった。

　すると、曇くもり空ぞらから音もなく落下してくる、小さな白点が見えた。

　風に乗って、オープンテラスの屋根の下に彷徨さまよい込んできたそれを、レザーグローブを嵌はめた左手で受ける。小さな白い粒は、仄ほのかな冷気を俺の掌てのひらに伝えてから、ふわりと溶けて消えた。

　また一つ、もう一つ。やがて、数え切れないほどの白点が舞まい降りはじめる。

「……雪、かよ……」

　呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。確かにいまは十二月だが、これまでアインクラッドで雪が降ったことは一度もなかった。それどころか、冬らしい寒さを感じたことさえほとんどなかったのだ。

　デスゲームに囚とらわれる前に読んだＳＡＯの紹介記事に、フロアによっては現実世界の季節を再現する、と書いてあったような記憶はある。しかし、四層がそうだというわけではあるまい。恐らくこの雪は、クリスマス限定の、いわば《天候イベント》なのだ。

　周囲の浮き小屋の、いかにも南国っぽい干し草葺ぶきの屋根が、たちまち白く染まっていく。ＮＰＣの子供たちが、歓かん声せいを上げながらすぐ傍そばの通路を走り去る。

　南の島が雪景色に変わるさまを呆ぼう然ぜんと眺める俺の耳に、吐と息いき混じりの掠かすれ声ごえが届いた。

「何よ、もう…………」

　視線を戻すと、アスナは大きく広げた両眼めで降り続ける雪を見上げていた。その表情からは、内心を窺うかがい知ることができない。

　しかし少なくとも、ライトブラウンの瞳ひとみを小さな白い光が次々と流れていくさまはとても美しかったので、思わず見入ってしまう。しばらくして俺の視線に気付いたのか、アスナは何度か瞬まばたきすると小声で言った。

「…………せっかくクリスマスのこととか考えないようにして、主街区からも逃げてきたのに、こんなのずるいわ」

「え……考えないようにしてた、って……ちょっと待ってくれ、確か……」

　指先で左右のこめかみを押しながら、約二週間前の会話を記憶の奥底から引っ張りだす。

「……二層の迷宮区を攻略してた頃に、クリスマスには雪が降るかも、みたいなことを言ってなかったっけ？」

　するとアスナは、少し恥ずかしそうに唇を尖とがらせた。

「よく覚えてるわね、そんなこと。……その時はそう言ったかもしれないけど、でも、こんな状況なんだから、クリスマスを楽しみにしてる場合じゃないでしょ。パーティーなんかする暇ひまがあったら少しでも攻略を進めるべきだし、だいたいあなた、今日になっても何も言わなかったじゃないの」

「へ？　何もって……何を……？」

　そう訊たずねた途と端たんに、じろりと睨にらまれてしまう。

「クリスマス会をするつもりなら、数日前にはそう言ってくれなきゃ用意できないでしょ。逆に言えば、当日まで何も言われなければ、そういうのするつもりはないんだって判断するしかないじゃない」

「へ？　用意って……」

　何の？　という言葉を辛かろうじて吞のみ込む。これは訊きくまでもない。クリスマス会の三大必須要素と言えば、チキン、ケーキ、そして交換用プレゼントだ。前の二つはＮＰＣショップでも何とかなるが、プレゼントはそうはいかない。

　もちろん俺のストレージには、アスナにあげられるような気の利きいたアイテムは何一つ入っていないわけで、この状態でクリスマス会の提案をするとは軽はずみにもほどがある。

　いや、もしかしたらアイテム欄らんの隅すみ々ずみまで探せば、思わぬ逸いつ品ぴんが見つかるということも……と往おう生じよう際ぎわの悪い考えが頭を過よぎるが、それでは意味がないのだ。数分前に、アスナが口にしていた「何も用意してないし」という言葉はクリスマス・プレゼントのことだと思われるので、完かん璧ぺき主義な彼女の性格からして、ストレージから余り物を適当に見つくろうようなプレゼント交換は甚はなはだ不本意だろう。

　だいたい、直前の言葉をよく吟ぎん味みすれば、アスナが主街区の大がかりなパーティーから逃げたり、クリスマスよりゲーム攻略のほうが重要だと自分に言い聞かせねばならなかったのは、俺が何も言わなかったからだというのは明白ではないか。

「…………悪かった。ごめん」

　思考がそこに至った瞬しゆん間かん、俺は自然にそう口にしていた。

「え……べ、別に、謝あやまらなくてもいいわよ」

　驚おどろき顔がおになるアスナに、深く頭を下げつつ続ける。

「いや、二層でクリスマスのこと話題に出したのに、この層に来てから忘れるとか、自分でも酷ひどいって思うよ。こんな日くらいは、攻略から離はなれてもよかったのにな……」

「……なんだか、調子狂うわね」

　苦笑混じりの声が聞こえ、恐る恐る顔を上げる。するとアスナは、あまり怒っているようには見えない表情で、軽く肩をすくめてみせた。

「あのねえ、どうしてもクリスマス会がしたいなら、わたしから言い出してもよかったのよ。でもそうしなかったんだから、あなたが謝る必要はないわ。こうして、雪景色が見られただけで充分」

　その言葉に、俺は再び村の様子を見る。しんしんと降り続ける雪は、いつのまにか五センチ近くも積もっていて、まるでウスコの村全体が仄ほの白じろく発光しているかのようだ。

　確かに旅情を感じさせる光景ではあるが、このアインクラッド全体に雪が降っているのなら、もっと美しい雪景色があるのではないか。それこそ主街区ロービアの華やかな街並みに雪化粧は映はえるだろうし、深い森に囲まれた三層主街区ズムフトや、岩山の中にある二層主街区ウルバス、あるいは一層のはじまりの街だって、雪景色はさぞかし見み応ごたえがあるに違いない。

　しかし、転移門を使えば簡単に移動できるそれらの街も、いまは遥はるかに遠い。ここから四層の主街区に戻るには、直径十キロメートル近いフロアを半分近くも移動しなくてはならないし、そもそも転移門広場には、クリスマス壮行会の準備をするＤＫＢとＡＬＳのプレイヤーたちがわんさかいるだろう。とてもそんなところに今更のこのこ顔は出せない。

　あとはもう、この四層のどこかに、ホワイト・クリスマスが似合いそうな場所を探すしかないが……。

　と、そこまで考えた俺の脳裏に、とある光景が映し出された。

　ベータテスト時代に訪れた場所。広大な砂と岩ばかりの荒野ににょっきり突き立つ、埃ほこりっぽい建物。しかしいまは、乾いた荒野などというものは四層のどこにも存在しないはずだ。それに、そう、あの場所にはきっと──。

「…………あの、アスナ」

「なに？」

　小さく首を傾かたむける相棒に、躊躇ためらいを振り切って提案する。

「かたちのある物じゃないんだけど……罪滅ぼしに、ひとつ、プレゼントしたいものがあるんですが……」

「…………」

　大きな瞳ひとみでしばしこちらを熟じゆく視ししてから、アスナは小声で答えた。

「……まあ、くれるっていうなら。でも、お返しは期待しないでよね」




　雪に覆おおわれたウスコの村で消耗品の補給と、いちおうクエストの受領を済ませた俺たちは、降りしきる雪の中を、再びティルネル号で漕こぎ出した。

　現実世界で同じ真ま似ねをしたら、寒いわ、視界は悪いわ、船の中に雪が積もるわで大変なことになるだろうが、こちらでは視界だけが少々阻害されるくらいで航行に問題はない。夕暮れ近づく三日月湖を横切り、水路となる川に出ると南を目指す。

　クリスマス・イブだからか、はたまた雪が冷たいからか、川にはモンスターの気配がまるでなかった。これ幸いとスピードを出し、凪ないだ水面を滑すべるように進んでいく。

　やがて彼方かなたに、灰色に霞かすむ巨大な塔がうっすらと姿を現す。上層の底まで伸び上がるそれは、第四層の最南部にそびえ立つ迷宮区タワーだ。まだ三キロ以上も離はなれているが、最上階に潜ひそむフロアボスの威圧感がヒリヒリと伝わってくるような気がする。

「……まさか、あそこに行くつもりじゃないわよね？」

　座席に座るアスナが振り向いてそう言うので、俺は慌ててかぶりを振った。

「ち、違うよ。目的地はこっちのほう」

　そう言いながら、前方で二ふた股またに分かれている川を、南東方向に進む。

　やがて、左右に高くそびえ立つ断だん崖がいの色が、少しずつ変わり始める。黒ずんだ玄げん武ぶ岩がんふうの岩肌には細かい平行線が密に刻まれていて、まるで彫刻作品のようだ。次々に現れる分岐を、表示させたままの全体マップとベータ時代の記憶を頼りに、右へ左へと選択していく。

　ウスコの村を出てから、一時間ほども経たったその時。いよいよ薄うす暗ぐらくなってきた谷間の行く手を、真っ白い壁かべが塞ふさいだ。

「ちょっと、行き止まりよ！」

　アスナが前を指さして叫ぶが、俺は櫂かいを漕ぐ両腕にいっそう力を込める。

「大丈夫、あそこが目的地だ！」

「で、でも、先がぜんぜん見えないわ。もし壁があったら……」

「平気平気！　ただの霧きりだよ……いや、ただの、じゃないかな」

　訝いぶかしそうな顔をするアスナにニヤリと笑いかけた直後、ティルネル号は真っ白い濃のう霧むの中に突入した。

　たちまち、ほんの二メートル先に座るアスナの背中さえもぼんやりとしか見えなくなる。大きく息を吸い込むと、湿った冷気の奥に、爽さわやかな森の香りが感じられる気がする。

「あっ……!?　この霧きり、もしかして……！」

　そんな叫び声が聞こえた、その瞬しゆん間かん。

　噓うそのように霧が晴れ、視界が一気に開けた。

　バイセプス・アーケロンと戦ったカルデラ湖よりも何倍も広い、円形の湖。降りしきる雪が、水面の大部分を白く染めている。俺は櫂かいを水から上げた状態で止め、船が惰だ性せいで進むに任まかせる。

　白銀の世界を無音で滑すべっていくティルネル号の行く手に、やがて、黒々としたシルエットが姿を現した。

　湖の中央に屹きつ立りつするのは、厳いかめしくも壮そう麗れいな姿をした城……いや、砦とりでだ。分厚く雪を被かぶった大屋根からは、高さの違う四本の尖せん塔とうが鋭するどくそびえ、その先せん端たんには三角の旗が掲げられている。漆しつ黒こくの布地に浮かぶのは、角つの笛ぶえと曲刀を交差させた紋章。

「……あの旗……ダークエルフの……!?」

　そう叫んだアスナの声は、驚おどろきと期待をはらんで掠かすれていた。

　この場所にダークエルフの砦が存在することを、知らなかったわけではない。

　ベータテストの時は、ここを訪れることでエルフ戦争キャンペーン・クエストが再開され、三層と同じように連続ものの小任務が幾つか与えられたあと、長めのダンジョンをクリアして次層に続く、となったはずだ。

　だが正式サービスでは、すでに俺の記憶とは大きなズレが生じている。フォールンエルフが主街区の水運ギルドと手を組んで行った、木材の大量購こう入にゆう。そしてその作戦を指揮している、ノルツァー将軍なる男の存在。全て、ベータ時代にはなかったものだ。

　ゆえに俺は、関連しそうな情報を可能な限り収集してからこの砦を訪れようと思っていた。しかし考えてみれば、フロア到達四日目で早くもフィールドボスの巣が突破されている以上、迷宮区の攻略が開始される時期も、二層や三層よりかなり前倒しされるはずだ。現状でエルフ戦争クエストを進めているのは、最前線組では恐らく俺とアスナだけなのだから、あまりのんびりしていると二大ギルドに置いていかれてしまう。

　──という理屈は、しかし単なる言い訳かもしれない。俺はただ、相棒にこの光景を見せたかったのだ。

「…………きれい……」

　少しずつ近づいてくる、雪化粧した城を見上げながら、アスナが呟つぶやいた。

「現実世界で見た、どんなお城よりも綺き麗れい」

「……それって、某有名テーマパークの？　それとも、ヨーロッパあたりの本物……？」

　恐る恐るそう訊たずねたが、アスナはにっこりするだけで教えてくれなかった。

　城といえばファンタジーＲＰＧの定番だが、思い返せば、アインクラッドでこれほど城らしい城はここが初めてかもしれない。ベータ時代も建物のデザインはほぼ同じだったが、周囲がからからに乾燥した荒れ地か、清らかな湖水かで印象は段違いだ。それが、粉雪舞まい散るクリスマス・イブであればなおさら。

　ダークエルフ陣営の城じよう塞さいは、壁かべが白っぽい石積みで、急傾斜の屋根は灰色のスレート葺ぶき。無数のアーチ窓からはオレンジ色の光が零こぼれ、藍あい色の宵よい闇やみと見事なコントラストを醸かもし出す。建物は周囲の陸地とは完全に切り離はなされていて、正門からまっすぐに延びる大おお桟さん橋ばしには、十人乗りクラスの黒いゴンドラが何隻せきも係留されている。

　桟橋の先せん端たんに掲げられた、青みがかった光を放つランタンに導みちびかれながら、俺はティルネル号を空いているスペースへと滑すべり込ませた。いまのところ、警けい報ほうが鳴ったり番兵が駆かけつけてくる様子はない。

　櫂かいを収納し、石積みの桟橋に飛び移ると、すっかり慣れた手つきで相棒が投げてくる舫もやい綱づなを受け取り、青銅製の係留柱に固定する。船を降りるアスナに手を貸してから、大桟橋の中央まで歩き、見上げる。

　まだ正門は遠く離れているが、城は堂々たる威容で俺たちを出迎えた。最も高い尖せん塔とうの天てつ辺ぺんまでは五十メートルほどもあるだろうか。三層主街区にそびえていた巨大バオバブに勝まさるとも劣らないスケールだ。

　左右に連なる大屋根や、無数の庇ひさしに積もった雪にオレンジ色の窓灯あかりが照り映える幻想的な光景に見入っていると、隣となりから小さな声が聞こえた。

「……ありがとう。とっても素敵なプレゼントね」

「や、まあ……そう言ってもらえると、フロアの端はしっこ近くまで船を漕こいだ甲か斐いがあるけど……」

　そこでいったん言葉を切り、ちらりと隣を見て、俺はニッと笑ってみせた。

「プレゼントは、まだ半分なんだよな」

「え……？」

　小首を傾かしげるアスナの背中を軽く押し、一緒に歩き始める。少し考えれば解わかることなので、勘かんのいい相棒を驚おどろかせようと思ったら急がねばならない。

　桟橋の先には、黒光りする幅広の板材を分厚い鉄板で留めた巨大な正門がそびえ立ち、その両側をエルフにしては大柄で重武装な衛えい兵へいが守っていた。彼らが掲げる、驚おどろくほど長い斧ふ槍そうをちらりと見上げてから、意を決して歩み寄る。

　門から五メートルのところまで来た瞬しゆん間かん、

「止まれ！」

　と右側の衛兵が叫び、

「ここは人族の立ち入ってよいところではない！」

　と左側の衛兵が続けると、二人同時に斧槍を音高く交差させた。

　ベータ時代と同じ台詞せりふであることに内心でほっとしながら、ベルトポーチの中に実体化しておいたものを取り出し、高く掲げる。

「俺の名前はキリト！　城主に目通り願いたい！」

　──というような口上は恐らく必要ないのだが、雰囲気作りの一いつ環かんとして、気恥ずかしさを押し殺して叫ぶ。

　二人の重装衛えい兵へいは、俺が提示した、城の旗と同じ印章が押された封ふう蠟ろうつきのスクロール──三層のダークエルフ野営地司令官がくれた紹介状を見ると、ガシャッと斧ふ槍そうを垂直に戻した。

　直後、巨大な正門が、地じ響ひびきのような音を立てながら左右に開いていく。ほっと息を吐き、アスナを促うながして城の中へと踏ふみ込む。

　途と端たん──。

「わあ…………!!」

　という歓かん声せいが、相棒の口から零こぼれた。

　城の前庭は、まるで一いつ幅ぷくの名画ででもあるかのような美しさで俺たちを出迎えた。粉雪を被かぶった植木や生け垣、鋳ちゆう鉄てつの柵さくがランプの灯あかりに照らされ、きらきらと輝いている。足跡ひとつついていないアプローチの奥には城館の大扉が見えるが、踏み込むのが躊躇ためらわれるほどだ。

　しかし、背後の門が再び閉じ始めたのをきっかけに、足を前に出す。ウエハースのように湿り気のない仮想の雪を踏み締しめながら前庭を通り抜け、正面のエントランスへ。

　ベータ時代と同じなら、ここからはもう城の中を自由に歩き回れるはずだ。大食堂や各種の商店、ちょっとしたダンジョンと化している地下室など実に探検しがいのある場所だが、最初の目的地は決まっている。

　大扉を開け、中に入ると、再びアスナが嘆たん息そくした。

　赤い絨じゆう毯たんの敷しかれたメインホールの中央では、大理石の噴ふん水すいがきらきらと水面を揺らしている。その奥には大階段、右と左にも広い通路。どこからともなく聞こえるバイオリンの音色に乗って滑すべるように歩くのは、すっかり見慣れたＮＰＣダークエルフたち。しかし三層の野営地と違って、武装している者はごく少ない。

「……プレイヤーは、いないみたいね……」

　と呟つぶやいたアスナは、すぐに納得したかのように頷うなずいた。

「それはそうよね。湖に入る前に通った霧きり、あそこで一時的インスタンスマップに切り替わったんでしょ？」

「ご明察。ここじゃ絶対に俺たち以外のプレイヤーには出くわさないから、笑おうが叫ぼうが歌を歌いまくろうが自由だぜ」

「し、しないわよそんなこと。それより、早く、あちこち見てまわろうよ」

　尖とがらせた口をすぐに綻ほころばせ、アスナが俺の右袖そでをくいくい引っ張った。

「いいけど、最初の行き先はもう決めてるんだ。こっち」

　フーデッドケープの裾すそを引っ張りかえすと、俺は通路を右に進んだ。

　ダークエルフの城じよう塞さい、その名も《ヨフェル城》は、大小四本の塔をコの字型の館やかたが繫つなぐ構造となっている。基本的に、城の右側には駐ちゆう屯とんする兵士の、左側には城主一族や使用人たちの部屋があるが、俺が目指しているのは城館に囲まれた中庭だ。

　兵士たちとすれ違いながら通路をしばらく歩き、角を左に曲がる。正面に見えてきた小さな扉に近づくと、そっと開ける。

　再び外に出た俺たちを待っていたのは、前庭ほど煌きらびやかではないが、どこか神秘的な空気に満たされた場所だった。黒っぽい小さな花をつけるイバラの生け垣が迷路のように行く手を遮さえぎり、先を見通すことはできない。

　青白いランタンの灯あかりを頼りに、雪の積もった石畳を進む。よく見ると、通路の真ん中には、誰かの足跡がうっすらと残っている。アスナと顔を見合わせ、降り積もる雪がいまにも消してしまいそうな足跡を追いかける。

　イバラの迷路を通り抜けた先には、立派な針しん葉よう樹じゆに抱かれた美しい庭園があった。

　樹きの周囲には、レンガ積みの花か壇だんと青銅のベンチが交互に設置されている。張り出した枝が雪を遮るせいで、庭園の入り口からは地面に足跡は残っていない。

　しかしもう、それは必要なかった。

　立ち尽くす俺とアスナの視線の先には、ひとつのベンチにひっそりと腰掛ける、華きや奢しやな人ひと影かげがあった。

　俺たちのいる場所からはほとんどシルエットにしか見えなかったが、近づいて顔を確かめる必要も、恐る恐る声を掛ける必要も、視線をフォーカスさせてカラー・カーソルを表示させる必要すらなかった。

　引き寄せられるように一歩踏ふみ出した途と端たん、こちらに気付いた人影が、ベンチから立ち上がるやいなや、突進系ソードスキルもかくやという勢いで花壇を飛び越えてきたからだ。

　すとんと軽やかな音を立てて目の前に着地した誰かは、大きく両手を広げると、俺とアスナを同時に引き寄せた。

「キリト！　アスナ！」

　耳みみ許もとで、しっとりとした懐なつかしい声が響ひびく。

　エリートクラスのＳＴＲを全開にした強烈な抱き締しめ攻こう撃げきに耐たえながら、俺は言った。

「久しぶり、キズメル」
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　俺が解放されてからも、アスナはダークエルフの女性騎き士しと五秒以上も抱き合いつづけていた。

　ようやく体を離はなすと、右手の指先で目め尻じりをそっと払ぬぐい、混じりけのない笑顔を浮かべる。

「……またすぐに会えるって信じてたけど……こうして本当に会えて、凄すごく嬉うれしい」

　アスナの言葉に、キズメルも笑顔で頷うなずいた。

「私もだ。《霊れい樹じゆ》を通ってこの城に来てからというもの、いつもお前たちのことを考えていたような気がするよ」

　嚙かみ締しめるように囁ささやくダークエルフ騎士の雰囲気が、以前と少し違うような気がする理由はすぐに解わかった。ほっそりとした体を包むのは濃こい紫色のロングドレスだけで、鎧よろいもサーベルもマントも身につけていないからだ。

　三層の野営地では、自分の天幕にいる時以外はほとんど武装を外さなかったのに……などとぼんやり考えていると、視線をアスナから俺に移動させたキズメルが、笑顔のまま言った。

「それにしても、よく私がここにいると解ったな。二人とも、この城は初めてだろう？」

「あ、ああ……。──なんとなく、かな」

　そう答えるしかなかったが、本当はベータテスト時代のこの場所が妙に印象深かったからだ。当時はイバラの迷路など存在せず、埃ほこりっぽい石畳の真ん中に枯かれ木きが一本ぽつんと立っているだけだったが、いかにも何かありそうで結局なんでもなかったことが逆に記憶に留とどまる要因になったらしい。

　俺の返事に笑みを深めたキズメルは、頭上に枝葉を広げる大振りな針しん葉よう樹じゆを見上げた。

「……このジュニパーの樹きからは、妹が好きだった精油が取れるんだ。そのせいか、ついここに来てしまってな……」

「へえ……」

　俺も樹を見上げ、鼻から空気を胸いっぱいに吸い込んでみる。すると確かに、清涼感のあるウッディーな香りが感じられる。

「これ、ジュニパー……セイヨウネズの樹なのね」

　同じように香りをかいだアスナが、博識ぶりを披ひ露ろうした。

「わたしたちがいた世界では、薬の他に、お酒の香り付けにも使うのよ」

「ほう、そうなのか。いつか試してみたいな……。──ともあれ、二人とも、よく来てくれた。《天てん柱ちゆうの塔》の守しゆ護ご獣じゆうを、首尾良く突破できたのだな」

「ああ。野営地の司令官が、毒に気をつけろって教えてくれたおかげだよ」

　俺の言葉に、キズメルは深々と頷うなずいた。

「うむ、彼は信頼に足る男だ。私も早く、三層に留まっている先せん遣けん部隊に合流したいのだがな……」

　ちらりと自分の着ているドレスを見下ろし、軽く眉まゆをひそめる。しかしすぐに笑顔を取り戻すと、アスナの背中をぽんと叩たたく。

「さあ、城の中に戻ろう。ここまで船を漕こいできたのなら、腹が空すいただろう？」

「ええ、とっても」

　そう答え、キズメルと並んで歩き出すアスナを追いかけながら、

　──漕いだのは俺なんだけどなあ。

　と、心の中で呟つぶやかずにはいられない俺だった。




　ヨフェル城の大食堂は、記憶と同じ、城の西翼よく二階に存在した。

　扉を開けると、食欲をそそる香りと賑にぎやかな談笑に加えて、落ち着いた弦楽器の音色が溢あふれ出してくる。その全てがベータ時代よりグレードアップしていて、思わずきょろきょろと部屋中を見回してしまう。

　規則正しく配置されたテーブルで夕食を摂とっているのは、ほとんどがレザーアーマー装備の兵士たちだが、長いローブを着たどう見ても魔ま法ほう職しよくっぽい集団や、幼い子供たちの姿まである。しかし確か、浮遊城アインクラッドが生まれた時に、魔法の力は全て失われてしまった──という設定だったはずだ。

　ローブ集団に向けられた俺の視線に気付いたのか、空きテーブル目指して歩いていたキズメルが、顔を寄せてひそっと囁ささやいた。

「彼らは聖せい大たい樹じゆに仕つかえる神官たちだ。秘ひ鍵けん回収任務を監督するために、九層の王城から派は遣けんされてきたのだ」

「神官……」

　アインクラッドでは耳慣れない単語を脳内検索するが、これもベータ時代に出てきた記憶はない。どんな連中なのか、あとでしっかり調べておくこと──と心のメモ帳に書き込んでいると、今度はアスナが小声で訊たずねた。

「あの子たちは？」

「ああ、城主の子供たちさ。皆いい子だよ……」

　微ほほ笑えみながらそう答えたキズメルは、奥まったテーブルに俺たちを案内した。

　ＮＰＣのメイドさん──もちろんダークエルフだ──が運んできたのは、スープと前菜から始まる立派なコース料理だった。しかもメインディッシュは鶏とりのローストで、隣となりに座るアスナと二人、顔を見合わせてしまう。

　エルフにクリスマスを祝う習慣はないと思われるが、それっぽい料理が並んだのは、もしかしたらイベントの一いつ環かんなのかもしれない。

　とはいえさすがにケーキまでは出てこなかったものの、すぐ傍そばの大きな窓から真っ白く雪を被かぶった中庭のジュニパーを眺められるおかげで、クリスマス気分はたっぷりと味わえた。

　食事中の主な話題は四層の特徴である水路についてで、とくにキズメルのお気に召したらしいのは、往おう還かん階段から主街区まで浮き輪で泳いだ話と、船の素材を入手するために火炎熊ぐまと戦った話だった。

　会話しながらそれとなく訊たずねてみたところ、やはりダークエルフも生きている樹きを伐きることはしないが、その理由は禁きん忌きに縛しばられているからというより、年経た樹を敬うやまう気持ちゆえなのだそうだ。嫌いや々いや掟おきてに従っているフォールンエルフたちとは違うというわけだ。

　幸い、モンスターが暴れて倒した木材を利用するぶんには許してもらえるらしい。高級木材にこだわって良かった！　と思いながらデザートの果物を食べ終える。

　夕食の後に案内されたのは、城の東翼よく四階にある士官用の部屋だった。ベータ時代は二階の兵士用十人部屋だったことを思えば、大したグレードアップだ。しかし、部屋はいわゆるスイートルームで、共用の居間に二つの寝室が接続している。──ということは。

「城に逗とう留りゆうしているあいだは、この部屋を使ってくれ」

　キズメルに促うながされて居間に一歩入った途と端たんに、

「わあ、素敵なお部屋……！」

　叫んで奥の大窓に駆かけ寄ったアスナだったが、そこでようやく両サイドの壁かべに存在するドアに気付いたらしい。左右を交互に眺めてから微妙な表情で振り向いたものの、違う部屋にしてくれとは言い出せずにもじもじしている。

　俺が頼むという選択肢もあったが、階下の十人部屋にグレードダウンしてしまうことを恐れて言い出せないでいるうちに、キズメルが口を開いた。

「それでは、私は左隣どなりの部屋にいるからな。何か用事があったら遠えん慮りよなくノックしてくれ。疲れただろう、今夜はゆっくり休むといい」

　扉が閉められ、かすかな足音が遠ざかる。

「……………………」

　豪華なスイートに取り残された俺とアスナは、しばし無言で顔を見合わせた。

「……まあ、こういうの、初めてってわけじゃないし」

　先にアスナがそう言ってくれたので、これ幸いとこっくりこっくり頷うなずく。

「……攻略を最優先にするなら、避さけられないことだと思うし」

　こっくりこっくり。

「……でもまあ、これだけは言っておくわ」

　こっくり？

「キズメルと再会できたのが、あなたのクリスマス・プレゼントだったんでしょ？　それは、とっても嬉うれしかった。ありがとう」

　最後にもういちど頷き、俺は不ふ明めい瞭りような声で答えた。

「あー、うん、いえ、どういたしまして……と俺が言うのも何だけど、ほんとに、また会えてよかったよな。ちょっと元気なさそうなのが気になったけど……」

「うん……」

　俺の言葉によって、アスナの思考は突発的スイートルームからキズメルの現状にシフトしたらしく、気き遣づかわしげな表情で頷うなずく。

「あのドレス、とっても似合ってたけど、キズメル自身は好きで着てる感じじゃなかったしね。どうして鎧よろいを着てないのかしら」

「剣も持ってなかったしな……。この城に留とどまってるのは、意に染まぬ状況ってことなのかな。理由を訊きけば教えてくれるかな……」

　言いながら、ダークエルフ騎き士しがいるはずの、隣りん室しつの方向を見やる。

　アスナとこの件について話し合ったことはないが、キズメルはやはり他のＮＰＣとは違う。たとえば船大工のロモロ老人は、俺やアスナの言葉にかなり自然な受け答えをしてのけたが、それは俺たちが造船クエストと無関係なことを言わないように注意していたからだ。しかしキズメルは先刻、俺が中庭の大木を見上げただけで、あの樹きが好きな理由を自分から口にした。その行動は、《応答パターンに設定された言葉にだけ正しく反応する》というＮＰＣの会話力から激はげしく逸いつ脱だつするものだ。

　しかし、キズメルが最初から特異な存在だったかというと、そこは確信が持てない。三層の《迷まよい霧ぎりの森》で初めて遭そう遇ぐうした時、キズメルは俺とアスナを見て言った。『邪じや魔ま立だて無用、いますぐに立ち去れ』──あの言葉は、ベータ時代の、登場しては死ぬだけだった彼女が口にしていた台詞せりふと一字一句変わらなかった。

　必ず森エルフ騎士と相討ちになるというクエストのストーリーが、何らかの理由で書き換わってしまった。その瞬しゆん間かん、キズメルに《何か》が起こり、彼女は普通のＮＰＣではなくなった。ＮＰＣの範はん疇ちゆうに留まらない記憶と思考力を与えられた結果、高度なＡＩとして生まれ変わった……そういうことなのだろうか？

　もしこの推測が正しいとすれば、新たな謎なぞも生まれてくる。キズメルを変えたのは現実世界のゲームマスターなのか、それともＳＡＯを制御するゲームシステムなのか──。

　前ぜん代だい未み聞もんの大事件の舞ぶ台たいと化したＳＡＯ正式サービスで、ゲームマスターの権限を持つのは茅かや場ば晶あき彦ひこただ一人。いま彼がどこで何をしているのかを知るすべはないが、一ＮＰＣの異常に手作業で対処する余裕があるとはとても思えないし、わざわざＡＩ化する理由もまるで想像がつかない。

　いっぽう、ゲームシステムに、そこまでの高度な判断が可能なのかというとそれも疑問だ。仮にそうだとすれば、この世界を動かすシステムは、単なるプログラムを超えた……それこそ人工知能クラスの自律性を備そなえている、ということになるが……。

　西側の漆しつ喰くい壁かべを睨にらんだまま考え込む俺の耳に、怪しむような声が届いた。

「……っと。ちょっと、キリト君」

「え、あ……ご、ごめん、何だっけ？」

「まだ何も言ってないわよ」

　窓まど際ぎわで腕組みをしたアスナは、視線で左右の扉を示しながら続けて言った。

「あなた、どっちの寝室を使いたい？」

「そ、それはもう、どちらでも」

「じゃあわたし、こっちを使わせてもらうわ」

　そう宣言した細剣使いが指さす東側の扉をまじまじと眺めてから、ふと気付く。居間には、寝室に繫つながるものの他にあと二つ小さな扉があり、片方はバスルーム、片方はクローゼットのようだが、バスルームと接しているのは東側の寝室なのだ。壁かべの向こう側で俺が寝ていると、落ち着いて入浴できないということなのだろう。

　もちろん俺に否いなやはないので、「どうぞどうぞ」と了承してから、思いついて付け加える。

「でも、確か城の三階に、超でっかい大浴場があったはずだけど」

「…………超？」

「うん、超」

「…………男湯と女湯は、別？」

「うん……いや、うーん……？」

　記憶では、コの字型をした城館三階の、西の端はしっこが大浴場だったはずだ。しかし、男女で分かれていたかどうかは定かでない。何せベータ時代は、のんびり風ふ呂ろに浸つかる時間があったら一匹でも多くモンスターを倒すべし、としか考えていなかったのだ。

「……すみません、そこまではちょっと……」

　俺が両手を持ち上げながらそう答えると、アスナは軽くため息をついた。

「なんだか嫌いやな予感がするけど、とりあえず行ってみましょ」

「ましょって……俺も？」

「だってわたし、場所知らないもの」

　別にダンジョンではないのだから、言葉で説明することも充分に可能なような気もしたが、有無を言わせぬ口調できっぱり断言されると最も早はや頷うなずく以外の選択肢は存在しなかった。

　与えられたスイートルームを出て、城館中央の大階段で三階へと下りる。廊下に幾つも並ぶ扉の前を、片っ端から開けてみたい衝しよう動どうを堪こらえながら通り過ぎ、西翼よくの奥まで歩く。

　すると行く手に、記憶どおりの形のアーチが出現した。そこを境に、床の赤い絨じゆう毯たんが白い大理石のタイルに変わっている。大浴場が消滅していなかったことにほっとしつつアーチをくぐり、道なりに右に曲がる。

　通路はすぐに行き止まりになっていて、左の壁に再びアーチ型の入り口があった。奥からは、エコーのかかった水音が響ひびいてくる。アスナと顔を見合わせ、同時に中を覗のぞくと、そこはもう豪華な脱衣場だった。つまり──。

「……お風ふ呂ろ、分かれてないみたいね」

　という相棒の言葉に、咳せき払ばらいしてから答える。

「ま、まあ、三層の野営地も風呂は一つだけだったからなあ。エルフは基本的に混浴なのかもなあ」

　──実際には、データ量の問題な気もするけど。

　などと脳内で付け加え、すすっと後退する。

「ま、まあ、俺は部屋の風呂に入るから、アスナはここを使えばいいよ。そんじゃ、またのちほど……」

　そう言いつつ後ろを向いた途と端たん、コートの襟えり首くびをがしっと摑つかまれる。恐る恐るもう一度振り向いてみれば、細剣使い様は何やら複雑な表情で、上うわ目め遣づかいにこちらを睨にらんでいる。

「うー」

　という唸うなり声ごえに、いったいどのようなニュアンスが込められているのかしばし考えてから、ようやく思い出す。野営地のテント風呂でも、こんなことがあったようななかったような。

　確かあの時は、男のダークエルフ兵士が入ってくることを懸け念ねんしたアスナのために、入り口で見張り番をしたのだ。つまり今回も、同じことを求められている──のだろうが。

「いやでも、さすがにこんだけでかい風呂だと、ここから中まですぐに知らせるのは難むずかしいよ。かと言って、ＮＰＣを通せんぼするのはもっと無理だし……」

「うー」

　もう一度唸ってから、アスナは未練たっぷりな表情で脱衣所を覗のぞいた。

　いまのところ浴場内に人の気配はないが、この状況がいつまで続くかは解わからない。さすがに今回ばかりは、お風呂熱狂的愛好者エンスージアストのアスナさんも諦あきらめるよりあるまい。と俺は思ったのだが。

「うー…………あっ、そうだ！」

　不意に何かを思いついたらしい細剣使いさんは、脱衣所に飛び込むと、幾つも置かれている籐とう椅い子すの一つに座った。ウインドウを開くや、次々とアイテムをオブジェクト化。

　大理石製の長テーブルにどさどさと音を立てて積み上げられたのは、色とりどりの布地と、裁さい縫ほう道具の入った小箱だった。

　いったい何をするつもりだろう、と首を捻ひねりつつ、俺も大理石のアーチをくぐる。

　脱衣所が、すでにやたらと広い。床も壁かべも真っ白いタイル張りで、天井にはシャンデリアが輝き、隅すみには大きな鉢植えが置かれている。さすがにドライヤーだのマッサージチェアだのは見当たらないが、中央のテーブルには氷水の入ったピッチャーとグラス、何種類かの果物まで用意されている。

　マスカットっぽい果物を一粒摘つまみ、口に放り込みながら、アスナの作業を見守る。

　取り出したアイテムの種類からして、《カレス・オーの水晶瓶びん》を使ってスロットに戻した裁さい縫ほうスキルで何かを作るつもりなのだろう。

　考えてみれば、裁縫スキルによるアイテム作製の現場を見るのはこれが初めてかもしれない。アスナは山ほどの布地の中から、無地純白のものを選び出すと、続いて箱から大型のハサミを手に取った。

　ハサミをタップし、開いたウインドウから作りたいアイテムを選択。ハサミを布に当て──しゅきーん！　といい音をさせて断ち切る。すると布全体が、あたかも鍛か冶じハンマーで叩たたかれたインゴットのように発光し、形状を変えた。出現したのは、まったく同じ形をした、二枚の布パーツ。

　ハサミを箱に戻したアスナは、二枚のパーツをぴったり重ねると、縁ふちを銀色の針でちくちくとかがり始めた。恐らくこの作業が、鍛冶スキルに於おけるインゴット叩きに相当するのだろう。意外に慣れた手つきで、たちまち縫ぬい合わせ作業を終える。

　すると再び布が発光し、ぺったりと平面的な形から、衣服っぽい厚みを得た。出現したのは、どこからどう見ても、ワンピースタイプの水着だった。

「でーきた！」

　と満足そうに水着を掲げるアスナに、こわごわ訊たずねる。

「あの……もしかして、その水着でオフロに……？」

「何よ、べつに違反行為とかじゃないでしょ。それとも、わたしが水着を着てお風ふ呂ろに入ると、あなたに何か不都合なことがあるわけ？」

「一いつ切さいないです」

　頭を左右にふるふる動かす。確かに、この城の巨大な浴よく槽そうであれば、水着装備状態でも温水プール気分で楽しめるかもしれない。というか、実際楽しそうだ。

　アインクラッドでの入浴そのものにはさしたる執着を持たない俺だが、今回ばかりは少々の羨せん望ぼうを感じていることは認めねばなるまい。しかし俺が持っている水着と言えば、バラン将軍のＬＡボーナスで手に入れた深紅の牛マーク入りトランクスだけで、緊きん急きゆう事態でもないのにアレを着用することには大いなる抵抗がある。

　裁縫スキル持ちの相棒が嬉うれしそうに体に当てたりしているシンプルなワンピース水着を横目で見ながら、うぬぬと煩はん悶もんしていると──。

　ちらりとこちらに視線を振ったアスナは、何やら不ふ穏おんな気配のする笑みをほんの一いつ瞬しゆん滲にじませてから、澄すまし顔がおになって言った。

「そういえば、わたし、キリト君にプレゼントのお返ししてなかったわね」

「へっ……い、いや、お気き遣づかいなく。べつに、形があるものをプレゼントしたわけじゃないんだから……」

「ううん、店売りのアイテムとかより、何倍も嬉しかったわ。だから、ちゃんとお返ししないとね。せっかくクリスマス・イブなんだし」

「は、はあ、まあ、くれるなら、何でもありがたく頂くけど……」

　いつになく優しい言葉とスマイルに思わず身構えながら、俺はそう答えた。するとアスナは再び籐とう椅い子すに座り、布地の山から、今度は真っ黒なやつを引っ張りだした。

　先刻よりかなり小さめなパーツをハサミで切り出し、針で縫ぬい合わせる。一いつ瞬しゆんの閃せん光こうが収まると、アスナの両手に握られているのは、俺好みなブラック一色のサーフパンツだった。

「お、おお、カッコイイ」

　これならば、人前での着用も恐るるに足らず。感かん激げきしつつ一歩近づこうとした俺を、アスナはさっと右手を掲げて制した。

　その手で布地の山から、今度は鮮あざやかなオレンジ色の端は切ぎれを手に取る。設定→裁断→縫ほう製せいの三工程は一瞬で終わり、再び水着が発光する。

　だが、見たところ何も変わっていないようだ。首を傾かしげる俺に、にんまりとした笑みを向けながら、アスナは両手で掲げた黒いサーフパンツをくるりとひっくり返してみせた。

「…………な、なんじゃそりゃあああ!!」

　という絶叫の理由は、水着のケツ部分に燦さん然ぜんと輝く、フレイムオレンジのクマ型アップリケ。

　しかし、

「はい、これあげる。メリー・クリスマス！」

　と笑顔で差し出されれば、お礼を言って受け取るより他にないのだった。

　真っ赤な地に金色の牛マークか。

　真っ黒な地にオレンジの熊くまマークか。

　究極の選択に悩む俺を置き去りにして、自作の白ワンピース水着に着替えたアスナは、脱衣所の奥にある曇くもりガラスの扉を押し開けるや、水の都ロービアを初めて見た時に勝まさるとも劣らない歓かん声せいを上げた。

　両手に海パンを持ったまま、俺もすすすっと移動して、アスナの後ろから覗のぞき込む。途と端たん、「うお……」と声を漏もらしてしまう。

　浴場の面積はベータ時代と同じだと思われるが、見た目は遥はるかにグレードアップしている。

　床に敷しき詰められたタイルは、透明感のあるアイボリーホワイト。その奥の浴よく槽そうは、湖を囲む玄げん武ぶ岩がんを磨みがき上げたものらしく、細かい横よこ縞じまの入ったエボニーブラック。しかもサイズが、ちょっとしたプールほどもある。

　壁かべに設もうけられた黄金の吐と湯とう口ぐちからは、どどど……と音を立てて大量の湯が迸ほとばしり、浴槽の縁ふちを越えて床タイルに流れ続けている。しかも浴槽に接する西と南の壁は全面ガラス張りで、舞まい散る雪と広大な湖が一望できる。まだ入浴時間には少し早いのか、いまのところエルフの先客は見当たらない。

「お先に！」

　と叫んだアスナが、素足でぺたたっとタイルを踏ふみ、大浴槽目指して走っていった。大きく開いた水着の背面を見送りながら、俺は入り口でせわしなく足あし踏ぶみする。右手の赤パンツと、左手の黒パンツを交互に睨にらみ、ままよと装備フィギュアを開く。

　全解除ボタンを二度押しし、空くう欄らんとなった下インナーのところに黒パンツを設定。赤パンツはストレージに叩たたき込み、前を行く相棒をダッシュで追いかける。

　浴よく槽そうの手前で立ち止まったアスナを、大ジャンプで飛び越え──。

　どばっしゃーん、と盛大な水柱を上げて一番風ぶ呂ろにダイブした俺の耳に、「ふぎゃあ！」というような悲ひ鳴めいが届いた。




　数分後。

　ようやく機き嫌げんを直したアスナが、浴槽の南西の角から夜の湖を見下ろしながら言った。

「凄すごいね……。お風呂のお湯と湖の水面が溶け合って、まるで空に浮かんでるみたい……」

　言われてみれば、確かにそんなふうにも見える。ぼんやりと絶景に見入っていると、再びアスナの声が聞こえた。

「こういう、海とか湖に繫つながってるように見えるプールのこと、《インフィニティ・エッジ》って言うんだよ。海外のリゾートホテルとかによくあるの」

「へえ……なんか、ソードスキルみたいな名前だな」

　という俺の風情も何もないコメントに、相棒はくすりと笑う。

「ほんとだね。短剣カテゴリにありそう」

「いやあ、細剣じゃないかな」

　などと、表面上は平静に会話をしながらも、俺は視線を湖に固定するためにかなりの努力を強しいられていた。

　やむを得まい。ほんの一メートル左で、俯うつぶせになった白ワンピース姿の女子が、まっすぐ伸ばした両脚をゆらゆら上下させているのだ。遥はるかに遠くなりにける現実世界の記憶をどれほどほじくり返そうと、女の子と二人きりで温水プールに入った思い出など絶無である。

　浮遊感たっぷりな光景のせいもあってか、強烈な非現実感に襲おそわれつつ、ガラスの向こうで舞まい散る雪を無意味に数えたりしていると──。

　ずっと後方で、かちゃり、とドアが開く音がした。

　アスナが素早く口くち許もとまでお湯に沈み込む。いっぽう俺は体を反転させ、大浴場の出入り口を注視する。

　もうもうと立ちこめる湯気の向こうからほっそりとしたシルエットが近づいてくるが、男か女かは解わからない。視線をフォーカスさせ続け、ようやく黄色いカラー・カーソルが出現したその時、耳に馴な染じみのある、しっとりした女性の声が響ひびいた。

「キリト、アスナ、やはりここにいたのか」

　──なんだ、キズメルじゃないか。

　と、俺が肩の力を抜いた瞬しゆん間かん。

　アスナの右手が稲妻の如ごときスピードで伸び、俺の頭をがっしと摑つかむと、有無を言わせぬ力で沈没させた。同時に自分は浴よく槽そうから飛び出し、キズメルのところまで走っていく。

　いったい何なんだよ、と思いながらそっと水面から顔を半分だけ出すと、湯気の向こうに、キズメルを押し留とどめようとするアスナの姿があった。声のボリュームが小さいので何を言っているのかは解わからないが、少しすると、なぜか一緒に脱衣所へと引き返していく。

　俺も戻るべきか、はたまた待機するべきか迷っているうちに再びドアが開き、二人が戻ってきた。澄すまし顔で近づいてくるアスナは、相変わらず白いワンピースタイプの水着姿。そして後ろを歩くキズメルは、褐色の肌に、紫色のビキニを着用している。

　ここでようやく、俺はアスナが浴槽から飛び出していった理由を悟る。完全なる無装備状態で浴場に入ってきたキズメルを説得して、自作の水着を着用させたのだろう。

　アスナに続いてお湯に入ってきたダークエルフは、俺のすぐ隣となりまでやってくると、浴槽の縁ふちに腰掛けながら言った。

「キリトも下着……いや、《ミズギ》を身につけているのか。人族には、不思議な慣習があるのだな」

「ま、まあね」
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　と短く答えると、キズメルの口くち許もとに淡い笑みが浮かぶ。

「しかし、野営地の風ふ呂ろ天幕では、確かキリトも……」

「い、いやあ、それにしてもでっかいお風呂だなあ！」

　という叫び声でキズメルの不ふ穏おんな発言を遮さえぎり、アスナの怪しむような視線を受け流しつつ続ける。

「四層の城でこんだけ大きいなら、九層の、女王様がいる城の風呂場はさぞかし凄すごいんだろうなあ！」

「もちろんだとも。ここより遥はるかに高いところにあって、九層全体が一望できる、それは豪勢な浴場だよ」

　キズメルが頷うなずくと、アスナのじっとりとした目つきが、瞬時に夢見る乙女おとめのそれに変わる。そちらに視線を向けたキズメルは、少し気の毒そうな表情を作る。

「しかしその浴場を使えるのは、貴族の文官たちと、女王によって叙任された上位の騎き士しだけなのだ。残念ながら、人族のそなたたちが立ち入ることは難むずかしいだろうな……」

「そうなんだ……。でも、このお風呂もとっても素敵だわ。ずーっとこのお城で暮らしてもいいって思えるくらい」

　アスナの答えに、ダークエルフの騎士は再び笑みを浮かべたものの、すぐに長い睫まつ毛げを伏せた。左手で透明な湯をすくいながら、かすかにかぶりを振る。

「城を気に入ってくれたのは嬉うれしいが……あまり長居はしないほうがいい」

「え……どうして……？」

「このヨフェル城は、見てのとおり、四方を湖水と断だん崖がいに囲まれた難なん攻こう不ふ落らくの砦とりでだ。いにしえの頃から、ゴブリンやオークどものみならず、森エルフの大軍勢にさえ攻め入られたことはないと聞く」

　そこでいちど言葉を切ったキズメルの顔を、浴よく槽そうの中から見上げつつ俺は訊たずねた。

「それは、大いに結構なことなんじゃないのか？　三層で苦労して取り戻した《翡ひ翠すいの秘ひ鍵けん》は、いまはこの城に保管されているんだろう？」

「うむ……。だが、難攻不落であるがゆえに、この城の駐留部隊は弛たるみ切っている。森エルフを何度も撃げき退たいしたと言っても、陸おかに砦を築きずいている彼らは、船をほとんど持っていないからな。一方的な有利にものを言わせての勝利など、幾ら重ねても技と心を磨みがくことはできんさ」

　少しばかりの苛いら立だちを含んだその言葉を聞いた途と端たん、頭の片かた隅すみに何やら引っかかるものを感じたが、思い出すには至らない。

　キズメルは、すらりと長い右足で水面を軽く蹴けると、ため息混じりの言葉を続けた。

「……そのうえ、神官どもに至っては、音が耳みみ障ざわりだから城内では金属の鎧よろいは身につけるな、などと言い出す始末さ。あのような連中がのさばっていては、城の空気が緩ゆるむのも当然だな……」

「それで、ずっとドレスを着ていたのね」

　アスナの呟つぶやきに、騎き士しは苦笑しつつ頷うなずく。

「似合っていなかっただろう？」

「そんなことないわよ。でも……自分がしたい格好をするのがいちばんよね。わたしたちも、プレートアーマーとか着てたら怒られたのかしら」

「恐らくな。試す必要はないと思うが」

「うん、やめておくわ」

　くすくす笑い合う、まるで姉妹のような二人をぼんやり眺めながら、俺は脳裏に引っかかる棘とげを抜こうとした。

　大昔に、難なん攻こう不ふ落らくのヨフェル城を攻め落とそうとした森エルフたちは、船を持っていないのにどうやって大軍勢を送り込んできたのだろうか。まさかとは思うが《浮き輪の実》を使ったのなら、その光景はちょっと見てみたい気もする。

　しかし、それはつまり、森エルフたちが充分な数の船を手に入れれば、城の守りは危うくなるということだ。もっとも、森エルフにも《生きた木は伐きれない》という禁きん忌きはあるのだろうから、大量の船を造ることは困難なはず…………。

「────あっ！」

　そこでようやく、思考の流れを阻害していた棘がぽろりと抜けて、俺は思わず叫び声を上げてしまった。ばしゃりと水みず飛沫しぶきを散らして立ち上がり、背後の窓ガラスに貼はり付くようにして、城を囲む湖を見下ろす。

　薄はく氷ひように積もった雪のせいで、夜でも仄ほの白じろく光る湖には、いまのところ異変はない。しかし、あの湖水に大軍を浮かべられるだけの数の船が、いまこの瞬しゆん間かんもフロアの反対側で造られつつあるのだ。そう──フォールンエルフの隠れアジトの奥で。

「ど、どうしたのよ、キリト君？」

　アスナに呼ばれ、俺は再び勢いよく振り向いた。

「あ、アスナ、今日って二十四日だよな!?」

「そうに決まってるでしょ」

　クリスマス・イブなんだから、というフレーズを省略したアスナの言葉に、素早く頷く。

　確か、フォールンエルフのアジトで、ノルツァー将軍とエドゥー親方の会話を盗み聞きしたのは二日前……二十二日だったはずだ。あの時、彼らは『五日後に作戦を開始する』と言っていた。すなわち二十七日……今日から三日後。

　その計算を終えた俺は、キズメルに向き直ると、あでやかなビキニ姿を鑑かん賞しようする余裕もなく口を開いた。

「た、大変だ、キズメル。もしかしたら、いやまず間違いなく、三日後に森エルフの大軍がこの城に攻めてくる」

　すると、ダークエルフの騎士は、細い眉まゆを軽くひそめた。

「さっき言っただろう、キリト。森エルフたちはろくに船を持っていないし、霊れい樹じゆを使って上の層から運んでくることもできない。万が一、泳いで上陸しようとしても、こちらの軍船に蹴け散ちらされるだけだ」

「それが……」

　どこから説明したものか一いつ瞬しゆん迷った間かん隙げきを、アスナの掠かすれ声ごえが埋めた。

「あっ……！　も、もしかしてあのフォールンたち、ロービアの街を攻こう撃げきするんじゃなくて……ここを……!?」

「なんだと……フォールンどもを、この層で見たのか!?」

　浴よく槽そうの縁ふちから腰を浮かせたキズメルに、俺とアスナは同時にこくこく頷うなずきかけると、ことの始まり──ロービアの街で怪しい荷船を見つけたところから、かわりばんこに話し始めた。

　たっぷり十分をかけて全てを説明し終えた瞬間、クエスト進行の効果音が鳴り響ひびき、勝手に開いたログ窓に《昔せき日じつの船せん匠しよう》クエストのパート３が終了したむねの表示が現れた。すなわち、ログで指示されていた《しかるべき相手》とは、ダークエルフ陣営の誰か……俺たちの場合はキズメルだった、というわけだ。

　少なからぬ経験値が加算され、俺のレベルは17に、アナスのレベルも16に上がったが、喜びを感じている暇ひまはなかった。すっくと立ち上がったキズメルが、鋭するどい声で叫んだからだ。

「こうしてはいられん！　二人とも、一緒に来てくれ！」




　大急ぎで着替えた俺たちが連れていかれたのは、ベータ時代もほとんど立ち入った憶おぼえのない、城の五階だった。

　中央階段を上ってすぐ右にある大扉の手前には、武装した衛えい兵へいが二人。しかし先を疾行するエリート騎き士しキズメルの威光で、誰何すいかすらされずに通り抜ける。

　扉の先は、広大な執務室になっていた。しかし、窓という窓がカーテンで閉ざされ、不自然なまでに暗い。廊下よりかなり毛足の長い絨じゆう毯たんにつまずかないよう注意しながら部屋を横切り、奥に鎮ちん座ざする重厚なデスクの前で立ち止まる。

　横幅三メートルはあろうかというデスクは、磨みがき上げられた黒こく檀だん製だった。自然に倒れた木しか加工できないのだから、この机は、エルフ世界ではとんでもない高級品なのだろう。そんなことを考えながら、机の向こう側で大きな椅い子すに腰掛ける人ひと影かげに眼めを凝こらす。

　デスクの上にはランプが置かれ、書きかけの書類とインク壺つぼをゆらゆらと照らしているが、その光もなぜか机の奥までは届かない。濃のう密みつな暗がりに沈むシルエットをじっと見詰めていると、やがてカラー・カーソルだけが鮮あざやかにポップした。

【Ｙｏｆｉｌｉｓ：Ｄａｒｋ　Ｅｌｖｅｎ　Ｖｉｓｃｏｕｎｔ】──ヴィスカウント、とは何ぞや。

　俺が首を捻ひねっているあいだに、ダークエルフ式の左胸に右拳こぶしを当てて会え釈しやくする敬礼を終えたキズメルが口を開いた。

「城主ヨフィリス閣下、執務中に失礼致します。急ぎ報告すべき事柄があり、まかりこしました」

　少しして、暗がりから声が返った。

「報告とやらを聞く前に、なにゆえ人族を二人も伴っているのですか、騎き士しキズメル？」

　抑揚の薄うすい、若々しいとも枯かれているとも感じられる声だ。しかも、男か女かすら、即座に判断できない。

「は……」

　とキズメルが再び頭を下げたタイミングで、俺はすかさず一歩前に出た。

　同じように敬礼すると、ベルトポーチから引っ張りだした小さなスクロールを、デスク越しに恭うやうやしく差し出す。

　すると、暗がりの奥から伸びてきたほっそりとした左手が、スクロールを受け取った。指で一ひと撫なでされただけで封ふう蠟ろうが蒸発し、羊皮紙がぱらりと広がる。

「……ふむ。なるほど、第一の秘ひ鍵けんの回収に功のあった者たちですか。それでは、湖の魚の餌えさにするわけにもいきませんね」

　と、冗談なのか本気なのか解わからないことを言うと、ヨフィリス閣下とやらはスクロールをデスクの引き出しに仕し舞まった。

　──返してくれないの!?　それがないと、この城での身分証が！

　と焦あせったのも束つかの間ま、閣下は同じ引き出しから何やら小さいものを摘つまみ出すと、受け取れとばかりに差し伸べてくる。慌ててお椀わんの形にして突き出した両手に、ころんころんと転がったのは、二つの指輪だった。華きや奢しやな銀製で、印章部分にはお馴な染じみの角つの笛ぶえと曲刀が刻まれている。

「それを身につけていれば、今後、リュースラの衛えい兵へいに咎とがめられることはないでしょう。無論、お前たちが我らを裏切らない限りに於おいては、ですが」

　さらりとプレッシャーをかけてくるヨフィリス閣下にもう一度深々とお辞じ儀ぎをして、アスナの隣となりまで後退する。

　貰もらった二つの指輪は、まったく同じもののようだった。一つを相棒に渡し、もう一つを左手の人差し指に装着。アバターの指は十本あるが、残念ながらＳＡＯでは、指輪アイテムは片手につき一つしか装備できない。右手には、三層のクエスト報酬で手に入れたＳＴＲが１上がる指輪をすでに嵌はめているので、これで指輪の装備枠は使い切ってしまったわけだ。

　貰ったばかりの指輪のプロパティを出して、スペックを確認したいという衝しよう動どうを堪こらえながら、ヨフィリスとキズメルの会話に耳を澄すませる。

「それで、キズメルよ。報告とはいかなるものですか？」

「はっ。人族の剣士キリトとアスナより伝えられた情報ですが……この四層に、我らが仇きゆう敵てき、フォールンエルフの将軍ノルツァーが降りてきています」

　途と端たん。

　暗がりから伸ばされたままの城主の右手が、黒こく檀だんのデスクを指先で鋭するどく叩たたいた。

「…………ほう。それは確かに、聞き捨てならない話ですね」

　恐らくは、キャンペーン・クエストにあらかじめ組み込まれたイベント会話なのだろうが、それでも俺は部屋の温度が二、三度下がったような感覚にとらわれ、こっそり身震いした。

「あの悪党が、今度はどんな悪わる巧だくみを？」

「それが……どうやらフォールンは、本格的に森エルフと手を組んだようです」

　そう前置きをしてから、キズメルは風ふ呂ろ場ばで俺たちが伝えた情報を、適切に要約しつつ口にした。

　フォールンエルフのアジトで、大量の船が造られつつあること。

　それらの船を譲じよう渡とされた森エルフが、三日後にこのヨフェル城を攻めてくるであろうこと。

　そして、彼らの狙ねらいはまず間違いなく、城に保管されている《翡ひ翠すいの秘ひ鍵けん》であること──。

「なるほど……。フォールンどもが建造している船の数は解わかりますか？」

　ヨフィリスにそう訊きかれたキズメルが、ちらりと俺を見た。慌てて「は、はい！」と叫び、地下倉庫に木箱が山と積まれていた光景を再生する。

　正直、あの木箱一つを分解すればどれくらいの木材になるのか、はたまた船一隻せきを造るのにどれくらいの木材が必要とされるのかは見当もつかない。しかし、倉庫での強制イベントで、俺とアスナは一つの木箱にどうにか隠れることができた。きっと、それがヒントに違いない。単純に考えれば、二人乗りの小型船を造るのに木箱一つ。この城の桟さん橋ばしに停泊していたような、十人乗りの大型船なら木箱五つ。倉庫には、少なくとも五十箱は積まれていたはずなので──。

「……十人乗りの船を、最低でも十隻は造るつもりだと思います」

　途端、ヨフィリスの右手が、再び机の天板をコツコツと叩いた。

「ふむ。この城に配備されている船は、十人乗りが八隻。それを超える数の船が攻めてくる、というわけですね」

「閣下。城の兵士たちの精強ぶりを疑うわけではありませんが……念のために第一の秘鍵と、この四層に封印されている第二の秘鍵を、ともに上層へ移してはいかがでしょう？」

　キズメルの提案を聞いても、城主はすぐには答えなかった。

　しばらくコツコツと机を叩き続けてから、ようやく静かな声を発する。

「……騎き士しキズメルの提案には一理あります。万が一にも、秘鍵を再度奪われるわけにはいきませんから。──しかし本来、我らリュースラの民の役目は、六本の秘鍵が決してひとところに集まらぬよう、六つの層に分けて守り続けること。第一と第二の秘鍵を上に送れば、五層に三つもの秘鍵が集まってしまう。その状況は気に入りませんね……」

　その言葉に、キズメルも無言で頷うなずく。

　重苦しい沈ちん黙もくを、いままで口を閉じていたアスナが破った。

「あの、城主さま。六本の秘ひ鍵けんが集まると、何が起きるんですか？」

　相変わらずド直球な細剣使いの質問に、思わず隣となりで身を固くしてしまうが、それは俺も知りたいところだ。ベータの時は、秘鍵の探しっこ、追いかけっこに終始するばかりで、根本的な設定はまるで明かされなかったのだ。

　まず振り向いたのはキズメルだった。ほんの少し慌てたような口調で、

「アスナ、それは……」

　と言いかけたのを、暗くら闇やみから伸びる城主の手が遮さえぎる。

「よい、キズメル。私から説明しましょう。──と言っても、いまの問いには答えられないのです、人族の剣士よ。なぜなら、《大地切断》以前より続くヨフィリス子し爵しやく家の当主たるこの私も、秘鍵の伝承をほんの一部しか知らないのですから。全てを知っておられるのは、我らが女王陛下ただお一人……いや…………」

　そこで少し言葉を切ったヨフィリスは、これがキャンペーン・クエストのシナリオであることが信じられなくなるほど真に迫った、沈ちん鬱うつな吐と息いきを漏もらした。

「ことによれば、陛下でさえも、本当の真実はご存じないのかもしれません」

「ヨフィリス閣下、それは……」

　硬い声を出すキズメルに謝しや罪ざいするように、城主は右手を軽く持ち上げた。

「すまない、失言でした。……人族の剣士よ、私が教えられるのはこれだけです。我らリュースラの民は、六つの秘鍵が全て集まり、聖堂の扉が開いたその時、この浮遊城アインクラッドに壊かい滅めつ的な破局が訪れると信じています。いっぽう、千古の昔より争い続けてきた森エルフ……カレス・オーの民たちは、伝承を異なる形で解釈しています。聖堂を開けば、アインクラッドの全ての層が再び大地に帰き還かんし、エルフは大いなる魔ま法ほうの力を取り戻せるのだ、と」

「えっ…………！」

　と、アスナのみならず、俺の口からも驚おどろきの声が零こぼれた。

　アインクラッドが大地に帰還する。

　現実世界のＶＲＭＭＯゲーマー・キリトとしては、そんなことは絶対に起こらないだろうとどうしても思ってしまう。なぜなら、最大で直径十キロメートルに達するフロアが実に百枚も積み重なっているアインクラッドは、その時点で膨ぼう大だいなデータ容量を必要とするはずなのだ。なのに、その百枚のフロア全てを平らに並べてもなお余るほどの大地マツプを、新たに用意するのはどう考えても無理がある。デスゲームが開始された時点で、運営企業アーガスの活動は全てストップし、サーバーは警察の管理下に置かれているのだろうから。

　ならば、森エルフの伝承が誤りで、黒エルフの伝承だけが真実？

　いや、それも考えにくい。《壊滅的な破局》がいかなる現象なのかは具体的には解わからないが、仮にアインクラッド全体が崩ほう壊かいし、内部に暮らすＮＰＣやプレイヤーが全滅するようなことだとすれば、森エルフ側でキャンペーン・クエストを進めるプレイヤーは、自分を含む全プレイヤーを自みずから殺すことになってしまう。十層にすら到達していない段階で、しかも誤った情報によってデスゲームが土台からひっくり返るような結末を、ゲームマスター茅かや場ば晶あき彦ひこが望むとは到底思えない。

　そもそもエルフ戦争キャンペーン・クエストは、それに取り組むプレイヤーやパーティーの数だけ結末が用意されているはずなのだ。最も早くキャンペーンをクリアした、たった一人のプレイヤーがアインクラッド全体の運命を左右するとも思えないし、森エルフ側と黒エルフ側で同時にクリア者が出た場合は、結末が矛む盾じゆんしてしまう。

　きっと、破局だの帰き還かんだのはシナリオを盛り上げるためのキーワードに過ぎず、クエストがどんな展開を辿たどろうとも実際にアインクラッドがどうこうなったりはしないのだろう。

　刹せつ那なの思考をそのような結論に着地させ、肩の力を抜こうとした俺の右袖そでを、アスナが軽く引っ張った。

「ねえ、キリト君。確か、あのフォールンエルフの将軍も、聖堂を開いたらどうこう……って言ってなかった？」

「へ？　……言われてみれば、そんな気も……」

　必死に記憶を掘り返し、ノルツァー将軍の台詞せりふのプレイバックに成功する。これもキズメルとヨフィリスに伝えておくべき情報かもしれないので、デスクの奥の暗くら闇やみに向けて、こわごわ発言する。

「……あの、城主サマ。ノルツァー将軍は、こうも言ってました。フォールンエルフが全ての秘ひ鍵けんを手に入れて、聖堂の扉を開いたら、人族の最大の魔ま法ほうが消え失うせる……みたいなことを……」

「…………人族の、魔法……？」

　訝いぶかしむような声で繰くり返したヨフィリスは、デスクの上に乗せていた右手をひらりとひっくり返した。

「キズメル。人族の魔法とは何なのか、心当たりがありますか？」

「は……。エルフ族には遠く及ばないまでも、人族にも幾つかいにしえのまじないが残されています。私が知っているのは、装備や道具を薄うすい書物に収める《幻書の術》、遠く離はなれた場所に瞬しゆん時じに書信を届ける《遠書の術》くらいのものですが……」

　前者はメニューウインドウ、後者はインスタント・メッセージのことだろう。確かに俺も、プレイヤーが使える魔法っぽい現象と言われればそれくらいしか思いつかない。

「ふむ。便利そうではありますが……」

　考え込む時の癖くせなのか、再び机の表面を指先で叩たたきながら城主は言った。

「あのノルツァーが、人族からその程度のまじないを取り上げるために森エルフと手を組むとは考えにくいですね」

　幾つものまじないを使いこなすエルフにとっては《その程度》かもしれないが、メニューウインドウが出せなくなったら大ごとだ。しかしいっぽう、そんなことが起きるとは、やはり思えない。メニューの出せないＲＰＧなど、ハンドルとペダルのない自転車のようなものだ──たぶん。

　数秒後、再びイベント会話の本筋に戻ったかのように落ち着いた口調で、ヨフィリスが話し始めた。

「……ともあれ、この層に封印されている《瑠る璃りの秘ひ鍵けん》は、念のため回収しておいたほうがいいでしょうね。しかし城の兵士たちは、森エルフの襲しゆう撃げきに備そなえさせておかねばなりません。──人族の剣士たちよ、騎き士しキズメルに協力して、第二の秘鍵回収の任に当たってくれませんか？」

　城主の問いかけと同時に、暗くら闇やみの奥に金色の【！】マークが出現する。どうやらこのクエストＮＰＣフラグは、俺とアスナにしか見えていないようだ。これも人族のまじないなのかな、などと考えながら、アスナと一いつ瞬しゆん顔を見合わせ、同時に頷うなずく。

「はい、手伝わせて頂きます」

　そう答えると、マークが【？】に変化した。これでついに、四層のキャンペーン・クエストも本格的に開始されたわけだ。

　城主に向けて深々と一礼したキズメルは、俺たちに向き直ると、にこりと笑みを浮かべた。

「重要で危険な任務だが、もう一度お前たちと共に戦えるのはとても嬉うれしい。よろしく頼むぞ、アスナ、キリト」

「こちらこそ！」「よろしくね、キズメル！」

　勢いよくそう叫ぶと、視界の左上に、三人目のパーティーメンバーのＨＰバーと名前が浮かび上がった。




　城主ヨフィリスの居室を退出し、衛えい兵へいの視界から外れた途と端たん、俺は両手を持ち上げて大きく伸びをした。

「うう～～～～ん、緊きん張ちようしたなあ……」

「ふふ、無理もない。城主閣下は、黒エルフの中でも、最も長く生きておられる方々のお一人だからな。実は私も少し緊張していたよ」

「なんだ、キズメルもか。……そういえば、キズメルって何歳なんだっけ？」

　何げなく口にした質問だったが、左を歩くアスナからは肘ひじでどつかれ、右のキズメルはコホンと咳せき払ばらいした。

「キリト。人族の慣習はよく知らないが、エルフ族のあいだでは、他の者に面と向かって年齢を訊たずねるのは不作法ということになっている」

「そ、そうでしたか、スミマセン」

「ま、ヨフィリス閣下に比べればまだまだ若じやく輩はいだ、とだけ言っておこう」

「り、了解しました。……それにしても、あんなに立派な城主様がいるのに、城の兵士たちがたるんでたり、神官とやらが偉そうな顔をしてるってのはちょっと不思議だな」

　階段を下りながら小声でそう言うと、キズメルは難むずかしい顔になって頷うなずいた。

「うむ……それには理由があるのだ。ヨフィリス閣下は、とある難しい病やまいを患わずらっておられる。そのため、明るい光の下にお出いでになることができないんだよ。もう長いことお部屋に閉じこもりっぱなしで、ほとんどの兵士は、お顔を拝したことさえないはずだ……」

「病気……？　エルフなのに？」

「エルフは長寿だが、病と無む縁えんなわけではないさ。……神官たちは閣下のお目が届かないのをいいことに、我が物顔で威い張ばり散らしている。いざ戦いくさとなれば、何の役にも立たないくせにな。困ったものだ……」

　軽くかぶりを振ったキズメルは、四階の自室前で立ち止まると、口調と表情を切り替えて言った。

「ともあれ、二人とも、重要な情報を届けてくれたことに感かん謝しやするよ。今夜はもう遅いから、明日の朝から任務に取りかかるとしよう。二人とも、夜更かししないでちゃんと寝るんだぞ」

「そうするよ」

「おやすみなさい、キズメル」

　俺たちが挨あい拶さつを返すと、騎き士しは微ほほ笑えみながら頷き、部屋の中に姿を消した。せっかく増えたＨＰバーが寂しげな効果音とともに消滅してしまうが、明日再び合流すればまたパーティーに加わってくれるはずだ。

　俺とアスナは、廊下を十メートルばかり移動し、隣となりのスイートルームに戻った。

　ウインドウを出して時刻を確認すると、いつのまにか夜の十時を回っている。窓の向こう側では雪がしんしんと降り続いていて、前庭の立木はもう真っ白だ。

　居間の真ん中に、アスナと並んで突っ立ったまましばらく夜景を眺め続けてから、俺はふと思いついて左手を持ち上げた。人差し指で光っている銀の指輪を、右手の指でぽんとタップ。浮き上がったプロパティ窓に表示されているアイテム名は、【シギル・オブ・リュースラ】となっている。

「マジック効果は……お、ＡＧＩプラス１と……それに、スキル熟じゆく練れん度どの上昇率にちょびっとボーナスか。けっこういい効果だな」

「ふうん……」

　そう呟つぶやきながら俺の左手を見たアスナが、なぜかきゅっと眉まゆを寄せた。

　続いて自分の左手を見下ろし、なぜかぼわっと顔を赤くしてから、素早く右手で左手に触れる。どうやら指輪を装備している指を変更したらしいが、何をそんなに慌てているのかは解わからない。

「……ど、どうかしたか？……」

「何でもない！」

　きっぱり宣言されてしまえばそれ以上追及もできず、俺はこくこく頷うなずいた。

「ええと、じゃあ、俺はそろそろ寝ようかな……あ、そうだ、その前に、ちょっと教えてほしいんだけど」

「……な、何よ？」

「さっきの城主サマの名前についてた、ビ……ビスカウント、って何だか知ってます？」

　向学心に溢あふれる俺の質問を聞いた途と端たん、アスナは何やら微妙な表情を浮かべてから、はああ────っと長いため息をついた。

「…………ヴァイカウント」

「へ？」

「だから、Ｖｉｓｃｏｕｎｔって書いてヴァイカウントって読むの。意味は《子し爵しやく》よ。キズメルが子爵閣下って呼んでたでしょ？」

「あ、そ、そういうことか。……ちなみに、子爵っていうのはどんくらい偉いの……？」

「一般的には、上から公爵、侯爵、伯爵、子爵、男爵ね。ダークエルフの貴族制度がどうなってるのかは知りませんけど」

「り、了解です、解説どうも。それじゃ、えーと……明日は、ちょっと早いけど朝の六時にここ集合でいいかな……？」

　俺の提案に、アスナは無言で頷く。

「ではそういうことで……オヤスミナサイ……」

　相棒がいきなり赤面したりツンケンしたりの理由が気になりつつも、一晩寝れば直るだろうと考え、俺は西側の寝室に引っ込もうとした。

　しかし、ドアを開けたところで、後ろから呼び止められる。

「キリト君」

「……はっ、ハイ」

　振り向くと、相変わらず居間の真ん中に立ったままの細剣使いは、少し肩をすぼめるような仕草をしてから上うわ目め遣づかいにこちらを見た。

「えっと……お風ふ呂ろに行く前にも言ったけど、今日は本当にありがとう。現実世界で過ごしてたクリスマス・イブより、ずっと楽しくて、素敵だった」

「…………」

　予想外の言葉に、どう反応したものか、俺は大いに迷った。

　数秒後、口から出てきたのは、当たり障さわりがないようなあるような問いかけだった。

「……向こうじゃ、どんなクリスマスだったんだ？」

「うーん……」

　ブーツのつま先で分厚い絨じゆう毯たんをぐりぐりしながら、アスナは淡い笑みとともに答えた。

「家族でクリスマス・パーティーをするから家にいなさいって言われて、でも結局父親も母親も遅くまで帰ってこなくて、ひとりでケーキ食べて終わり……毎年そんな感じかな」

「ふうん……そっか……」

　などと相づちを打つことしかできない自分がどうにも情けないが、といってお返しに披ひ露ろうできるエピソードがあるわけでもない。なぜなら俺もここ二年ばかりは、家族とのパーティーを早々に切り上げて、ネットゲーム内でクリスマス・イベントに参加するような有り様だったからだ。

「……まあ、その、楽しんでもらえたならよかったよ。どうせなら、ケーキも用意できればもっとよかったんだけどな」

　不ふ明めい瞭りような声でもごもごそんなことを言うと、アスナの口くち許もとに滲にじむ笑みが、少しばかり明瞭になった。

「そうだね。……でも、それは、来年のクリスマスまで取っておくわ」

「……そう、だな」

「じゃあ、わたしも寝るね。お休みなさい」

「お休み」

　アスナの姿が反対側の寝室に消えるまで見送ってから、自分の部屋に入り、ドアを閉める。

　居間ほどではないがこちらも充分に広い。中央にダブルサイズのベッドが鎮ちん座ざし、壁まど際ぎわには外部ストレージとして使えるらしいチェストボックスと、男の俺には使い道のない三面鏡つきのドレッサーまで備そなえられている。

　コートとブーツ、プロテクターを除装し、ベッドにどさりと寝転がる。

「…………来年のクリスマス、か……」

　アスナは何げなく口にしたのかもしれないが、実のところ、かなり重い意味を含んだ言葉だ。このデスゲームが開始されてから、今日で四十八日目。フロアごとの攻略日数の内訳は、一層が二十八日、二層が十日、三層が七日。ここ四層は、三日で中間地点まで到達している。

　順調に日数が短縮されているのは心強いが、これ以上は難むずかしいだろう。今後も、一層につき一週間程度かかると想定すれば、残り九十六層を突破するのに必要となるであろう時間は、単純計算で六百七十二日──およそ一年と十ヶ月。

　つまり、来年のクリスマスも、まだこの浮遊城に囚とらわれたままであることはほぼ確定的だ。アスナがそこまで考えていたのかどうかは定かでないが、いま眺めている天井の向こうに積み重なるフロアの数を想像しただけで、プレッシャーに押し潰つぶされそうになる。

　レベル的な安全マージンを充分に確保しているとは言え、ＭＭＯＲＰＧに絶対のセーフティ・ゾーンなど存在しない。強力なモンスターを、うっかり大量にリンクさせれば。バッドステータスの回復に手間取れば。あるいは単純に、数十メートルの高さで足を踏ふみ外せば。たったそれだけでＨＰがゼロになり、現実世界のどこかに横たわる俺の脳は、ナーヴギアによって破は壊かいされる。キリト／桐きりヶが谷や和かず人とという人間は、水底の泡ほう影えいのように、あっけなく二つの世界から消え去る。

　もちろん、一層のはじまりの街に留とどまっているという選択肢もあった。しかし四十八日前のあの時、俺は何かに追い立てられるように圏内を飛び出し、次の村へと走った。最初の相棒だったカトラス使いのクラインと別れる……いや、ＳＡＯの初心者だった彼を見捨てる直前に、俺は言った。

　──この世界で生き残っていくためには、ひたすら自分を強化しなきゃならない。ＭＭＯＲＰＧは、プレイヤー間のリソースの奪い合いだ。システムが供給する限られた金とアイテムと経験値を、より多く獲かく得とくした奴やつだけが強くなれる。

　その考え方が間違っていたとは思わない。俺が今日まで生き延びてこられたのは、元ベータテスター、いやビーターとしての知識と経験を活いかして効率よく金と経験値、レアアイテムを獲得し続けてきたからだ。レベルが１低ければ、武装の強化値が１少なければ死んでいたかもしれない場面は何度もあった。

　しかしそれは、安全な圏内から出て、自分の手でデスゲームを攻略する道を選んだからだ。

　なぜ、俺はそうしたのだろうか。

　一層のトールバーナの街で、知り合った直後のアスナが口にした言葉が、耳の奥に甦よみがえる。

　──最初の街の宿屋に閉じこもって、ゆっくり腐っていくくらいなら、最後の瞬しゆん間かんまで自分のままでいたい。たとえ怪物に負けて死んでも、このゲーム……この世界には負けたくない。どうしても。

　危うくもあり、勇ましくも、潔いさぎよくもある、アスナらしい動機だ。しかし、俺の中に同じものがあったとは思えない。

　ドラゴンナイツ・ブリゲードのリンドは。アインクラッド解放隊のキバオウは。そして一層のフロアボス攻略戦で命を落とした元ベータテスターのディアベルはどうだったのだろうか。本物の死と天てん秤びんにかけられるだけの、どんな理由があったから、彼らは危険な圏外へと足を踏ふみ出したのだろう……。

　暗い天井を見上げたまま、取り留めもない思考を彷徨さまよわせていると──。

　隣となりの居間で、反対側の寝室の扉が開く音がかすかに響ひびいた。

　アスナがまた風ふ呂ろに入るつもりなのかな、とぼんやり考えながらベッドに寝転がり続ける。しかし、扉の開閉音はそれきり、何分経たっても聞こえない。つまりアスナは、居間から浴室、もしくは廊下に出ていったわけでも、自分の寝室に戻ったわけでもないということだ。

「………………」

　更に十秒ほど耳をそばだててから、俺は忍び足で床に降りた。裸足はだしのまま絨じゆう毯たんの上を歩いてドアに近付き、真しん鍮ちゆうのノブをそっと回して少しばかり引き開ける。

　居間の灯あかりは落とされていた。しかし、窓から差し込む雪明かりが、部屋全体にモノトーンの陰いん影えいを浮かび上がらせている。

　ゆっくり視線を動かすと、こちら側の壁かべ際ぎわに置かれた大きなソファの上で、両膝ひざを抱えて丸くなるシルエットがあった。

　一いつ瞬しゆん迷ったが、俺はドアを完全に開けると、居間に踏ふみ込んだ。もうこちらに気付いているはずだが、白いチュニック姿のアスナは俯うつむいたまま身み動じろぎもしない。

　なぜか足音を殺しながらソファに歩み寄り、立ち止まる。

「…………眠れないのか？」

　しばらくしてから、ようやく小さな頭がこくりと動いた。更に数秒の沈ちん黙もくを経て、ぽつりと声が発せられる。

「……お部屋も、ベッドも、なんだか広すぎて……」

「……ほんとだよな。俺がベータ時代にログアウトに使ってた二階の十人部屋は、二段ベッドにぎゅうぎゅう詰めだったけどな」

　などと応じながら、ソファの反対側に腰掛ける。

　こんな時、甘いホットミルクのひとつもサッと用意できるプレイヤースキルがあれば……と思うが、残念ながらストレージに牛乳もなければ部屋にコンロもない。代わりに、普段はしないこと──心の中の根拠なき推測を、そのまま口にする。

「来年のこと、考えちゃったのか？」

　すると、一・五メートルほど離はなれたところでうずくまるアスナの体が、ぴくりと震えた。

　抱えた膝に額ひたいを押し当てるようにして、もう一度頷うなずく。しばらくして、ごくかすかな囁ささやき声ごえが、暗い部屋に流れる。

「わたし、いままで、遠い未来のことは考えないようにしてた。その日いちにちの攻略だけに全力を尽くすんだって、自分に言い聞かせてた。それって、未来から逃とう避ひしてるのと同じだよね。残りの層の数とか、脱出までにかかる時間とか……それ以前に、わたしはこの世界でいつまで生き延びられるんだろうとか、そういうことから目を逸そらしてたんだ。でも、自分の部屋で外を見てたら、なんだか……気持ちが、込み上げてきちゃって…………」

　両膝を抱え込むアスナの両腕に、ぎゅうっと力が込められた。

「……わたし、来年のクリスマスまで生きて、もういちど、アインクラッドに雪が降るところが見たい」

　ほとんど無声音の、それでいて切々とした響ひびきのある独白だった。

　何かを言わねばならないと強く思ったが、俺の口は糊のり付づけされてしまったかのように強こわ張ばり、動こうとしなかった。

　君は死なない、来年のクリスマスまで……いや、このデスゲームがクリアされるその日まで絶対に生き延びる。

　そんな言葉をかけてやりたくとも、その根拠を俺はどこに求めればいいのだろう。

　言うまでもなく、アスナの戦せん闘とう技術は最前線組の中でも抜きん出ているし、装備の性能も折り紙付きだ。しかしつい先刻自分に言い聞かせたとおり、この世界では、たった一度のミスや不運で簡単にＨＰがゼロになる。絶対に死なない、などという自分自身をさえ納得させられない気休めを、安易に口にできるはずがない。

　どれほどの時間、押し黙だまったままでいたのか解わからなくなった頃、俺はようやく掠かすれた声をアバターの喉のどから押し出した。

「…………ごめん。俺は、何も言えない。君に何かを言えるだけの強さを、いまの俺は持っていない……」

　恐らく初めてデスゲームへの恐怖と未来への希望を打ち明けたアスナに、そんなことしか言えない自分が情けなくて、俺は自室に逃げ帰るために立ち上がった。

　しかし、ソファの右端はしにうずくまるアスナの前を通り過ぎようとした時、すっと伸びてきた手が俺のシャツの裾すそを摑つかんだ。有無を言わせぬ勢いで引っ張られ、すぐ隣となりに再び腰を下ろしてしまう。

「なら、強くなればいいじゃない」

　思わぬ言葉に、軽く息を吞のむ。

「え……？」

「強くなってよ。いつかわたしに……わたしみたいに怯おびえてる子に、大丈夫だって言えるくらいに」

「…………」

　またしても返す言葉が見つからず、俺は視線を自分の両手に落とした。

　誰かにそんなことが言えるようになるには、いったいどれくらいレベルを上げればいいのか。少なくとも、二十や三十ではまったく足りない気がする。

　そもそも、アスナの言った強さとはそういうことなのか……などと、日頃考えたことのない種類の疑問にとらわれていると──。

　膝ひざを抱えたままのアスナが、体を左に傾かたむけ、俺の右肩に小さな頭を預けてきた。

「いまは何も言わなくていいから、その代わりに、わたしが眠るまでじっとしてて」

「え…………ま、まあ、いいけど……」

　どうにかそう答えると、アスナは淡い微ほほ笑えみを浮かべて瞼まぶたを閉じた。

　一分も経たたないうちに、本当に小さな寝息が聞こえ始める。眠るまで、と要求された以上、ここでアスナをソファに転がして寝室に引っ込んでも許されるはずだが、眠りが浅いらしい彼女を起こさずに離り脱だつするのは至し難なんの業わざだ。

　これって結局、起きるまでだよなあ……などと考えながら、俺は肩の力を抜いて、ソファの背もたれに体を預けた。

　強くなる。

　それは、はじまりの街から駆かけ出す……あるいは逃げ去る直前に、俺自身が口にした言葉だ。明確な動機もないまま、何かに急せき立てられるように、俺は他のプレイヤーより早くレベルを上げ、新しい武器を手に入れ、自分を強化することだけを追い求めつづけてきた。

　そんな俺に、アスナは動機を与えてくれたのだろうか。次に彼女が……あるいは他の誰かが俺に恐怖を打ち明けた時、大丈夫、君は死なない、と今度こそ言えるようになるために強くなる。そんなふうに考えてもいいのだろうか……。

　不意に、俺にもたれかかるアスナが小さく身震いした。起きたわけではなさそうだが、眠りながらも肌寒さを感じたらしい。確かに、薄うすいチュニック一枚では、雪の夜は辛つらそうだ。

　こんな時、暖かいブランケットの一枚もサッと用意できるプレイヤースキルがあれば……と思うが、残念ながらストレージには──。

「…………あ」

　小声で呟つぶやいてから、そっとウインドウを開く。ストレージ・タブに移動し、とあるアイテムを選択してオブジェクト化。

　両手の上にふわりと落ちてきたのは、銀色がかった薄手の織おり物もの──フォールンの地下水路で大だい活かつ躍やくした《アルギロの薄布》だ。ゴンドラ一隻せきを覆おおえるくらいだから、毛布の代わりにするには充分な大きさがある。耐久値が残り少なかったはずだが、幸い周囲が水面ではない場所で使うぶんには消耗しないようだ。

　広げた薄布にくるまると、たちまち部屋の冷気が遠ざかった。入れ替わりに、俺の頭にも心ここ地ち好よい眠気が忍び込んでくる。

　広げたままのウインドウを操そう作さし、起床アラームを午前五時三十分にセットすると、俺は瞼まぶたを閉じた。




　明くる十二月二十五日、及び二十六日は、城主ヨフィリス子し爵しやくに依頼された《瑠る璃りの秘ひ鍵けん》クエストに奔ほん走そうしているうちに、あっというまに過ぎ去ってしまった。

　決して難なん易い度どの低いクエストではないが、俺とアスナのレベルが１ずつ上がっていたうえに、エリート騎き士しキズメルが相変わらず頼もしすぎるせいもあって、苦戦らしい苦戦はしなかった。一日目は連続する前提クエストに東奔西走させられたが、二日目の午後には秘鍵が封印されている水没ダンジョンへと突入。湿気のせいか全身に緑ろく青しようを吹いたデュラハン型のボスを倒し、マリンブルーに輝く第二の秘鍵を手に入れると、今回は黒くろ覆ふく面めんのフォールンエルフに襲おそわれることもなく、夕食前にはヨフェル城に帰ることができた。

　城主にクエストの達成を報告し、たっぷりと報酬を貰もらって部屋を出ると、廊下の西の突き当たりにある大窓は見事な夕焼け色に染まっていた。真っ赤な光を浴びながら、思い切り伸びをする。

「……うぅ～～ん……どうにかこうにか、予定どおりに第二の秘鍵は回収できたな。城主様が椅い子すの後ろの小部屋にしまってたけど、第一の秘鍵もあそこにあるのかな……」

　半なかば独り言のつもりで口にした疑問に答えたのは、久々にドレスから騎き士しの鎧よろいへと着替えたキズメルだった。

「そのとおりだ。つまり、森エルフたちに城の五階まで攻め上がられたら、秘ひ鍵けんを奪われてしまう可能性が高いということだな。ヨフィリス閣下はレイピアの名手なれど、ご病身の閣下に御おん自みずから戦って頂くわけにはいかないからな……」

「大丈夫よキズメル、五階どころか桟さん橋ばしにも上げないから」

　自信満々にそう宣言したのは、この二日間、実にエネルギッシュな奮ふん闘とうぶりを見せたアスナだ。三層以来となるキズメルとの共闘が、よほど楽しかったらしい。

「敵の船が十隻せき来ようと二十隻来ようと、片かたっ端ぱしから撃げき沈ちんしてやるわ！」

「はは、頼もしいな」

　笑いながらアスナの背中をぽんと叩たたくと、キズメルは再び俺に眼めを向けた。

「……キリト、アスナ。たった二日で封印の迷宮から瑠る璃りの秘鍵を回収できたのは、お前たち自身の力はもちろん、お前たちの船の性能に依よるところも大きい。そして、私が何より嬉うれしいのは、あの美しい船に、妹の名前をつけてくれたことだ……」

　そこでいったん言葉を切ると、騎士はすぐ近くの窓へと歩み寄った。

　北向きの窓からは、ヨフェル城の前庭と城門、そこからまっすぐ延びる大桟橋が見下ろせる。桟橋の左右には、黒く塗装された八隻の大型ゴンドラと、一隻の白い小型ゴンドラ──我らがティルネル号がさざ波に揺られている。

「……妹は、幼い頃から水遊びが好きだった。九層にある都では、よく私と一緒に遊覧用の小舟に乗ったものさ。ティルネル号を見ていると、忘れていた思い出が甦よみがえってくるよ……」

　昔を懐なつかしむようにそう言うキズメルの右隣どなりに、そっとアスナが寄り添った。

　左からの夕ゆう陽ひを浴びてきらきらと輝く二人の髪を見詰めながら、俺は考える。

　キズメルの双子の妹であるティルネルという名のダークエルフ薬くす師しが、このアインクラッドにＮＰＣとして実在した可能性は低い。なぜならＳＡＯが正式にサービスインしたのは、ほんの五十日前なのだから。ある意味では、キズメルたち黒エルフ族も、敵対する森エルフ族も、その瞬しゆん間かんに生まれたことになる。つまりティルネルは、キズメルに与えられた《設定》という名の記憶データに過ぎないのだ。

　しかし、キズメルがティルネルの思い出を語るたび、サーバーのどこかデータが更新され、より強固で詳細なものとなる。たとえ設定としてのみ存在する女性なのだとしても、いつかその思い出は確かな事実となる。そんな気がする。

　キズメルの左側に立った俺は、軽く咳せき払ばらいすると、秘鍵クエストのあいだにアスナと相談したことを口にした。

「あのさ、キズメル。ひとつ、お願いがあるんだ」

「私にできることならば」

「ええと……俺たちの《幻書の術》は、船みたいに大きなものは収納できないし、だからといって船を担かついで《天てん柱ちゆうの塔》を上るわけにもいかない。次の五層に行く時は、ティルネル号をこの四層のどこかに置いていかなきゃならないんだ」

　無言で俺の話を聞いているダークエルフ騎き士しに、今度は右隣どなりからアスナが語りかけた。

「だからね、キズメル。わたしとキリト君が五層に上る前に、ティルネル号を、あなたに預けていきたいの。このヨフェル城の桟さん橋ばしに泊めておいてくれるだけでいいから……」

　実際にそんなことができるのかどうか、俺とアスナは昨夜時間をかけて話し合った。万が一システム的に不可能な頼み事をしてしまったら、キズメルのＡＩに無用の負荷をかけてしまいかねないからだ。

　通常、ＮＰＣに対してアイテムの譲じよう渡とはできない。三層の洞どう窟くつでダークエルフ騎士の徽き章しようを拾った時も、キズメルに預けようとしたら『お前から司令に渡してくれ』と言われてしまった。一昨日おととい、アスナがキズメルに着用させた紫色の水着も、脱衣所で返却されたようだ。

　しかし、船を桟橋に泊めておくだけなら、所有権を移動させる必要はない。あくまでキズメルが、気持ちのうえでティルネル号を預かってくれれば……そして時々船を眺めて、亡き妹のことを思い出してくれれば、それでいいのだ。この城から迷宮区タワーまでの移動方法が問題と言えば問題だが、そこはまあ、いざとなれば浮き輪もある。

　固かた唾ずを吞のんでキズメルの答えを待っていると、騎士はかしゃりと鎧よろいを鳴らして、もういちど窓へと向き直った。

　しばらくしてから、静かな──しかしＮＰＣとはとても思えない情感を含んだ声が流れた。

「…………もちろん。もちろんだとも。お前たちの大切な船は、私が責任を持って預かろう。だが、一つ約束してくれ」

「なあに、キズメル？」

「またいつかこの城に来て、ティルネル号に私を乗せてほしい」

　今度は、俺とアスナが、声を揃そろえて「もちろん！」と叫ぶ番だった。
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「キリト君！　左から来るよ！」

　アスナの鋭するどい声に、俺は歯を食い縛しばりながら、櫂かいを思い切り左に倒した。

　ティルネル号は小型ゆえに小回りが利きくが、それにも限界はある。高速域での回転半径は船体の二倍、十五メートルほどもあり、常に先読み、先読みの操そう船せんが求められる。

「ぬおおおっ……！」

　唸うなりながら、限界まで倒した櫂を力一杯漕こぐ。視界の端はしでは、茶色の無骨な大型船が猛然と突っ込んでくる。派手な水みず飛沫しぶきに隠れて見えないが、船首には巨大な衝しよう角かくが装備されていて、横っ腹を直ちよく撃げきされようものなら、高級素材だけを使っているがゆえに高い耐久値を誇るティルネル号も無事では済まないだろう。

　大型船の舳へ先さきに立つフォレストエルフ兵が、三メートルほどもある長槍スピアを構えた。

「任まかせろ！」

　船の中央部に立つキズメルが叫び、右手のサーベルを振りかぶる。俺を狙ねらって突き出されてくるスピアの穂ほ先さきを、神速の一ひと薙なぎで切り落とす。

　キズメルを信じて櫂を動かし続けた甲か斐いあって、ティルネル号は危ういところで敵の衝角を躱かわし、大型船の左さ舷げんに抜け出した。

　敵船も旋せん回かいを始めるが、後ろの取り合いに持ち込めばこちらのものだ。互いにぐるぐる回っているうちに、無防備な船尾が見えてくる。

「アスナ、キズメル、突っ込むぞ！」

「解わかった！」

「了解！」

　しゃがんだ二人がしっかりと舷側を摑つかむや否いなや、全速力で突進。ティルネル号の船首に取り付けられた《炎えん獣じゆうの衝角》が、頑丈な森エルフ船の唯一の弱点である船尾を直撃する。赤熱した衝角が薄うすい板を貫つらぬくと同時に周囲の水を蒸発させてちょっとした爆ばく発はつを引き起こし、敵船の後ろ半分が派手に吹き飛ぶ。

　その圧力を利用してティルネル号を後退させるあいだにも、敵船はあっというまに浸水し、船尾から沈み始める。乗っていた森エルフ兵十一人は湖面に投げ出され、口々に喚わめきながら、一目散に泳ぎ去っていく。

「よし、二隻せき目！」

　俺の快かい哉さいに重ねるように、索敵役のアスナが叫んだ。

「左後ろに敵船！　こっちに後ろ向けてるからチャンスだよ！」

「ら、ラジャー！」

　握り直した櫂かいを、今度は右に倒す。

　十二月二十七日、火曜日。フォールンの将軍ノルツァーが口にした《五日後》という刻限を違たがえることなく、フォレストエルフの兵士を満まん載さいした船団が、ヨフェル城を囲む湖に出現したのは正午ちょうどのことだった。

　その三時間前にはダークエルフの斥せつ候こう兵へいから情報が届いていたので、こちらも余裕を持って迎げい撃げきの準備を整えられたのだが、角つの笛ぶえが激はげしく吹き鳴らされるなか現れた敵船団を見た時には背筋にひやりとするものが走った。敵船の数が、俺の《だいたい十隻せき》という見積もりを上回る十六隻に達していたからだ。

　ヨフェル城に配備されたダークエルフ船の、実に二倍。つまり、仮に両陣営の船が同じ戦せん闘とう能力を持つとしても、ティルネル号だけで八隻を沈める必要がある。

　よもや浮遊城アインクラッドで経験するとは思わなかった大規模水上戦闘は、まるで古代ギリシアの海戦の如ごとく、正対した茶色と黒の船団が同時に突進するという形で始まった。最初の激げき突とつで森エルフ側の船二隻、黒エルフ側一隻が衝しよう角かくで穴を開けられて沈没。これで敵軍は十四隻、味方は七隻となってしまった。

　しかし、遊撃隊のティルネル号が、律りち儀ぎに正面衝突に付き合う必要はない。俺が立てた作戦は、サラミスの海戦に倣ならった、側面からの奇き襲しゆう攻撃だった。

　もちろん、だだっ広い円形の湖に、船が隠れられるような場所はない。しかしこちらには、先日は毛布としても役だってくれた《アルギロの薄うす布ぬの》がある。残りわずかだった耐久値も、アスナが裁さい縫ほうスキルと辛しん抱ぼう強づよさを発揮して、ちくちく補修してくれたのだ。

　薄布を被かぶって主戦場の東側で船ごとハイドしていた俺たちは、最初の激突で両陣営の船が停とまったタイミングを狙ねらって突進し、首尾よく一隻を沈めた。その後は混戦となったが、先ほど二隻目を撃沈させたので、これで森エルフ側は残り十二隻──のはずだ。

「キズメル、生き残っている船を数えてくれ！」

　しゃかりきに櫂かいを漕こぎながら叫ぶと、ほんの二秒で答えが返った。

「味方が六隻、敵は十二隻だ！」

「うげ……」

　敵の数は計算どおりだが、早くも味方がもう一隻沈没してしまったらしい。

　森エルフ軍が乗っている船は、分解した木箱から突貫作業で組み上げただけあって、船首と船尾が角張った不格好な代しろ物ものだ。黒エルフ軍の優美なゴンドラに比べればスピードも出ないし小回りも利きかないが、頑丈さでは上回っている。

　それに加えて、キズメルが恐れていたとおり、黒エルフ兵士たちの練度や士気もどうやら敵軍に劣る。併走状態での白兵戦に突入している船も何隻かあるが、斬きられて水に落下していく兵士の数は黒エルフ側のほうが多い。

「カレス・オーの勇敢なる兵士たちよ！」

　緑の地に金色の盾たてと直剣を染め抜いた旗を掲げる旗き艦かんの真ん中に立つ、敵軍の指揮官らしき大柄な騎き士しが、湖全体に響ひびき渡りそうな声で叫んだ。

「卑ひ劣れつなダークエルフどもを、湖の藻も屑くずと変えてやれ！　奴やつらは、人族と手を組んで、我らの城を攻め落とすための船を造っていたのだ！　幸いその企たくらみは破れ、船は我らのものとなった！　この機を逃してはならぬ!!」

　…………なぬ。

　全力で櫂かいを動かしながら、俺は眉まゆを寄せる。

　いま、敵の指揮官は、ダークエルフが人族と手を組んだ……と言わなかったか？　それはつまり、ダークエルフが人族に造らせた船を、フォレストエルフが奪取した、ということだろうか？　俺の知る限り、そんな事実はない。少なくとも、いまフォレストエルフたちが乗っている船を造ったのはフォールンエルフのはずだし、それはフォレストエルフ側から依頼されたからだ……と推測していたのだが。

「キリト君、気付かれたよ！」

　というアスナの声が、俺の意識を目の前の戦場に引き戻す。

　狙ねらっていた森エルフ船の漕そう手しゆが、こちらを睨にらみながら船を右にターンさせようとしている。俺は進路を左に振ってから、タイミングを見計らって右に急旋せん回かい。十秒後に敵の船尾が来るであろう位置を予測しつつ、必死に櫂を漕こぎまくる。

　敵船から突き込まれてくる二本の槍やりを、アスナが目にも止まらぬ二連れん撃げきで払いのけた、次の瞬しゆん間かん。ティルネル号の衝しよう角かくが敵船の右後部を貫つらぬき、衝しよう撃げきで前につんのめりそうになったアスナを、キズメルが素早く引き戻す。

　再び水蒸気爆ばく発はつが発生し、敵船を破は壊かいする。これで──

「三隻せき目っ……！」

　ばらばらと落水していく敵兵にはもう眼めもくれず、次のターゲットを探す。

　主戦場である湖の北部では、ダークエルフ側の劣勢が続いている。城への侵入を防ぐために、生き残っている六隻を横に並べて敵船と白兵戦を演じているが、水面に落ちていく兵士の数は明らかにダークエルフのほうが多い。

　いっぽうフォレストエルフ側はまだ十一隻が健在で、しかもそのうち三隻が、主戦場を迂う回かいして西側から城の大おお桟さん橋ばしへと近づいていく。

「まずいな……」

　とキズメルが呟つぶやくのと同時に、ダークエルフ船隊の中央に陣取る指揮官が、こちらに向けてシミターを振りかざしながら怒ど鳴なった。

「そこの小舟！　ぐずぐずしていないで、敵の別働隊を止めろ！」

「な、何よその言い方！」

　とアスナが憤ふん慨がいするのも無理はない。あの指揮官は、戦いの準備中に、『お前たちなどアテにしていない』とか『正規兵の邪じや魔まだけはするなよ』などと散々偉そうなことを言いまくっていたのだ。

　しかし、この場は従うしかない。城門の前にはたった六人の衛えい兵へいが残るだけで、三隻せきの船に乗る三十人の森エルフ兵に上陸を許せば、容た易やすく門を破られてしまうだろう。

「くそっ、やるしかないか……！」

　ひと声唸うなり、俺は猛然と櫂かいを動かす。こんなことならもっとＳＴＲを上げておくんだった、などと考えてしまうが、これが現実世界ならとっくの昔に俺の両腕は乳酸が溜たまりまくって、ピクリとも動かせなくなっていただろう。

　敵の別働隊は、三隻横並びでこちらに船尾を向けている。どれか一隻を真後ろからの突とつ撃げきで沈めることは可能だろうが、問題はその次だ。衝しよう角かくが威力を発揮するには、ほぼ最大スピードまで加速する必要がある。いったん後退してもう一度突撃、などという真ま似ねを敵が許してくれるとは思えない。

　その時、俺の逡しゆん巡じゆんを見抜いたかのように、前に立つキズメルが振り向いた。

「構わんキリト、真ん中の船に突っ込め！」

「り、了解！」

　と答えるより他にない。中央の敵船を見据え、コースを微修正。もう向こうの船尾に立つ槍そう兵へいはこちらに気付いているが、城への突進を止める気はないようだ。

「いっ……けえ────ッ！」

　と、まるで映画やアニメで決死の特攻をかける主人公の如ごとき台詞せりふを叫びながら、最後の一ひと漕こぎ。数分前と同様に、敵兵の槍やりをアスナが防御した直後、衝角が平らな船尾を突き破る。

　四隻目があっという間に轟ごう沈ちんし、乗っていた兵士たちが平泳ぎで退たい避ひしていく。それを見届けながら、俺は船をいったん後退させようとした──のだが。

　左右から、残る二隻が急接近するや、ティルネル号をがしっと挟み込んだ。

　キズメルのＨＰバーの更に下に表示された、ティルネル号の耐久値ゲージが五パーセントほど削られる。しかもダメージはそこで止まらず、じり、じりと減少し続ける。二隻の漕そう手しゆが、こちらを押し潰つぶそうと櫂を真横に漕ぎまくっているせいだ。

　加えて、船尾の槍兵が俺たちを狙ねらって鋭するどい穂ほ先さきを突き下ろしてくる。急いで背中の剣を抜き、槍を弾はじき返すが、これではジリ貧だ。

　その時、キズメルが落ち着いた声で言った。

「キリト、アスナ、右の船に飛び移って漕手を叩たたき落とせ！　左の船は私に任まかせろ！」

「うえ!?」

　予想外の指示にそんな声を漏もらしてしまうが、確かにこの窮きゆう地ちを切り抜けるにはそれしかない。アスナと素早くアイコンタクトすると、ままよとジャンプし、右側の敵船に飛び込む。

「薄うす汚ぎたない人族め！」

　目の前で森エルフの槍そう兵へいが怒ど声せいを上げるが、三メートルもある水上戦用長槍は、接近戦では文字どおり無用の長物だ。フェイントなしでいきなり単発斜め斬ぎりソードスキル《スラント》を発動させ、敵を船外に吹き飛ばす。左側では、とっておきのシルク・ケープを装備したアスナも、二連突き《パラレル・スティング》でもう一人の槍兵を圧倒している。

　森エルフというと、三層序じよ盤ばんで戦った恐るべき強敵《フォレストエルブン・ハロウドナイト》の印象が強いが、あの騎き士しはキズメルと同じ、ハイレベルのエリートＭｏｂだった。いっぽう、船に乗る《フォレストエルブン・スピアマン》や《フォレストエルブン・ソードマン》たちは、四層標準クラスのステータスしか持たない。一対一ならば無む闇やみと恐れる必要はなかったのだ、と今更のように意識する。

　しかしもちろん、油断は禁物だ。船同士の戦いならばダメージを船体が引き受けてくれるが、白兵戦では減少するのは俺たちのＨＰなのだから。まるで物語の一幕のような大規模イベント戦せん闘とうの真まっ直ただ中なかにいても、この世界が冷酷なデスゲームであるという大前提を忘れてはならない。

　アスナが目にも止まらぬ連続攻こう撃げきのノックバック効果で槍兵を船外に突き落とすと、その後ろにいた剣兵が前に出てくる。

「無理に倒そうとしなくていい！　そいつを壁かべにして、後ろの奴やつらを近づけさせるな！」

　相棒にそう指示しながら、俺も自分に襲おそいかかってきた兵士の剣を受け止めた。目指す漕そう手しゆ──固有名《フォレストエルブン・ロウワー》は、この兵士の向こうだ。

　フォールンエルフ謹きん製せいの大型木造船は、十人乗りではあるものの、デッキには二人が並んで立つ横幅しかない。俺とアスナが横並びで戦えば、後方の敵はこちらを攻撃できない理屈だ。このへんがＶＲゲームならではの位置取り要素というやつで、今回のような狭小空間での戦いでは、敵の体そのものが防ぼう壁へきにもなれば障害物にもなる。

　俺の言葉を聞き、アスナは動きを防御主体に切り替えたが、俺は漕手に辿たどり着くために眼前の剣兵を排除しなくてはならない。

　ステータスの差が大きいので、強引な力押しでも相手のＨＰを削り切ることは難むずかしくない。だがここに来て、俺は自分の心の中に、森エルフ兵士を殺す行為への忌き避ひ感かんが存在することに気付く。思い返してみれば、この水上戦が開始されてからというもの、俺は敵兵を水に落とすだけで一人も殺してはいないのだ。

　いや、この躊躇ためらいは、昨日今日生まれたものではない。三層でのキャンペーン・クエストの中盤、森エルフのキャンプに侵入して極ごく秘ひ命令書を奪うというミッションを課せられた俺は、戦闘を完全に避さけるスニーキングでクリアを目指そうとした。あの時も、同じようなことを思ったはずだ。森エルフたちの寝込みを襲って全滅させるような真ま似ねを、俺自身もしたくないし、アスナとキズメルにもさせたくない、と。

　たぶん、まったく無意味な感傷なのだろう。俺とアスナは、《翡ひ翠すいの秘ひ鍵けん》クエストの最初ですでに森エルフ騎き士しを殺しているし、キズメルは最愛の妹を森エルフの鷹たか使つかいに殺されている。ここで目の前の兵士を殺そうが殺すまいが、クエストの進行には何の影えい響きようも及ぼさないはずだ。──しかし。

「浅ましい人族め！」

　白い肌と薄うすい色の髪を持つ、まだ少年めいた幼さを残す──と言っても俺よりは遥はるかに年上という設定なのだろうが──兵士の素直な斬ざん撃げきを、俺はアニール・ブレード＋８で受け止めた。いかにフル強化していてもそろそろ引っ張りつづけるのは限界なのだが、手に馴な染じんだ愛剣は、心強い重さと頑丈さで敵の刃やいばをがっちりと弾はじき返す。よろめき状態に陥おちいった敵兵の右脇わき腹ばらに、左足の回し蹴げりを叩たたき込む。青白いライトエフェクトを帯びた一撃は、体術スキルの単発水平蹴り、《水スイ月ゲツ》という技だ。

「うわああっ！」

　悲ひ鳴めいを上げて吹き飛び、離はなれた湖面に落下する兵士を視界の右端はしに捉とらえながら、俺は素早く前に出た。すぐ左にも敵兵がいるが、アスナがしっかりタゲを取ったままパリィに徹てつしているので、こちらを攻撃してくることはないはずだ。

　目の前には、ティルネル号を押し潰つぶすべく櫂かいを真横に漕こぎまくっているロウワーの姿がある。

「悪いがそこまでだ！」

　叫ぶや、俺はアニール・ブレードの一撃で櫂を叩き折り、ついでに非武装の漕そう手しゆを後方に蹴り飛ばす。周囲の兵士を巻き込んでばらばらと倒れるのを見届けずに、アスナと交戦中の剣兵を、こちらは拳こぶしによる打撃技《閃セン打ダ》で船から突き落とす。

「戻るぞ！」

　叫び、アスナと一緒に後方のティルネル号に飛び降りると、ちょうどキズメルも戻ってきたところだった。彼女は敵兵をどうしたのだろう……と左側の大型船を見上げると、なんと船上には一人として残っていない。

　啞あ然ぜんとする俺に向けて、キズメルは何でもないように言った。

「全員湖に叩き落とし、櫂も破は壊かいしたぞ」

　慌てて周囲の水面に視線を落とすと、確かに多くの兵士がばしゃばしゃ水みず飛沫しぶきを上げている。どうやら、落水した兵士には戦場から撤てつ退たいするというアルゴリズムが与えられているようで、少しすると全員が北へと泳ぎ去っていく。

　右の船にはまだ五、六人の敵が残っているが、もう船を動かすことは不可能だ。剣を背中に戻すとティルネル号の櫂を握り、敵船のあいだを抜けて主戦場が見える位置まで移動する。

　これで、行動可能な船は、ダークエルフ側が六隻せき、フォレストエルフ側が八隻。かなり数が均きん衡こうしてきた上に、双方の兵士による白兵戦が続いているので、味方の船はまだしばらく保もつだろう。

「よし……また衝しよう角かく戦が始まる前に、敵の旗き艦かんを沈めるぞ！」

　抑えた声でアスナとキズメルに向けて叫び、俺はティルネル号を右に回頭させた。

　主戦場となっている大おお桟さん橋ばしから百メートルほど離はなれた水域では、残存している六隻せきのダークエルフ船と、同数のフォレストエルフ船が東西方向に長い列をなし、互いの船ふな縁べりが密着した船上では兵士たちが白刃を斬きり結んでいる。ダークエルフ側の劣勢は明らかだが、もう少しは耐たえてくれそうだ。

　フォレストエルフ側の残り二隻せきは船列の後方に陣取り、片方の旗き艦かんの舳へ先さきでは、銀色の鎧よろいに白いマントをなびかせた指揮官ががっしと腕組みをしている。三隻の別働隊が無力化されたというのに、こちらを気にする様子もない。

　もう味方の勝利を確信しているのだとしたら、その隙すきを狙ねらった横合いからの奇き襲しゆうが成功する可能性はある。

「アスナ、キズメル、またアレで行こう」

　そう声を掛けると、俺は船尾から折り畳んだ《アルギロの薄うす布ぬの》を取り出した。二度同じ手が通用するかどうかは解わからないが、万全を期すにこしたことはない。広げた布を三人でティルネル号に覆おおい被かぶせると中は暗くら闇やみに包まれるが、やがて薄手の布地を通してぼんやりと外の様子が見えてくる。

「……ゆっくり近づくぞ……」

　囁ささやきながら、そっと櫂かいを動かす。あまりスピードを出すと薄布が剝はがれてしまいそうになるので、慎重に、しかしできる限り急いで敵旗艦を目指す。

　あと二十メートル近づいたら布を回収して突進しよう。そんな目算を立てつつ、じわり、じわりと前進していく──。

　しかし。

　狙ったポイントまで残り五メートルとなったその時、フォレストエルフの指揮官が、左腰から音高く剣を抜いた。

「やばっ……！」

「気付かれちゃった……!?」

　俺とアスナが体を強こわ張ばらせ、キズメルは油断なくサーベルの柄つかに手を置いた。だが、指揮官のロングソードが勢いよく向けられたのは、潜せん伏ぷく中ちゆうのティルネル号ではなかった。

「いまだ！　一号船、二号船、突とつ撃げき開始！　五号船、六号船、道を開けろ!!」

　湖面に雷らい声せいが轟とどろき渡る。直後、白兵戦を演じていた森エルフ船六隻のうち、真ん中の二隻がすっと左右に分かれる。

　その向こうに現れたのは、無防備な横腹を晒さらす、ダークエルフ側の旗艦を含む二隻──。

「しまった……！」

　叫び、俺は急いでアルギロの薄布を船から引き剝がすと、丸めて船尾に詰め込んだ。そうしているあいだにも、森エルフ側の二隻は、自軍の船が作った間かん隙げきへと勢いよく突進していく。

「待ちなさ～～～～い！」

　というアスナの怒り声を聞きながら、俺は猛然と櫂かいを漕こぐ。ティルネル号は白波を蹴け立たてて突進するが、先手を取って動き出した森エルフ旗き艦かんとは、二十メートル以上の距きよ離りがある。

「これは間に合わないな……」

　キズメルが冷静にそうコメントした、約二秒後。

　森エルフ旗艦の無骨な衝しよう角かくが、黒エルフ旗艦の優美な船体中央を、轟ごう音おんとともに貫つらぬいた。

　ほんの一いつ瞬しゆん遅れて、敵の二番艦が別の黒エルフ船に激げき突とつする。土ど手てっ腹ぱらに大穴を空けられた二隻せきの船は、たちまち浸水、沈没していく。

「おっ、おのれえええ────ッ!!」

　堂々たるボリュームで怨えん嗟さの声を上げながら、黒エルフの指揮官も湖水に吞のまれた。見れば、主戦場の周囲では、これまでに落水したダークエルフ兵たちが所在なげに立ち泳ぎしている。森エルフたちと違ってどこかに泳ぎ去っていく様子はないが、どうやらこのイベントバトルは、水に落ちた兵士はもう戦いに参加できないというルールになっているらしい。

　タイミングを狙ねらい澄すました突とつ撃げきで、見事に黒エルフ側の旗艦ともう一隻を破は壊かいしてのけた森エルフの指揮官は、しかしそこで止まらずに、再び剣を高く掲げた。

「一号船、二号船、前進！　両船の兵士は上陸用意！」

「げげっ…………」

　という唸うなり声ごえが、俺の口から漏もれる。ありったけの力を込めて櫂を漕ぐが、ティルネル号が追いつくよりも早く、敵の二隻は船列にできた穴を通って主戦場の後方へと抜け出した。あとはもう、彼らと城の大おお桟さん橋ばしのあいだを阻はばむものは何もない。

「くそっ、こっちもあの穴に突っ込むぞ！」

　という俺の宣言に反応したわけでもあるまいが、旗艦を通すために一時退たい避ひしていた森エルフ船が、再び船列の穴を埋めるべく移動し始める。船列の隙すき間まがみるみる狭くなっていくが、ここで後には引けない。

「ぬおおおっ！」

　雄お叫たけびとともに、百二十パーセントの出力で水を搔かきまくる。わずかに残っている隙間に、ティルネル号の舳へ先さきを突っ込ませる。

　敵船の竜骨キールとティルネル号の左右の舷げん側そくが接触し、ガリッと嫌いやな音が響ひびいた。視界左上で、残り八割となっていた耐久値が七割まで減少する。だが、俺とアスナが気力と体力の限界に挑戦しながら集めた高級素材と、ロモロ老人の匠たくみの技で組み上げられたティルネル号は、遥はるかに大きい十人乗り船二隻を左右に押し戻して道を開いた。

「抜けたわ！」

「頑張れ、キリト！」

　と叫ぶアスナとキズメルの声でエネルギーを回復しつつ、俺は再びしゃかりきに櫂を動かす。再加速するティルネル号と、先行する敵船二隻せきの距きよ離りは約五十メートル。追いつけるかどうかは──正直、微妙だ。

　数十秒後、俺の危き惧ぐは現実のものとなった。残り二十メートルまで追いすがったところで、二隻の敵船が大おお桟さん橋ばしに接せつ舷げんしたのだ。

　うおおおお──っ、と鬨ときの声を上げ、指揮官を含む二十人の兵士が桟橋に飛び移る。一ひと塊かたまりになって走っていく森エルフたちの先には、城門を守る、わずか六人の黒エルフ兵がいるばかり。いっそ門の中に立てこもればという気もするが、見た目は堅固な城門でも、この状況ではそう長くはかからずに破られてしまうのだろう。

「キズメル、神官たちは助けてくれないの!?　いろんな魔ま法ほう……じゃなくて、おまじないが使えるんでしょう!?」

　危機感もあらわに振り向いたアスナに、キズメルは小さくかぶりを振った。

「残念ながら、城に駐留している神官どもは、戦せん闘とうの経験などいちどもない官かん吏りに過ぎない。いまごろは、地下の隠し部屋にこもってぶるぶる震えているだろうさ」

「そんな…………」

　唇を嚙かむアスナと入れ替わりに、フルパワーで櫂かいを漕こぎ続けながら別の質問をぶつける。

「城主様と子供たちは!?　神官たちと一緒に、地下に隠れてるのか!?」

「……それは解わからん……。何せ、ヨフェル城の門が破られたことは古来、一度もないからな。子し爵しやく閣下がどのような判断をなさるのかは、私にも見当が付かない」

「そ、そうか……」

　つい忘れてしまいそうになるが、俺とアスナがエルフ戦争キャンペーン・クエストを正規の手順で進めた場合、キズメルはこの場にいないはずなのだ。だから彼女は、他の兵士たちとは違ってイベントバトルでの《役回り》を与えられず、俺たちと一緒に自由に行動できるのだと思われる。

　しかし、ヨフィリス子爵はどうなのだろうか。

　レイピアの名手でありながら、病気によって強い光を浴びることができず、昼間でも真っ暗な居室に閉じこもっている──という設定は、今回のイベントには影えい響きようしないものだと思っていた。なぜなら俺もアスナも、森エルフに上陸を許した時点でこの戦いは敗北エンドなのだと信じて疑わなかったからだ。

　しかし実際には、二十人もの敵兵が桟橋に到達してしまったのに、戦いは終わっていない。後方では、残り四隻のダークエルフ船が、せめてこれ以上の突破は許すまじと奮ふん戦せんを続けているし、前方では、城門を守る六人の番兵たちが、果敢に槍やりを構えている。

　つまり、この苦しい戦況を覆くつがえす方法が、まだきっと残されているのだ。

　何の根拠もないが、俺にはその《方法》こそが、城主ヨフィリスなのだと思えてならない。なぜなら、彼は余りにも謎なぞめいているからだ。その謎を解くための、長めの連続クエストが発生してもおかしくないほどの。

「──アスナ、キズメル！」

　瞬しゆん時じの思考をまとめ上げ、俺は仲間たちに叫んだ。

「森エルフたちの前に割り込むぞ！」

「解わかった！」「お前に任まかせる！」

　打てば響ひびくような二つの返事を聞きながら、桟さん橋ばしの横を走り抜ける。隊列を組んで前進中の敵兵たちを追い抜き、城門のすぐ近くまでティルネル号を前進させると急ブレーキ。アンカーを下ろす手間も惜おしんで、桟橋に飛び移る。

　味方の槍そう兵へい六人は、横一列に並んで城門の前を固めている。つまり、大桟橋にはそれだけの横幅があるのだ。敵も同様に六人かける三列の陣形を組み、その後ろには指揮官の白騎き士しと、副官らしきマントつきの剣士が控える。揃そろいの長剣と小型の盾たてを構え、ざっざっと迫ってくる兵士たちを凝ぎよう視しして、カラー・カーソルを引き出す。

　表示されたカーソルは、これまで戦ったソードマンやスピアマンより赤色が濃こい。名前も、《フォレストエルブン・ライトウォリアー》と少し強そうだ。どうやら、旗き艦かんと二番艦の兵士たちは、他の船よりグレードアップしていたらしい。

　かたや、味方の番兵たちの固有名は《ダークエルブン・ゲートキーパー》。ライトウォリアーとどちらが格上なのかは不明なれど、数の劣位は間違いない。俺たちが三人で横並びしてもとても桟橋全体はカバーできず、いずれ番兵たちが三倍の森エルフ兵に突破されてしまうのは避さけられない。加えて、後方の主戦場も、そう長くは保もたないだろう。四隻せきに減ってしまった船列が崩くずれれば、敵の増援が桟橋に上がってくる。

　どうにか凌しのげると信じて、ここで戦うか。

　それとも、自分の根拠なき直感に従うか。

　刹せつ那なの逡しゆん巡じゆんを断ち切り、俺は二人の仲間たちに向けて叫んだ。

「二人とも、ここで、五分だけ頑張ってくれ！」

「キリトくんは!?」

　心配そうな顔をするアスナに、素早く頷うなずきかける。

「大丈夫、援軍を呼びに行くだけだ。でも、無理はしなくていい。危ないと思ったら、迷わず逃げろよ！」

　二人の肩を同時にがしっと叩たたき、あいだを通り抜けて後方へと走る。横一列に隙すき間まなく並ぶ黒エルフ槍兵たちと、その向こうの城門に向けて、左手人差し指に輝く印章指輪シギルを高々と掲げる。

「そこを通してくれ！」

　さすがにリュースラの紋章は霊れい験けんあらたかで、槍兵たちの真ん中に隙間ができると同時に、城門も重々しく震えながら少しだけ開いた。船を漕こいでいた時はＳＴＲ頼みだったが、今度はＡＧＩに物を言わせたダッシュで城門を通り抜け、背後で再び門が閉じていく音を聞きながら前庭を突っ切る。

　城館の正門を押し開けて飛び込むと、中はしんと静まり返っていた。どうやら、神官たちだけでなく、メイドさんや貴族たちもどこかに隠れているらしい。

　これで、城主様本人までとっくに避ひ難なんしていたら、俺の行動は完全なる無駄足だ。だが、あとはもう信じて走るしかない。足を止めることなく、エントランスホール奥の大階段を駆かけ上って最上階を目指す。

　城の五階に到達した時には、アスナたちに約束した五分のうち早くも一分が過ぎ去っていた。体を右に傾かたむけて直角に曲がると突き当たりの大扉が眼めに飛び込むが、昨日まではそこを守っていたはずの衛えい兵へいの姿がない。嫌いやな予感を押しのけて、扉の前で急ブレーキをかけつつ叫ぶ。

「城主閣下、失礼します！」

　すると、途方もなく長く思える数秒を経て、あの不思議な声が響ひびいた。

「入りなさい」

　すかさず扉を引き明け、広大な執務室に足を踏ふみ入れる。

　相変わらず、照明は奥のデスクに置かれた小さなランプ一つだけで、足あし許もともよく見えない。しかしクエストの報告で何度も通った場所なので、足早に部屋を横切るとデスクのすぐ手前まで移動する。

　勘かんを信じてここまで突っ走ってきたが、口にするべき言葉を咄とつ嗟さに思いつけない。そもそも、城主はキズメルのような高度にＡＩ化されたＮＰＣではない。彼に与えられたデータベースに適合する言葉でなければ、まともに反応してくれないはずだ……。

　と、思ったのだが。

「戦いは劣勢のようですね」

　俺が口を開く前に、ランプの向こうの暗くら闇やみから落ち着いた声が投げかけられた。咄嗟に頷うなずき、状況を説明する。

「は、はい。こちらの船は、旗き艦かんを含む四隻せきが沈められ、桟さん橋ばしに敵部隊の上陸を許してしまいました」

「そうですか……。では、敵がここまで上ってくるのも、時間の問題というわけですね」

「……このままなら、あと二十……いえ、十五分で、そうなるかと」

「ならば、私はこのまま敵を待ちましょう。人族の剣士よ、これまでの助力に感かん謝しやします。お前は、仲間とともに城から去りなさい」

　ここで、二分が経過。アスナたちとの約束を守るには、あと二分で、どうあれ部屋から出て城門まで戻らねばならない。

　込み上げてくる焦あせりを両拳こぶしで強く握り潰つぶし、俺は言った。

「ダークエルフ軍は、最初からフォレストエルフ軍に士気の高さで負けていました。その理由はきっと、戦場に、真の指揮官がいないからだと思います」

「ほう。真の指揮官、とは誰を指しているのですか？」

「あなたです、城主様」

　俺のストレートすぎる物言いに、軽く苦笑するような気配が漂ただよった──のは恐らく気のせいだろう。

　暗くら闇やみの奥から伸びてきた右手の指が、黒こく檀だんのデスクをコツコツと二度叩たたく。

「……それは、最も早はや言っても詮せん無なきこと。若き人族のお前には理解できないかもしれませんが、永遠に戦い続けていれば、いつか必ず敗れる時が来るのです。今日、このヨフェル城が陥おち、私が剣に斃たおれるというのなら、それもまた聖せい大たい樹じゆの導みちびき。我らリュースラの民は、その運命をただ受け入れるだけです」

　暗闇の奥から響ひびいてくる声は、それがあらかじめ決められた台詞せりふであるとは到底信じられないほどの、深い諦てい観かんに彩いろどられていた。

　俺は、固く強こわ張ばった両手をゆるりと開き──もう一度、ありったけの力で握り締しめた。

「城主様。まだ、あなたの兵士たちは戦っています！　彼らはきっと、主あるじの声を待っているんです。……あなたの病気のことは、キズメルから聞きました。でも、このまま暗闇の中で死を待つくらいなら、外に出て、せめてひと言兵士たちに言葉を掛けてやってくれませんか！」

　恐らく無駄だろう、と思いながら俺はそう懇こん願がんした。

　きっと、城主の病気に関連するクエストを俺は見落としたのだ。それをクリアしていれば、強い光を浴びられないという奇病は治り、あの居い丈たけ高だかに喚わめくだけの黒騎き士しに代わって、城主自みずからが戦いを指揮していたのではないか──。

　予想したとおり、何秒待っても城主からの反応はなかった。

　三分が経過したところで、俺は自分の直感が間違っていたのだと悟り、部屋から退出するべく右足を引いた。

　しかし──。

「人族の若者よ。ひとつだけ、私の問いに答えなさい」

　突然、そんな言葉が発せられるとともに、暗闇の向こうに金色の【？】マークが浮かんだ。何かのクエストが発生したのだ。

　固かた唾ずを吞のむ俺を、無色透明だが強烈な力を秘めた視線が貫つらぬく。

「お前は、なぜカレス・オーの民ではなく、リュースラの民に力を貸すのですか？」

　あまりにもシンプルな、それゆえに即答できない問いかけだった。

　キャンペーン・クエストを黒エルフ側で進めているから。そんな答えでは、答えたことにはなるまい。

　三層で、《翡ひ翠すいの秘ひ鍵けん》クエストを開始する時、俺もアスナもほとんど議論することなく黒エルフの騎士、つまりキズメルに味方することに決めた。それは、俺がベータ時代にそうしたからだ。突き詰めていけば、そこにさしたる理由はない。

「最初は……確かな理由があったわけじゃない」

　何の計算も確信もないまま、俺は思考をそのまま言葉に変えた。

「でも、いまは違います。俺も、アスナも、キズメルが好きなんです。だから、キズメルが愛しているダークエルフたちとその国を、俺も守りたい」

　再び、長い沈ちん黙もくが執務室の暗くら闇やみを満たした。




　後に──本当にずっとずっと後になって、俺は知った。ソードアート・オンラインという名の世界を制御しているプログラムには、プレイヤーの感情や心理状態をもモニターする機能が備そなえられているのだ。つまり、俺がヨフィリス子し爵しやくに対して、阿あ諛ゆせんがための噓うそを口にしていたら、それはシステムに見抜かれ、クエストが失敗していた可能性は高い。

　そうと聞かされたアスナは言ったものだ。『正直に答えてよかったね、キリトくんて昔から噓つくのが下へ手ただから』と、ほわんほわん笑いながら。




　もうすぐ四分が経過するという時、黄金のクエストフラグが音もなく消滅した。クリアの効果音は鳴らなかったが、代わりに城主の、これまで聞いた中で最も力強い声が響ひびいた。

「その言葉を、真実だと認めましょう。ならば私も、真実を以もつて答えねばなりませんね。若き剣士よ、お前が騎き士しキズメルから聞いたという、私の病やまいの話…………」

　ぎっ、と小さく椅い子すが鳴る。かすかな足音が、デスクを回り込んで俺の真横までやってくる。仄ほのかな森の香りが漂ただよい、笑いを含んだ声が響く。

「それは、噓です」

「…………は!?」

「ついてきなさい」

　足音が遠ざかり、北側の壁かべのどこかがゴン、と鳴る。部屋を満たす暗闇を、真昼の光が貫つらぬく。長方形に切り取られた純白の中に、長めの髪を北風になびかせる細いシルエットが浮かぶ。

　どうやら、外がい壁へきに隠し扉があったらしい。しかしここは城の五階だ。地面までは、十五メートル近い高低差がある。幾ら何でも、飛び降りるのは不可能──。

　と思った次の瞬しゆん間かん、城主の姿が搔かき消えた。慌てて開口部に駆かけ寄り、見下ろすと、壁から五十センチほど張り出した窓庇ひさしが、一階の玄関付近まで階段状に続いている。城主は、そこを軽やかに飛び降りていく。

　地面を見てしまうと背筋がひんやりするが、残り時間はもう一分もない。閉じられた正門の向こうからは、剣けん戟げきの金属音やソードスキルの効果音が盛んに聞こえてくる。視界左上に表示されたままのアスナとキズメルのＨＰバーは、どちらも二割以上減少している。

「……これくらい！」

　そう自分を鼓こ舞ぶし、俺は開口部のすぐ下にある庇ひさしに踏ふみ出した。あとは、一メートル半の落差をつけて幾つも続いている庇を次々に飛び降りていけばいい。跳ちよう躍やく距きよ離りそのものは、ロービアの街で義よし経つねの八はつ艘そう飛とびならぬゴンドラ二艘飛びに挑戦した時よりもずっと短い。

　城主に十秒ほど遅れて地面まで辿たどり着くと、俺はふううっと息を吐いた。

　そして、すぐ左に立つヨフィリス子し爵しやくの長身を、改めて見上げた。

　服装は、いかにも貴族らしい、モールとボタンがたくさんついたロココ調のフロックコートにベスト、膝ひざ下したまでのズボンに白タイツ。胸元には、ドレープのたくさんついた白タイ。長い黒髪を後ろで括くくり、腰には一般的な細剣よりも一回り細身なレイピアを下げている。

　城主は、白手袋を嵌はめた右手を持ち上げると、俺からは見えない顔の左側を指先で撫なでた。続いて、体ごとこちらに向き直った城主の顔を見た瞬しゆん間かん、俺はいっときにせよ胸中の焦あせりを忘れて眼めを見開いた。

　キズメルよりは少しだけ年齢を感じさせる端たん整せいな美び貌ぼうに、一直線の古傷が走っている。髪の生はえ際ぎわから左眼を通っておとがいまで伸びるそれは、鋭えい利りな刃やいばで切り裂かれたものだろうか。

　緑がかった灰色の隻せき眼がんで俺を見据えたヨフィリスは、ダークエルフにしては黒みの薄うすい頰ほおを皮肉げに歪ゆがませ、言った。

「この傷は、悔い多き我が生涯でも最大の恥ち辱じよくの証あかしです。子爵家を継つぐべき我が子らに、汚名までも引き継がせまいと、長いあいだ暗くら闇やみに包み隠してきましたが……よもや、人族にこれを見せる時が来ようとは」

「あ……すっ、すみません」

　俺は慌てて視線を外したが、城主はふっと短く笑った。

「謝あやまらなくともよい。私は恥を隠そうとするあまり、愚おろかさを積み重ねていたのかもしれません。……さあ、行きましょう。私の兵士たちと、お前の友人たちが戦っている場所へ」

　短めのブーツを音高く鳴らし、城主は閉ざされた正門へと足早に近づいた。歩きながらさっと右手を上げ、「開門！」とひと声叫ぶ。

　巨大な扉が重々しく開き始めたのと同時に、視界の右下に表示させていたサブウインドウの時刻が、約束の五分に達した。

　桟さん橋ばしを攻めるフォレストエルフ兵は、指揮官と副官を除いた十八人が十人ほどにまで減っているが、守るダークエルフの槍そう兵へいも六人から三人に半減している。穴を埋めるべくアスナとキズメルが奮ふん戦せん中ちゆうだが、曲刀カテゴリのサーベルはともかく、突き技主体のレイピアは横方向の間合いに限界がある。

　と思ったそばから、一人の森エルフ兵が横列の隙すき間まをすり抜けそうになった。俺は急いで剣を抜き、その兵士を迎え撃うつ。鍔つば迫ぜり合あいで遮しや二に無む二に押しまくり、アスナの真横まで前進すると、短く叫ぶ。

「悪い、ちょっと遅れた！」

「こっちは大丈夫！　でも、船のほうが……」

　その言葉に、視線を彼方かなたの主戦場に向けると、四隻せきの黒ゴンドラは健在なれど船上の兵士がもう各船三、四人ほどしか残っていない。あの防御ラインが突破されたら、大おお桟さん橋ばしに五十人は下らない敵兵が押し寄せてくる。

「キリト君のほうはどうだったの!?」

　という質問に、どう答えたものか俺は一いつ瞬しゆん迷った。だが結局、何を言う必要もなかった。

　後方で、湖を吹き渡る雄ゆう風ふうにも似た声が、朗々と響ひびき渡ったからだ。

「私は、リュースラの騎き士しにしてヨフェル城主、レーシュレン・ゼド・ヨフィリス!!」

　途と端たん、アスナの向こう側にいるキズメルが、鋭するどい呼気を漏もらした。だが、振り向くことなく戦い続ける。

　しゃりいぃぃん！　という鮮烈な刃鳴りは、ヨフィリスが腰のレイピアを抜剣した音だろう。再び、声。

「リュースラの兵士たちよ！　私はいまこそ長きにわたる不在を詫わび、そしてそなたらに希こいねがう！　この戦いには、王国の未来が懸かかっている！　女王陛下のために、友と家族のために、いまひとたび立ち上がり、私と共に戦ってくれ！」

　刹せつ那な、あらゆる剣けん戟げきや喚かん声せいが途と絶だえ、湖を静寂が包んだ。

　それを破ったのは、フロアの奥底から湧わき上がってくるような、圧倒的なボリュームの雄お叫たけびだった。

　船上に残る兵士たちはもちろん、湖に落ちたまま立ち泳ぎしていた兵士たちまでが、剣や拳こぶしを突き上げて叫んでいる。凪ないだ湖に幾いく重えもの波紋が生まれ、それは融ゆう合ごうして大きな波になると、同心円状に広がっていく。

　突然勇ましい効果音が聞こえ、反射的に視界左上を見ると、俺とアスナ、そしてキズメルのＨＰバーの上に、幾つものアイコンが出現していた。

　剣マークに上向き矢印は、《ＡＴＫ上昇》支援効果バフ。同じく盾たてマークに矢印は、《ＤＥＦ上昇》バフ。黄色い爆ばく発はつマークは《ノックバック効果上昇》バフ。四つ葉のクローバーは《幸運判定ボーナス》バフ。

　これらのバフが全ダークエルフ兵に付与されたのだとしたらヨフィリス子し爵しやくの威光恐るべしだが、いまは効果時間を一秒たりとも無駄にできない。

「おおっ！」

　俺は気合とともに水平斬ぎりソードスキル《ホリゾンタル》を発動させ、強化されたノックバック効果で眼前の兵士を右の湖面に叩たたき込んだ。アスナとキズメルも目の前の敵を吹き飛ばし、戦列を押し上げる。

「恐れるな！　城主ひとり増えたところで、我らの優位は揺るがぬ！」

　叫んだのは、後方に控えていたフォレストエルフの指揮官だった。大振りなロングソードを抜くと、じゃきっと前方に振り下ろす。

　すると、目の前に残る敵兵六人が、横一直線に並ぶやまったく同じ動作で剣を上段に構えた。鋼鉄の刃やいばが、薄うす青あおい光を帯びる。タイミングを合わせてソードスキルを──恐らくは垂直斬ぎり《バーチカル》を繰くり出すつもりらしい。たとえ基本の単発技でも、多重同時ソードスキルの爆ばく発はつ力りよくは恐るべきものがある。

　対抗するにはこちらも同じ攻こう撃げきを繰り出すしかないが、並んでいる六人の武器は、俺が片手直剣、アスナが細剣、キズメルが曲刀、残りの兵士三人が槍やりと見事にバラバラだ。異なるソードスキルのタイミングを合わせるのは至し難なん。

　その時。

「左右に避よけなさい！」

　という声、いや命令が後方から聞こえた。

　有無を言わせぬ迫力に、体が勝手に動いていた。俺とアスナと兵士一人は右に、キズメルと兵士二人は左に、桟さん橋ばしの縁ふちぎりぎりまで退たい避ひする。

　眼前の敵兵たちが、ざんっと石畳を蹴ける。六本の長剣が、青い平行線を描いて襲おそいかかる。懸けん命めいに剣を掲げるが、防御できたとしても、踏ふみ留とどまれずに湖に落とされる。

　という俺の危き惧ぐは、現実にはならなかった。

　後方から、純白に輝く巨大な光の槍が凄すさまじいスピードで飛ひ翔しようしてきたのだ。彗すい星せいにも似たその光は、俺たちが作った隙すき間まを瞬しゆん時じに通過すると、ソードスキル発動中の敵兵六人の真ん中に接触し──。

　眩まばゆい閃せん光こうと衝しよう撃げき波はの中で、六人全員が高々と舞まい上がった。

　敵兵たちは、空中でぐるぐる回転しながら吹っ飛び、左右の湖面に三人ずつ落下する。光が収まると、そこで体を限界まで前傾させ、レイピアをまっすぐ突き出した姿勢で立ち止まるのは、十メートル以上も離はなれた場所にいたはずの城主ヨフィリスだった。

「いまの……ソードスキルなの……!?」

　アスナの掠かすれ声ごえに、俺は小刻みに頷うなずくことしかできなかった。

　アインクラッドでこの技を目まの当あたりにするのは、ベータ時代を通して初めてだ。サービスイン前に、公式サイトの紹介動画でエフェクトと技名を見ただけだが、間違いあるまい。

　細剣カテゴリの最上位突進技、《フラッシング・ペネトレイター》。

　呆ぼう然ぜんとしていられる時間は、しかしほとんど与えられなかった。最上位というだけあって、かなり長めの硬直時間を課せられる城主に、敵の指揮官が憤ふん怒ぬの形相を向けたからだ。

「行くぞ、アスナ！」

　相棒に呼びかけ、俺も飛び出す。ひざまずいたままの城主を追い越して、猛然とダッシュしてくる白騎き士しを迎え撃うつ。同じく突進してきた敵の副官には、アスナが当たる。

　きっと、これがこのイベントバトル最後の戦いだ。

「そこをどけっ、人族！」

　怒ど声せいとともに振り下ろされてきたロングソードを、俺は愛剣で受け止めた。強烈な衝しよう撃げきに、手首がじんと痺しびれる。

　速く、重い。バフがかかっていても、この敵をノックバックで湖に落とすのは難むずかしいだろう。固有名は《フォレストエルブン・インフェリアナイト》。同レベル帯のモンスターよりも高いステータスを持つ、いわゆるエリートクラスＭｏｂではないが、真っ赤なカラー・カーソルを見ただけでソロで戦うには相当の強敵だと解わかる。

　しかし、ここで逃げれば、城主に告げた言葉が噓うそになってしまう。

「どくわけにはいかないな！」

　そう言い返すと、俺は敵の装甲が薄うすそうな右脇わき腹ばらめがけて反撃を繰くり出した。だが白騎き士しは素早い反応で剣を引き、十字型に突き出した鍔つばで苦もなくブロックする。

　そこからは、白騎士の斬ざん撃げきを俺がパリィかステップで躱かわし、こちらの反撃も敵の固い守りにブロックされるという展開が続いた。右側のアスナも、敵の副将である重武装の《フォレストエルブン・ヘビーウォリアー》を攻めあぐねているようだ。

　しかし、後方のキズメルとヨフィリスが加勢しようとする気配はない。前方の主戦場でも、双方の船に残る兵士たちがいっとき戦いの手を止め、大おお桟さん橋ばしでの決けつ闘とうを見守っている。

　ぎりぎりの攻防を繰り広げながらも、意識の片かた隅すみでは、このエルフ戦争キャンペーン・クエストに関する根源的な疑問が仄ほのかに明滅し続けている。

　六つの秘ひ鍵けんが全て揃そろい、《聖堂》の扉が開いた時、浮遊城アインクラッドに決定的な破局が訪れる──と黒エルフは言い伝え、いっぽうで森エルフは、アインクラッドの全ての層が再び大地に帰き還かんすると信じている。そのどちらもが、本当に起きるとはどうしても思えない。

　ならばなぜ、このキャンペーンのシナリオを書いた製作スタッフは、両エルフ族にそんな設定を与えた……いや、そう信じさせたのか？　ベータテスト時代は、秘鍵はただの小道具マクガフインで、集めたり奪われたり奪い返したりする以上の存在意義はなかった。それで充分に、キャンペーンは成立していたのだ。なのにどうして正式サービスでは、《破局》や《帰還》といった過剰な……どう考えても実現不可能な設定を盛り込んだのか？

　いや、そもそも、このシナリオは本当に現実世界のスタッフが書いたものなのか……？

　そんな荒こう唐とう無む稽けいな疑問が頭を掠かすめた、その時。俺と白騎士がまったく同じタイミングで斬撃を繰り出し、鍔つば迫ぜり合あいに移行した。

　ぎりぎりと刃やいばを軋きしませながら、懸けん命めいに圧力を跳ね返そうとしていると──。

「……小僧、人族の貴様がなぜ、黒エルフのために戦うのだ」

　いかにも騎士らしい優美なヘルメットの奥から、そんな問いかけが発せられた。

　つい数分前、城主ヨフィリスにもまったく同じことを訊きかれたばかりだ。だがここで、同じように「キズメルが好きだから」と言っても答えにはなるまい。俺の個人的な答えではなく、キャンペーン・クエストを進めるプレイヤーを代表しての答えが求められている、そんな気がする。

　考えてみれば、ＳＡＯという名のデスゲームからの脱出を目指すうえで、このキャンペーンのクリアは必須ではない。少なからぬ経験値やコルやアイテムを獲かく得とくできるにせよ、それは他の単発クエストでも可能なことだし、効率だけを考えるなら、時間のかかるストーリー重視のクエストは無視して湧わきのいい場所で定点狩りをしていたほうがよほど稼かせげる。そうと解わかっていたから、ギルドＤＫＢのリンドやＡＬＳのキバオウは、途中まで進めたキャンペーンの放棄に同意したのだろう。

　だが俺は、そしてきっとアスナも、ここでキャンペーンを投げ出すことなど考えられない。キズメルとの約束という個人的な理由もあるし、それに、何かもっと漠然とした動機も確かに存在する。

　火花を散らしてせめぎ合う二本の長剣の交点で、ぴきっ、と小さくて鋭するどい音が響ひびいた。

　その儚はかない響きに導みちびかれたかのように、俺は叫んでいた。

「それは……森エルフと黒エルフの戦いが、間違っていると思うからだ！」

　自分でも、なぜこんな言葉が生まれたのかは解らなかった。だいたい、そう思いながら黒エルフに味方して森エルフと戦うのは矛む盾じゆんもいいところだ。しかしいっぽうでは、噓うそ偽いつわりのない本心だという確信もあった。

「────たわごとを！」

　鋼はがねのような声で、白騎き士しが吼ほえた。

　もしかしたら、俺がどんな言葉を口にしようと、そう反応するシナリオになっていたのかもしれない。しかし騎士は、はっとするほど真に迫った怒りを漲みなぎらせながら、再び叫んだ。

「いにしえの時代より、我らカレス・オーの民は、黒エルフとの戦いの中で尽きせぬ血を流し続けてきたのだ！　それも全て、この虚空に浮かぶ牢ろう獄ごくからあらゆる命を解放せんがため！　我らが尊とうときその使命を、貴様の如ごとき愚おろかな小僧に邪じや魔まはさせん！」

　騎士の長身から、波動のようなものが迸ほとばしった──と感じたその刹せつ那な、敵の剣を受け止めていたアニール・ブレードが大きく弾はじかれた。

「ぬおおお！」

　白騎士が太い気勢を迸らせる。右耳に、俺の名を呼ぶアスナの声が届く。城主の檄げきによって付与された四種のバフアイコンが、同時に点滅を始める。

「く…………！」

　歯を食い縛しばりながら、俺は懸けん命めいに踏ふみ留とどまった。

　高々と振りかぶられた敵の長剣が、クリアな銀色の閃せん光こうを放った。ソードスキルだ。これは──片手剣三連れん撃げき技わざ、《シャープ・ネイル》。

　同じ技での相そう殺さいはもう間に合わないし、ステップ回かい避ひできる体勢でもない。可能なのは、剣による防御だけ。しかし、通常のブロックでは、恐らく一いち撃げき目めで剣を弾はじかれ、二撃、三撃目をまともに喰くらってしまう。

　残る選択肢は一つ。

　俺は、両足をしっかり踏ふん張りながら、アニール・ブレードを頭上に掲げた。真横に倒した剣の切きっ先さき近くを、左手で支える。通称《２ツーＨハンドブロック》という武器防御テクニックで、最大の防御力を発揮できるが、それゆえのリスクも存在する。

　真上から叩たたき付けられてくるシャープ・ネイルの一撃目が、アニール・ブレードの鎬しのぎ部分に激げき突とつし、視界に無数の火花を降らせた。耳をつんざくような轟ごう音おんの中で、俺の両手に、先刻も感じたかすかな軋きしみが再び伝わってくる。

　２Ｈブロックは、左手で剣を支えるので、必然的に敵の攻撃を刃やいばではなく鎬、つまり剣の腹で受けることになる。耐久値へのダメージは、刃で受けた時の倍以上。更には、残り耐久値に関係なく剣が折れる、いわゆる《武器破は壊かい》が発生する可能性まである。

　──耐たえてくれ！

　愛剣に向けてそう念じながら、俺は白騎き士しの二撃目を受け止めた。またしても、掌てのひらに不吉な感覚が伝わってくる。

　俺のアニール・ブレード＋８の強化内訳は、鋭するどさ＋４、丈夫さ＋４となっている。耐久値は、初期状態よりかなり向上しているはずだ。もちろん定期的なメンテナンスも欠かさず、この層に来てからも、主街区やヨフェル城のＮＰＣ鍛か冶じ屋やで修理してもらっている。

　だが、第一層最初のクエストで入手してから、今日までひたすら酷使してきたことも事実だ。使用期間の長さが耐久度の減り具合に影えい響きようするというデータはないが、実感として、白騎士のソードスキルを受け止めるたびに剣が激はげしく損傷しているという手て応ごたえがある。

　愛剣を守るため、三撃目は腕で受けて、後退してキズメルに後を任まかせる──という選択肢がちらりと頭の片かた隅すみを掠かすめた。

　だが俺は、なけなしの根性をかき集めて、剣を頭上に掲げ続けた。

　水上戦が始まる直前に、目の前の指揮官は言っていた。ダークエルフは人族と手を組んで、フォレストエルフの城を攻め落とすための船を造った。しかしその企たくらみは失敗し、船はフォレストエルフのものになった、と。

　それは明らかな事実誤認だ。もし指揮官が部下たちを騙だましているのでないのなら、彼自身も誤った情報を信じ込まされていることになる。誰に？　森エルフの上層部か、あるいはフォールンエルフに、だ。

　前者なら、俺たちが従来考えてきたように、森エルフとフォールンエルフは手を組んでいる。だが後者なら、森エルフも黒エルフも、フォールンに踊らされているということになる。

　その真実を見み極きわめるためにも、いまは後に引くことはできない。

「ハアアッ！」

　雄お叫たけびとともに、シャープ・ネイルの三さん撃げき目めが降り注いでくる。

　それを、三たびアニール・ブレードの腹で受け止める。

　ガキィィン！　という衝しよう撃げき音おんが轟とどろき、刃やいばが小さく欠けた。だが剣は持ちこたえた。視界左下のログ領域に、片手直剣スキルの熟じゆく練れん度どが１５０に達したというメッセージが流れた。

　ベータ時代から網もう膜まくに焼き付くほど眺めてきた、ソードスキルの詳細リストが目の裏に甦よみがえる。熟練度１５０から使用可能になる技は二つ。

「う……おお！」

　技後硬直に陥おちいった白騎き士しに向かって、右足を深々と踏ふみ込む。

　右手が自然に動き、愛剣を体の真横でぴたりと構える。

　水平四連撃技──《ホリゾンタル・スクエア》。

　刀身が、深く澄すんだスカイブルーの輝きを迸ほとばしらせる。右後方に引き絞られた剣は一条の光線となって走り、深い角度で敵の胸アーマーへと撃うち込まれる。眩まばゆい閃せん光こうと衝撃波に圧おされるように、白騎士が上体を仰のけ反ぞらせる。

　跳ね戻ってきた剣は、俺の左腰で一いつ瞬しゆん静止する。再びライトエフェクトが弾はじけ、システムアシストと蹴けり足の加速力によって、左から右への二撃目が発動。今度は浅い角度で横一文字に薙なぎ払われた剣先が、敵の喉当てゴーゲツトと左肩を痛撃する。点滅状態だがまだ残っているバフの効果か、長身の白騎士は大きく跳ね飛ばされ、たたらを踏む。

　俺は、二撃目の勢いのまま時計回りに体を回転させると、再び左後方に剣を構えた。

「う……おッ!!」

　叫びながら、思い切り右足で石畳を蹴けり飛ばす。しゅばっ！　と鋭えい角かくに放たれたアニール・ブレードの切きっ先さきが、再び敵の胸を直撃し、分厚い金属アーマーを粉々に砕く。斬ざん撃げきは肉体をも捉とらえ、鮮血を思わせる真紅のパーティクルが大量に飛び散る。

「ぐ……うッ!!」

　白騎士が、呻うめき声ごえを上げながらも右手の剣を振りかぶろうとした。

　しかし、俺のソードスキルはまだ止まらない。ホリゾンタル・スクエアの四撃目、右からのフォアハンドによる最終撃が、正方形を描く光こう芒ぼうを水平方向に拡散させつつ撃うち出された。

「おおおおお────ッ!!」

[image: ]

　意識が加速されているせいか、密度を増した空気を切り裂きながら、俺と愛剣は宙を翔かける。この一撃を無防備な心臓にクリティカル・ヒットさせれば、恐らく敵のＨＰバーは消し飛ぶ。だが俺は、雄叫びを上げながらも、技の軌道を微修正した。敵の心臓ではなく、左手に装備されたカイトシールドへと。

　剣と盾たての激げき突とつが生み出した閃光が、俺の視界を純白で塗り潰つぶした。

　ハレーションの中、強烈なインパクトによって吹き飛ばされた騎士のシルエットが、急速に遠ざかっていく。

　静寂の世界で、俺はもう一度、あの音を聞いた。

　ぴき、というかすかな破砕音。あるいは、別れの声。

　左前方に振り切られたアニール・ブレード＋８の切きっ先さきから二十センチほどが、微細な破片を散らしながら砕け、氷のように宙に溶けて消えていく。

　音と色が戻った途と端たん、真っ先に聞こえたのは硬質な金属音と盛大な水音だった。十メートル以上も吹き飛ばされたフォレストエルブン・インフェリアナイトが、右手に握っていた剣だけを桟さん橋ばしに残して湖面に落下したのだ。

　ほかの兵士たちと同じように、一度落ちればもう戦せん闘とうに復帰しないかどうかはまだ解わからない。しかし俺は、指揮官の様子を確かめることなく、体を右に回した。

　後方では、アスナが重装の副官と激げき戦せんを続けている。双方ともＨＰはまだ黄色くすらなっていない。

　半はん壊かいしたアニール・ブレードを背中の鞘さやに戻しながら、俺は叫んだ。

「アスナ、スイッチ!!」

　俺の意図を瞬しゆん時じに察したらしい細剣使いは、滑なめらかな足運びで間合いを取ると、右手のシバルリック・レイピア＋５を構えた。

「やあッ!!」

　気合とともに発動されたのは、単発突き《リニアー》。敵が掲げたラウンドシールドの中心に、思い切りよく叩たたき込む。基本技ではあるが、アスナのスキル熟じゆく練れん度どと武器のスペック、更には鋭するどい踏ふみ込みによる威力ブーストと消え去る寸前のバフの効果で、フォレストエルブン・ヘビーウォリアーの巨体は激はげしくノックバックした。

　無論アスナも、ソードスキルをガードされたことによる長めのディレイ状態に突入するが、相棒が作ってくれた一いつ瞬しゆんの停滞状態を逃さず、俺は副官目掛けて突進した。

　無防備な真横から、体術スキルの後方宙返り蹴げり《弦ゲン月ゲツ》を叩き込む。浮かせ効果のある技を喰くらったヘビーウォリアーは、怒りと狼ろう狽ばいの叫び声を上げながら、桟さん橋ばし右側の水面へと落下していく。

　どばっしゃーん、と巨大な水柱が立ち上り、その飛沫しぶきを右手で防ぎながら、俺は湖面を覗のぞき込んだ。

　副官は、仰あお向むけの姿勢で数十センチ沈降してから、右手のブロードソードと左手のラウンドシールドを手放し、水を搔かいて浮き上がった。悔しそうな顔でこちらを睨にらむと、反転して泳ぎ去っていく。プレートアーマーを着込んだまま泳げることに驚おどろかされるが、そこはエルフなりのおまじないが効きいているのだろう。

　ついに全てのバフが消滅し、少しだけ寂しくなった視界を桟橋へと戻す。硬直から回復して歩み寄ってくる相棒と、軽く右拳こぶしを打ち付け合う。

　苦しい戦いにどうにか勝利したというのに、アスナの表情が晴れない理由を悟った俺は、右手で軽く愛剣の柄つかに触れながら言った。

「そろそろ寿命だったからな……。むしろ、よくここまで頑張ってくれたよ」

　下ろした右手で相棒の左腕をぽんと叩き、揃そろって大桟橋の突とつ端たん方向を眺める。

　すると、残存するフォレストエルフ船隊の兵士たちが、次々と船を捨てて湖に飛び込む様子が見えた。合流した白騎き士しと副官の指示に従い、長い隊列を作って湖の出入り口となる峡谷へと泳ぎ去っていく。

　いっぽう湖面で立ち泳ぎしていた黒エルフ兵たちは大桟橋によじ登って整列し、生き残った四隻せきのゴンドラも船着き場に戻される。最終的に、両陣営合わせて何人の兵士が死んだのかを知るすべはないが、指揮官を含めたかなりの人数が、落水による戦線離り脱だつとなったことは間違いない。

　これでよかったのか。森エルフたちが再び城を襲しゆう撃げきしてくる可能性を考えれば、ここで禍根を断っておくという選択肢もあったのではないか。

　最後尾の森エルフ兵が濃のう霧むに紛まぎれて消えていくのを眺めながらそんなことを考えていると、後ろから、聞き慣れた声が俺の名を呼んだ。

「見事な戦いだったぞ、キリト」

　ゆっくりと振り向き、微ほほ笑えみを浮かべる騎士キズメルの顔をじっと見詰める。

「……これで、よかったのかな……」

　視線を落としてそう呟つぶやく。すると、すぐ目の前まで歩み寄ってきたキズメルが、俺の左肩を勢いよく叩たたいた。

「もっと胸を張れ。フォレストエルフの襲しゆう撃げきがあることを伝え、劣勢だった戦いを立て直し、敵の指揮官を一対一の決けつ闘とうで退しりぞけたのはお前だぞ、キリト。そして何より、城に保管されている二つの秘ひ鍵けんは無事に守られた。これ以上、何を望むというのだ」

　最愛の妹を森エルフに殺されたという記憶とともに生きるキズメルにそう言われれば、俺は無言で頷うなずくしかなかった。

　と、あたかもその動作がきっかけになったかのように、目の前にクエストクリアを知らせるウインドウが出現した。第一部《昔せき日じつの船せん匠しよう》から繫つながる第二部《湖上の城じよう塞さい》が終了し、大量の経験値が加算される。

　複雑な感慨を抱きながらウインドウを消していると、アスナが後ろから耳打ちしてきた。

「わたし、ちょっと湖の外に出て、アルゴさんからのメッセージ受信してくるね」

「あ……悪い、頼む」

　ヨフェル城と周囲の湖は俺とアスナ専用の隔かく離りマップなので、ダンジョン同様に外部からのインスタント・メッセージは届かない。ここに寝泊まりしているあいだは朝昼晩と外に出て、アルゴからフロア攻略の進しん捗ちよく情報を買っていたのだが、今日は正午ちょうどに森エルフ船隊の襲撃があったので、昼のメッセージを受け取れていないのだ。

　ティルネル号に飛び乗ったアスナが、少々ぎこちない手つきで櫂かいを操あやつり、静寂の戻った湖面を渡っていく。

　それを見送る俺の耳に、今度は城主ヨフィリスの声が飛び込んできた。

「お前の剣、惜しいことをしましたね」

　素早く振り向き、小刻みにかぶりを振る。

「い……いえ、無茶な使い方をしたのは俺ですから……」

　すると城主は、深い傷が走る美び貌ぼうを綻ほころばせて言った。

「剣のせいにしないのは良い心がけですね。刀身が半なかば以上残っていれば、城の鍛か冶じ屋やに修復させることも可能だと思いますが」

「うーん…………」

　少し考え、もう一度頭を横に振る。

「いえ、この剣は溶かして、新しい剣か防具に造り替えるつもりです」

「そうですか。──ならば……」

　頷いたヨフィリスは、さっと左手を持ち上げた。すると後方の正門から、横幅二メートルはあろうかというチェストを二人がかりで抱えた兵士たちが、よたよたと小走りに近づいてくる。兵士二人は、城主の隣となりに重そうなチェストを下ろすと、一礼してから桟さん橋ばし前方の隊列に加わるために走り去った。

「あの、これは？」

　啞あ然ぜんとしながら訊たずねる俺の目の前で、ヨフィリスは懐ふところから金色の鍵かぎ──もちろん《秘ひ鍵けん》ではない──を取り出すと、チェストを解かい錠じようし、手ずから蓋ふたを開けた。途と端たん、午後の陽光を何倍にも増幅した輝きが俺の眼めを射た。

　大型のチェストを埋め尽くしていたのは、鏡のように磨みがき上げられた、大小様々な武器防具やアクセサリー類だった。いっそう呆ぼう然ぜんとする俺の視界に、クエスト報酬リワードの選択ダイアログが表示される。

　立ち上がったヨフィリスは、微ほほ笑えみながら言った。

「これは、ヨフィリス子し爵しやく家伝来の品々です。人族の剣士よ、私からの心ばかりの謝しや礼れいとして一品、そしてそなたの武勇を称たたえる褒ほう賞しようとしてもう一品、何でも好きなものを取りなさい」

「えっ、いやっ、そのっ」

　フォレストエルフの騎き士しに止とどめを刺せなかった気き鬱うつさえも一いつ瞬しゆんで吹き飛ばす城主の言葉に、俺は眼を白黒させた。

「ふ……二つも、いいんですか？」

「無論」

「それは、俺と相棒で、二つずつですか？」

「勿もち論ろん」

「は……ははっ、ありがたき幸せ！」

　調子に乗ってダークエルフ式の敬礼をすると、城主の隣となりのキズメルが呆あきれ笑いを浮かべる。しかし、これはやむを得ない反応と言えよう。いままで、数あま多たのクエスト報酬の場面に於おいて、「ああ、二つ選べればなあ！」と思い続けてきたのだ。その夢がついに具現化したのだから、両拳こぶしを突き上げて「よっしゃああああ！」と叫ばなかっただけでも、我が鋼はがねの自制心を誉ほめてやりたいくらいだ。

「で、では、お言葉に甘えて」

　震える指先で、長大な報酬リストのアイテム名を一つ一つタップしてプロパティ窓を出すという、アインクラッドで最大級に楽しい行為を開始する。

　五分後。

　──ああ、三つ選べればなあ！

　と胸中で叫びながらああでもないこうでもないと煩はん悶もんしていると、すぐ近くでドボンという水音が聞こえた。戻ってきたアスナが、ティルネル号のアンカーを落としたのだ。リストから顔を上げ、相棒を手招く。

「おーいアスナ、凄すごいぞ！　二つだぞ、二つ！」

　桟さん橋ばしに飛び移り、こちらにダッシュしてくるアスナの表情はやけに真剣だ。しかしそれも無理はない。何せ二つなのだ。

「二つって言っても二人で二つじゃないぞ、一人で二つだぞ！」

「フタフタ言ってる場合じゃないよ、キリト君！」

　ブーツの鋲びようから火花を散らしながら急ブレーキをかけたアスナは、ガッと俺の右肩を摑つかみ、大きく息を吸うと叫んだ。

「大変なのよ！　しばらく前に、出発しちゃったって！」

「誰が？」

「決まってるでしょ！　──フロアボス攻略レイドがよ!!」

「………………な、」

　なにいいいいい!?　という俺の絶叫に、キズメルとヨフィリス城主が揃そろって瞬まばたきする。

「いや……でも、今朝の情報じゃ、ボス攻略が始まるのは、どんなに早くても明日の午後からだって……」

「そうなんだけど、今日の午前中に予想より早くボス部屋まで到着して、ボスの偵察までできちゃったらしくて、こうなったらいったん最も寄よりの村で補給と休きゆう憩けいだけして、午後一番でボス攻略を始めたろやないかい！　って意見が出たみたいで」

「……誰がその意見を出したのかは言わなくていいぞ」

　唸うなりながら、俺は脳内に第四層のフロアマップを呼び出した。

　このヨフェル城が存在するのは、円形のマップの右下──つまり南東部。南西部の台地には、森エルフの城がある。そして迷宮区タワーがそびえるのは、二つの城の中間地点から下に進んだ、フロアの南端。

　迷宮区最寄りの村は、確か数百メートルと離はなれていない。加えてこの層の迷宮区は、かなりシンプルな構造だったはずだ。村からタワーを上ってボス部屋までは、すでにマッピングしてあるのなら二……いや一時間三十分程度か。

「レイドが出発した、正確な時間は解わかるか!?」

　俺の質問に、アスナは素早くウインドウを確認すると頷うなずいた。

「いまから五十五分前！」

「ならもう塔を上ってるな……。──うーん、このフロアは連中に任まかせるしかないか……」

「そう……かもね……」

　戦力強化を急ペースで進めているＤＫＢとＡＬＳなら、ほぼ初見のフロアボスも犠ぎ牲せい者しやゼロで撃げき破はしてくれるに違いない。一抹の不安を吞のみ込みながらアスナと頷き合っていると、キズメルが話しかけてきた。

「キリト、アスナ。《天てん柱ちゆうの塔》の守しゆ護ご獣じゆうに挑むのか？」

「あ……うん。でも俺たちじゃなくて、他の仲間たちが、もう塔を上り始めてるみたいで……」

　そう答えると、騎き士しの顔がわずかに翳かげる。

「そうか。二人が信頼する者たちなら、心配はあるまいと思うが……確か、この層の守護獣は……」

　そこで言葉を切った騎き士しに続いて、今度は城主が口を開いた。

「私たちは伝承でしか知りませんが、この四層の塔に潜ひそむ守しゆ護ご獣じゆうは、何やら奇怪な力を持っていると聞き及びます」

「奇怪な力……？」

　俺は小さく首を傾かしげる。

　ベータ時代に戦ったフロアボスは確か、上半身が鷲わしで下半身が馬の、いわゆるヒッポグリフだったはずだ。くちばしの一いち撃げきは強烈だったが、何せ屋根のあるボス部屋なので、肝心の翼つばさが風を起こすくらいのことしかできず、さして苦戦した記憶はないし奇怪な力を使われた憶おぼえもない。

　だが次の瞬しゆん間かん、俺はまたしても、ベータ時代の知識が最も早はやあてにはならないことを思い知らされた。

「この層の守護獣は、ヒッポカンプと呼ばれる、前半分が馬で後ろ半分が魚の怪物です。どんなに乾いた土地にさえ泉を湧わき出させ、そこを海に変えてしまうとか」

　そう告げたヨフィリスは、とどめのひと言を付け加えた。

「守護獣と戦う者は、水に浮くためのまじないが必要だと伝えられています」

「…………！」

　俺とアスナは、同時に息を吞のむ。

　城主の言葉をそのまま解釈すれば、フロアボスのヒッポグリフ改めヒッポカンプは、ボス部屋を丸ごと水没させてしまう能力を持っている。ゆえに、水に浮くための手段が必要となる。しかし、キバオウたちが、ゴンドラを担かついで迷宮区を上っているはずがない。そもそもそれはシステム的に不可能だ。

　更に恐ろしい想像は、ボス部屋が水没するからには、水が漏もれる穴も塞ふさがれる……つまり、部屋の出口が閉ざされてしまうのではないか、ということだ。もし脱出不可能のボス部屋で水に吞まれたら、レイドが全滅しかねない。

「は、早くメッセージで知らせないと！」

　そう叫び、ティルネル号に駆かけ戻ろうとするアスナを、俺は慌てて引き留める。

「無理だ、迷宮区にいるプレイヤーには、メッセージは届かない！」

「なら、どうするの!?」

「俺たちが直接行くしかない。運が良ければ、攻略部隊の半分くらいは、往おう還かん階段から主街区まで行くのに使った《浮き輪の実》をまだ持ってるはずだ。それで凌しのいでるうちに俺たちがボス部屋まで行って、扉を外から開けるんだ！」

　外からでも開けられなかった場合のことを、俺は敢あえて口にしなかった。それはあまりにも絶望的な推測だし、こんな下層のボス部屋でそこまでの致命的トラップは有り得ない、と信じたい気持ちもあったからだ。

　アスナの反応は素早かった。覚悟を決めた顔で頷うなずくと、キズメルに向き直る。

「ごめんねキズメル、わたしたち、行かなきゃ。また必ず戻ってくるから……！」

　だが、それを聞いたダークエルフ騎き士しは、何を馬ば鹿かなことをと言いたげに肩をすくめた。

「こういう時、人族は《水臭い》と言うのだろう？　私も行くさ、もちろん」

「「えっ」」

　俺とアスナは、同時に驚おどろきの声を漏もらした。

　しかしその驚きは、二秒後に天地がひっくり返るほどの驚きよう愕がくへと進化した。

「では、私も行きましょう」

　まったく何でもないようにそう宣言した、ヨフェル城の主あるじにしてダークエルフの子し爵しやくヨフィリス閣下の顔を凝ぎよう視ししながら、俺とアスナは絶叫した。

「「ええええええ──────ッ!?」」




　折れたアニール・ブレード＋８の代わりは、ひとまず森エルフ指揮官の白騎士が桟さん橋ばしに落としていった長剣に務つとめてもらうことにして、お楽しみの報酬選択を後回しにした俺とアスナはティルネル号ではなく黒エルフの大型ゴンドラで湖を出発した。しかも、城主様とキズメルの他に屈強な護ご衛えい兵へいが二人ついてきてくれて、総勢六名のフルパーティーだ。

　兵士が櫂かいを操あやつるゴンドラは、素晴らしいスピードで閉へい鎖さ空間である湖を出ると、そのまま峡谷を突き進んだ。たまに現れる水すい棲せいモンスターも巨大な衝しよう角かくの一いち撃げきで粉砕し、たちまち分岐点まで到達すると、進路を南に取る。

　次層の底までそびえ立つ迷宮区タワーの威容は何度見ても気け圧おされてしまうが、キズメルとヨフィリスが涼しい顔をしているので人族代表としてはビビってはいられない。峡谷の終点からの陸路もあっという間に駆かけ抜け、たちまち迷宮区の根元まで到達する。

　入り口でアルゴと落ち合い、マップデータを貰もらう。ダークエルフのカラー・カーソルを見たアルゴはさすがに顔を青ざめさせたものの、気丈に「一緒にいくヨ！」と宣言した。

　タワーに入ってからも、パーティーの足が止まることはほとんどなかった。先行する攻略レイドが道中のモンスターをほとんど掃除してくれていたし、たまに引っかけたＭｏｂも城主様が瞬しゆん殺さつしてしまう。

　惜しむらくは、ヨフィリス子爵がキズメルとは異なりシステム的にはパーティーに加入してくれなかったことだ。もし入ってくれれば、いったいレベルが幾つなのか解わかったのだが。──いや、それは知らないほうが良かったのかもしれない。なぜなら、キャンペーン・クエストの展開いかんによっては、俺たちが子爵と戦う羽目になっていたことも絶対にないとは言えないのだから。

　かつてないほどのラッシュ進行でついにボス部屋の入り口まで到達したのは、湖を出てからたったの四十五分後のことだった。つまり、レイド部隊との遅れは約十分ということになる。

　分厚い花か崗こう岩がんの扉は、固く閉ざされていた。

　そして、二枚の扉の隙すき間まから、じわじわと水が染み出していた。

「……キリト君！」

　アスナの叫び声に頷うなずき返し、二人で扉に飛びつく。キズメルたちと二人の兵士を俺の後ろまで下がらせてから、緑ろく青しようを吹いた輪っかを両手で握り、両足を踏ふん張って、あらん限りの力で引っ張る。

　だが、結果から言えば、力を入れて引っ張る必要はなかった。大扉は、内部からかかる巨大な力にぎりぎり耐たえていたらしく、引いた瞬しゆん間かんに物もの凄すごい勢いで開いたからだ。

「おわあ!?」

　と叫んだのは、俺でもアスナでも、ダークエルフの四人でもアルゴでもなかった。

　開いた扉の向こう側から、大量の水とともに流れ出してきたスキンヘッドの巨漢──斧おの戦士のエギルは、通路に腹ばいになったまま俺を見上げると、強こわ張ばった顔にニヤリと笑みを浮かべて見せた。

「よう、来てくれたのか」

「や、やっぱり水没したのか!?」

　溢あふれ出してくる濁だく流りゆうに抗あらがいながら、手を貸して立ち上がらせる。エギルに続いて次から次にプレイヤーが押し流されてくるが、彼らはボス部屋前の半円形ホールを囲む柵さくに引っかかってくれたようだ。水はそのまま柵を通り抜けて、滝となって階下に落ちていく。

「ああ、攻略本とボスの見た目が違う時点で、ヤベエんじゃねえかってオレは言ったんだけどな……」

　やれやれと首を振るエギルに、反対側の扉に摑つかまっているアスナから質問が飛んだ。

「エギルさん、犠ぎ牲せい者しやは!?」

「安心してくれ、まだ一人も死んでねぇよ。往おう還かん階段の所の浮き輪の実を、樹きに生なってるぶん全部もいでストレージに溜ためてた欲張りがいてな……そいつが全員分の浮き輪を出してくれたおかげで、なんとか水死だけは免まぬがれたんだ。あとはひたすらボスの攻こう撃げきを避よけながら、どうにかして扉を開けようとしたんだが、中からは絶対開かねぇ仕組みらしいな」

「そ、そうか……」

　そんな会話をしている間に、ボス部屋を満たしていた水は全て流れ出たようだった。ホールには、浮き輪を装着した四十人近いプレイヤーたちが折り重なり、呻うめき声ごえを上げている。

　俺は、扉の輪っかを握ったまま、そっと首を伸ばしてボス部屋の中を覗のぞいた。

　広い。長方形の部屋は、奥行き五十メートルほどもあるだろう。窓はなく、床も壁かべも灰色の花崗岩製。灯あかりは、何本かある柱の先せん端たんから発せられる、不気味な青い光のみ。

　そして、濡ぬれた床の中央に、巨大なシルエットが存在した。

　ヨフィリスが教えてくれたとおり、前半分が馬で、後ろ半分が魚だ。しかし馬の前脚には蹄ひづめの代わりに鉤かぎ爪づめの生えた水かきがついていて、たてがみは触手となってうねうね蠢うごめいている。カラー・カーソルに表記された名前は、《ウィスゲー・ザ・ヒッポカンプ》。

　ふるる、ふるるる、という湿ったいななき声を漏もらすボスの六段ＨＰバーは、最初の一本がほぼ削られている。どうやら攻略レイドは、予想外の水没攻こう撃げきに対処しつつも、根性で攻撃を続けていたらしい。

　さてどうする……と思ったその時、折り重なったプレイヤーたちの天てつ辺ぺんから、傍ぼう若じやく無ぶ人じんなドラ声が轟とどろき渡った。

「なんやジブンら、どうせ来るならもっとはよ来んかい！」

　続いて、山の下のほうで、苦しそうな声が響ひびいた。

「早く上の連中をどかせてくれ、キバオウさん！　どいた者から、ポーションを飲んでおけよ！」

「ま、まだやる気なんか、リンドはん」

「当たり前だ！　攻撃パターンは解わかったんだ、苦労してゲージを一本削ったのに無駄にできるか！」

「エッラそうなこと言うやないか、ワイが浮き輪の実を出さへんかったら、今ごろ全員ドザエモンやぞ！」

「共有財産をガメてただけじゃないか！　お前こそ偉そうなこと言えた義理か！」

　──どっちにせよ、そろそろ決めないと、ボスの攻ア性グ化ロが切れてＨＰが回復しちゃうんだけどなあ。

　と思った俺は、どうにか両ギルドリーダーの意見をまとめるべく、口を開こうとした。

　しかし幸い──と言うべきか、その必要はなかった。俺の後方から歩み出てきたキズメルとヨフィリスを見た途と端たん、キバオウとリンドのみならず、あちこちで口げんかを始めそうだったレイドメンバー全員が押し黙だまったからだ。

　彼らからは、黒を通り越して闇やみの色に見えるであろうカラー・カーソルを持つダークエルフの子し爵しやくは、ぐるりと一同を見回して言った。

「人族の剣士たちよ、戦うつもりなら今すぐに立ち上がりなさい。そうでないのなら、静かにしていなさい。どちらにせよ、あの守しゆ護ご獣じゆうは、剣士キリト、剣士アスナとの盟約により、私が屠ほふります」

　そして、ヨフィリスは左腰のレイピアを音高く抜き放ち、まっすぐに掲げた。

「リュースラの騎き士しヨフィリスの名において命じます！　立てる者は立ち、我に従いなさい！」

[image: ]

　剣けん尖せんから同心円状のオーラが広がり、それに触れた途端、またしてもＨＰゲージに四種のバフアイコンが点灯した。

　レイドメンバー全員が立ち上がり、手に手に武器を掲げて雄お叫たけびを迸ほとばしらせるまで、そう長い時間はかからなかった。




　二〇二二年十二月二十七日火曜日、午後二時三十二分。

　アインクラッド第四層のフロアボス《ウィスゲー・ザ・ヒッポカンプ》は、七パーティー四十人のレイド部隊と、追加の一パーティーによって撃げき破はされた。

　ボスの特殊能力《ウォーター・インフロウ》は、大広間全体を水没させるという恐ろしい技だが、対処方法は至ってシンプルなものだった。ボスが能力を使うと部屋の扉が閉じてしまい、内側からは絶対に開けられないのだが、水圧が一定以上かかった状態で外側から扉を引っ張ると簡単に開くのだ。外にはアルゴに待機してもらい、扉から水が染み出してきたら開けて排水という手順を繰くり返すだけで、特殊能力はほぼ無効化できた。

　もっとも、ヨフィリス子し爵しやくには、最初からそんな攻略法は必要なかったのかもしれなかった。なぜなら彼は、どんなまじないによってか、部屋が水没しても平然と水の上を走り回ってボスを攻撃し続けていたからだ。










　　　９




「……ねえ、わたし、思ったんだけど」

　第五層へと続く螺ら旋せん階段を上りながら、アスナがそこはかとない心配顔で言った。

「迷宮区まで来るのに使った黒ゴンドラはキズメルと城主様が乗って帰っちゃったし、ティルネル号はお城の桟さん橋ばしに係留してきたし、どうやってお城まで戻るのかしら」

「うぅ～ん……と」

　幾つかのオプションを検討してから、俺は答える。

「このまま五層主街区の転移門をアクティベートしたら、門でいったん四層のロービアまで戻って、そこからヨフェル城まで移動……かな……」

「え、でも、主街区には船ないよ？　まさか、浮き輪でお城まで泳ぐ気？」

「いや、いっそ、もう一隻せき作ろうぜ。高級材料にこだわらなきゃ、大した手間じゃないし」

「まあ、いいけど……。でも次は、あなたが名前つけてよね」

　そう言われた途と端たん、むぐっと言葉に詰まってしまう。ネーミングセンスのなさは大いに自覚しているところだ。

　階段を足早に上りながら腕組みをして唸うなっていると、再びアスナが口を開いた。

「……で、その剣、このまま使い続けるの？」

「へ？　あ、いや……」

　組んでいた腕を解ほどいて、右肩から伸びる柄つかに触れてみる。グリップに巻かれた革はほどよく使い込まれ、フロアボスとの戦せん闘とう中ちゆうも俺の手を裏切ることはなかったし、性能もアニール・ブレード＋８に迫るものがあったが、しかしやはりこれは他人の剣だ。いや、正確には他ＮＰＣだが。

　もしかしたら、あの白騎き士し……フォレストエルブン・インフェリアナイトとは、またどこかで戦うことになるのではないか。有り得ないことだが、そんな感慨に捕らわれながら、俺は答えた。

「……ヨフェル城に戻ったら、クエスト報酬で片手直剣を貰もらって、それを次の主武器にするよ。アスナも、何貰うか考えておいたほうがいいぞ。なんつっても二つだからな」

「そんなに二つが嬉うれしかったの？」

　大きな苦笑を浮かべてから、アスナは表情を改めて言った。

「……城主様、不思議な人だったわね。病気のふりをしてまで、何年もあんな真っ暗な部屋に閉じこもりつづけるなんて……」

「そうだよな。あの傷がついた理由、キズメルに訊きいたら教えてくれるかな……」

「ちょっと、やめなさいよね、そんな詮索するの」

「そ、そっちが言い出したんだろ」

　そんな会話を交かわしながら、薄うす暗ぐらい螺ら旋せん階段を駆かけ上る。

　思い返してみれば、アスナと一緒にボス部屋から次の層へ移動するのも、これで三度目……数分の時間差があった一層も入れれば四度目だ。毎回、ボス撃げき破は後にドロップアイテムの分配大合戦を繰くり広げる二大ギルドにアクティベート役を押しつけられるからだが、考えてみれば、レイドメンバー全員がそこそこ納得するような分配をするのも楽ではあるまい。

　厳げん密みつに言えば、俺やアスナにもサダイイコスロロ振ーりルに参加する権利はあるのだが、いまのところ辞退を貫つらぬいている。理由は単に面倒臭いのと、もう一つ──。

　と、俺の思考をトレースしたかのように、アスナが呟つぶやいた。

「でも、傷の理由がどんなことでも、城主様はいい人よね」

「そりゃ、ボス攻略を手伝ってくれるくらいだからな」

「それだけじゃないよ。あの人、たぶん最後の一撃を手加減して、キリト君にラストアタック譲ゆずってくれたんだと思うよ」

「……そ、そうかもな」

　こほんと咳せき払ばらいして、俺は行く手を見上げる。

　薄暗がりの彼方かなたに、ようやくゴールの両開き扉が姿を見せ始めていた。あの表面にレリーフされている図案は、ベータ時代と同じか、それとも違うのか──。

　と、その時。右斜め後方で響ひびいていたはずの軽やかな足音が途切れたのに気付き、俺は立ち止まった。

　振り向くと、フーデッドケープの細剣使いは、何かもの言いたげな顔をしてこちらを見上げていた。

「……な、なんだよ。そんなにＬＡボーナスが欲しかったのか？」

「違うわよ！」

　ぷうっと頰ほおを膨ふくらませてから、アスナは真顔に戻り、少し躊躇ためらう素振りを見せた。

　やがて投げかけられた問いは、ある意味では、アスナが考えないようにしていると言っていた《未来》にまつわるものだった。

「……ねえ。あなたは、いつまで、わたしと一緒にいるの？」

「…………」

　瞬まばたきひとつしないヘイゼルブラウンの瞳ひとみをしばらく覗のぞき込んでから、俺は答えた。

「君が充分に強くなって、俺が必要なくなる時まで」

「…………ふうん」

　そう呟くと、アスナは深い水底から浮かび上がる小さな泡のような微ほほ笑えみを口くち許もとに滲にじませ、ぴょんと次の段に飛び移った。

　俺は急いで体を反転させると、アインクラッド第五層へ続く扉を見上げて、再び階段を駆け上りはじめた。





（終わり）












　　　あとがき




　丸一年ぶりのお届けとなりました『ソードアート・オンライン　プログレッシブ』第三巻をお読み下さりありがとうございます！　いやー、今年もどうにか一層登ることができてほっとしました。来年もこの調子で……いえ、そろそろ攻略ペースを上げていきたいなーと思っております……。

　さて。この巻のサブタイトルは『泡ほう影えいのバルカローレ』となっていますが、本編で触れられなかったので少しだけ解説を。バルカローレは日本語では《舟歌》と訳されて、波に揺られるような曲調のクラシック音楽のことです。なぜそんなタイトルをつけたかというと、四層ではキリトとアスナが船に乗るから……そのまんまですね！

　フィールドを船で移動する話は、いつか書きたいと昔から思っていました。ＲＰＧでは定番の乗り物ですし（プレイヤーが自分の船を持てるＭＭＯＲＰＧは案外少ないかもですが……）、本物の船もけっこう好きなので。と言っても、ここしばらくはカーフェリーくらいしか乗ってないですが。数年前に釣りブームが来ていた時に一念発起してゴムボートを買いまして、荒川で乗ったらたいへん気持ちよかったんですが準備と撤てつ収しゆうがめんどくさすぎてまったく乗らなくなってしまいました……。かといって、本格的なプレジャーボートはお値段がデンジャラスなうえにマリーナの係留料金とか燃料代がたいへんなことになりますし。そのうち時間ができたら小型船舶免許は取ってみようと思っていますが。

　脱線しました。そんなわけで、三巻のテーマは船……ではなく《アインクラッドの風景》であります。これまでは、フロアの情景描写はかなり流し気味にしてしまっていたんですが、今回はそこにボリュームを割いてみました。水の街ロービアや、湖にそびえるヨフェル城の風景を想像して頂けたなら幸いです。まあ、そのおかげでフロアボス攻略戦がまたしてもダイジェスト版になってしまったのは申し訳ありません……。

　ただ、ボス戦は大ピンチにならないと書きどころがないですし、毎回（二層のように）全滅しかけてしまうのも攻略組としてちょっとどうなのかという感じでもありまして。しかし次はプチ区切りの五層ですので、ここでは強めなボスが出てきそうな気がします！




　恒例の謝しや辞じですが今回も感謝の謝というより謝罪の謝に……。限界プッシュなスケジュールにもかかわらず、いつにも増して素晴らしいイラストを仕上げて下さったａｂｅｃさん、もろもろ親身に対応して下さった担当の三み木きさん、すみませんでした＆ありがとうございました！　そして読者の皆様方、来年もどうぞよろしくお願いいたします！





二〇一四年十一月某日　川かわ原はら 礫れき





















次ページには、紙書籍版刊行時の『ソードアート・オンライン オルタナティブ ガンゲイル・オンラインⅠ　─スクワッド・ジャム─』『絶対ナル孤独者《アイソレータ》２　─発火者 The Igniter─』発売告知ページのイラストを収録しています。
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川かわ原はら 礫れき

なんだか２０１４年もあっという間でしたねえ……。今年もどうにか６冊本を出すことができました。来年はちょっと少なくなってしまうかもですが、ともあれ２０１５年もよろしくお願いします！
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本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。
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http://dengekibunko.jp/
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